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中 里 介 山 


この 際、 両国 橋の 橋 向う に、 穏 かならぬ 一道の 雲 行 

きが 湧き上 つた  といえば、 スヮャ と巿中 警衛の 酒 

井左衛 門の 手 も、 新徴 組の くずれ も、 新たに 募られた 

そろ 

歩 兵隊 も、 筒先 を 揃えて、 その 火元 を 洗いに 来る にき 

まってい るが、 事実 は、 半鐘 も 鳴らず、 抜 身の 槍 も 走 

らず、 ただ 橋 手前に あった 広小路の 人気が、 暫く 橋 向 

うまで 移動 をした のにと どまる の は、 時節柄、 お 膝元 

の巿 民に とっての 幸いです。 というの はこの ほど、 両 

国の 回向 院に信 州 善 光寺 如来のお 開帳が あると いう こ 


と。 そのお 開帳と 前後して、 回向 院の 広場 を かりて 広 

大な 小屋が けが はじまつ たこと。 その 小屋が けの 宣伝 

ビラが、 早く も巿 中の 辻々、 湯屋、 床屋の 類に 配られ 

て、 行く 人の 足 を 留めて いると いう こと。 

その 宣伝 ビラ もまた、 小屋が けの 規模の 大 なると 同 

あおう どうふう 

じく、 ズバ 抜けて 大きな ものへ、 亜欧 堂 風の 西洋 彩色 

絵で、 縦横無尽に 異様の 人間と 動物と を 描き、 中央へ 

大きく、 

「切支丹 大 奇術 一 座」 

マ J の 宣伝 ビ ラは、 宣伝 ビ ラ そのものが たしかに 人気 

を 集める の随 値が ありました。 


幕府の 威力 衰えたり といえ ども、 西洋の 風潮、 多少 

人に 熟したり といえ ども、 「切支丹」 の 文字 は 字面 その 

もの だけで、 まだた しかに 有司 を 嫌悪せ しめる の 価値 

が ある。 

果せる 哉。 この 宣伝 ビラの 「切支丹」 の 文字 だけに、 

翌日から 張 紙が されて、 その上に 改めて、 「西洋」 の 二 

字が 記されました。 

この 興行の 勧進元が 役所へ 呼び出された 時に、 どん 

な 食えない 奴 かと 思えば、 意外に も それ は 女で、 お 上 

のお 叱りに 対して、 一 も 二 もな く 恐れ入り、 早速、 人 

を 雇うて 満 都の 宣伝 ビラ を 訂正に かからせ たの は 素直 


な もので、 決して ことさらに 反抗的に 宣伝して、 人気 

を 煽ろうと いう ほどな 陋劣な 根性に 出で たので はなく、 

誰かに そそのかされて、 何の気なし にやった ことが 諒 

解が 届いた から、 役人た ち も、 単に 張 紙 をさせる だけ 

で、 後 は 問いませんでした。 

おんな かるわざ  かく 

この 勧進元の 女 こそ、 女 軽業の 親方のお 角で あり 

ます。 ともかく、 今度の 興行に は、 有力なる 金主 か 黒 

幕が 附 いたに 違いない。 従来の 広小路の 軽業 小屋で は 

狭き を 感じて、 新たに 回向 院 境内へ すばらしい 小屋 を 

立てた ので も わかります。 

「御 冗談でしょう、 看板で ォド かそう なんて、 そんな 


ケチな 真似 をす るお 角さん と は、 憚りな がらお 角 さ 

んの カクが 違います よ、 蓋 を あけたら 正味 を 見て いた 

だきましょう、 正銘 手の 切れる 西洋 もどりの いるまん 

です よ。 大道具 大 仕掛の 手間 だけで も、 お 目 留められ 

て ごらん 下さい、 小手先の あしらいと は、 ちっと 仕組 

みが 違 うんです からね」 

こういつ てお 角が 気焰を 吐いて いると ころ を 見れば 

おのずから その 自信の ほどもう かが われよう という も 

のです。 

事実、 このたびの 興行 は、 以前の ような ケ レン 気 を 

脱した ところが ある。 宇治山 田の 米 友 を 黒く 塗って、 


印度人に 仕立てて 当り を 取った ぺ テンと は 違って、 何 

か、 しっかりした 拠り どころ がなければ、 こうは 大げ 

さに なれない ものです。 

おもてげ \v 

ここに 慶応の はじめ、 大小 日本の 手品 を 表芸 にして、 

イギリスから ォ— ス トリ ー を 打って 廻り、 明治 二 年に 

日本へ 帰って来た 芸人の 一 行が ある。 白い 紙 を 蝶に 

作って、 生命 を 吹き込んだ 柳 川 一蝶斎 を 座長と して、 

これに 加うるに、 大 神楽の 増 鏡 磯吉、 綱渡りの 勝 代、 

曲芸の 玉 本 梅 玉 あたり を 一 座と して、 日本の 朝野が ま 

だ 眠って いる 時分に、 世界の 大 舞台へ 押出した 遊芸 人 

もくろ 

の 一 行が あります。 その 一 行の 中から、 何 か 目論む と 


ころがあって、 英国の 興行 中に、 急に 便船に よって 日 

本へ 帰って来た ものが ある。 それが、 御家人 崩れの 福 

村 あたりから、 この 社会へ 何 か 渡り をつ けたよう です。 

遊芸 —— なる が 故に 国境が 無かった。 吉田松 陰 は、 

に いじま じょう 

これが ために 生命 を 投げ出し、 福 沢諭吉 も、 新島襄 も、 

な  えの もと 

奴隸 同様の 苦しみ を 嘗め、 沢 や、 模本 は、 間諜 同様に 

潜入して、 辛くも かの 地の文 明の 一端 を かじって 帰つ 

D ン ドンさん が い 

た 時分に、 柳 川 一蝶斎の 一行 は、 悠々 として 倫敦 三界 
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から 欧羅巴の 目抜き を 横行して、 維納の 月 を ながめて 

そろう 

帰る ことができました。 しかし、 粗漏なる 文明 史の記 

者 は、 こんな こと を 少しも 年表に 加えて いないよ うで 


いわん や、 この 一行が 大倫敦 の 真中で、 日本 大小 手 

まっこう 

品 を 真 向に 振りかざし たこと、 その 鮮やかな 小手先の 

芸当に、 驚異の 目を睜 つた ロンドンの 巿 民のう ちに、 

十九 世紀の 偉人 ジョン • ラスキン があった こと を 誰が 

知っている。 

更に また、 この 十九 世紀の 予言者で あり、 文明 史上 

の 偉人で あり、 絶世の 批評家で ある ラスキンが、 この 

小 技 曲芸 を とらえて、 日本の 文明 を 評論した 無邪気な 

る 誤謬と 浅見と に、 憤り を 発する 者が 幾人 ある。 

青 丹よ し、 奈 良の 都に 遊んだ こ ともなく、 聖徳 太子 


ほうねん しんらん 

を 知らず、 法 然と 親鸞と を 知らず、 はたまた 雪 舟 も、 

ちょうでんす  イギリス 

周 文 も、 兆 殿 司 を も 知らなかった 十九 世紀の 英吉利 生 

れの 偉人 は、 僅かに 柳 川 一蝶斎の 手品と、 増 鏡 磯吉の 

大 神楽と、 同じく 勝 代の 綱渡りと、 玉 本 梅 玉の 曲芸と 

を 取って、 以て 日本の 文明に 評論 を 試みて いる。 

けれども、 これ は 偉人の 罪で はない、 時代の 罪で あ 

る。 世に は 陋劣なる 小人と、 商売 根性と いう ものが 

あって、 盛名 ある ものの 出づる ごとに、 ことさらに そ 

れを 卑しき ものに 引当て て 貶黜を 試みよう とする。 

ヴィク トル . ュ— ゴ— が 初めて エルナ 二 を 上演した 時 

に、 一 派の もの は、 わざとお でで こ 芝居 を狩リ 催して、 


よろこ 

それに エルナ 二 を カリ 力 チア させて 欣 んだ。 

ラスキンの あやまち は 無邪気なる あやまちで ある。 

後者の あやまち は それで はない。 小人の 食物 は 嫉妬で 

あって、 その 仕事 はケチ をつ ける ことで ある。 ここに 

巨人で もなければ、 英雄で もない 女 軽業の 親方お 角 さ 

ん があります。 その 周囲に は 従来の 興行師と、 それに 

属する 寄生虫の 一 種、 それ を こわもてに 飲んだり ね 

だったり して 歩く 無頼漢の 群れが ある。 この 連中に 

とって は、 回向 院 境内の 仮小屋の 棟の 高さが ことの ほ 

かに 目ざわりであります  そういう 者の 存在 を 知つ 

て 知り抜い ている 女 軽業の 親方お 角さん は、 その 真白 


としま ざ か  もろはだ 

な 年増 盛りの 諸肌 をぬ いで、 

「今度の 仕事 は、 わたし も 一世一代 という わけなんで 

すから ね、 その 思い出に ひとつ、 しっかり やって 下さ 

いな。 な あに、 今まで だって これが 嫌いと いう わけ 

じ やな かったんで すが、 河童のお 角さん ての があった 

でしよう、 同じ 名前です から、 気がさし てね。 恥 かし 

いっていう 柄じゃありません、 真似 をした ように 思わ 

ごうはら 

れる のが 業腹で ね。 こう 見えても わたし や、 真似と 坊 

主 は 大嫌い さ。 今まで だって ごらんなさい、 そう 申し 

ちゃなん です けれども、 人の 先に 立てば といって、 後 

を 追うよう な 真似 は 決して 致しません からね。 よその 


しりう ま  どじょう  ねら 

人気の 尻 馬に 乗って 人真似 をして、 柳の 下の 鰌 を覘 

こん リんざ い 

うような 真似 は、 お 角さん に は 金輪際で きないの です 

はず 

よ。 ですから、 今度 だって、 外れり や あ 元 も 子 もない 

し、 当った ところで 嫉 みが あるから、 身体 を どうされ 

るか わかった もの じ やなし、 どのみ ち 骨になる つもり 

で 乗り かかった 仕事です から、 その 思い出に 素敵に 大 

あたま 

きな 骸骨の 骨 を 一 つ 彫って いただき たいと、 こう 思 

いついた だけなん です よ …… 何です つて、 骸骨 だけ 

じ や 色が 入らない から 淋しいで しょうって？ なる ほ 

ど、 それ もそう です ね。 それじゃ、 骸骨の まわりに 燃 

H*  J こ， レ 

えたつ ような 大輪の 牡丹で も 彫って いただきましょう 


か。 なにぶん よろしく 頼みます」 

こういつ てお 角が 背中 を 向けた の は、 そのころ 名代 

ほリ ものし  からくさ ぶんた 

の剌 青師、 浅 草の 唐草 文 太と いうい い 男です。 お 角の 

ほりもの 

剌 青が 彫り 進む と共に、 回向 院 境内の 小屋が け も 進ん 

で 行く うちに、 以前の 広小路の 女 軽業の 小屋の 一 部 は、 

新しい 一 座の 楽屋に あてられました。 

おおい ち ざ 

そこに は、 従来の 一座と 別 廓 をつ くって、 大 一座の 

しんがお  ちまなこ 

新 面が、 雑然た る 衣裳 道具の 中に、 血眼に なって 初日 

の 準備 を 急いでい る。 

この いわゆる 「切支丹」 訂正 「西洋」 大 奇術の 一 座 

とうりよ うかぶ 

の 頭 梁 株と も 総支配人 とも 覚 しいの は、 頭の はげた 


五十 恰好の 日本人で、 白く 肥った 好々 爺です が、 ドコ 

かに 食えない ところがあって、 誰か 見た ことの あるよ 

うな 人相です。 知っている 者 は 知ってい るが、 知らな 

い 者 は 知らない。 この 男 は、 たしか 春 日長 次郎 といつ 

て、 先年、 柳 川 一 蝶 斎の 一 行の 参謀と して 西洋へ 押 渡つ 

たはず の 男であります。 この 男の 指図で、 準備と 稽古 

に 忙殺され ている 連中の なかには、 不思議と 紅毛人 は 

見えないで、 どれ を 見ても 見慣れた 黒髪 銅色の 人種、 

多く はこれ 生え抜きの 日本人であります が、 そのな か 

に 注意して 見る と、 少し 毛色の 変った のが 二三 枚、 働 

いている。 


無口で 働いて いる —— 春 日長 次郎は その 二三 枚 を 呼 

ぶたび に、 何 か 早口で、 わからな いこと をい つてし ま 

うと、 彼等 は 直ちに 頷いて、 手早く 持 場 持 場の 仕事に 

つきます。 
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さりと て、 これ は 断じて 欧羅巴 種で はない。 その 皮 

膚は 蒙古 種族より は ズット 黒い けれども、 当時の 日本 

人が 夢想して いるよう な 裏 も 表 も わからない 黒ん坊と 

は 違って、 よく 見なければ、 西洋人で さえ も モン ゴリ 

アンと 見る ほどに 色彩が 不鮮明です けれども、 たしか 

に 蒙古 種に 属する 印度人 か、 そうでなければ 印度と そ 

れに 近い 他人 種との 混血児に 相違ない。 ただ 彼等 は、 


しきりに その 混血児で ある こと を 隠して、 日本人ら し 

く 思われよう とする 素 振が ある。 

そのほかに は、 どうしても 眼の 色 を 隠す ことので き 

トル コ ぼう 

ない 子供が 五六 名、 赤い 土 耳 古帽を かぶって、 隅つ こ 

にかた まって、 ハ ー モニカ を 吹いて いると ころへ、 例 

の 春 日長 次郎 —— 広袖の 縫 取りの ある 襦袢と も 支那 服 

は 

ともつ かない もの を 着て、 大口の ような ズボン を 穿い 

ている —— が やって来て、 これ も 何 か 早口で 指図 をす 

ると、 子供ら は 心得て、 蜘蛛の 子の ように 四散し、 高 

けた はリ  ひきおろ 

い 桁 梁から 吊された 幕 を 引 卸しに かかります。 

衝立 を 一 つ 置いて 小道具。 


裏へ 廻って 見る と 大道具。 

ここで はまた、 例の 亜欧 堂 風の 大 看板 を、 泥 絵 具で 

塗り立て ている 幾人 かの 看板 師。 

この 看板 をつ ぎから つぎと 見て 行った 長次郎 は、 横 

文字の 綴りの 誤り を 二三 指摘して 一 巡した 後、 また 楽 

たゆう れん 

屋へ 戻る と、 もう 稽古場へ 太夫 連が 集まって、 品 調べ 

にか かってい る。 太夫 連 は、 やはり どれ も 日本人、 少 

なくと も 東洋人 以外の 面 ぶれ は 見えない のに、 別に 補 

助と して 参加す る 従来の 女 軽業の 重なる 連中が、 見物 

が てら 押し かけて いるもの ですから、 やはり 日本人 だ 

けの 大 一 座と しか 見えません。 


と、 その 一 方に、 ゆらり と 姿 を 現わした 一 人の 女、 
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これ こそ 正銘 偽リ のない 欧羅巴 夫人で、 これ だけ は 

姿 を 隠そうと も、 ごまかそうと もしない。 十七 世紀 頃 

の 派手な 洋装で、 丈の 高い、 愛嬌の ある 碧い 眼と 紅 を 

ぼかした 頰。 

片手に ギタ ー を 持って、 まず 長 次郎と 見合い、 につ 

こりと 会釈 をす る。 長 次郎は その 傍へ 行って、 これ も 

早口で 話 をして いると、 一方から 日本 娘の 美しい のが 

一人、 三味線 を 持って 出て 来る。 以前、 張 幕の 下で ハ— 

モニカ を 吹いて いた 少年 連が ゾロゾ 口と やって来 ると、 

西洋 婦人 は 手に していた ギタ— を 取り上げて、 調子 を 


合せに かかろう とする。 長次郎 は、 そこ を 去って、 ま 

た 裏口の 方へ 向い、 

「太夫 元は 来ない かな」 

二 

この 興行が、 いよいよ 初日の 蓋 を あけた 日、 人気 は 

うしお 

予想の 如く、 早朝から 木戸 口へ 突つ かける 人 は 潮の 

如く、 まもなく 大入り 満員と なって、 なお 押 寄せて 来 

ことわ  か 

る 客 を 謝絶る ために、 座 方が 総出で 声を嗄 らして あや 

まっている 光景 は、 物す ごいば かりです。 これ は 勧進 


むし 

元のお 角と して、 当然す ぎる ほどの 結果で、 寧ろこう 

なければ ならない はずに はなって いるが、 やはり この 

おびた だ 

夥 しい 人気 を 見る と、 商売気と は 違った 昂奮 を 感じ 

ながら、 場の 内外の すべてに 気 を 配って いる。 

春 日長 次郎 が、 あらかじめ 一座の 成り立ちの 口上 を 

述べて、 やがて 予定の 番組に とりかかる。 この 口上 言 

いの 風俗から して、 観る 人の 眼 を 新しくし たと 見えて 

ためし 

その 一言一句 までが 静粛に 聞かれて いる こと も、 例 

のない ほどで、 口上が あってから、 やがて、 改めて 観 

客 は 舞台の 装飾から 小屋の 天井の あたり を、 物珍しく 

見直した ものです。 


この 小屋が け は 従来の 方式と は 違って、 今日 普通に 

見る サ ー カスの 小屋が け、 日本で いえば 相撲の 場所と 

さじき 

ほぼ 同じように、 円心に 舞台 を 置いて 桟敷が 輪 開して 

うしろ 

後方に 高くなる。 一 一千 人 を 収容して 余り あろうと 思わ 

れる ほどの 広さに、 高く 天幕の 間から 青空の 一 部が 洩 

れ ている の を 仰いで ながめる と、 人 をして 従来の 劇場 

と は 違った 自由と 快活の 気風 を 起させる。 

さて、 また 演技の 番組に 就いては、 厳密にいえば、 

その 前芸 は、 奇術と か、 魔法と かいうよりも、 一種の 

西洋式の 軽業と いった 方が 当ってい る。 その 間へ、 

ちょいちょい 手品が 入る という 組合せであります。 I 


I けれども、 その 演芸の こと は 一 々ここへ 書き立てな 

い 方が よかろうと 思う。 その 時分の 人 を 天上界の 夢の 

こうぜんみ リ よう 

国へ 持って行く ほどに、 恍然 魅了した 異国 情調 を 細か 

く 描写して みたところで、 その 時分の 人の 驚異 は、 必 

ずし も 今日の 人の 驚異で はない。 ただし かし その 時の 

見物 は、 さし 換る 番組と、 登場 者の 風俗と、 それに 伴 

奏する さまざまの 楽器の 音と、 使用の 装飾の 道具 類と 

が、 見る もの、 聞く もの、 異常の 刺戟で ない という こ 

げんわく  はんじょう 

と はなく、 その 眩惑の ために、 半畳の ための 半畳 を 抑 

え、 弥次の ための 弥次 を 沈黙 させた だけの 効果と、 

たんのう 

堪能と は、 たしかに 存在した ものであります。 見物 は、 


たしかに 今までに 見ない もの をみ せられた ことに、 沈 

黙の 満足 を 表現して いると いつ てよ ろしい。 

ことに、 その 準備と 訓練が よく 行 届いて いたせい か、 

番組の 進行、 道具方 や 介 添まで が、 キビ キビした 働き 

ぶり、 ス カリス カリと 歯切れが よく 進んで 行く 興行ぶ 

り は、 従来、 演芸の 吉例 (？) としての、 初日の 不揃 

まくあい 

いと か、 幕間の 長いと かいうよ うな 見物 心理の 圧制 か 

ら 解放され て、 気の 短い、 頭の 正直な 見物 を 嬉しがら 

せた こと は 非常な ものです。 

演技で 酔わされた 人が、 ホッと 我に 返る と、 

「時間と、 幕間 は、 西洋式に 限ります な」 


その 西洋式の 讃美 者 は、 この 興行主のお 角が 諸肌 を 

ほりものし 

脱いで、 江戸前の 剌青師 に、 骸骨の 刺青 を 彫らせて い 

る こと を 知る ものが な い。 

前 芸の棒 飛び、 緦 飛び、 輪投げ、 輪廻し といった の 

は、 鍛練した 技術で、 眩惑の 手品で はない。 第一 番目 

から 手品が 一枚 加わって —— それから 四番、 五番と 立 

てつ づけに、 大道具、 大 仕掛で、 華麗と、 眩惑と、 濃 

厚と、 変幻の 異国 芸の 花々 しさ を、 息 を もっかせ ず展 

開して おいて、 六 番目に、 

「ジ プシ— . ダンス」 

この 幕間に、 ちょっと 手間が かかりました。 


「何しろ 驚いた ものです な、 今度 はジプ シ—. ダンス。 

ええと、 つま リ 西洋の 手踊りと いったよ うな もの だ そ 

うで」 

お茶 を 飲み、 煙草 を 吸って 休養 を 試みて いると ころ 

へ、 春 日長 次郎 がまた 改めて 口上 言いに 出ました。 

くま 

これより 先、 開場の 前まで は、 場内 を 隈なくめ ぐつ 

て 気 を 配って いたお 角、 開場と 共に、 楽屋と 表 方の 間 

に 隠れて、 始終の 気の 入れ 方 を 見て いる。 

「梅ち やん、 この 次 は 西洋の 踊りです から、 向う へ 行つ 

て、 よく 見て ごらん」 

附 いていた お 梅に、 参考と しての ジプシ ー . ダンス 


を 見学 さすべく、 ぉ附の 役目 を 解いて 暫時のお 暇 を 与 

える と、 娘 分のお 梅 は 有難く、 喜んでお 受け をして、 

「それで は 行つ て 参ります」 

外 行の ような 挨拶 をして、 そっと 見物 席の 後ろへ 廻 

ろうとす ると、 お 角が、 また それ を 呼び留めて、 

「かまわな いから 御簾の 桟敷の ね、 あいている ような 

ところへ 入って、 ゆっくり ごらん」 

「有難う ございます」 

お 梅 は 再びお 辞儀 をして 行って しまいます。 

まもなく、 見物 席の 背後から 隠れる ようにして、 正 

面 東側、 そこに 御簾 を かけた 一列の 桟敷の 後ろへ 来て、 


こわごわ  のぞ 

お 梅 は 怖々 とその 一 端を視 いて 見ました。 

ここに、 御簾の 桟敷と いうの は、 小屋が けと して は 

異例の 設備であります。 けばけば しく はない が、 とも 

かく、 この 一列 は 御簾 を 下げて あって、 ある 一組の 連 

中 もこ こから 忍んで 見られる し、 個人個人 もまた ここ 

から 多数の 目 を 避けて、 演芸 だけ を 見得る ことのよう 

な 組織に な つ て いました。 

こういう こと は、 誰かし かるべき 黒幕が あって、 相 

当の 身分 ある ものの、 巿井 を，， 憚る 見物の ために、 特に 

用意 をした ものと 見なければ なりません。 木戸 口から 

は、 どうも ここへ 案内され たもの を 見た ことが ないか 


ら、 多分 この 表の 水茶屋から 案内され た 特別の 客 だけ 

が、 前約あって、 ここへ 送られて 来る はずに なって い 

る ものと 見えます。 すべての 観覧席 は、 爪 も 立たぬ ほ 

どの 大入りと なって、 入場 謝絶に 苦しんで いる 際に、 

ここ だけ は 充分の 余裕 を 残して、 いつい かなる 人 を も 

迎え 得る ようにして あります。 すでに、 御簾の 蔭から 

ずきん  さむらい 

うかがう この 席の 見物の 中には、 頭巾 を 取らない 武士 

も あれば、 御殿女中 かと 見られる 女の 一 団 もあります _ 

お 梅 は 親方から 許されて、 怖々 この 桟敷の 一端 を視 

いて 見る と、 幸いに、 そこ は 八 人 詰 ほどの 仕切られた 

席が 残らず あいていました から、 そっと 入って、 片隅 


に 身 を 寄せ、 手すりに 軽く 肱 を 置いて、 改めて 落 付い 

た 見物 気分 を 起しました。 

この 時 は、 もう 楽屋 も 総出で、 広小路の 女 軽業から 

手隙に 来た 連中 も、 争って、 次に 行われる ジプ シ—. 

ちょり ちょ：；：' 

ダンス を 見学しょう として 最寄最 寄へ 出て 行った あと 

お 角 は 秘蔵の 娘 分のお 梅まで 出して やった ものです か 

ら、 この 盛んな、 この 広い、 この 気忙しい 中で、 しば 

らく 気 を 抜いた ような ひとりぼっちに なると、 思わず 

ホッと 吐 息をついて、 のぼせた 頰を、 ちょっと 両手で 

おさえて みて、 それから 楽屋の 窓の 所へ、 思わず 凭り 

かかりました。 


窓と いっても、 本来が 仮小屋で すから、 特に それが 

ために 切った ので はなく、 幕 を 下ろせば 壁と なり、 幕 

を 絞れば 窓と なる だけの 組織です が、 ちょうど、 その 

幕が 絞って ありまし たから、 お 角 は、 その 傍へ 寄って 

柱に 凭リ かかって、 外の 空気に 触れる と、 ここ は 高い 

ところで すから、 眼の 下に 新しい 世界が、 新たに 展開 

した 心 持が しました。 

新しい 世界と いっても、 場内の 変幻 出没の ような 夢 

の 国の 世界が 現われた ので はなく、 尋常一様の 両国 回 

向院 境内の 世界です けれども、 人気と、 眩惑と、 根づ 

かれの 空気に のぼせた お 角に とって は、 その 尋常一様 


がまた 新世界の ように 感ぜ ら るべき 道理で も あるが、 

ことに その 眼の 下に 現われた の は、 回向 院の 墓地で あ 

りました。 乱 離た る 石塔と、 卒塔婆と、 香と、 花との 

じゃくめつ せかい 

寂滅 世界が、 急に 眼の 下に 現われた ものです から、 お 

角 は 目 をす ましました。 

おもて  さら 

お 角が 人い きれの 中から 面 を 窓の 下に 曝す と、 そ 

らんと 1 つ 

こ は 回向 院の 墓地であります。 卵塔と、 卒塔婆の 乱 離 

たる 光景が、 お 角の 眼と 頭と を暫 しながら、 思い も か 

けない 別の 世界に 持って行きました。 

お 角 は、 その 荒涼たる 人生の 最後の 安息 所 を、 我 を 

忘れて 見下ろし ていた 間 は 何事 もありませんでした。 


そのうちに、 墓地の 一方の 木戸 を あけて、 静かに 内 

部へ 足 を 運んで 来る 二人 づれ のお 墓参りの あった こと 

を 気づ いたまで も 無事で ありました。 

一方、 魔術の 世界の 華麗と、 眩惑に 浸って いる 群衆 

と、 また 一方、 こうして しめ やかに 人生の 最後の 安息 

所への お参りに 足 を 運ぶ 人と が、 背中合わせ になって 

いる。 それ をお 角 は、 やはり 無心に ながめて、 頰のほ 

てり を 冷して いる。 お 墓参りの 二人の 者 も それ を 知ら 

もくひょう 

ず、 まだ 新しい 木標の 前に 近づく と、 二人のう ち、 案 

内に 立った お 屋敷 風の 小娘が、 

「ここで ございます」 


で、 手に かかえて いた 阿 枷 桶 を さしおく と、 それに 導 

かれて 来た、 塗 笠に 面 を 隠した 人柄の ある 一人の さ 

むらい。 

手に 携えて いた 香華 を、 木標の 前の 竹筒に さして、 

ままく 

無言に 立って いると、 娘 は 阿 枷の 水 を 汲んで、 墓 木と 

そそ 

花と に 注いで いる。 

塗 笠の さむらい は、 木標の 前に 立って、 軽く 頭 を 下 

げて、 感慨 深く 立って いる。 

「殿様、 どうぞ、 お 水 をお 上げく ださい まし」 

ひしゃく 

娘 は 杓 柄 を 武士の 手に 渡す と、 それ を 受取った 武士 

は、 墓に 水 を 注いで、 


「この 文字 は 誰が 書きました」 

「御 老女 様からの お頼みで、 大僧正 様が 書いて 下さい 

ました。 御 老女 様 は、 そのうちお 石塔 を 立てて、 その 

あした ゆうべ 

お 石塔の 後ろへ、 朝夕の 鐘の 声、 という 歌 を 刻んで 

上げたい とおつ しゃいました」 

高い ところで、 見る ともなし に 見て いるお 角の 耳へ 

まナっ 

は、 無論 この 二人の 問答 は 入りません が、 満 地の 墓碣 

の 間にた だ 二人 だけが、 低鉱 して 去 リ やらぬ 姿 は、 手 

に 取る ように 見える のであります。 そこで、 お 角 は 早 

しのび 

くも、 これ はしかるべき 大身の さむらいが、 微行で、 

ここへ 参詣に 来た もの だな と 感づきました。 表に は 憚 


ると ころがあって、 この 娘 だけが 一切の 事情 を 知って 

いて、 お 殿様の 案内 をして、 こっそりと 参詣に 来た も 

の だな という 感じ は、 お 角の ような 打てば 響く ところ 

の ある 女性に は、 見て取る ことが 早い と 見えます。 

その 大身の さむらいと 思われる 人品の あるの は、 最 

初から 笠に 面 を 隠して いますから、 その 何者で ある や 

らしゃ 

は 確かに はわ かりま せんが、 羅紗の 筒袖 羽織に 野 袴 を 

は  ろう ざ や 

穿いて、 蠟 鞘の 大小 を 差し、 年 は 三十 前後と 思われる 

ほどの 若さ を 持って いるの が、 爽やかな 声で 言います、 

ふうさ い 

「それから、 あの 奇怪な 風采 をした 少年、 少年と いお 

うか、 或いは 若者と いおうか、 正直に して 怒り 易い、 


おさななじみ 

槍に 妙 を 得た、 あれの 幼馴染と いった 男 は、 どうして 

きみ 

います か。 あの 男 を、 そなた は 御存じ か …… 君 は 絶え 

ず あの 男に 逢いたがって いたの だが …… 」 

「ああ、 来 友さん のこと でございます か …… 」 

きんこ 

と 娘が 答えた 時に、 大 魔術の 小屋で 大太鼓と 金 鼓の 音 

がけた たまし く、 鳴り 出しました から、 墓地の 中の 二 

人 も、 これに 驚かされ、 問答の 半ばで ふたりい い 合わ 

せた ように、 この 高い 天幕の 小屋 を 見上げ ますと、 そ 

か お 

こで 計らず も、 窓から 見下ろし ていたお 角と 面 を 見合 

わせました。 

「おや？」 


と 驚いた の はお 角です。 こっち は 窓に 人が いると 気づ 

いただけです けれども、 お 角 はこの 墓地の 中から、 笠 

おもて 

の 面 を 振 上げた その 中の 人 を 見て、 驚いて しまい ま 

した。 その 人 は、 もとの 甲府 勤番 支配、 駒 井能 登 守に 

相違ない と 思った からです。 

それと は 知らない 二人 づれの 墓参り は、 やがて 墓の 

おもむ 

前 を 辞して 徐ろに 以前 入って 来た 木戸 口を出て、 魔 

ひとあし 

術の 小屋へ 吸い 寄せられる 人足に 交リ、 相撲 茶屋 を 横 

に 見る ところ へ 来る と、 

「モシ、 それへ おいでになり ますの は？」 

と 呼びと めた ものの あるの は、 どうも 自分た ち を 指し 


たもの らしい。 二人 は、 ちょっと 二の足を踏み ますと 

早く も、 そこへ 龃け 寄って 来た 女の人、 

「駒 井 甚三郎 様」 

立ち どまった 以前の さむらい は ハツと しました。 追 

い ついて 来たの は大 魔術の 勧進元のお 角。 

「おお、 そなた は …… 」 

駒 井 は、 その 女 を 見る と、 あわただしい そぶりで あ 

リ ま ^u/ 

「まあ、 駒 井の 殿様 …… いっこつ ちへ お越しに なり ま 

したんで すか、 あんまり じ や ございま せんか、 わたく 

しど ものと ころへ なん ぞ、 お 沙汰 も 下さらないで、 ほ 


ん とうにお 恨みに 存じます よ」 

お 角 はこの 人 を 見る と、 まず 怨みの 言葉 を 浴びせ か 

ける ほどに、 熱して いるものと 思われます。 

「今、 ここへ 着いた ばかり じ や」 

「お 宿 は 柳 橋で ございま すか」 

「ついこの 先 …… 」 

申し わけの ようにす る 駒 井の 返事 を、 お 角 は 焦れつ 

たそうに、 

「なんに 致しましても、 ここ を 素通り はな リ ませぬ、 

おいやで も ござりましょう が、 ぜひお 立 寄り を 願わな 

ければ」 


といって、 お 角 は、 連れのお 屋敷 風の キリリと した 娘 

の 姿 を、 心 ありげ な 眼 つきでな がめ ますと、 その 娘 も 

はっとし ましたが、 何にもい わず 軽い 会釈 をして、 や 

や 手 持 無沙汰で いると、 駒 井 は 迷惑が つて、 

「どのみ ち、 宿 をき めてから」 

こういい ますと、 お 角 は、 もとより 逃さない つもり 

てす 力ら 

「まあ、 左様に おっしゃらず、 わたくしどもの 一世 一 

代 を 御 見物 下さい ませ、 ずいぶん、 骨 も 折れ ましたが 

まんざら ごらんに な つ て 腹の 立つ ような ものば かりで 

も ございません」 


「はは あ、 この 興行 は、 お前が やって いたの か」 

「左様で ございます、 御 案内 を 致します。 お 嬢 様、 ど 

ぅぞ あなた 様 も、 御迷惑で も 殿様のお つきあい をな さ 

いませ」 

「お 松 どの、 せつ かくの こと だから 見せても らおう か」 

「はい …… 」 

御屋敷 風の 娘 は、 老女の 家のお 松で ある こと 申す ま 

ちゅうちょ 

でもありません。 お 松 はこの 返事に 躊躇し ましたの 

ぼさん 

は、 墓参の 帰りに …… という 気が トガ めた のか も 知れ 

ません。 

のつ ぴき 

しかしながら、 駒 井 甚三郎 は、 どのみ ち 退 引なら ぬ 


相手に つかまつ たものと 観念 をした のでしょう、 お 角 

ひきぐ 

の 案内に 随 つて、 遠慮 をす るお 松 を 引 具して、 ついに 

この 小屋へ 足 を 向け、 

「相 変らず ェ ライ こと を やり 出した な。 なに、 切支丹 

の 魔術 ：：•• それ は 面白い。 この 看板 は 誰が かいたの 

じ や、 日本人に 描かした のか、 彼 地から 持って来 たの 

か。 向う の 下絵に よって 写した と。 なるほど、 横文字 

入りで 変った 図柄 じ や、 とにかく、 これ だけの こと を 

やり 出した お前 もェ ライが、 向う へ 渡って これ を 持つ 

て 来た 奴もェ ライな。 ナニ、 春 日長 次郎 …… 柳 川 一蝶 

斎の 一座で 先立ちして 来た 男 だと。 知らん、 すべて 拙 


者 はま だ 日本の もの も、 西洋の もの も、 手品と いう は 

評判 だけに 聞いて、 本物 を 見る の は 今日が はじめて 

じ や。 日本の もの を 向う へ 持って行けば 相当に 面白 か 

ろう、 むこうの を そのまま こっちに 見せる こと は 一層 

珍しい。 誰が 周旋して くれたの じ や。 ほかの 興行と 

違って、 見る 人に 新 知識 を 与え 得る ものでなくて はな 

らぬ」 

駒 井 甚三郎 はこうい いながら、 相撲 茶屋から 御簾の 

さじき 

桟敷へ 案内され ました。 


駒 井 甚三郎 とお 松が 案内され た 席 は、 つい たった今、 

お 梅が そっと 入り込んだ 御簾の 桟敷の 一 間であります。 

それと 見て お 梅 は、 遠慮して 席 を 避けよう とする の 

を、 お 角が、 

こうむ 

「いいから 御免 を 蒙って、 そうして おいで」 

そこで、 この 一間に は 主客 都合 四 人が 納まった 時分 

に、 ようやく 春 日長 次 郎のジ プシ— • ダンスの 口上が 

始まりました から、 駒 井 甚三郎 は、 ちょうど これ を 見 

るた めに、 わざわざ この 席へ 来たよう な 具合に なり ま 

した。 


は  す あたま 

春 日長 次郎 は、 五十 恰好の 禿げた 素 頭の 血色の よい 

面 をして、 例の 和服と も、 支那 服と もっかない 縫 取り 

+4 ん rj ん  ま 

の ある 広袖の 半纏に、 大口の ような ズボン を 穿いて、 

舞台に 現われ、 

「さて、 東西の お客様 方、 初日 早々 かくば かり 盛んな 

ご ひいき 

御 貝頭属 をいた だきまして、 一 同の 者、 何とお 礼 を 申し 

すべ  むせ 

上げよう 術 もな く、 有難 涙に 咽び おります る 次第で ご 

ざいます。 ただいままで、 だんだんと ごらんに そなえ 

ました 技芸、 ことごとくお 気に 叶いまして、 楽屋 一同 

の 感謝に ございます るが、 ことに- J のた び ごらんに 入 

れ まする は、 ジプシ ー. ダンス …… これ はお 聞き及び 


でも ございま しょうが、 太古より 今日に 至る まで、 
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亜細亜 洲と 欧羅巴の 間 を 旅から 旅へ とうつ リ 歩く 一  種 

族で ございまして、 曾て 一定の 国と いう もの を 持ち ま 

せぬ、 また 一定の 家と いう もの を 持ち ませぬ、 青空の 

存 すると - J ろが 彼等 の 故郷に) /ざいまして、 水草 の 生 

える ところ はすな わち 我が家、 と 申す 有様で ございま 

す …… 何故に、 この ジプシ —族に 限って、 国と 家と を 

持たず、 太古より 今日まで、 漂浪 を 続けて いるかと 申 

します るに …… 彼等 は その 昔 切支丹 宗の 救い主 を 殺し 

た 罪の 報いに よって、 その 国 を 失い、 ついに 生涯 枕 を 

する 土地 を 与えられ なか つたの だそう でございます… 


〜」 

説明 半ばで、 駒 井 甚三郎 が、 これ は 少し 変 だと 思い 

ました。 この 説明 人 は、 ジプシ —族と ユダヤ 族との 伝 

説 を 混同して いるな と 思いました。 しかし、 多数の 見 

物 は 一 向 そんな こと を 念頭に は 置かず、 極めてお とな 

しく 説明 を 聞いて いると、 咳払い 一 つした 春 日長 次郎 

は、 続けて、 

「しかしながら、 切支丹の 罪に よって 国を逐 われ、 枕 

すると ころ を 奪われた ジプシ ー 種族に、 二つの 恵まれ 

たもの がご ざいます、 その 一 つ は 音楽で ございまして、 

他の 一 つ は 美人な ので ございます。 この ジプシ —種族 
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に は、 古来、 非常な 美人が 生れまして、 欧羅巴の 貴族 

をして 恍惚たら しめた こと も ございます。 また、 天性、 

あちら 

音楽が 巧みで ございまして、 彼 地の 大 音楽家 も、 ジブ 

シ ー から 教えられた ものが あるそう でございます …… 

とはいえ ジプシ —は、 救世主 を 殺した 罪の 種族で ござ 

いますから、 これ を 見る こと は 許されても、 これに 触 

れる こと は 許され ませぬ。 たとい、 ジプシ ー の 女、 花 

のように 美しう ございましよう とも、 それに 触れた 者 

は、 手 を 触れた もの も、 触れられた 女 も、 共に 不祥の 

運命に 終る と 申し 伝えられて あります。 で > ざいます 

から、 ジプシ —の 美人の 美し さは、 花の ように 美しく、 


また 花の ように 盛りが 短い とされて おります るので ご 

ざいます。 皆様 方 はこの ジプシ ー の 女の ために、 その 

一生 を 誤った 欧羅 巴 の 貴族 と 僧侶 の お 話 を 御存じ で ) J 

ざいます か  これより ごらんに 入れます るジプ 

シ ー. ダンス は、 日本で 申します ると、 ふい ご 祭に お 

おとめ 

どる 踊りで ございます、 花 恥 かしい 乙女が、 鈴の 輪 を 

持ちまして、 足ぶ り 面白く 踊ります。 また 日本の 三味 

線、 琵琶に 似た ところの ギタ ー と マンドリン、 それに 

合わせて 歌います る その あでやかな 人と 音色 …… 長 口 

上 は 恐れ あり、 早速ながら 演芸に とりかからせ まする」 

春 日長 次郎 はかなり の 能弁で、 一 通り 由来 を 述べ 


終って 卓の 上なる 鈴 を 振る と、 後ろの 幕が 二つに 裂け 

て、 そこから 賑やかな 音楽が 湧き起 リ ました。 

幕が あくと、 天幕 張りの 漂浪 生活の 前に、 二三の ジ 

かじゃ  かなしき 

プシ— 族の 若者が 鍛冶屋 をして いる。 盛んに 鉄 砧を叩 

いている ところへ、 同じ 種族の 一人の 子供が 糸の 切れ 

むこ うづち 

たギタ ー を 持って来て、 向槌を 打って いる 男に 直し 

て くれと 頼む。 男が 槌を さしおいて、 それ を 直して 

やって 調子 を 試む ると、 それに 合わせて 他の 一人が 歌 

い 出す。 と、 子供が 踊る。 

ま W7  おやじ 

そこへ 禿 頭の 老爺が 来て、 そう 怠けて はいけ ない と 

叱る。 若者 は 仕事に かかる。 子供 は ギタ— を 鳴らして 


歌う と、 叱った 老爺が 踊り 出す。 それ を 鍛冶屋が 調子 

を 合わせて 槌を 打ちながら 歌う。 ゾロゾ 口と 子供が 出 

て 来て みな 踊る。 山の 神 連 (ジ プシ ー の 女房た ち) が 

出て 来て、 ガ ミガミ いう。 多分、 この 御苦労 無しの 

おやじ  ののし 

親爺め が、 今ごろ 何 を 踊り さわいで いるの だと 罵る 

ものら しい。 親爺 は 恐縮して 逃げながら 踊る。 子供た 

ち はギタ ー を 合わせる。 ついに は 山の 神 連まで、 浮か 

れて 踊る。 すべて 踊って 歌って 大 はしゃぎ になって い 

ると ころへ、 遽 かに 注進ら しいの が 来る。 そこで 口早 

に 人々 に 告げる と、 皆々 狼狽して 逃げ隠れようと する。 

そこへ、 花やかな 騎士が、 従者 を つれて やって来る 


と、 ジプシ —族 は 異様な 眼 をして それ を 眺める。 花や 

かな 騎士 は、 人の 名 を 呼んで 誰か をたず ねる らしい。 

ジプシ ー 族 はみ な 首 を 振って 知らない という。 騎士と 

従者 は 失望して 行って しまう。 

ジプシ —族 は、 それ を 見送って、 何 かしきりに 言い 

罵って いたが、 若い者の うちに は、 腕を扼 して、 その 

あと を 睨まえ、 追つ かけよう とする 素 振 を 示す 者が あ 

る。 老巧 者が それ を ささえる。 子供 は 頓着な しに ギ 

タ ー を搔き 鳴らす。 けれども 以前の ように 浮き立た な 

ヽ o 

レ 

そこへ 賑やかな 鳴り物が 入って、 蝶の 飛び立つ よう 


に 入って 来た 一 人の 少女が あった。 

きんいろ 

黒い 髪、 ぱっちりした 瞳、 黄金色の 飾り をした コル 

セット、 肩から 胸まで 真白な 肌が 露われ、 恰好の よい 

腰の 下に 雑色の スカ— トが ぱっと 拡がる と、 その 下 か 

はぎ 

ら 美しい 脛が 見える —— この 少女 は 息せ きき つて この 

場へ 龃け 込んで、 

「皆さん、 ただいま」 

多分、 そういった ような、 晴々 しい 呼び声で、 一同 

が 甦 つたよう に、 その 少女 を 取 囲んで、 

「おお、 マル ガレット、 無事 か」 

といった ような 歓声が 起る。 少女 は、 息 を はずませて 


何 か 口早に 物語 をす ると、 老若男女が 皆、 背伸び をし 

て それ を 聞こうと する。 少女の 物語 は、 何 か 多少の 恐 

怖から 解放され て 来た ものの ような 表情であります。 

その物 語 を 聞いて しまう と、 老若男女が、 また 歓声 を 

揚げる。 そのうち にも 以前の 若者ら は 強がりの 身ぶ り 

をして、 騎士ら の 立 去った あと を 睨まえ て、 腕 を さすつ 

て 見せる。 そのうちに 子供た ちが ギタ ー を 鳴らし はじ 

める と、 一 同が 浮かれ 出す。 右の 少女が、 

「では 皆さん、 踊リ ましょう」 

といった ような 声で、 タンパ リン を 振り 鳴らして 自分 

が 真中で、 めざましい 踊り を はじめる と、 老若男女が 


それ を 囲んで、 総 踊りに 踊って 踊りぬ くと 幕。 

駒 井 甚三郎 は、 その 一 幕 を 見 終る と、 帰る と 言い出 

しました。 

もう 一 場、 あとの 本芸を ぜひ —— というの を 振 切つ 

て、 お 松 を 連れて、 この 小屋 を 辞して、 お 角に 後日の 

面会 を 約し て 己が 宿所 へ と 立 帰りました。 

四 

ジプシ ー ，ダンスが 終って、 駒 井 甚三郎 とお 松 は 辞 

おおづめ  まんば 

して 帰った あとで、 大詰の 奔馬の 魔術と いう 大道具の 


一場が あって、 その 日の 打 出しと なり ましたが、 これ 

を 最後まで 見て いた 見物のう ち、 二人の 壮士が ありま 

した。 

たそがれ どき 

もう 黄昏 時です。 この 二人の 壮士 は、 小屋 を 尻目に 

かけて 悠々 と 闊歩して、 例の 相 生 町の 老女の 屋敷へ 入 

り 込みます。 

といっても、 この 二人の 壮士 は 南条と 五十嵐で はな 

まばら びん 

いが、 二人ともに 疎鬢 で 直刀 丸 鞘 を 帯びて いると ころ 

たしかに 薩摩 人らしい。 この 黄昏 時、 老女の 屋敷へ 二 

人と も、 大手 を 振って 乗 込んだ が、 玄関に 立って 大声 

で 怒鳴る と、 その 声 を 聞きつ けて 走り出で た 二人の 壮 


士。 

それと 暫く 問答 を かわして いたが、 訪ねて 来たの は 

上へ あがらず、 面 を 出した 邸内の 壮士 二人が 下り立つ 

て、 都合 四人づ れで巿 中へ 出ました。 

付け加え てこの 日 は、 黄昏 時になる と、 ようやく 風 

が 強く 吹き出し、 四 人 づれが 両国 橋 を 渡りき つて 矢の 

倉 方面に 出た 時分に は、 バラ バラと 砂塵が 面に 舞い か 

かる ほどの 強さと なります。 

「強い 風 じ や、 火 をつ けたら よく 燃える だろう」 

「でも、 江戸 を 焼き払う ほどの 火に はなるまい」 

「それ は 地の利 を 計らなければ …… 先年、 大楽 源太郎 


き やつ 

と、 地の利で はない、 火の 利 を 見て 歩いた が、 彼奴、 

人の 聞く 前 を も，， 憚 らず、 今夜 はこ こから 火 を 放け て 

やろうと、 大声で 噪 がれた のに は 弱った」 

■ つま 

「あれ は、 そそっかしい 男 だが、 感心に 詩吟が 旨 かつ 

た」 

「どう だ、 ひとつ 放け てみ ようか」 

「しかし、 つまらん、 江戸 城の 本丸まで 届く 火で なけ 

れば、 放 けても 放け 甲斐が ごわせ ぬ、 徒らに 町人 泣か 

せの 火 は、 放 けても 放け 甲斐がない のみならず、 有害 

無益の 火 じ や」 

つけび 

r 有害無益 の 火 —— 世 に 無害 有益 の 放火と いうの も あ 


るまい が」 

「では、 通りが かりの 道草に、 いたずら をして みょう 

力」 

「地の利と、 風の 方向 を 考え、 且つ、 なるべく は 貧民 

の 住居に 遠く、 富豪の 軒 を 並べ たと ころ をえ らんで… 

〜」 

「面白かろう」 

さても 物騒 千万ない たずら ごと。 この 四 人の 壮士が 

ぼうじゃくぶじん 

傍若無人に 試みた 火つ けの 相談 は、 冗談ではなくて 本 

当で ありました。 それから まもなく、 風が 強くなる に 

乗じて、 この 連中の 行 手に あたって、 日本 橋の 呉服町 


の ある 町家の 軒から 火の手が あが つ て 大騒ぎと なり ま 

したが、 それ は 発見され る ことが 早くて、 まもなく 揉 

み 消した かと 思う と、 山 下町 あたりの ある 旗本 屋敷が、 

またしても、 それ 火事よ と 騒ぎ立てて、 これ は ほ とん 

ど 大事と なり、 一 軒 を 丸焼けに して おさまりました。 

次に、 やや 時 間を置いて 芝 口の ある 商家、 これ も大 

事に 至らず 消し止め ましたが、 それから 程経て、 神明 

の 前の 火の見櫓が 焼け 出した の は 皮肉 千万であります。 

筋 を 引いて 見れば、 ちょうど この 四 人の 壮士の 過ぐ 

ると ころ、 四 力 所で 火が 起った わけです。 これ はまた 

もののふ 

途方もないいた ずらで、 いやしくも 武夫の 姿 をした 者 


共の 為すべからざる、 いたずら であるに 拘ら ず、 この 

いたずら は、 誰に も 発見され ず、 その 残したい たずら 

の 脱け 殻 だけが 人騒がせ をして、 当の本人 たち は悠々 

として 芝の 三 田の 四国 町まで 来る と、 そこに 薩摩、 大 

隅、 日向 三国 主、 兼ねて 琉球 国を領 する 鹿 児 島の 城主、 

七 拾 七 万 八 百 石の 島津 家の 門 内へ 乗 込もうと する。 音 

に 聞く 島津の 家の 門番 は、 この 途方もない いたずら 者 

やすやす 

を、 どう 処分す るかと 見れば、 案外に も 易々 と 表門 を 

素通り させて、 彼等 を この 屋敷の 中に 吸い込んで しま 

いました。 

しかし 薩 摩の 士の 風俗 をして いるから とて、 必ず 薩 


摩の さむらい だと 限った わけ はあります まい。 この 薩 

州 屋敷で は、 このごろ、 ずいぶん 人見知り をし ないで 

人 を 入れる。 

まず 玄関に は 非常 に 大きな 帳簿が 備え てあります。 

そんのうじょうい 

それの 巻頭に は 誰の 筆と も 知らず、 達筆に 尊王攘夷の 

主意が 認められ てあつて、 その 主意に 賛成の 者 は 来 

る を 拒まず、 という ことにな つてい る。 諸国の 尊王 攘 

そむ  きびす 

夷の 志士 は、 肩を聳 やかし、 踵 をつ いで 、集まり 来つ 

て、 この 帳簿へ 記名 誓約 をす る。 紹介者あって 来る も 

の も あれば、 自身 直接に 来る もの も ある。 薩州 邸で は 

そのい ずれで も 拒む と いう こと をし ない。 


五 百 人 内外の 人 は、 いつでも 転がって いるが、 これ 

らの 食客 連の 日中の 仕事 は、 武芸 を やる こと、 馬に 乗 

る こと、 感心に 読書 学問 を やって いる 者。 為す こと も 

きまま かって 

気儘 勝手、 出入り も 自由。 けれども その 自由放任が、 

ある 時 は、 無制限に なって、 ここから 夜な夜な 巿 中へ 

向けて きりとり 強盗に 出かけた ものまで が 黙認され る。 

火 放け 強盗 はおろ かなこと、 この 屋敷から 或る時 は 

甲 州へ 向けて 一 手の 人数が 繰 出される。 或る時 は 下 総、 

いっき 

或る時 は 野 州 あたりへ 繰 出して、 そこで 大 仕掛な 一揆 

の 陰謀が 持ち 上る。 

その 主謀者の 方針 は、 江戸の 巿中 はなん といっても 


相応に 警戒が 届いて いる。 ことに このごろ、 募集した 

ちゃぶくろ  うごう 

歩 兵隊 —— 一名 茶袋 は 烏 合の 寄せ集めで、 市民 をい 

やがらせ ながら も、 ともかくも 新式の 武器 を 持って、 

新式の 調練 を 受けて いるから、 それ を 相手に は 仕事が 

しにくい。 近国へ 手 を 廻して 騒がせて おけば、 自然お 

膝元の 歩 兵隊が 繰 出す。 その 空虚に 乗じて 江戸の 城下 

へ 火 をつ け、 富豪の 金穀を 奪うて、 大事 を 挙げる 時の 

準備に しょうと いう 方針ら しい。 

斯様な 方針 を 立てて いる 主謀者 は 何者か。 どうかす 

ると 西 郷吉之 助の 名前が 出る こと も あるが、 西郷 はこ 

ますみつ  いむだ 

こにいないで、 益 満休之 助と 伊牟田な にがしと 小島な 


にがしと、 この あたりが 主謀者と いう ことで ある。 

益 満は長 沼 流の 撃剣 家で、 山 岡 鉄太郎 などと も 懇意 

であり、 この 益満の 後ろに 西郷 がいて 糸 を 引いて いる 

という 説 も あるが、 益満 それ 自身 もた だ 糸 を 引かれて 

いる 人形で は あるまい。 

さいぜん、 大手 を 振って 門 内に 通過した 四 人の 壮士、 

この 席へ 来ても 無遠慮に 一座の 中へ、 むん ずと 坐り込 

み、 まず 見て 来たと ころの 西洋の 大 魔術の 披露、 普通 

みやげばなし 

弁と 薩摩 弁で しかたばなし までしての 土産話 は 無難で 

あつたが、 無難で な いのは それに 続く 自慢話で ありま 


この 四 人の 壮士 ども は、 今し も、 大 得意に なって、 

本 所の 相 生 町から 三 田の 四国 町までの 間の 彼等の 道草、 

その 途方もない、 いたずら 話 を 憚る 色な く 並べ立て 

たこと です。 四 力 所に 放火して、 ある 所 は 大事に 至ら 

しめ、 ある 所 は 小事で 終ら しめたが、 ともかくも 人心 

を 騒がして 来た こと を 手柄顔に 説明す ると、 それ を 興 

ありげ に 聞いて いた ものと、 不足 顔に 聞いて いた 者と 

あって、 

「ナ ー ンだ、 くだらぬ 人騒がせ、 つまらぬ いたずら、 

そうして 下っ端 をお どかして みたところが 何 だ。 トテ 

モ やるなら、 あの 将軍の 本丸まで 届く ほどの 火 を 出せ。 


本丸から 火 を 出して、 グラ ついた 江戸 城の 礎 を 立て 

直す ほどの 火 を 出して みろ。 小 盗賊の やる ようない た 

ずら はよ せ」 

と 言った ものが あると、 四 人の なかの 一 人が 抜からず、 

「いずれ それ を やって 見せる が、 今 は その 手習い じ や」 

そこで、 この 一座の 対話が、 江戸 城の 本丸へ 火 を 放 

ける、 その実 際の 手段 方法にまで 進んで 行った の は 怖 

るべき ことです。 この 怖るべき 相談が 事実と なって 現 

われた の も、 それから 幾ら も 経たない 後の ことで あり 

ます。 それから 彼等の 巣窟た る この 四国 町の 薩摩 屋敷 

が 焼 打ちに なって、 江戸 を 追われた こと も、 いくら も 


たたない 後の ことであります。 

五 

それ は それと して、 再び 前に 戻って、 ここに まだ 疑 

問と して 残されて いるの が、 両国の 女 軽業の 親方お 角 

の、 このたびの、 旗揚げの 金主と なり、 黒幕と なった 

者の 誰で あるかと いう ことで、 これ は その 道の 者の 

専らの 評判と なり、 またお 角の 知っている 限りの 人 

では、 これ を 問題に せぬ 者はなかった が、 誰も その 根 

拠 を 確と 突 留めた ものが ありません。 


神 尾 主 膳 や、 福 村 一派の 現在 は 到底、 逆さに ふるつ 

て も 融通が つこう はず はなし、 以前、 柳 橋に 逗留して 

いた 時代の 駒 井 甚三郎 のと ころへ は、 お 角 はしげ しげ 

出入りして、 あの 当座、 多少の 融通 黙么 はあった かも 

知れない が、 今の 他人行儀 を 見れば、 このたびの 興行 

に 駒 井の 力 は 加わって いなかつ たこと は、 がんりきの 

百 蔵と いえ ども 疑う 余地 はない ところであります。 

高利の 金 を 借りた 場合に は、 玄人筋 は 当人の 手に そ 

の 金が 入る より 先に、 その 噂 を 受取る に違いないが、 

さっぱり そのこと がない。 

だから、 玄人 は 興行の 腕よりも、 お 角の 金策の 腕に 


舌 を 捲いて いる。 

初日の 評判 を 後に して、 その 日 いっぱいの 上り 高の 

しめくくり をした お 角 は、 払い渡すべき もの は 即座に 

払い渡し、 大入 袋の 割 振りまで きびきびと やっつけて、 

残った 金 を 両替に すると、 それ を 恭 しく 紙に 包んで 

男衆 を 呼びました。 

「庄 さん、 ちょ つ とそ こまで 一 緒に 御苦労し ておくれ」 

やはり 風の 吹いた 同じ 日の 晚。 

一 人の 男衆 を 連れた お 角 は、 両国 橋の 宿 を 立ち 出で 

ました。 

その 行 先が 疑問、 それ を 突き 留めさえ すれば、 金策 


の 問題 も おのずから 氷釈す るに 違いありません。 通俗 

に 考えれば、 これ は、 てっき リ、 柳 橋の 遊 船宿に 駒 井 

甚三郎 を 訪ねて 出かけた ものに 相違ない —— お 角 ほど 

の 女が、 その 時分に 息 を はずませて 柳 橋 を渡リ 渡りし 

た 時 は、 がんりきの 百 蔵 を ひとかたならず 嫉 かせた も 

のです。 

ところが、 今 はこの 通俗な 予想 も、 まるっきり 違つ 

て、 お 角が 訪ねて 行く 足 どり もお ちついた もので、 足 

を 踏み入れた ところ は 通人の 通う 柳 橋で はなく、 諸国 

じょうやど 

の お客様の 定宿 の 多い 馬 喰 町の 通りであります。 

そこで、 一二と いわれる 大城屋 良 助の 前へ 来る と、 


お 角 は 丁寧に 宿の 者に 申し入れました、 

だ いじん さま 

「有 野 村のお 大尽 様に、 両国 橋から 参りました とお 伝 

え 下さい まし」 

「はい、 畏まりました」 

ほどなく、 お 角 は 男衆の 手から 包み を 取って、 案内 

みせさき 

につれ て 通る。 男衆 は 店頭に 腰 を かけて 待って いる。 

お 角の 通された 一間、 そこに は 丸 頭巾 を かぶった お 

金 持ら しい 老人が 一 人、 眼鏡 を かけて しきりに 本 を 読 

んで いる。 そこへ お 角が 通されて、 

「お 大尽 様、 お 邪魔に 上りました」 

「おお、 お 角 どの、 まあず つと これへ お入りなさい」 


といって 老人 は 本 を 伏せ、 眼鏡 を 外して、 座 をす すめ 

ると、 お 角 はしおら しく、 

「御免下さい まし」 

座へ 通って 再び 老人に 頭 を 下げ、 

「おかげさまで、 すっかり 当ってし まいました。 これ 

で、 わたしの 胸 も、 すっかり 透いて しまいました。 就 

まクま 

きまして は 早速、 心ば かりのお 初穂 を 差 上げます るつ 

もりで …… 」 

といって 風呂敷 を 解き かけた その 中 は、 確かにお 金の 

包みであります。 

いわゆるお 大尽の 前へ、 お金の 包み を 積み上げます 


と、 お 大尽 は、 莞爾と 笑い、 

「いやもう、 それ はお 固い こと だ、 娘 も ああして お 世 

話に なって いるし、 そう 急ぐ というつ もり もない の だ 

が、 せっかく だから ：：： 」 

ここで 初めてお 角の 金主 元が 知れた 次第です。 つま 

りお 角 は、 このお 大尽から 金 を 引き出し ている。 しか 

らば このお 大尽なる もの は 何者。 

王朝 時代からの 旧家と いわれた 甲 州 有 野 村の 長者 藤 

原 家、 その 当主の 伊太 夫。 それが すなわち このお 大尽 

で、 ただいま、 お 角の 家に 厄介に なって いるお 銀 様の 

まことの 父が この 人で あります。 


されば こそ、 測り 知られぬ 山と、 田と、 畑と、 祖先 

以来の 金銀と、 比類のない 馬の 数 を 持って いる この 富 

くろうとすじ 

豪 をつ かまえた ことが、 興行界 の 玄人筋 の 機敏な 目先 

にも 見抜き 切れな か つたこと になる。 

大尽 は、 金の 包み を 前に 置いた ままで、 

「どう だね、 お 角さん、 あれ はどうしても 帰る とはい 

いません か」 

「それば つか リは いけません、 いくら 申し上げまして 

も …… 」 

「そうだろう、 どうも 仕方がない。 よし 帰る といって 

もらった ところで、 また 難儀 じ や。 いっその こと、 ど 


こまで も お前さんに 面倒 を 見ても らいたい と、 わし は 

思って いるの だが」 

「どう致しまして、 わたくしなん ぞは御 面倒 を 見て い 

ただけば といって、 お 力に なれる わけの もので は ござ 

いません」 

わがまま もの 

「いや、 あの 通りの 我儘 者 だから、 お前さんの ような、 

しっかりした 者が 付いていて くれる と、 わし も 安心 

じ や」 

「痛み入つ たお 言葉で ございます、 そのお 言葉 だけ を 

勿体なく 頂戴して、 一生の 宝に 致したい と 存じます」 

「そういう わけ だから、 ドコ かし かるべき 地面 家作の 


ような ものが あったら、 ひとつお 世話 をして いただき 

たい、 あれの 暮 して 行ける だけの こと はして おいて 帰 

りたい と 思います からね」 

「そうして お上げ 申した 方が お 嬢 様のお 為め ならば、 

ずいぶん 御 周旋 を 致しましょう」 

「無論、 その 方が あれのた めになる、 それで は 万事よ 

ろしく 頼みます ぞ」 

「畏まりました、 早速、 そのつ もりで 明日から でも、 

恰好な ところ を 探しに かかりましょう。 それと、 ぉ大 

尽様、 くどい ようで ございま すが、 あなた 様に も ぜひ 

ひとつ、 今度の 興行 を 見て いただきとう ございます」 


やまが もの 

「いいや、 わしが ような 山家 者、 それにこう 頭が 古く 

なって は、 根っから 新しい もの を 見て 楽しもうと 思い 

ませぬ」 

「それでも、 せっかくで ございま すから」 

「まあ、 勘弁して 下さい、 これが、 わしの 性分な の だ 

から」 

「ほんとうに 残念で ございます」 

肝腎の 金主 元が、 事業の 出来栄え を 見て くれないの 

をお 角 は 残念が ると、 伊太 夫 は、 

「そういう わけ だから、 悪く 取って 下さるな。 それ か 

ら、 この 金 は、 せっかく のこと 故、 わしが 一旦 は 受納 


を 致した ことにして、 改めて お前さんの 方へ お 廻し を 

したいの じ や、 この 後の 分と もに、 それ を、 今お 頼み 

した 娘の 方の かかりに 廻しても らいたい のじ や。 娘へ 

手渡し をしても 受取るまい、 受取った ところで うまく 

処分が で き 兼ねる だろう から、 そこ は お前さんが 預 

かってお いて、 都合よ くやっても らいたい のじ や。 な 

くにもと  かわせ 

お、 国許から 月 々なり、 或いは 相当の 時分に 為替 を 組 

んで よこす か、 または 人 を 遣わす 故、 何 かにつ いて 不 

足が あらば 申し越しても らいたい …… 証文？ 左様な 

もの は 要らぬ。 わし はこれ で、 いったん 人 を 信用す る 

と、 最後までしたい 方の 人間で ね、 肌合い は 違う けれ 


ども、 お前さんなら 大丈夫 だと、 まあ 見込んで お頼み 

をして いる わけなの だ。 それに 第一、 娘と いう ものが、 

この 上 もない 生きた 証文で はない か」 

お 角 はこの 時、 さすが 大家の 主人 だけ あると 思い ま 

した。 

六 

そのお 角の 留守中、 裏 両国の しもたやへ、 

「今晩は、 御免下さい まし」 

「どなたで ございます」 


「親方 は、 おいでで ございま すか」 

「どなたで ございます」 

「金 助で ございます …… 」 

「金 助さん です か」 

娘 分のお 梅が 蚯け 出す と 同時に、 格子戸 を カラカラ 

と あけて、 

「え、 金 助で ございま すが、 親方 はお 宅で ございましよ 

うな」 

「まあ、 お入りなさい まし、 母さん は 今 留守です けれ 

ど」 

「ェ、 お 留守です つて？」 


「いいえ、 留守で も かまいません、 もし 金 助さん が 見 

えたら、 待たせて おいて 下さいと いわれて いました か 

ら」 

こうむ 

「左様で ゲス か、 左様ならば 御免 を 蒙る と 致し まし 

て」 

わらじ 

そこへ 腰 を かけて、 草鞋 を 解き はじめた の は、 金 助 

というお つちよ こちよいで、 今、 旅の 戻りと 見える 気 

取った いでたちです。 

「草鞋ば きなんで すか、 ずいぶんお 忙 がしそう です ね」 

「どう 致し やして、 忙 がしい のなん の …… これ も 誰 ゆ 

え、 みんな 忠義の ためで ございます」 


くだらない 軽口 をい つ て 草鞋 脚絆 を 取って いると、 

お 梅 は 早く も 水 を 汲んで 来て、 

「金 助さん、 お 洗足」 

「これ はこれ は、 痛み入 谷の 金盥 でございますな」 

「さあ、 お上りなさい まし、 母さん はじきに 帰って来 

ると いいおいて 出ました から」 

「左様で ゲスか …… いや どうも、 これで わつ しも 性分 

でして ね、 頼まれる といやと いえない のみならず、 

みぜに 

身銭 を 切って まで 突 留める ところ は 突 留めない と、 寝 

覚めの 悪い 性分で ゲス から、 随分、 骨 を 折り ましてな。 

それでも 骨折り 甲斐 も、 まんざらなかった という 次第 


でも ございま せんから、 取る 物 も 取りあえず にこうし 

て 伺った わけなんで すよ」 

「御苦労 さまでし たね」 

「早速 御 注進と 出かけて 見れば、 頼う だお 方 はお 留守 

… … 少々 業が 煮えないでも ございま せんが、 お 梅ち や 

ん からこう してお 茶 を 頂いた リ、 お菓子 をいた だいた 

り、 御苦労 さまなん てい われて みると、 悪い 気持 もし 

ません のさ」 

「ほんとうに、 お気の毒で したね。 でも 母さんが、 も 

う 帰って来 ますから、 なんなら お 風呂に でもお いでな 

すったら、 いかがです」 


「そのこと、 そのこと、 よいと ころへ お気がつかれ ま 

した、 旅の 疲れ は 風呂に 限った もので ゲス。 では、 ひ 

とつ、 御免 を 蒙って …… 」 

「金 助さん、 お 召 替え をなさい ましな」 

「お 召 替え？ それに は 及びません よ」 

「まあ、 そう おっしゃらずに」 

むかし もような ぞぞめ 

「ど う も 恐縮で ゲス。 おやお や、 昔 模様 謎染 の 

新形 浴衣と おいでな すった ね。 こんなの を 肌に つける 

と、 金 助 身に 余って 身体が 溶けつ ちまい ます。 すべて 

銭湯に 五常の 道 あり、 男 湯 孤なら ず、 女湯 必ず 隣り に 

ぁリ、 男女 風呂 を 同じう せず、 夫婦 別 ありと いってね 


…… J 

からぐ ち 

このお つ ちょこち よ いが 歯の浮くような 空 口 を はた 

いて、 しきりに そわそわして いるの は、 この 家と して 

は 近 ごろ 異例の 待遇で、 本来 ここの 住居 は、 お 角の た 

めに は 隠れた る 休養 所で、 懇意な 人で も 滅多に は 寄せ 

つけない のに、 このお つちよ こちよい に 限って、 少々 

もてなされ 過ぎて いる。 

ゆかた  うちょうてん 

浴衣 を 着せられて、 七ッ 道具 を 持たせられ、 有頂天 

で、 金 助 は 風呂へ 出かけよう とすると、 

「梅ち やん、 梅ち やん」 

この 時、 二階で 人の 声。 


「はい」 

お 梅が 返事 をして 二階 を 見上げる と、 金 助 も 変な 面 

をして、 出かけた 二の足を踏む。 

「ちょっと 来て 下さい」 

一 一階で お 梅 を 呼ぶ の はお 銀 様の 声です。 

「金 助さん、 お 嬢 様が、 ぜひ お前さんに 会いた いんで 

すと さ、 お湯へ おいでな さる 前に」 

「え、 お 嬢 様が、 わつ しに 御用と おっしゃ るんで すか」 

二階から 下りて 来たお 梅 は、 風呂へ 行こうと して 下 

駄を 突つ かけて いる 金 助の 袖 を とらえました。 

そこで 金 助 は 怖々 と 引返して、 二階 を 見上げ、 


「よろしう ございます、 お 嬢 様 だって、 なにも あっし 

を 取って 食おうと お つ しゃる わけで も ござんすまい」 

七ッ 道具 を 下へ 置いて、 浴衣へ 羽織 を 引っかけ たま 

まで、 恐る恐る 二階への ぼり はじめました。 

「御免下さい まし、 お 嬢 様」 

「金 助さん」 

「はい、 金 助で ございます」 

「どうぞ、 ここへ お上りく ださい、 お前さんに ぜひお 

聞き 申した いこと があります」 

こうむ 

「御免 を 蒙 りまして」 

「御 遠慮なく」 


金 助 は、 全く 怖る 怖る 二階の 間へ 通り、 キ チンと 跪 

まって、 恐れ入った 形 をして いると、 いつもの 通りお 

こそず きん  あんどん 

高祖 頭巾 をす つぼり とかぶ つたお 銀 様 は、 行燈の 光に 

おもて 

面 を そむけて、 

「もう、 少し こちらへ お寄り 下さい」 

「ええ、 ここで 結構で ございます」 

ふとん 

勧める 蒲団 も 敷かずに 金 助 は 恐れ入つ ている。 

「金 助さん、 お前 は、 お 角さん から 頼まれた ことがあ 

るでしょう」 

「ええ、 あるに はあります がね …… 」 

「あれ は、 わたし からお 角さん に 頼んだ ことなん です 


から、 それ を 隠さずに、 わたしに 話して 下さい」 

うすうす 

「左様で ございま すか。 いや、 薄々 その 儀 は 承って 出 

かけ ましたんで すが、 一応 はこ この 親方の 方へ 申し 上 

げ まして、 親方の 口から 改めて あなた 様のお 耳へ 入れ 

るの が 順 かと、 こう 思いました ものです から」 

「いいえ、 それに は 及び ませぬ、 かまいませんから 隠 

さずに 話して 下さい。 お前さんが 帰ったら、 これ を 差 

上げようと 思って いました、 ほんの 少しば かりです け 

れど」 

といって お 銀 様 は 手文庫の 中から、 事実 金 助の 前に は 

少しば かりで はない 金 包 を 取り出して、 奉書の 紙に 載 


せて 無雑 作に 金 助の 前に 置いた ものです。 それ を 見る 

と、 金 助が、 いたく 狼狽 をして、 眼の 色が 忙しく 動き 

出し、 

「そんな こと をして いただい ちゃ 申し わけが ござ いま 

せん、 旅費のと ころもお 角さん の 手から、 たっぷりと 

いただいて あるんで ございま すから、 その上 こんな こ 

と をして いただい ちゃ 恐れ入ります。 しかし、 お 嬢 様、 

金 助 も 頼まれ ますと、 無暗に 肌 を 脱ぎたがる 男で ござ 

いまして ね、 自慢 じ や ございま せんが、 事と 次第によ つ 

て は、 目から 鼻へ 抜ける 性質なん でございますよ。 今 

度の ことなん ぞも、 お 角さん から 頼まれ ますと、 早速、 


当り をつ けたの が、 まあ、 聞いて いただき やしよう、 

とても、 そり やその 道で 多年 苦労 をした 目 明し の 親分 

まだし 

跣 足です ね、 全く 予想外の ところへ 目 をつ けて、 そこ 

から 手繰り を 入れた ところなん ぞは、 我ながら 大出来、 

ここの 親方に も 充分 買って いただく つもりで、 寄り道 

もせずに こうして 龃け 込んで 来たよう な 次第なん で ご 

ざいます ：：•• ェェ、 その 頼まれました 御 本人の 行方、 

らち 

それ を そのまま 探して いたんで は、 なかなか 埒の 明か 

な い 事情が あります から、 まずこう いう 具合に …… ェ 

ェと、 この 街道 を 琵琶 を 弾いて 流して 歩いた お喋り 

めくら ほうし 

の 盲 法師 を 見かけた お 方 は ございま せんか、 こうい つ 


て 尋ねて 歩いた のが、 つまり 成功の 元なん です ね。 将 

を 射る に は 馬 を 射る という 筆法が 当つ たんで。 つまり 

それでと うとう 甲 州 街道の 上野 原と いうと ころで、 め 

ざす 相手 を 射 留めた という 次第で ございます …… 」 

金 助 は、 膝 を 金 包に 近いと ころまで 乗り出して、 得 

意に な つ て べらべら とやり 出しました。 

しおどき 

金 助の べらべら やり 出した 潮時 を、 お 銀 様 も 利用す 

る こと を 忘れませんでした。 

「そうして、 甲 州の 上野 原の どこで、 その 盲 法師 を 見 

つけました」 

「それが その …… 」 


金 助 は、 いよいよ 得意に なって、 顔 を 一 つ 撫で 廻し、 

「府中の 六 所 明 神様で ひつ かか リを 得ました ものです 

から、 それから それと 糸 をた ぐって、 とうとう 甲 州の 

上野 原で 突 留めました。 上野 原 は 報 福 寺、 一 名 を 月見 

寺と 申し ましてな、 お 宗旨 は曹 洞、 かなりの 大きな お 

寺で ございます …… そこに、 一 件のお 喋りの 盲 法師が 

逗留して いる こと を 突 留めました ものです から、 もう 

こお ど 

こっちの もの だと 小躍り をして、 早速お 寺 を 尋ね まし 

てな、 例の 盲 法師に も 会いまして、 それとなく 探り を 

入れて みました ところが …… 」 

ここまで 調子に乗って 来た 金 助が、 急に 遠慮 を はじ 


めた ものです から、 お 銀 様が、 

「知っています、 その 盲 法師 は、 わた しもよく 知って 

います。 なんとい いました」 

「いや どうも、 よく 喋る 坊さんで、 まず 自分の 身の上 

の 安房の 国、 清澄 山から はじめて、 一代記 を 立て つづ 

けに 喋り 出された ものです から、 さすがの 金 助 も 面 食 

いの、 立てつ づけに 喋り まくられて しまいました。 が、 

結局、 要領のと ころ は 得た ような 得ない ような …… つ 

まり、 尋ねる お 方 は、 つい 二三 日 前に、 この 寺 をお 立 

ちに な つ てし まいました」 

「二三 日 前まで、 そのお 寺に いたので すか。 そのお 寺 


にいた 人が、 どこへ、 誰に 連れられて 行きました か」 

「それが それ …… 」 

かんじん 

金 助の 言葉が、 さいぜんの 得意に ひきかえて、 肝腎 

のと ころへ 来て 渋る ので、 お 銀 様も癇 にこた えたと 見 

え、 

「金 助さん、 お前 は、 その 坊さん を 尋ねに 行った ので 

はない のでしょう」 

「いかさま …… そこで 結局 その 要領が 申し上げ にくい 

ことにな つてし まったんで …… ェェ と、 二三 日 前まで 

そのお 寺に 御 逗留に なって いた こと は 確かで、 そこ を 

お立ちに なった こと も 確かなん でございますが、 どう 


も、 その どこへ、 誰に 連れられて 行きました か、 つま 

リ その 行方が …… 」 

いよいよ しどろ もどろ なの は、 この 男の こと だから 

じ  けし さ 

ヮ ザと 焦らす つもり かも 知れない。 お 銀 様 は 気色ばん 

で、 

「そこまで 尋ね 当てて、 どうして、 その 先が わからな 

いのです、 役に立たない …… 」 

「いいえ、 どう致しまして」 

お 銀 様から 威嚇され て、 金 助はヮ ザと らしい 恐縮 を 

見せ、 

「それから 先 を、 どう 鎌 を かけても、 坊さん は、 ハツ 


キリと 言つ て くれません から、 あきらめて 門前の 爺 さ 

んを つかまえて、 口 うら を 引いて みました ところが、 

その 返事で、 またまた こん がらが つてし まいました。 

と 申します の は、 その 前後に、 お 寺 を 出て 旅立ち をし 

たもの が 二人 ありま すんだ そうで、 一人 は ハツ コッ へ、 

一人 は コブシ へ 参りました とやら。 さて、 その 二人の 

うちい ずれが、 あなた 様の 尋ねる お 方 だか、 それから 

ぽ うばく 

先が、 どうしても 茫漠 として 当リ がっきませんでした 

が、 とにかく、 これ だけの こと をお 知らせ 申して おい 

て、 また 出直し を 致そう かとこう 考えて、 大急ぎで 飛 

んで 参つ たん で) J ざ います」 


「一人 は ハツ コッ へ、 一人 は コブシ へ？」 

「はい、 その コブシ というの は、 つまり 甲斐と 武 蔵と 

信 濃の 三国に またがる 甲 武信ケ 岳の 方面 かと 存じます 

が、 一方の ハツ コッ が、 どうしても 見当が つきません 

でございます。 万 用 絵図 を 調べても ハツ コッ というと 

ころはありません そうで  」 

お 銀 様 も、 それに 耳 を 傾けて 胸 をお さえました。 事 

実、 コブシ は甲武 信に 通ず るが、 ハツ コッは 何の 意味 

かわからない。 さて コブシ の 方面へ 分け入つ たという 

人と、 ハツ コッへ 向け 出立した という 者と、 いずれが 

レ ず，^, R わ， R 、りな レ 


ともかく、 金 助 をして いう だけの こと はい わせて し 

まった から、 お 銀 様 は 空 辞退 をす る 金 助に 金 包 を 持た 

せ、 最後に、 あらかじめ、 こんな こと を 尋ねた という 

こと を、 お 角に はだ まっている ように 口 どめ をして、 

許して やりました。 

金 助 は、 下へ ぉリ ると ホッと 息をつき、 何の 意味 か 

しま 

舌 を 出して、 こそこそ と金 包 を 胴 巻へ 蔵い 込み、 その 

まま 逃ぐ るが 如く 銭湯へ 蚯け 込んで 行った その あとへ、 

お 角が 帰って来ました。 

お 角の 帰った のが 遅かった のです。 廻リ道 をし なけ 

れば、 こんな こと もなかった でしよう が、 一 足 遅く 戻つ 


て 見る と、 金 助 は 風呂へ 飛び出した あとでした けれど、 

けはい  うなず 

すべての 気配で それと 知り、 お 梅から 聞いて 軽く 頷き、 

「それでも、 つかいよう によって は 相当に 役に立つ」 

という、 いささかながら 誇りの 色 さえ も 見えました。 

そのうち、 金 助 は 風呂から 戻って 来て、 歯の 浮く よう 

つ いしょう 

な 軽口と 追従 を 並べました けれど、 二階へ 呼び上げ 

られ たという こと は、 話し もしなければ 語り もし ませ 

ん。 

そこで 金 助 は、 お 銀 様に 物語った 一条 を、 お 角に も 

漏れな く 物語って、 ともかくも 相当に 成功した こと を 

煽てられ、 やがて 大 機嫌で、 この 家 を 辞して 行き まし 


た。 

本来なら ば、 それ を とりあえず、 お 角が お 銀 様に 報 

告 すべき 筋合いな の を、 どうした もの かお 角はヒ ドク 

おちついて、 待ち兼ね ている 人 を 持って いる 態度と は 

見えません。 ようやく 二階へ 伺候して 話 を 切り出した 

に は 切り出し たが、 金 助が お 銀 様に あらかじめ 白状し 

てし まった 要領に は 触れずに、 巧妙ない い 廻し をして 

味 を 持たせた つもりで 下へ おりて 来ました。 

これ はお 角と して は、 甚だしい 手ぬ かりで、 すつ か 

リ 裏を搔 かれて いる こと を 気がつかないで、 すべて を 

しぶ ラし 

手の内へ まるめて おく 気取りで いるの が、 笑止と いわ 


ねばな りません。 

この 一件に してから が、 お 角と して は 最初から、 金 

助の ような おっちょこちょい を 使わずに、 七兵衛 なり 

或いはがん りきの 百 蔵な り に 頼む べき はずのと ころ を、 

なにしろ、 あの 二人 あたり は 役に立つ 代りに、 役に立 

ち 過ぎる 憂いが ある。 おっちょこちょいながら、 金 助 

ならば 使って さの み 毒になる まいと、 たかをく くった 

のがお 角の 誤りでした。 おっちょこちょい は 到底お つ 

ちょこち よい 以上の こと をし でかさず、 味の あると こ 

ろ を、 前以て べらべらと 喋って しまったの ですから、 

お 角に 残された ところ は 骨と 皮ば かりです。 それ を 骨 


とも 皮と も 知らずに、 たん まりと 貯えて いるつ もりの 

お 角の 気取り 方 は、 近来に ない 失策です。 

しかし、 その 失策 は、 翌日の 夕方まで 現わる る こと 

なくて おりました。 その 翌日に なるとお 角 は、 前の 日 

のように、 娘 分のお 梅 を ひきつれて、 向 両国の 興行 場 

へ 出かけ、 お 銀 様に は 一 人で 留守居 を させて おき まし 

た。 

こうして 昨日と 同じように、 甘んじて 一 人で 留守 を 

うけごう たお 銀 様 は、 お 角 母子が 出て 行って しまう と、 

急に 手紙 を 書き はじめ、 それが 終る と、 そわそわ とし 

て 身の 廻り を こしらえに かかった の を 見る と、 着て い 


た 今までの 女 衣裳 を 脱ぎ捨てて、 戸棚から 取り出した 

行李の 蓋 を あけて、 着替え をして 見る と、 それ は黒紋 

附の 男物ず くめであります。 その上に 袴まで 穿いて、 

なお 戸棚の 奥から 取り出した 細身の 大小 一 腰、 最後に 

こ そず き ん 

寝る から 起きる まで かぶり 通しの お高祖頭巾 を、 や は 

リ 男の かぶる 山 岡 頭巾と いう ものに かぶり 直して、 眼 

ばかり を 現わしました。 

で、 立ち姿 を 見る と、 それと 知った もので なければ 

しのびす がた 

立派な さむら い の 微行 姿です。 今に はじま つ た 着こな 

しと は 誰に も 思われない。 お 銀 様 はこの 仮装に は 慣れ 

ている らしい。 


男の 姿に なりすま したお 銀 様 は、 あと を取片 づけ、 

脇差 をた ばさん で 刀 を 提げ、 ずつ しずつ しと 下へ おり 

て 行きました。 

まもなく、 この 家 をい くら も 離れない ところで、 

辻 駕籠 を 呼ぶ 同じ 人の 姿 を 見かけます。 

七 

西洋 大 魔術が 初日の 蓋 を あけた 日の 晚、 本 所 相 生 町 

から 芝の 四国 町へ かけて、 浪士が 火 をつ けて 歩いた 晚 

—— また 親方のお 角が 大城屋 にお 大尽 を 訪ねた 晚。 


きりしたん やしき 

小石 川の 切支丹 屋敷に 近い 御家人 崩れの 福 村の 家で 

は、 福 兄と お 絹と が、 さしむ かっての 痴話。 

きょうそく  りょうひじ  あご 

脇息の 上へ 両臂を 置いて、 腮を ささえた 福 村 は、 

「なんにしても、 あの 女の 腕 は 驚嘆に 価す る、 無から 

有 を ひねり 出す 芸当 は、 魔術 以上の 魔術 だ、 天性、 興 

行師に 出来て いる 女 だ」 

と 言つ て 賞め そやす の を、 お 絹が つんと 横 を 向いて、 

「恥と 外聞 を 捨てて かか リゃ、 何 だってで きない こと 

はありません よ」 

ま 

福 村が この 場で 賞め そやした の は、 無論 女 軽業の 親 

方のお 角の ことであります。 すべて 女の 前で 女 を 賞め 


るの は 禁物に きまって いるう ちに、 このお 絹と いう 女 

の 前で、 お 角 を 賞め そやす の は、 油屋の 前で 火事 を 賞 

める ような ものであります。 それ を 知りながら 福 村が 

賞讃を あえてす ると ころ を 見る と、 ともかく、 よくよ 

く あの 女の手 腕に 感心した ものが あれば こそと 思われ 

る。 

「ところが 今度と いう 今度 は、 恥 も 外聞 も 捨てて かか 

らな いんだ からな。 渡り はっけて みたが、 トテも 昨今 

の あの 女の手に は 負えまい と、 こう 見くびつ ていたと 

ころが 案外な もので、 物の 見事に 背負いき つたの みな 

らず、 その 手際の あと を 見せない あざやか さに は、 全 


く 恐れ入つ たよ。 たしかに 手腕 は ある 女 だ」 

じ や  へぴ 

「そり や あ、 蛇の 道 は 蛇です から、 血の 出る ような 

くめん 

工面 をしても、 一時の 融通 はっきましょう さ。 その 日 

その 日の 上り を 見込んで する 山 仕事と、 末の 見込み を 

つけて やる 仕事と は 違います よ。 線香花火み たような 

仕事 を 喜ぶ の は 子供み たような ものでしょう、 女 だて 

らに 山かん は 大嫌い」 

「してみ ますと、 お 絹 様、 あなた 様 は、 末の 見込みの 

つ いた 仕事 を やって おいでに なります のです か」 

「存じません」 

「お怒り 遊ばし ますな、 なにも、 拙者が あの 女 を 賞め 


たからと て、 あなた 様 をケナ すわけ でもな し、 また、 

あなた 様に、 あの 女の ような 真似 をして いただきたい 

という わけで もな し、 性質 は 性質と してた だ、 その 

手腕の あると ころ だけ を 賞め たの だから、 あえて、 お 

とが  こうむ 

咎め を 蒙 る 筋 は ある ま い と 存じます」 

「ああ、 うるさい、 それほど 腕の あるの がお 好きなら、 

観音様へ おいでなさい、 観音様に は 腕が 千 本 ある」 

「もう、 腕の 話 はやめ …… それ はそうと してお 絹さん、 

お前 も、 恩 怨の念 は 別と して、 ぜひ 一 度 あの 一 座 を 見 

みもの 

てお 置きなさい、 たしかに 前例の ない 見物、 また 後代 

ちょっと は 見られない ものです よ。 相当の 身分 ある 者 


しのび  きのう 

が、 微行で いくら も 見に 来て います。 昨日 はまた あれ 

で 思いがけない 人 を 見出した、 多分そう だろうと 思つ 

たが、 見直そうと している 間に 消えて なくなつ たが、 

あの 男 を あんなと ころで 見かけようと は 意外 千万」 

「誰です か」 

「あなた も 御存じでしょう、 番 町の 駒 井能 登 守」 

「ヱ？」 

不平 満々 で 横 を 向いて 絵本の 空 読み をして いたお 絹 

が、 この 時、 思わず 向き 直る と、 福 村が、 

「甲府 の 勤番 支配 をして いた 男、 神 尾 主 膳と 暄嘩 をし 

たと か、 しないと かいう 男 …… 甲府 をし くじって から 


切腹した とか、 行方不明と かいわれ ていた 駒 井の 姿 を、 

ちらと あのと き 見かけた ので、 拙者に は グッと 思い 

当った ことがあ るの だ。 はは あ、 女 軽業の 親方お 角の 

うしろに は あの 男が あるの だな、 して 見る と、 あの 時 

分、 お 角が 柳 橋 あたりで、 専ら 由緒 ありげ な 人物と あ 

いびき をして いたと いう 噂が、 ぴったりと 当てはまる。 

虫 も 殺さぬ ような 面 をして、 あれで 駒 井 もなかな かの 

食わせ 者 だが、 これ を 擒 にした お 角の 腕 も 確かに 凄い。 

いやまた 腕の 話に なって 恐縮」 

福 村 は 腕 を 枕に ゴロ リと 横になる。 お 絹 は 相 変らず 

絵本の 空 読み をして いる。 ところへ 女中が 手 をつ いて、 


「お客様で ございます」 

「誰か」 

福 村が 肥つ た 身体 を 大儀そう に 起す と、 

「百 蔵さん とお つ しゃ います」 

「ナ 二、 がんりきが 来た か」 

福 村 も 起き 上って おちつかない 心 持、 お 絹 も 思わず 

本 を さしおく。 

「そうら、 腕の ある 話が ハズミ 過ぎた もの だから、 腕 

のない 奴が やって来た —— まあ 仕方がない、 来た もの 

を 帰れと もい えまい、 帰れと いっても 帰る 奴で はない 

かまわぬ、 ここへ 通せ」 


女中が 出て 行った あとで、 福 村と お 絹と が 面 を 見合 

わせる。 

「奴、 何の 用で 来た、 今時分」 

「何の 用です か」 

二人 はう す 気味の 悪い 心 持で いると、 そこへ 案内 さ 

れ たの は、 

「へえ、 これ はお 二方、 永らく 御無沙汰 を 致して しま 

いました」 

「ナ— ンだ、 金 公 か」 

ご ぶ さ か や き  とうざん  はんてん 

五分 月 代に 唐 桟の襟 附の絆 纏 を 引っかけて、 ちょつ 

と 音羽屋の 鼠 小僧と いったよ うな 気取り 方で、 多少の 


さ 

凄味 を 利かせて、 がんりきの 百 蔵が 現われる こと を 期 

待して いると、 意外に も、 それ はおつ ちょこち よいの 

金 公でした から、 二人 も 拍子抜けが している の を、 委 

細か まわず 金 助 は、 

「ちょっと 旅に 出て いました ものです から、 つい、 何 

つかま つ 

しまして …… 御無沙汰 を 仕 リ ました」 

「どこへ 出かけて いた」 

なじみ 

「お 馴染の 甲 州 街道 筋 を ぶら つ いて 参りました」 

「面白い みやげ 話が あらば 聞かして くれ」 

「なんせ、 山ん 中の ことで ございま すから、 面白い み 

やげ 話と て ありよう 道理 は ござ いません が」 


まく  < ら 

と 冒頭 を 置いて、 金 助 は べらべらと 締り もな く、 お 角 

に 頼まれて 出かけた ことから 自分の 手柄 話、 結局、 こ 

のた びの 大 魔術の ことにな つて、 お 角と いう 女の 親分 

肌 を、 口 を 極めて 讃美に かかりました から、 お 絹が い 

よいよ 不機嫌に なって しまいました。 

来る 奴 も、 来る 奴 も、 ロクな こと はいわない。 この 

女の 前で、 ほかの 女、 ことにお 角を讃 める の は、 この 

女 をコキ 下ろす 結果になる という こと を、 御 当人 ほど 

に 誰も 気がつかない。 お 角の 腕 を 認める の は、 つまり 

この 女の 働きの な いこと を 当て こする 意味になる の を 

誰も 御 当人 ほどに 受取らない。 


そうでなくても、 このごろ は、 食い足りない ことば 

かりで、 焦れった がって いる。 当座の 安心の ために、 

福 兄に 身 を 寄せて はいるが、 福 兄に、 わが 物 気取りで 

ャニ さがられ てい るの が 嫌 だ。 

むほん 

そうかといって、 謀叛 を 起そう にも、 今 はちよ つと 

動きが 取れない ことにな つてい る。 当座の 腐れ縁と は 

いえ、 一人の 男 を 守って いる 現在の 意気地な さに、 自 

分ながら 愛想が つきる。 それ も 大した 男なら トニ カク 

福 兄 あた リ では 自慢に もなら ない。 ところへ、 向う 

河岸で は 盛んな 景気で、 思う存分の 腕 を 揮って いる 上 

に、 聞き捨てに ならな いのは、 お 角が 駒 井能 登 守 ほど 


の 男 を 自由にして いるとの こと。 それや これ や を 見せ 

つけられて いるお 絹の 立場 はた まらない。 

それ を、 それほど にお 察しが なく、 べらべらと 大魔 

のうがき 

術の 能書 を 並べたり、 承ったり している 金 助と 福 村の 

面が 癩 にさ わり、 

ごうむ ね 

「何 だい、 乞 胸の 親方なん か、 そんなに 持ち上げる 奴 

が ある もの かい。 金 公、 ちっと 気 を 利かして 口 をき い 

ておくれ、 席が 汚れる よ」 

といって お 絹 は、 いい 気になって 喋って いる 金 助の 

肩 を こづ いた ものです から、 ハズミ を 食つ て 金 助が、 

ひとたまりもなく ひ つ くり 返つ てし まいました。 


「これ は、 これ は」 

金 助 は ひとかたならず 恐縮して しまい、 はは あ、 う つ 

すべ 

かり ロをヒ らし 過ぎた なと 思つ て 起き 上る と、 口 を 抑 

ま ね 

える 真似 をし ました。 

それ を 尻目に、 お 絹 はさつ さと 寝間へ 入って しまい 
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八 

小 仏から 陣馬を 通って、 上野 原へ 急ぐ 一挺の 駕籠。 

じ やた .5 

この 道 は、 過ぐ る 夜、 蛇 滝の 参籠 堂 を 出た 机 竜 之 助 


はれま 

の 駕籠が、 そこで、 小雨と、 月の 霽 間と、 怪 霧と、 天 

狗と、 それから 最後に 弁 信 法師の 手引に よって 救われ 

た 甲 州 街道のう ちの 一 つの 隠し 道であります。 

あの 時 は 月夜、 今日は、 たそがれ 時で、 足 もとの 明 

るいう ちに は 必ずや 上野 原の 駅 へ 足 を 踏み入れようと 

いう 時分、 左手の 山 1 の 間に は、 遠く 相模 川の 川面が 

おりおり 鏡の ように 光って 見える 時、 山巒を 分けて 行 

く 駕籠 は、 以前の ように 桐油 を 張った 山 駕籠で はなく、 

普通に 見る 四ッ手 駕籠。 

「そういう わけで、 あのお 若さん も 殺されち まった そ 

うです が、 殺した の は 多分、 もとの 御 亭主だろう とい 


う 話で …… 」 

さきぼう  かつ 

といった の は 前 棒の 駕籠 屋。 偶然に も、 その 駕籠 を舁 

ごん ざ  すけ じゅう 

いで 行く 権 三と 助 十 は、 あのと き 机 竜 之 助 を 乗せた 

一 一人で あるら しい。 

ただ、 乗って いる 駕籠の 客が 滅多に は 口 を 利かない。 

さて、 駕籠 屋 たち は あの 時 以来、 幾度 もこの 道を往 

来した と 見えて、 あの 時の 天狗 物語 も 口の端に は 上ら 

ず、 丹 沢山 塊の 方面で 怪しい 火の見え たこと も、 濃霧 

に 襲われた こと も、 時効に かかって いるら しい。 

陣 馬の 鼻まで 来た 時分に、 佐 野 川 方面から 下りて 来 

る 笠 を 認めた 前 棒が、 


「あ、 向う から 人が やって来る ぜ。 おやおや、 唯の 人 

じ やねえ、 お供 を つれたお さむらい だ。 ことによると 

八州のお 役人 様 かも 知れね え」 

そこで、 前後の 駕籠 屋が 二の足を踏みました。 駕籠 

屋 自身に は 暗い こと はない が、 お 客の ために 心配が あ 

ると 見えて、 

「旦那 様、 向う から、 人が 来る ようです が、 その 人 も 

唯の 人なら よろしう ございます けれど、 このごろ、 八 

州のお 役人 様が、 この辺へ お入りに なって いるそう で 

すから、 もしお 役人 だとす ると、 空なら ば 言い わけが 

立ちます が、 中身が あって は お客様の ために 面倒と 存 


じます から、 どうか、 ちょっとの 間お 下りな すって く 

ださい まし、 そうして 暫くお 隠れな すって いてく ださ 

いまし。 ナニ、 通り過ぎて しまえば 何の こと はねえ の 

ですから …… 」 

駕籠 屋は 駕籠 を 卸して、 中なる 人に かく 申し入れ ま 

した。 

本来、 ここ は 変則の 道で ある こと は 前に もい つた 通 

リ、 小名 路の 宿から 本式に 駒 木 野の 関所 を 通って、 小 

仏 峠から 小 原、 与 瀬へ とか かって 上野 原へ 行く のが 順 

なの を、 五十 町 峠から この 道 を 取る の は、 厳密に いえ 

ば 関所破りに はなる が、 習慣の 許す ところに おいて は、 


変通の 道が あって、 濫用され ない 限り は 見ぬ ふりのお 

目 こぼしが あると 聞く。 しかし、 役 向の 者が、 役 向 を 

以てめ ぐる 時分に は、 その 正面 を 避けない 限り は、 事 

あたりまえ 

が 面倒になる の は 当然 であります。 

多分 これ を 心配して、 駕籠 屋は 駕籠の 中へ 申し入れ 

たものと 見える。 最初から ほとんど 無言で 通して 来た 

駕籠の 中の 客 も、 これに は 返答 を 与えない わけに は ゆ 

かないので、 

「承知 致した」 

そこで 駕籠 屋は 急いで 垂 をハネ 上げる と、 駕籠の 中 

から 一刀 を 提げて 出て 来たの は、 羽織袴の 身分 あるら 


しい 覆面の さむらいで ありました。 

「どうか、 こちらの 方へ ひとつお 隠れな すって いてい 

ただき ます」 

駕籠 屋が 案内した 木立の 中。 駕籠 屋 ども はなに くわ 

ぬ 面 をして、 ヮ ザと 悠々 と 空 駕籠 を 荷って 通リ 過ごす 

こと 半 町 ほどのと ころで、 期待した 通りに、 バッ タリ 

とで あつたの は 予想の 通り、 供 を 一人 つれた 八州 見廻 

リの 役人であります。 

「駕籠 屋」 

「はいはい」 

「その 駕籠 は 空で あろうな」 


「はい、 仰せの 通り 空で ございます、 摺 差まで 参り ま 

し ての 戻りで ござ います」 

と 言って 駕籠 屋 ども は 申し わけ をす る。 それで 許され 

るであろう こと を 予期して、 唯々 として やり過ごそう 

とすると、 

する さし 

「それ は 幸いの ことじ や、 摺 差まで やってくれ」 

「ヱ？」 

駕籠 屋 二人が 呆気に 取られました。 

「摺 差まで やれ」 

「はい」 

八州の 役人 は、 その 駕籠へ 近寄って、 手ず から 垂を 


揚げた ものです から、 駕籠 屋 ども は、 もう 二の句が つ 

すべ 

げ ません。 お断わり を 申す にも 申すべき 術 もなければ、 

理由 を 見出す 余裕な どが あろう はずはありません。 相 

手が 泣く 児 も だまる はずの 八州のお 役人と きている の 

てす 力ら  

ぜひな く、 この 当座の 空 駕籠 は 臨時のお 客 を 入れて、 

再び 小 仏から 摺差 へ 戻らねば ならない 羽目に なり まし 

た。 しかし、 これ は 常なら ばむ しろ 勿怪の幸いで、 一 

しょうば いみょう リ 

人で も 客に あり ついた 商売 冥利 を 喜ぶ はずに な つ て 

いるの が、 今の 場合 はそう ではありません。 

「摺 差まで 三 里 は ございます けれど、 この 三 里 は 下り 


でございますから、 楽で ございま すよ」 

以前に 客 を 残して 置いた ところで、 駕籠 屋はヮ ザと 

大声で いいました。 

そこで この 駕籠 は、 結局 以前のお 客 を 置 去りに して、 

新しい 権威 ある 客 を 乗せて、 三 里 余りの 山道 を 戻って 

しまう のです。 駕籠が 山の 蔭に かくれた 時分に、 木立 

から 立ち 出で た 最初の 客、 恨めしげ に その あと を 見 

送って いました が、 やがて 思い返して、 前路に 向って 

力足 を 踏む の 覚悟。 

人里に 遠い 夕暮の 山道に 取 残された とはいえ、 足に 

覚えの ある 者なら ば、 上野 京までの 道 は、 さまで は 苦 


にならない はず。 

ところが、 思いきって 踏み出し たこの 覆面の さむら 

いは、 思いの ほかに 足弱で ありました。 三 町 五町 歩む 

うちに、 その 疲れ 方が 目立って きて、 腰の物が 重過ぎ 

る。 この 分で 三 里の 山道 は 甚だお ぼっかない。 まして 

えだみち 

その 間に は 迷い 易い 幾 筋 もの 岐路が ある。 

果して、 暗の 落つ ると 共に、 路を 失った この 旅の さ 

むらい は、 左に 行くべき を 右に いって、 甲斐と 武 蔵の 

国境 を、 北へ と迪 つてい るので あります。 こうなる と 

ほかげ 

もい つそう 暗くなる の を 待って、 どこかに 火影 を 認め 

て 進む 方が 賢い かも 知れない。 程経て、 陣 馬と 和 田と 


の 間の 高い ところへ 立った さむらい は、 そこで 今まで 

脱ぐ こと をし なかった 覆面 を 解いて、 夜の 高原の 空気 

おもて さら  ふ つか づき 

に 面 を 曝す と、 西の 空に 二日 月が かかって いるの を 

見る ばかりで、 前後 も、 左右 も、 みな 山であります。 

ホッと 息をついて 汗ばんだ 面 を 拭う と、 べっとり と 

濡れた 髪の毛 —— その 髪の毛 は、 女に も 見 ま 欲しい 

くし まさ 

たっぷり したの を、 グル ダルと 櫛 巻に して、 後ろへ 束 

ねて いました。 

西の 空に かがやく 二日 月。 暫く 放心して その 月影 を 

ながめて いるう ちに、 何に 打 たれて か 身ぶ るいし まし 

ぎょうそう  はんにゃ おもかげ 

た。 その 時の、 この 人の 形相 は、 絵に 見る 般若の 面影 


に そのままであります。 この 人 は 月 を ながめて いるの 

ではない、 月 を 恨んで いるので す。 

この 高処に 立って、 下りて 行くべき 何 かの 暗示 を 求 

めて 得ざる が 故に、 一 一日の 月に 空しく 恨み を 寄せて い 

る。 

「わたし は 知らない」 

その 恨み は 女の 声。 その 女 はま さしくお 銀 様で あり 

ます。 

黒衣 覆面の 男の 装いして、 両国のお 角の 宅 を 出し 

抜き、 こうして ここまで 迪 つて 来たお 銀 様。 ここで ま 

たも 方角 を 失いました。 


ぉぽ  たにあい 

ほどなく 西北と 覚 しき 方面の 谷間に あたって 一 団の 

火光。 

お 銀 様 は その 火 を 見て 喜びました。 

しかしながら、 この 一 団の 火光 は、 お 銀 様 を 喜ばす 

目的地 方面の 火で はなく、 怖るべき 山窩の 一 団の 野営 

ではない か。 お 銀 様 は、 そんな こと を 一向に 知り ませ 

ん。 

お 銀 様が 進んで 行く行く 手の 谷間から、 カラカラと 

神楽 太鼓の 音が 起リ ました。 

それ を 聞いた お 銀 様 は、 いよいよ 里の 近くな つたこ 

と を 知つ て よろこぶ。 


あの はやしの 音 は、 鎮守の 夜宮 か、 或いは 若い 衆 連 

の 稽古。 その 音 をた よりに 里へ 出ようと して、 かえつ 

て 里へ 遠くなる こと を 気づかな いのは ぜひ も ありませ 

ん。 

この 神楽 太鼓の 音 こそ、 人 を 迷わす もので ありまし 

きた 

た。 その 音の 響き 来る こと を 聞いて、 この 音の 起る と 

ころ を 知らない 囉 子が それです。 土地の人 は それ を 恐 

れ ていた けれど、 お 銀 様 は、 そのい われ を 知らない。 

当時、 この 附近の 村里に 住む 人 は、 この 太鼓の 音 を 

ぉぞけ 

聞く と 怖 毛 を ふるった ものです。 

「諸国 里人 談」 に 曰く、 


r 武州相 州の 界、 信 濃 坂に 夜毎に はやし 物の 音 ぁリ。 

ふえ つづみ 

笛 鼓な ど 四 五 人声に して、 中に 老人の 声 一人 あり 

ける。 近在 または 江戸な どより、 これ を 聞きに 行く 

人 多し。 方 十 町に 響きて、 はじめは その 所 知れ ざり 

しが、 次第に 近く 聞きつ け、 その 村の 産土神の 森の 

かが リ  あけの ひ 

中な り。 折と して 篝を 焚く こと あり。 翌日 見れば 

青松、 柴の 枝、 燃えさして 境内に あり。 或は また 青 

竹の 大きなる 長さ 一 尺 あまり 節 を こめて 切った るが 

森の 中に すて ぁリ ける。 これ は 彼の 鼓に て あるべし 

と 里人の いひ あへ り。 ただ 囉の 音の みに して 何の 

禍 ひもな し。 月 を 経て やまず。 夏の ころより 秋 冬 か 


まど ほ 

けて この 事 あり、 次第 次第に 間遠に なり、 三日 五日 

の 間、 それより 七日 十日の 間 をへ だたり、 はじめの 

程 は 聞く 人 も 多く ありて 何の 心 もなかり ける が、 

あくると し 

後々 は 自然と おそろしく なりて、 翌年、 春の ころ 囉 

の ある 夜 は 里人 も 門戸 を 閉ぢて 戸出 をせ ず、 物音 高 

くせ ざり しなり。 春の 末が た、 いっとな くやみけ り」 

この 怪しむべき 囉 子の 音が、 信 濃 坂 を 去って、 よう 

やく 西に のぼり、 ここ 武 蔵と、 相模 と、 甲斐の 国と が、 

どもえ 

三つ巴 に 入り込んだ 山里の あたり を 驚かせて いる も 

のと 見えます。 

とおね 

このごろ、 遠音に その 音 を 聞く と、 土地の 者 は、 お 


それ をな して 早く 戸 を 締める。 ことに 上野 原の 町で は 

ちょうど、 火の見 柱の 下で 盗賊が 狼に 食われた 前後の 

はやし 

ことで したから、 その 遠音の 囉子を 一 層お それた もの 

です。 

しかしながら、 偶然、 足 を 踏み入れ たお 銀 様に とつ 

て は、 この 囉 子の 音が、 いよいよ 人里 を 近い ものにし 

て、 足の 疲れ を 忘れさせる だけの 力 はあり ましたが、 

それ も 行く こと やや 暫くに して、 その 囉 子の 音、 よう 

やく 遠くなる ような 気がした ものです から、 またして 

もお 銀 様 は 小高い ところ をえ らんで、 最初に 認めた 火 

の 光 を 追おうと しました。 


この 山中に あって、 今し も、 この 怪しむべき 囉 子の 

音 を 聞きつ けた もの は、 お 銀 様 だけではありません。 

みとうさん 

三 頭 山の 連 脈 を 縦走して、 熊 倉 山腹の 炭 焼 小屋 附近に 

露営 をして いた 一 一人の 者が、 同じく この 囉 子の 遠音に 

耳 を そば だてました。 その 一 人 は 獵師の 勘 八と、 もう 

一 人 は 宇津木 兵馬であります。 

思い も かけぬ 時と ところで、 囉 子の 音 を 聞いた もの 

ですから、 宇津木 兵馬 は 覚えず 目 を あげて、 音の する 

こころえがお 

方 を ながめる と、 獵師の 勘 八が 心得顔に、 

「そら はじまった、 お化け 囉 子が はじまった。 久しく 

止んで いたと 思ったら、 また、 はじめ やが つた」 


「あれ は 何です」 

「お化け 囉子 といって、 ああして 響き は 聞 えても、 起 

ると ころが わかり ましね え。 よっぽど 不思議な 離 子で 

ございます」 

「しかし、 さほど 遠い ところで もない よう だが」 

「左様で がす、 どこで 聞いても 同じように 聞え るんで。 

三 里 遠くで 聞いても、 五 里 遠くで 聞いても、 あの くら 

いに 聞え るんで がすよ。 お化け か、 そうでなければ 天 

狗様 のいた ずらで がんしょう」 

「お前 は、 それ を 調べて みました か」 

「いいえ、 そういう こと はして みまし ねえ」 


「さまで 遠く はない よう だ」 

九 

けれども、 響きが あって 物の ない という 道理 はあり 

ますまい。 これ をお 化け 囉 子と 名 づけ、 天狗の いたず 

きわ 

らと 怖れて しまう の は、 それ を 究める 人に、 究める だ 

けの 勇気と 根気と がない せいでありましょう。 

しょ ラと 1 つ 

現に、 陣馬、 和 田、 熊 倉、 生 藤の 間に 囲まれた 谷の 

中に、 篝を 焚いて、 カン ラカン ラと鼓 を 打ち、 ヒュ— 

ヒ ュ —ヒャ ラヒヤ ラと笛 を 吹いて いる 一 団が あるので 


あります。 

ここに 篝を 囲む ほどの 連中が、 みな 仮面 を かぶって 

いる。 鼓 を 打ち、 笛 を 吹き、 鉦 を 鳴らす もの も、 みな 

仮面 を かぶって いる。 その 仮面 は、 ありふれた 里神楽 

ぎがく  めん 

の 仮面 も あれば、 極めて 古雅なる 伎楽の 面に 類した の 

も あるが、 打 見たところ、 篝の 周囲に 集まる ほどの も 

のが、 一 人と して 素顔 を 現わした のはありません。 

そうして、 かれらの 或る 者 は 太鼓 を 叩き、 或る 者 は 

笛 を 吹き、 或る 者 は 鉦 を 打って、 残りの 者が ことごと 

く 踊って いる。 一見 すれば 極めて 古怪 なる 妖 魅の 集い 


彼等 は、 拍子に 合わせて、 さんざんに 踊る と、 赤 頭 

しよ-つじよ ラ 

に猩々 の 面 を かぶった のが、 

そうろう 

「いかにお のおの 方、 大儀に 覚え 候ぞ、 一休み 致し 

て、 また 踊ろう ずるに て 候ぞ」 

謡が かりの 口調で いうと、 

r 畏 まりて 候な り」 

一 同が 踊り を やめて 休息に 入る。 無論、 囉 子の 音 も、 

その 時 はヒタ とやみ ました。 

囉子 も、 踊り も、 ひときわ 休息に 入った けれども、 

この 連中の すべ てが 仮面 を 取る こと をし ません から、 

誰が どう だと 正体の ほど はわ かりません。 


幾つかの 篝で、 そこら は 白昼の よう。 前に は 小 流 

うしろ  ほ もめん 

れ があって、 背後に 山 を 負うて 帆 木綿の 幕屋。 

この 谷間の、 この 部分 だけ は 白昼の ように 明るい け 

れ ども、 周囲 は 黒 闇々 に 近い 山々。 僅かに 二日の 月が 

都留の 山の端に 姿 を 見せて いるば かりです。 

この 時、 猩々 は 再び 立ち上って 仮面の 下より、 

あま かえ リゃ 

「いざ、 このたび は 天の 返 矢 を 舞おう ずるに て 候ぞ」 

「ひ 得て； p」 

またも、 一 同が 入りみ だれて、 舞の 庭に 立ち上る。 

かりぎぬ さしぬき  はくちょう  ばか ま 

狩 衣、 差 貫よう の もの、 白 丁に くくり 袴、 或いは 

はんすおう かくず きん  おりえ ぼし  ちゅうけい  かぐら 

半 素袍角 頭巾、 折 烏帽子に 中啓、 さながら 能と 神楽の 


衣裳 屋が 引越し を はじめた ように ゆるぎ 出す と、 笛と 

大 拍子 大太鼓が カン ラカン ラ、 ヒュウ ヒュウ ヒャラ 

ヒ ャラ。 

「そもそも、 天の 返 矢と いっぱ …… 」 

そこで 踊りの 面々 が、 おのが じし 踊り 出す と、 

恵 比 須の面 を かぶった のが、 いちいち その 間 を 泳いで 

あるいて、 この 踊り を 訂正す る。 手の さし 方、 足の 踏 

み 方 を、 模範 を 示して 直して あるく。 すべてが 一 心 を 

打 込んで 踊って いるう ち、 ひと リ、 例の 猩々 だけ は 踊 

じねん ぼく 

ら ない。 自然 木の 切株に 腰う ちかけ、 中啓 を 以て 踊り 

の 庭 を 監督して いる 化です。 この 時、 不意に 谷の 一方 


に、 けたたましい さけびが 起って、 一団の 人が 罵りな 

がら この 場へ 入って 来て、 

「太夫に 申し上げ まする」 

「何事に て 候ぞ」 

「ただいま、 怪しい 奴が、 これへ 忍んで 参りた るに よつ 

て、 この 通リ取 押えて 引立てまして ござる」 

「なんと、 怪しい 奴が？」 

どちらが 怪しい の だか わからない。 この 奇怪 極まる 

山中の、 仮面の 集まり を 襲うて くる ものの ある 以上 は、 

やはり それ 以上 怪しい もの も 存在す るかに 見 ゆる。 

「こやつで ござり まする、 われわれの 楽しみ を さまた 


げんと て 来りし 奴、 目に 物見せ てく りょうと 存じます 

る」 

猩々 の 面前に 引 据えた の は、 覆面に して 双 刀 を 帯す 

る 身、 まさしく 武士の 姿。 

「覆面 を i: いで 見い」 

「畏ま リ ました」 

力 カリ 

篝の 前へ 押 向けて 覆面 を剝 ごうと する。 そうは さ 

せまいと する。 やがて 意外の さけび、 

「や あ —— 女 だ」 

しょうぎ  しょうじょう め ん 

床几に 腰 を かけた 猩 々 の 仮面 は、 

によしょう  おわ  かよう 

「おお、 御身 は 女性に て 在す るな。 何とて 斯様なる 


山中へ、 女性の 身 一人に てお わせし ぞ。 まして 男の 装 

いしたる 有様 こそ 怪し けれ」 

ことさら にいう とも 思えな いほ どの 自然な 調子、 

おんと 

朗々 たる 音吐で、 雅文 体の 問答 をし かけられ ましたの 

で、 捕えられた 男装の 婦人 は、 

「はい、 小 仏より 上野 原へ まいる 途中、 駕籠 を 見失い 

道に 踏み迷うて これへ まいりました」 

おもて  すなお 

面 を 伏せて 柔順に 答えました。 

「して、 何 用あって 上野 原へ まいらる る。 御身 はいず 

れの御 出生 ぞ、 うけたまわ りたし」 

「たずねる 人が あって、 江戸 を 立ち 出で てまい り まし 


た」 

「男の 装い 召されし は 何故 ぞ」 

「道中が 心配になります から …… 」 

によし ょラ 

「さりながら、 女性の 男装して 関所 を 越 ゆる は、 国の 

おきての 許さぬ こと を、 知らぬ 御身に て はよ も あら じ」 

「それ は 存じて おります けれど」 

問われて 窮 する 女の 姿 を、 仮面の 中より 見下ろして 

いた 猩々 は、 

「いかさま これ は、 ことさらに われらが 楽しみ を さま 

せんぎ 

たげんと て 来りし ものと も 思われね ど、 まず は 詮議の 

次第 も あり。 いかにお のおの、 この 女性 を 幕屋のう し 


ろ、 栗の 大木の 下へ つなぎ 置き、 暫 しの 窮命 をせ させ 

たまえ。 ただし、 手荒に 振舞いた もうな よ」 

「畏まりて 候」 

こういつ て 鬼の 面 を かぶった 数名の ものが 男装の 女 

ラ しろ 

—— いうまでもな いお 銀 様 を 引立てて、 幕屋の 背後へ 

連れて行きました。 

そうして、 猩々 から 命ぜられた 通りに、 栗の 大木へ 

お わ 

結いつ けました けれども、 特に 手荒に 振舞うべからず 

あず 力 

との 言葉 添えが 与 つ て 力 ありと 見え、 ただ、 逃げられ 

ない 程度に 縛った のみで、 敷物まで 持って来て 坐ら せ 

ました。 


お 銀 様 は、 どのみ ち、 怖ろ しい 目に 遭うべき 暫時の 

後 を 期待して、 覚悟 を きめてし まいました。 それにし 

がてん 

て も、 いよいよ 合点の ゆかな いのは この 一団の 集まり 

であります。 こうして、 舞いつ 歌いつ、 よろこび 楽し 

む 分に は、 さの み 世 を はばかる 必要 は あるまい に、 こ 

の 山中へ かくれて、 そうして 張 抜きの 大筒 を こしらえ 

る わけで はなし、 謀叛の 相談 をして いると も 思われな 

い。 いかに 世上 おだやか ならず といえ ども、 神楽 をす 

るに、 隠れ 忍ぶ 必要 も あるまい ではない か。 ことに 打 

見たところ では、 それぞれ 仮面 を かぶり、 立派な 衣裳 

道具 を 備えて いる。 なお 一 団の ものの 会話が、 中古の 


なま 

雅文 体 を そのままで、 どうかす ると 近代の 訛りが 入る。 

大将 分らし ぃ猩々 の 音声 は、 清く 澄み わたって、 水の 

滴る ような 若さが ある。 とはいえ、 一団の 人、 いずれ 

も 仮面 を かけて いるから、 品格の ほど も、 年配の ほど 

も、 一切 わからない。 狐狸 妖怪の 世界 か、 それとも 人 

間 か。 

お 銀 様が 思い乱れ ている 時に、 不意に 轟然と して、 

山 谷 をう ごかす 一 発の 銃声が 起リ ました。 

この 鉄砲の 音 はいずれから 起った かわからない が、 

その 一発の 音が 起る と、 さし も 昼 を 欺く ほどに 焚か 

れ ていた 篝 火が、 ほとんど 一度に 搔 消され、 同時に 歌 


舞 音曲の 賑 いは パッ タリと やみ、 人が 闇 中 を 右往左往 

に う. \ J めき 出す。 ただ その 右往左往 に う. 一 J めく 人が 、 

枚 を ふくんだ 夜 討の ように、 一 言 も 声を立てないで、 

踊りの 庭と 幕屋の 内外 を 走り 廻り、 物を搔 集め、 ひき 

ほどき ひきむ すんで いる 体 は、 まさしく 隊を 組んで こ 

の 場 を 走ろうと する 形勢であります。 

お 銀 様 だけ は、 どうす る こと もで きません。 幸か不 

幸 か 忘れられて いました。 眼前の 幕屋で さえ も、 手早 

く 引き ほごされて、 荷，) ，- しらえ をされ る 有様な の に 、 

忘れられ たお 銀 様 は、 ただ 怖ろ しい 夢の 中で、 走れな 

い 人の ように 気 を 焦 立つ けれども、 この場合、 助け を 


呼ぶ のが 利益 か 不利益 か はわ かりません。 すべてが 沈 

黙し て 暗中 にどよ めいている 時。 

つづいて 山 谷に こた ゆる 第一 一発 目の 鉄砲。 

その 谷間より 程遠から ぬ 柿の 木 平と いうと ころに 

立 つ ていた 獵師の 勘 八と 宇津木 兵馬。 

勘 八が 鉄砲の 狙い をつ ける と、 兵馬 は逸リ きった 犬 

の 紐 を ひかえながら、 

「まあ、 待って 見 給え、 もう 少し 近寄って みょうで は 

なレ 力」 

勘 八の 切って 放とうと したの は 第三 発 目の 鉄砲です。 

その 第一 発 を、 やはり 同じと ころから 発射した 時に、 


賑やかな 拍子の 音が、 パッ とたえ、 それと 同時に、 さ 

しも 昼間の ように 明るかった その 一 団の 火が フッと 消 

え、 闇の 中に、 なんとなく 谷間が 動揺して いるよう で 

すから、 程 を 見す まして 第二 発 を 切って 放した が、 こ 

れは 手答えが ありません。 やがて 闇 中の 動揺 も 静かに 

なって、 一様に 空々 寂々 たる 山 谷の 夜と なりました か 

ら、 二人 はま さしく 物に つままれ たような 気分で、 な 

お 暫く 形勢 をみ てい ましたが、 用心の ため、 更にもう 

一発 を 切って 放ち、 そうして、 その 明りと 音の あった 

方向へ 進んで みょうと いうつ もりで、 勘 八が 第三 発 目 

さえぎ 

の 狙い をつ けたの を 兵馬が 遮って、 ともかく もこれ 


から 探リ寄 つ て 見ようと いう。 

たいまつ 

そこで 二人 は、 わざと 火緦を かくし、 松明 もっけず、 

闇に まぎれて、 最初の 怪しい 音と 明りの 場所 をめ ざし 

て 進んで 行きました。 

もの  け  しわざ 

勘 八の 頭で は、 これ は、 てっきり 物の怪の 仕業 だと 

思って いる。 最初から、 さわらぬ 神に 祟りな しの 方針 

を 取って、 聞き流して いたかつ たの を、 強いて 兵馬に 

すすめられた ものです から 出て 来ました。 出て 来て 見 

ると、 音の すると ころに 明りが ある。 そこで その 明リ 

をめ がけて 一発 打ち込んで みたの は、 単に さぐり を 入 

れた つもりで、 その 根元 をき わめよう とまで 思って い 


なかった ものです。 

は 

こうな つてみ ると、 例の ものすごい 二日 月が 山の端 

ま つくら 

にか かってい る だけで、 真暗のと ころ を、 裾 をめ ぐつ 

て 行く ものです から、 めざす 方向が ド チラ だか わから 

なくなりました。 

「げぇ もね えから よ そうじゃ ございま せんか、 ばかさ 

れて もつ まらね え」 

も のず き  か 

勘 八 は、 なお 気が 進まない のに、 好奇に 駆られて い 

るの は 兵馬ば かりではありません、 兵馬の 手に ひかえ 

られ ている 獵 犬が しきりに 逸って、 先に 立つ ものです 

から、 気が 進まない ながら 勘 八 も、 後ろへ ひく わけに 


も ゆきません。 

犬が 案内して くれました。 やがてめ あての 谷へ 近づ 

いた 場合に も、 犬が いよいよ 勇みます から、 危険が な 

いと 知り、 そこで 勘 八 は、 火緦の 火を附 木に うつして 

た いま つ 

用意の 松明 をと もし、 一行 は 小 流れ 伝いの 谷間へ 入り 

込んで 来ました。 

うわさ 

兵馬の 心で は、 人の 噂に 聞く ことに 多くの 不思議 

が ある、 今 は 目の あたり その 不思議にぶ つかった の だ 

から、 この 機会 を 逸して はならない、 あくまで 根元 を 

究めて みょうと 勘 八 を 引きずり、 犬に 引 張られて、 ほ 

どなく 例の 谷間まで やって来ました。 


松明の 光に、 まず 照らされた その 谷間の 光景 はすこ 

ろうぜき  かが リ  きれ 

ぶる 狼藉た る もので、 篝の 燃えさし だの、 木 や 竹の 片 

だの、 地面に 石 や 穴が 散在して いる こと だの、 つい 今 

お お 

までな にもの かが 集ま つ ていた 形跡 は蔽ぅ ことができ 

ません。 もし、 ここに 相当の 陣地 を 構えて いた ものな 

らば、 逸早く 退却して しまった ものに 相違な く、 その 

退却ぶ り を 見る と、 その 形跡 こそ 狼藉た る もの だが、 

武器 や 生活の 要具 は 一 つも 落ちの こされて いない こと 

によって、 かなり 鮮 かな 退却ぶ リ だとい わなければ 

なりません。 

兵馬 は 勘 八の 手から 松明 を 借 受けて、 狼藉た る 陣地 


の 跡 を 隈なく 照らし 見ようと した 剎那、 獵 犬の 緦をゅ 

るめ たもので すから、 犬 は まっしぐらに 一方へ 向いて 

飛んで 行きました。 二人が おどろいて その 方向 を 見る 

と、 栗の 大樹が あって、 その 根 もとに 人らしい ものが 

うずくま つてい る。 

勘 八 は 鉄砲 を 取り直し ましたが、 兵馬 はしかと 見定 

め、 

「人が つながれ ている」 

これ も 危険な しと 見て 近寄る と、 繫 がれて いる 人の 

姿 は 男であります けれど、 正しく は 女でした。 

ほどなく 宇津木 兵馬が 先に 立ち、 獵師の 勘 八が お 銀 


様 を 背負って、 もと 来た 炭 焼 小屋まで 立 戻って 参り ま 

した。 

そこで、 兵馬 はお 銀 様に 向い、 お 銀 様の 捕われた 一 

団 というの が、 一定の 住所と いう もの を 持たずに、 全 

さんか 

国の 山から 山 を 旅して 渡り歩く 山窩と いう もので あろ 

うこと を 教え、 なお 山窩と いう ものの いわれ を 一通 リ 

説いた 上で、 とにかく も その 手から 逃れた こと を、 お 

銀 様の ために 祝いました。 けれども、 なお 充分に 合点 

の ゆかぬ こと は、 その 一 団が 立派な 衣裳 道具 を 持ち、 

上品な 言葉 づ かい をして いたと いう ことで、 一 般の 

さんか 

山窩 は、 もっと 野蛮で、 もっと 兇悪な 分子 を 持って い 


る はず、 その 一点 だけが どうも 膝せ ない というと、 獵 

師の勘 八 も 傍から 口を出し、 山窩の 奴等に、 舞い を 舞つ 

たり、 笛 を 吹いたり する ような 風流 気 は ある もので な 

く、 せいぜい 彼等 は箕 直し、 風車 売りぐ らいのと ころ 

で、 その 性質 疑い深く、 残忍性に 富んで いる こと を 物 

語リ、 右の 一団 は、 どうも 山窩で は あるまい といい ま 

した。 

それ は 疑問のう ちに 残されながら も、 ともかく、 そ 

こ を 脱出した お 銀 様の 行 先につ いて、 

「あなた は 上野 原の 月見 寺へ おいでな さるそう です が、 

誰 をたず ねて あの 寺へ おいでな のです か。 わたし も あ 


の 寺に いたのです」 

「あのお 寺に、 琵琶 を 弾く 盲目の 法師が いると 聞き ま 

したから、 それ をたず ねて まいる 途中で ございます」 

「はは あ、 弁 信 殿 を 尋ねて おいでな のです か。 あの人 

ならば、 まだ 寺に いるでしょう。 珍しく 勘の いい 人で 

すね」 

お 銀 様 は、 この 少年の 親切に して、 義気の あるのに 

感心し ました。 見たところ、 さむらいの 風 をして いる 

のに、 どうして こんな 山の 中に、 獵師と 一緒に 生活 を 

している のだろう。 月見 寺の こと も、 弁 信の こと も、 

よく 知っている のが 不思議 だ。 まだ 尋ねて みたい こと 


も 多い が、 万事 は 明日。 そこで、 広く も あらぬ この 炭 

焼 小屋に 枕 を 並べて、 一夜 を 明かす ことにな りました。 

たかい びき 

勘 八 は 早く も 高鼾、 兵馬 もやが て 眠りに つき、 お 銀 様 

もうとう ととして 夢路に 入り ましたが、 肉体 は 疲労に 

よって あくまで 休息 を 求める のに、 神経 は 夜来の 刺戟 

によって、 盛んに 躍動 をつ づけよう とする。 こういう 

時には、 誰し も 見まい として 見る のが 怖ろ しい 夢です。 

お 銀 様 は 怖ろ しい 夢に うなされました。 その 夢と て 

も、 過去の 現実 を 離れた 夢で はなく、 過去の 最も 怖ろ 

しかった 記憶が、 ほとんど そのままに 再現され たま ま 

です。 


つつじ  さき 

その 怖ろ しかった 記憶 は、 躑躅 ケ 崎の 古 屋敷で、 酒 

きょうはく  ほうき  やすつな 

乱の 神 尾 主 膳に 脅迫され た 時、 伯耆の 安綱の 名刀 を 

きた 

抜いて 迫り 来る 神 尾 主 膳、 それ を 逃れて 走り 下りた 二 

階の 階段、 そこに は 善悪 邪 正い ずれと も 判別し かねる 

人が いた。 

理も非 もな くその 人に 鎚 りついて 助け を 求めた 時、 

その 鉄壁の ような 冷た さと、 吸盤の ような 引力に 吸い 

込まれて、 その 夜、 ついに 怪しい 二つの 蝶の 夢を見て、 

夜が 明けた 時 は、 肌が すっかりと 汗ばんで、 髪が べつ 

とりと 濡れて いました。 

その 時 以来、 そのつ めたい 人が この 胸 を 火の ように 


燃やす。 ひとたび 愛人 幸 内 を 失った お 銀 様に は、 たま 

ら ない 肉の もだえが ある。 わが 雇人であった 幸 内 を、 

身 も 心 も 自由にして いたよう に、 お 銀 様 は、 その 人に、 

わが 心 も、 わが 身 も 自由にし、 自由に させて いた。 そ 

の 持って いたつ めたい 残忍性が、 お 銀 様 を 翻弄す る 時 

に、 お 銀 様 もまた、 残忍 そのもの を 翻弄す る 痛快 心に 

駆られて、 この 女 だけが 人 を 斬る こと を 知って、 少し 

もお それなかった のです。 最初の 縁 は 躑躅 ケ 崎の 古 屋 

文。 

「ああ、 あの 蝶の 羽風が …… 」 

悪夢の 中に、 どろどろに もだえた お 銀 様 は、 力 かぎ 


り その 人に しがみつ くと、 夢が 破れて、 おどろい たの 

は 自分の 胸に 重い 物。 いっか 知らず 傍らの 宇津木 兵馬 

を かたく だきしめて いました。 

宇津木 は それ を 知らず、 知った お 銀 様 は、 どうして 

もこの 腕 を 離しと もない 心に なりました。 

信 州 詉訪の 温泉、 孫 次郎の 宿に ついた 晚、 お雪 は久 

かみそり おもて 

助と 外のお 湯へ 行き、 竜 之 助 は、 ひとり 剃刀で 面を撫 

でて ぉリ ますと、 


「御免下さい まし、 お土産 をお 召し 下さい まし」 

ス ルス ルと 入って 来たの は 女の 声です。 竜 之 助 は 返 

事 をし ないで、 なお 燈 火の 下で 面 を 撫でて おります と、 

入 つ て 来た 土産 物売り は 黙認 を 得た とで も 思 つたの か、 

「いろいろ ございます、 これが 詉訪の 明 神様の 絵図、 

こちらが おなじ 明 神様の 神木で こしらえ ましたお 箸、 

それから、 湖水で 取れました 小 蝦と 鮒 …… 」 

ここまで 並べ 来った 時に、 物売りの 女が、 あっとお 

あんどん 

どろいた の は、 行燈の あかりが 消えて しまったからで 

「おや、 お 明りが 消えました、 おつけ 致しましょう」 


お土産 物の 陳列 をよ そに して、 行燈の そばに 寄った 

ひきだし 

土産 売りの 女 は、 その 抽斗から 火 打 道具 を 手 さぐりで 

探して、 やっと 火 をき つて 附 木に うつし、 行 燈の燈 心 

を搔き 立てた 時に、 再び 驚いた の は、 この 部屋の 主 は、 

相 変らず 面 を 剃刀で 撫でて いたから です。 つまり、 燈 

火の 消えた の を 平気で、 その 暗い 中で 相 変らず 面 を 

剃って いたのであります。 

「どうぞ、 何 か 一 品お 召し 下さい ませ」 

改めて、 土産 物売りの 女 は 自分の 座へ 戻りました。 

「土産 を 買って やる から、 この 首 を 剃って くれない か」 

「ええ、 よろしう ございます」 


そこで 机 竜 之 助 は 剃刀の 柄 を 向う にして、 物 売女の 

方へ 突き出す と、 物 売女 は 気軽に 受取って、 

「お 面の 方 はお 済みに なりました か」 

「ああ、 面 は 済んだ から、 この 襟足のと ころ だけ を 願 

いたい」 

「はい、 お 明り を こちらへ 向けましょう」 

女 は 剃刀 を 取って、 竜 之 助の 後ろへ まわりました。 

ごとうり ゆう 

「御 逗留で ございま すか …… 」 

「 一 夜泊り だ」 

「左様で ございま すか」 

女 は 慣れた 手つきで、 竜 之 助の 首筋に 剃刀 を 当てて 


後ろに 撫で 卸す と、 

「景気 はどうです」 

と 竜 之 助が たずね ますと、 

しも す わ 

「おかげさまで、 この 下の 誠訪 は、 あんまり 不景気と 

いう ことが ございません。 丁度、 甲 州 筋から おいでの 

方 も、 中 仙 道 を 和 田 峠から おいでの 方 も、 塩 尻 を 越え 

て 木 曾の 旅 をな さるお 方 も、 伊那の 方から おいでの 方 

も、 みんな ここへ お 立 寄りになります のに、 詉訪 のお 

やしろ 

社 という ものが ございます 上に、 この 通り 温泉が 湧 

い て 出ます ものです から …… 」 

「詉訪 の 湖と いうの は どちらに 当ります」 


「え、 湖で ございま すか。 湖 は、 もうこの すぐ 下が そ 

れ でございますよ、 障子 を あけて ごらんに なると、 一 

面に …… 」 

女 は、 今まで それ を 気がつかなかった お 客 は、 多分、 

暗くな つてから 着いた お 客だろう と 思い、 

「今夜 は、 お 月夜 かも 知れません、 障子 を あけ ましよ 

うか」 

さ 

気 を 利かして、 女 は 剃刀の 手 を 休め、 客 をして 月明 

の 詉訪の 湖 をな がめ 飽かし めんと した 好意 を、 竜 之 助 

は 断 わ つ て、 

「風が 冷たい から それに は 及ぶまい。 そうだな、 月と 


あこぎ -っら 

いう もの を 見た の は、 いつの ことか。 伊勢の 阿漕 ケ浦 

というと ころで 見た のが、 あれが 最後だろう。 いや、 

ゆうなぎ あさなぎ 

あれ は 見た ので はない、 聞いた の だ。 夕 ffl と 朝 ffl に 名 

を 得た 静かな 伊勢の 海、 遠く 潮 鳴りの 音が して、 その 

間 を 千鳥が 鳴いて 通った 時、 浜辺と 海が ぼうっと 明る 

くな つたよう に 覚えて いる。 多分、 あの 時に 月が の 

ぼった のだろう。 あれ 以来 見た こと はもち ろん、 聞い 

たこと もない」 

ひとりごと 

竜 之 助が、 謎の ような 独語。 急に 剃刀の 手 を 止め 

た 女の 面が 美しい ものに なりました。 

この 女 は、 もうよ い 年です けれども、 お 化粧 をして、 


赤い 縮緬の 前掛 をして いました が、 

「まあ、 伊勢から おいでに なりました のです か」 

はればれ  まっか 

急に、 晴々 した 美しい 面になる と、 真紅な 縮緬の 前 

掛が 燃え 出した ようにう つり 合いました。 

「伊勢から 来たと いう わけで もない が、 伊勢に は 暫く 

いた ことがあ るの だ」 

あい やま 

「それで は 間の 山 を ごらんに なりました か」 

「間の 山 は 見ない けれど、 間の 山 節と いうの を 聞いた 

ことがある。 そういう お前 こそ 伊勢の 国のう まれ か」 

「わたくし は 伊勢のう まれで は ございません、 どこと 

いってう まれた 国 は …… まあ、 渡り ものなん で ござい 


ますお」 

「渡り もの？」 

「ええ、 お 恥 かしい 話です が、 男に 欺され て 諸国 を ひ 

きま わされた あげく、 今では こうして 信 州の 詉訪へ 来 

て 物売り を 致して おります ような わけで ございます。 

みずしょう 

女と いう もの は、 水性な もので ございま すから、 男 次 

第で どうに でもなります。 ほんとうに 意気地のない も 

ので ございま すね、 ォホホ ホホ」 

この 時の 女の 言葉に は、 触れば 落ちる ような 甘味 を 

ふくんで いたので、 竜 之 助 は 暫く 沈黙し ました。 

かお 

「ねえ、 旦那 様、 おついで にお 面の 方 も、 もう 一 べん 


あたって 上げましょう か。 殿方のお あたりに なった よ 

リも、 これで も 女の 方が、 手 ざ わりが いくらか やわら 

かになる かも 知れません。 御免下さい まし」 

その やわらかな 手 を、 首筋から 頰の あたりへ うつし 

おもて  あおじろ 

た 時に、 竜 之 助の 面が ひときわ 蒼白くな リ ました。 

「もうよ ろしい」 

「どうも 失礼 を 致しました …… いいえ、 お 代 は あとで 

帳場から いただきます」 

といって、 女が 出て 行って しまった あとで、 竜 之 助 は、 

自分の 身に 残る うつり 香と いったよ うな ものに、 苦笑 

い をし ました。 


ばいじよ  たぐい 

これ は 売女の 類 だ。 物 を 売る ことに かこつけて、 

色 を 売らん とする 女。 よく 温泉 場な どに あった 種類の 

女 —— おれ を そそのかしに 来たの が おぞましい。 

とはいえ、 今の 竜 之 助に あって は、 女と いう ものの 

総て は 肉で ある。 美醜 をみ わける の 明 を 失って いるか 

ら、 美のう ちに 貴ぶべき ものの 存す るの を 発見す る 

ことができない。 醜 を 感知す るの 能 を 失って から、 醜 

の 厭うべき を 知って 避ける の 明がない。 

いや、 それ は 単に 女ば かりで は あるまい。 この 男 は、 

すべてに おいて、 むずかし くいえば、 宗教が なく、 哲 

学が なく、 またむ しずの はしる 芸術と いう ものがない。 


ただ ある もの は 剣 だけです。 勝つ ことか、 負ける こと 

かの ほかに 生存の 理由がない ので、 恋と いう もの も、 

しょせん 

所詮 は 負けた 方が 倒れる ものである。 心中の 場合に お 

いて は、 大抵、 男が 女に 負けて 引きずられて 行く ので 

ある。 曰く 薩長、 曰く 幕府、 曰く 義理、 曰く 人情、 み 

えんきょく 

な 争いで ある。 争いで なければ、 争い を 婉曲に 包ん 

だものに 過ぎない。 人間 日常の 礼儀 応対まで が、 この 

けんじん 

男の 眼  見えない 眼 を 以て 見れば、 ことごとく 剣 刃 

あいまみ 

相 見 ゆるの 形と ならない もの はない。 いや まだまだ、 

人間の 生存 そのものが、 また 一 つの 立 合で ある。 

一 剣 を 天地の 間に 構えて、 天地と 争って 一生 を 終る 


—— 所詮、 天地の 間に 吐き出されて、 また 天地の 間に 

呑まれ 了る ものと 知る や 知らず や。 生存と いう こと は、 

天地の 力に 対抗して、 わが 一 剣 を 構 ゆる ことに 過ぎな 

い。 わが 一 剣の 力 衰えざる 限り、 天地の 力と いえ ども、 

如何と もす る ことができない  と、 彼 はそう 思わな 

いで、 そう 信じて いる。 

女と いう ものに 触れる 時 —— 彼 は、 いつでも 戦い を 

挑まれた ように 思う  そうして これ を 斬つ てし まわ 

なければ 己れ が 斬られて しまうよ うに 思う。 この場合 

において は、 相手の 善悪 美醜 を 選ぶ のい とまがない の 

です。 


まもなく 久 助と お雪 は 外の 湯から 帰って来て、 鮒 や 

， J えび 

小 蝦 をお 茶菓子に、 三人お 茶 を 飲みました。 そこへ、 

宿の 番頭が やって来て、 

ご ひ いき 

「ええ、 御免下さい まし、 毎度、 御 貝顯 属に 有難う 存じ 

ます。 ええ、 それから ちょっと 申し上げて おきます る 

は、 今晩のと ころ は、 土地の 風習で、 お 万 殿の 夜詣り 

という ことにな つてお ります から、 九ッ半 過ぎて は、 

外へ お出 ましに ならぬ ように、 なにぶん よろしくお 願 

い 申します」 

と言う。 


「句 です つ て I 

それ をお 雪が 聞き とがめる と、 番頭が、 

「お 万 殿の 夜 詣リで ございまして、 はい」 

と 番頭が 答える。 

「お 万 殿の 夜詣 りと いうの は 何です か」 

お雪が 念 を 押して たずねる。 

「ええ、 何で ございま すか 手前 もよ く は 存じません が、 

月に 一 度ず つ、 お 万 殿の 夜詣 りと いう ことが ございま 

して、 その 晚、 九ッ半 過、 外へ 出ます と、 祟りが ある 

と い い 伝えられて いるので ござ いますから、 なにぶん 

…：- J 


「ええ、 ようこ ざん， t9  I 

お雪が、 それ を 承知して しまいました。 断 わられな 

くても、 大抵の 人 は 九ッ半 過、 今の 夜中から 一 時まで 

の 真夜中 を かけて、 出て 歩く 必要 はない はず。 

そこで、 番頭が 行って しまった あと、 お雪ち やん は、 

まだ 何 か 物 足らない 面で、 

「お 万 殿の 夜詣 りって 何でしょう、 外へ 出る と 祟りが 

あるんで すつ て」 

せんさく 

「ナ 二、 詮索す るが もの はが あせんよ、 土地の 習わし 

ですから、 郷 にんって は郷に 従えと いってね」 

「 で すけれ ども、 ザ J んな 夜更け に わざわざ お 詣り をな 


さるお 万 殿と いう 方 も、 気が 知れない」 

「何 か 因縁が あるで がしょうね」 

うし  ときまい 

「丑の刻 詣 りじ やないで しょうか。 丑の刻 詣リの 人に 

道で 行 逢う と、 祟りが あるって いいます から —— 」 

「です けれどね、 わざわざ 先触れ をして おいて、 丑の 

刻詣り をす る 人 もない もんじゃありません か」 

「それ も、 そうです ね」 

「まあ、 なんにしても 九ッ 半から 外へ 出さえ しな けれ 

ばいい のさ、 言われた 通りに ね」 

「なんだか 気が かりになる わね」 

久助は 触らぬ 神に 祟りな しの 態度 を 取って いるが、 


お雪ち やん は腑に 落ちない ものが あって、 あきらめき 

れ ない。 あらためて 竜 之 助に 向い、 

「先生、 御存じで すか」 

「知らない」 

「おかしい わね」 

お雪 は 首 を ひねって 思案して みたが、 

じんこ うき 

「考えた つて わかり やしません わ、 塵 劫 記と はちが う 

ん です もの、 土地の人に 聞いて みなければ」 

「番頭さん が 知らない くらいだ から、 土地の人 だ つ て 

知 つち やい ますまい よ」 

と久 助が いう。 


「年寄の 物識りに 尋ねたら わかる でしよう」 

「それほど 詮索 をし なくった つて、 やつば リ郷に 入つ 

て は郷に 従えです よ、 こういう 晚には 早寝に 限ります」 

「それ もそう です ね」 

じんこうき 

お雪 は、 まだ 解き きれない 塵 劫 記の 宿題で も 残って 

いる 心。 

あんどん 

その 時、 お雪 は、 ふと 行燈の 下の 暗い ところで 何物 

を か 認め、 

「おや、 こんなと ころに 櫛が 落ちて いる わよ …… 」 

と 拾い上げて、 

「まあ、 二つに 割れて いる ことよ」 


お雪の 手に したの は、 まだ 新しい 木 曾のお 六 櫛。 

拾っても 悪い、 落しても 悪い という 女の 櫛。 しかも 

それが 自分の ほかに は 女の いない この 席に、 真二つに 

なって 落ちて いた。 

お雪 は その 時、 なんとも 言えない 忌な 気持に なり ま 

した。 

十 一 

この 座敷 は、 それで 済まされ たが、 どうしても その 

ままで は 済まされない 座敷が ありました。 


「ナ 二、 九ッ半 過から 外へ 出るな、 お 万 殿の 夜詣 りが 

ある、 それ を 見る と 祟りが あると は 奇怪 千万」 

元 治 元年に 京都で 暗殺され た 佐 久間象 山の 門 生が 二 

うけが 

人  ちょうど この 宿屋に 泊り 合せて いたのが 肯 い 

ません。 

第一、 そういう 迷信の ために、 一種の 交通遮断 を 行 

うの は、 迷信 を 仮り ての 暴虐で ある。 これに 甘んじて 

りさ 

従う の は 近代 人の 恥辱で ある。 と 力んだ わけで はない 

が、 久助 や、 お雪 ほどに 素直に は ゆかない。 

「そのお 万 殿と はなに もの だ」 

「ええ、 问 でございます か、 手前 もよ く は 存じません 


やゝ  - 

力  」 

「知らない、 貴様が 知らぬ こと を、 ナゼ 人に 強 ゆるの 

だ」 

「恐れ入りました、 よく は 存じません が、 お 万 殿が 九 

ッ半 過に ここ をお 通りに なって、 誠 訪の明 神様へ 御 参 

詣 をな さるの だそう で」 

「そのお 万 殿と やらが、 参詣 をす るた めに、 なんで わ 

れ われが 外へ 出て 悪い の だ。 お 万 殿と いうの は 禁裏 の 

お 使 か、 或いは 将軍の 代参で も あるの か」 

「いいえ、 そういう わけで は ございません、 それにい 

き あう とたたり があります ので」 


「たわごと をい わずに 引 込んで、 誰か その 因縁 を 知つ 

たもの を つれて 来い、 さもない 時 はわれ われが、 今夜 

親しく そのお 万 殿の 正体 を 見と どけて 遣わす ぞ」 

「はい」 

番頭 は 青くな りました。 青くな つたの は、 この 連中 

に 向って は 迷信の 権威が 甚だ 薄い から、 よく 納得 させ 

ないかぎ リ、 必ずや 九 ッ半を 期して、 その 正体 を 見 届 

けに 出かける に 相違ない。 そうなる と、 まんいち 間違 

いの 出来た 時に 責任が ある。 と 思った から 青くな つて 

ほうほうの 体で、 この 座敷 をす ベり 出しました。 

ここに 二人の 佐 久間象 山の 門 生 —— といつ て も 象 山 


門下 を 名乗る ものに かぎり はない。 ちょっと 玄関 をの 

ぞいた だけで も、 都合 上 その 門 生の 名 を 利用す る もの 

も 多い。 宿帳に はそう はしる さなかつ たが、 一人 は 丸 

ま つし ろ 

山 勇 仙、 一 人 は 仏 頂寺弥 助、 共に 信 州 松 代の 人と して 

ある。 

丸 山 は 書生で ぁリ、 仏 頂 寺 は 剣客であります。 従つ 

て 丸 山 はよ く 洋書 を 読み、 仏 頂 寺 はよ く 剣 を 使う。 丸 

山の 学力の ほど は 知らず、 仏 頂 寺の 剣 は 当時に 鳴り響 

いた ものです。 

この 仏 頂寺弥 助と、 長 州の 高杉晋 作と が 試合 をした 

ことがある。 その 前に、 高杉晋 作が、 はじめ 佐 久間象 


山に 謁見した 逸話が ある。 

高杉晋 作、 天下 第一 の 気概 をいだ いて、 江戸に 出で 

て 書 剣 を 学ばん とす。 その 師吉田 松 陰の 勧めに 従い、 

道 を 信 濃に 取って 佐 久間象 山に 謁す。 象 山、 つくづく 

と 晋作を 見て、 

「君 は 幾つになる」 

三十 二 

おもて 

そこで、 象 山が、 またも 晋 作の 面 を つくづく とうち 

まもり、 嘆息す る こと 久し。 

晋作は その 時、 内心 得意で ありました。 象 山が 嘆息 

したの は、 おれの 英雄 心 を 見て取っての 感嘆であろう。 


そこで. 

「先生、 僕の 歳 を 聞いて、 ナゼ そのよう に 御 嘆息 をな 

さる」 

「されば」 

おもむ  いわ 

と 象 山 は 徐 ろに 曰く、 

「おれ は 十五 歳に して、 信 濃 一国に 鳴り、 二十歳に し 

て 日本 全国に 鳴り、 三十 歳に して 五大州に 鳴る。 君 は 

二十 一歳と いうのに、 おれ はま だ 高杉晋 作なる ものの 

名 を 聞いた ことがない。 いったい、 君 は どこへ 年 を 

取って いるの だ」 

もくねん 

これに は、 さすがの 高 杉 東行 も、 黙然と して 一 言 も 


なかった。 

ここにい る 仏 頂寺弥 助と 高杉晋 作と が 試合 を 試みた 

の は その 時です。 

仏 頂 寺 は 斎 藤 弥九郎 の 高弟。 そのころ 無敵と いわれ 

た 道場 荒し。 

当時の 佐 久間象 山 は、 水 戸の 藤 田 東 湖と 共に 一 代の 

権威。 諸侯 も 礼 を 厚う して、 辞を卑 うしなければ 教え 

を 乞う ことので きぬ 人 だから、 高 杉 もこの 人に 逢って 

は、 油を絞られ るの も ぜひがない。 象 山 はまた 豪傑の 

士に 逢う と、 好んで こういう 手段 を 弄したがる 男で あ 

る。 


そこで、 仏 頂寺弥 助と 竹刀の 立 合。 高 杉 はそう そう 

は 負けても おられまい。 といって 高 杉 は 剣術 使いで は 

ない。 

尋常で は 勝てない こと を 知っている 彼 は、 立 合の 場 

へ 立つ と、 いきなり 交叉して あった 竹刀 を 取り上げ、 

「オメ ー ン！」 

まだ 立 合わない 仏 頂 寺の 頭 を 一 つ 食わせて しまった _ 

仏 頂 寺 大いに 怒り、 

「まだ、 礼式 も 相 済まぬ うちに、 頭 を 打つ と は 何事で 

ござる、 無作法 千万」 

高 杉晋作 は、 いっかな 聞かない。 


「何と おっしゃる、 貴殿 もし、 戦場に 臨み、 敵に 頭 を 

斬られて なお 礼式 呼ばわり をな さる か」 

「以ての外、 ここ は 戦場で は ござらぬ」 

「いやいや、 立 合の 場 は 戦場と 同様で ござる、 貴殿の 

頭 は、 もう 拙者が 打ち割って しまったので ござる」 

「強弁 を 振いた まわず、 いさぎよく 立 合って 勝負 を 

さっし やい」 

「勝負 はすで に つ い て， >  J ざる、 拙者の 勝ちで) J ざる」 

仏 頂 寺が 躍起に なって 怒る の を、 高 杉 は 頑として 勝 

ち を 主張して この 場 を 去った。 これ は 高 杉 一流の 手前 

勝手。 


とにかく、 仏 頂 寺 弥助は 当時 有数の 剣客で ありまし 

た。 

それ はさて 置き、 この 二人が 今し も 一 酌 を 試みて 談 

笑して いると ころへ、 最前 二人に ォド かされて ほう ほ 

うの 体で この 座敷 を 逃げ出し た 宿の 番頭が 、 恐 る 恐 る 

やって来て、 

「御免下さい まし、 ただいまお 話のお 万 殿の こと は、 

この 本に くわしく 書いて あるそう でございます」 

「うむ、 そうか」 

番頭 は 一冊の 本 を 置いて、 逃ぐ るが 如く 走せ 去って 

しまいました。 


「ナ 二、 誠訪 昔語り か …… 」 

丸 山 勇 仙が、 その 本 を 取り上げて 見る と、 こくめい 

に 書いた 写本であります。 

「お 万 殿の こと …… 」 

一 一三 枚め くって、 ある 点に 急がし く 眼 を 飛ばせて 走 

リ 読み をす る こと 暫し。 

「なるほど、 これで、 すっかり わかった」 

「どういう 仔細 だ」 

そこで 丸 山 勇 仙 は、 仏 頂寺弥 助に 向って、 自分が 走 

り 読みした お 万 殿の 部分 を、 次の 如く 要領よ く 話して 

聞かせました。 


天 正 十 年の こと、 織 田 信 長が この 国に 侵入して、 

ほっけ でら  ひょうろう 

法 華 寺と いうので 兵糧 を 使って いると ころへ、 色々 

の 小袖 を 着た 女房が 一 人 入って 来ました。 

この 女房 は 信 長の 前へ 出る と、 懐中した 錦の 袋から 

茶 入 を 出して 信 長に 見せる と、 信 長 は 何に 激した か大 

いに 怒り、 刀 を 抜いて この 女房 を 一太 刀に 斬って 捨て 

てし まいました。 

この 女房と いうの が すなわちお 万 殿で、 もとは、 美 

濃 国 岩 村の 城主 遠山 勘 太郎が 妻、 信 長の ために は 実の 

伯母です。 岩 村の 城 陥落の 時、 武 田家の 将、 秋 山伯耆 

守の 手に 捕われ、 ついに 伯耆 守の 妾と なって、 少しも 


恥ず る 色が なく 仕えて いたから、 信 長が 怒りに 堪えず 

この 始末。 

それで、 お 万 殿の 恨みが 消えない。 遊 魂 今 もさ まよ 

うて、 夜な夜な 神詣で を するとい ういい つたえが 残る。 

「はは あ、 では そのお 万 殿と いうの が、 色々 の 小袖 を 

着て、 錦の 袋に 茶 入 を 納め、 それ を 捧げながら この 前 

を 通って、 誠訪明 神へ 参詣 というわけだな。 そうなる 

と、 いよいよ 見て やりた くなる」 

仏 頂寺弥 助が いいます と、 丸 山 勇 仙 は、 

「それ はなん となく 忍びない 心 持が する、 見て やらな 

いのが 人情だろう」 


その 時、 盃の 酒の 冷えた のに 気がつきました。 

十二 

こちらの 座敷で は、 明朝 塩 尻までの 馬の 相談に いつ 

て 来た 久 助が、 どこで 聞いて 来た か、 前のと ほぼお な 

じょうな お 万 殿の いわれ を、 お雪に 向って 話す と、 

「かわい そうだ わね、 それで はお 万 殿の 恨みが 残る の 

も 無理がない わ」 

と い いました。 

「どうも 仕方が ねえ、 敵の 大将に 肌 を ゆるしたん だか 


ら —— 」 

久助は 鈍感な 返事。 

「だって、 かわいそうで すわ、 生 捕りに されち まった 

ん です もの」 

「生 捕りに された つて、 お前 様、 敵の 大将に 肌 を ゆる 

せば、 後で 殺された つて 仕方がない」 

久助 は、 仕方がないで 押切る の を、 お雪 は 残念が つ 

て、 

ときわ ごぜ ん  よしとも 

「それでも …… 常 磐 御前 を ごらんなさいな、 義朝 につ 

ちょう あ い 

かえて いて、 あとで 清 盛の 寵愛 を 受けて、 それでも 貞 

女と いわれて るじゃありません か」 


お雪 は 常 磐 御前 を 味方に 連れて来て、 久助 をい いこ 

めようと する。 久助は 迷惑が つ て、 

「あり やお 前 様、 子供 を 助けたい からなん でさ あ。 源 

氏の 胤 を 残したい から、 仕方がなし にあ あなつ たんで 

しょう」 

いくさ 

「仕方がない といえば、 お前、 お 万 殿 だって、 戦に 負 

けて 敵に 囲まれて しまえば、 なお 仕方がな いじ やない 

の。 自害しょう たって、 できない こと も あるでしょう。 

わたし、 お 万 殿 はちつ とも 悪い 人 じ やない と 思って よ。 

信 長の 前へ 色々 の 小袖 を 着て、 錦の 袋に 納めた 茶 入 を 

持って来て 見せる なんて、 しおら しい じ やない の。 


きっと、 信 長 は 自分の 甥の ことで も あるし、 自分 も 心 

ならず 敵に 従ってい るんだ から、 許して もらおうと 

みやげ 

思って、 その 茶 入 を 土産に 持って来たん でしよう。 そ 

ひとこと 

れを、 む ざむ ざと 一 言 も 聞かずに 斬って しまう なんて、 

わたし、 信 長と いう 人 はにくら しい わ。 まして 自分の 

本当の 伯母さんなん でしよう。 だから、 信 長と いう 人 

は、 あとで 自分の 家来の 明智 光秀に 殺されち まったん 

でしよう。 自業自得 という ものです わ、 ねえ、 先生」 

お雪 は 今度 は 竜 之 助の 方 へ 加勢 を 頼みに 来て、 

「ねえ、 先生、 あなた は、 どう 思って いらっしゃ るの、 

やはり、 お 万 殿 を かわい そうだと 思って いらっしゃる 


でしよう。 信 長と いう 人 を、 にくい 人 だとお 思いに な 

ら ない？」 

「けれども、 この 時の 習いで、 敵に 肌 を ゆるした 女 を 

たすけて はおけ なかろう」 

竜 之 助が 答えます と、 お雪 は 非常に 失望し ました。 

「まあ、 先生 も、 そう 思って いらっしゃ るの。 お 万 殿 

だって、 好んで 敵に ゆるしたん じゃあり ますまい、 い 

くさに まけた から 仕方がなかった のでしょう。 世間に 

はずい ぶん、 よい 夫 を 持ちながら、 好んで ほかの 男に 

みさお 

操 を ゆるす 女が あります。 では、 そういう 女 は、 殺し 

て も 足りない のね。 お 万 殿の 方が、 よっぽど 罪が 浅い 


わ。 それ をむ ざむ ざ 殺して しまう なんて …… 」 

お雪 は 頼まれで もした ものの ように、 ムキ になって 

お 万 殿に 同情 を 寄せる。 

ひじまくら 

竜 之 助 は 何ともい わず、 横にな つた ままで 肱 枕 を 

おもて 

しました が、 その 冷やかな 面が ズン ズン底 知れず 沈 

あんどん 

んで 行く ようで も あり、 また 行燈の 光に 照りそう て、 

ひときわ 

一 際の 色 を そえる ように も 見えます。 

「なんにしても、 こんな 晚には 早寝に かぎります、 先 

生 もお 休みなさい まし、 お雪ち やん もお 休みなさい ま 

し」 

久助 がいい 出して、 女中 を 呼び、 前の 晚 のように 竜 


之 助 はこ ちらの 間に 一 人、 お雪と 久助 はこ ちらの 間へ 

隔てて 床 をの ベても らいました。 そこで、 竜 之 助 は 寝 

巻に 着かえ て、 大小 を 引 寄せて 枕に つこうと する の を 

見て いたお 雪が、 

「先生、 わたし は、 いつもお かしい と 思います よ、 そ 

ごしょうだいじ 

うして、 お休みになる 時まで も、 刀 を 後生 大切に して 

いら つ しゃる のが …… 」 

「もし 悪者が 来て、 これ を 盗まれで もしょう ものなら 

大変 だ」 

「だって、 先生、 盗む 気で 来れば、 いつでも 盗める で 

しょう」 


「どうして」 

「どうしてって、 失礼です が 先生 はお 目が 御 不自由で 

しょう、 ですから、 盗む つもりなら、 いつでも 盗める 

じゃありません か」 

「盗みに 来れば 斬って しまう」 

「それでも 先生、 ちょっと 浚って 逃げたら どうなさい 

ます、 追つ かける こと はでき ないで しょう。 また、 刀 

をお 抜きに なった ところで、 どこに 悪者が いるかお わ 

かりになら ないで しょう。 ですから、 お抜きに なって 

も、 トテも 斬る こと はでき やしないでしょう」 

「そう も 限るまい」 


「それ は 先生が、 お 目 さえ 御 不自由で なければ、 悪者 

かんじん 

が 来ても 怖く はないで しょう けれど、 肝腎のお 目が 悪 

いんです から、 盗もうと 思えば、 わたし だって 盗んで 

見せます わ」 

「はは あ、 雪ち やん、 お前に この 刀が 盗めます か」 

「眠って いらっしゃる ところ を、 そうつ と 持ち出せば 

何の こと はない じゃありません か。 それ は 譬えです け 

れ ども、 どうで も 盗めと おっしゃれば、 今夜に も 盗ん 

でお 目に かけます わ」 

「それで は 今夜、 盗んで ごらん」 

「お 約束 はでき ません けれど、 もし、 わたしが 夜中に 


目が さめましたら、 きっと 盗んで お 目に かけます」 

「なるほど。 それで は、 下げ 緖も 向う へま わして、 お 

前の 盗みよ いように してお きましょう」 

「そうして、 先生、 もし 盗めたら、 この 刀 を 返し ませ 

んょ」 

おちど 

「いいと も、 盗まれる の はこつ ちの 落度、 それ を 返し 

て くれと はいわない」 

「けれども、 あやまれば 返して 上げます」 

「返して もらわなくても よい」 

「それでも、 わたしが 刀 を 持って いたって 仕方がない 

じゃありません か」 


「それ は 知らない、 盗んだ ものの 捌け口まで はわし は 

知らない」 

「おあやまりなさい」 

「あやまらない」 

「それじゃ せつ かく 盗んでも つまらない」 

この 時、 竜 之 助 は 微笑 をた たえて、 

「雪ち やん、 お前 は 盗む ことば かり 考えて いるが、 も 

し 盗み そこねたら、 どうします か」 

「そり や 先生、 盗み そこねたら、 罰と してお 望みの 物 

をなんでも 差 上げます わ」 

「き つ と？」 


「き つ とです とも」 

弁 信 法師 も 言 〔# 「言」 は 底本で は 「行 匕 つた 通リ、 

お雪 も 年 ごろの 娘で あるのに、 あまりに 無邪気です。 

自分が 愚かなる が 故に 無邪気な ので はなく、 人 を 信ず 

るが 故に 無邪気な のです。 人 を 信ずる の 深き は、 つま 

り 己れ の 心の 純なる 所以でしょう。 

「それで はお 約束 をし ましたよ、 雪ち やん、 その 心 持 

でお 休みなさい」 

大小 を こころもち 前の 方へ 置いて、 机 竜 之 助 は 枕に 

つきました。 

「ここから 虱が 入る といけ ません」 


お雪 は 竜 之 助の ために、 枕の 間の 夜風 を、 夜具の 襟 

で 埋めて しまおう とした 途端、 ゾッ として 唇の 色まで 

変り ました。 

しかし、 べつに 夜具の 中に 鬼 も 蛇 も 棲んで いる わけ 

ではない。 蠟 のように 白い 竜 之 助の 寝顔 を 見た 時、 は 

じめ て、 「姉 を 殺した の はこの 人 だ」 と 言った 弁 信 法師 

の 言葉が、 ハツと 思い当った からでしょう。 

かみ  へきら く  しも 

弁 信 法師の いう こと は、 上 は 碧 落 をき わめ、 下 は 

黄泉に 至る とも、 あなたの 姉 を 殺した ものが この 人の 

ほかにあるなら ばお 目に かかる —— それ は 途方もない 

で ほう だ い 

出放題。 


弁 信さん は、 時々 ああい うこと をい い 出す からい け 

ない の だ。 

もし、 あの 弁 信さん が今晚 ここにいたら、 あの人 だ 

から、 何 をい い 出すまい もので もない。 「今晩、 九つ 半 

過から、 この 道 を 通って 詉訪の 明 神へ おまいり をな さ 

るの は、 いにしえのお 万 殿ではありません、 それ は 殺 

された あなたの 姉さんです」 —— こんな こと をい い 出 

すか も 知れない。 どうも、 そういう 気がして ならない 

なお 念 を 押して、 「私 は 血 まよって はおりません、 私の 

いう ことが 本当で ございます」 と 付け加える かも 知れ 

な レ 


いい 時 はいいが、 悪い 時 は、 弁 信さん のい うこと は 

一 から 十まで 気になる。 ああ、 悪い こと を 思い出した 

そう 思う と、 しんしんと 淋しくな つて、 ほんとうに 

殺された 姉さんが、 ほどなく この 街道 を 通る ように 思 

われて ならない。 見て いればい る ほどこの 人が、 ほん 

とうに わたしの 姉に 手 を 下した ものの ように 疑われて 

ならぬ。 

罪と いう 罪 は 多い のに、 夫に そむいて 他の 男に 許し 

た 女の 運命の みが、 なぜ そのよう に 酷い のだろう。 わ 

たしに は、 どうしてもお 万 殿が それほどの 悪人と は 思 

えない。 信 長と いう 人の 方が、 どのくらい 無慈悲な、 


極悪な 男 だか 知れない —— わたしの 姉さん だって その 

じょさい 

通り、 優しく つて、 如才 がな くって、 うわべ だけで な 

い 親切気の あった 人 —— ついした 間違いが、 死 を 以て 

する より ほかに 償いがない と は、 なんという 情けな 

い 女の 運命。 

め い 

そんな こと を 考えれば 考える ほど、 気が 滅入って、 

あらぬ 人に 疑い を かけて みたが つたり、 世間 を 呪いた 

がって くる。 全く こんな 晚には 早寝 をす るに かぎる と 

思い直して、 お雪 は 次へ 行って 帯 を 解こうと すると、 

廊下に バタ バタと 人の 足音が あって、 

「さきほど はどう も、 失礼 を 致しました」 


と 障子 を そっと あけた の は、 以前、 お雪の いない 時に 

物売りに 来たな まめいた 女です。 

「何 か 御用？」 

帯 を 解き かけた お雪が こちら を 見て 返事 をす ると、 

女 もお 雪 を 見て、 ちょっと はにかんで、 

「あの  さきほど、 そこいらに 櫛が 落ちて はおり ま 

せんでした ろうか。 いいえ、 つまらない 櫛です から、 

どうで もい いのです けれど …… 」 

「あ、 櫛です か、 落ちて いました」 

お雪 は ほどき かけた 帯 をち よ つ と 締め 直して、 

「落ちて はいました けれど、 お気の毒 さま、 こんなに 


割れて いました よ」 

「まあ」 

あんどん 

お雪が 行燈の 上に さしおい たお 六 櫛の 二つに 割れた 

の を 取つ て 見せる と、 

「おやおや …… わたくしの そそうで すから 仕方が ござ 

いません」 

女 はしょげ て、 二つに 割れた 櫛 を 受取り、 

「どうもお 邪魔 を 致しました、 お休みなさい ませ、 よ 

ろしく」 

といつ て 竜 之 助の 寝て いる 方 を 横目で チラ リと 見て、 

障子 を 立てき つて 出て 行きました。 


ちょっとい きがった 髪の 結いよう、 お 化粧、 着こな 

し、 緋 縮緬の 前掛、 どう 見ても 湯女 気分の 色つ ぼい 女。 

お雪 はちよ つ と 眩惑され て 憎らしい 気分が しました け 

れど、 そこになん となく 人 なつこい ものの 残る の を、 

さぐって みると、 どうも 殺された 姉に 似た ところが あ 

る。 気のせい か 知らないが、 姉の 持って いた、 人ず き 

のす る 懐かしみ を かなり 多量に 持って いる。 

今の 女が、 わたしの いない 時に この 座敷へ 物売りに 

来て、 そうして 櫛 を 落して いった。 その 櫛が 二つに 割 

れ ている。 

「ああ、 この 女 もまた 姉の ように 殺される ので はない 


忽然と して 起った 何の 拠り どころ もない 暗示。 こん 

せんりつ 

な 暗示に 襲われた 自分 を、 お雪 は 戦慄し ました。 

この 女が 廊下で バッ タリ、 仏 頂寺弥 助に 出逢った の 

が 運の 尽きであります。 

弥助 は、 いやがる 女 を 無理に 自分の 座敷へ 連れ込ん 

でしまい ました。 しかも その 座敷に は 新たに 二人の 客 

があって 都合 四 人、 酒興よう やく 酣 わなる の 時で あ 

リ ました。 

女が しきりに、 あやまる の を、 かれは どうしても 聞 

き 入れない。 女 はついに 泣き声に なっても、 どうして 


も、 許す こと をし ない もの だから、 その 狼藉が あたり 

近所の 座敷まで 驚かす の 有様と なりました。 

しかし、 女 も、 もう のがれられな いと 観念した か、 

やがてお となし くな つて、 そこへ すわる と、 かれら は 

女に 酒 を 飲ませました。 

やむ を 得ず、 女 は その 盃を 受ける と、 つぎの 一人が 

また さす。 からかいながら、 強いて その 盃を 乾させて 

興が るので す。 もう 遅い から ぜひお かえしく ださい ま 

せと、 またも 女が せがむ の を、 もう 一 つやれば かえす 

といって は、 無理に 酒 を 飲ませる。 

女 は、 できるだけ、 それに 逆らわずに、 酒 を 酌いで 


もらって、 早く 帰しても らおう とつと めて いるら しい 

男 共 は、 それと 違って、 この 女 を もりつ ぶして 興が 

ろうとして いるら しい。 

仕方がな しに 重ねてい るう ちに、 強く もない 酒が 

みずしょう 

廻って 来る の はぜ ひもありません。 もともと 水性の 

女です から、 少しずつ いい 気持に なって、 相手に なつ 

ている うちに、 とうとう もりつ ぶされ てし まいました 

そこで、 四 人の 者 は 凱歌 を あげて 喜ぶ。 

こうむ 

「もういた だけません、 どうしても これで 御免 を 蒙 

り ま T9」 

いったん 酔いつ ぶれた 女が、 よろよろと 立ち上った 


の は、 それから 暫くの 後で、 初めて 気がつい たように、 

なんどき 

「ああ、 もう 何時でしょう、 いけません、 いけません、 

皆さん は、 わたし を だまして しまいました、 口惜し 

ぃッ」 

女 は 何に おどろかされ たか、 まっしぐら にこの 座敷 

を 逃げ出しました。 

そのまま 梯子 を龃け 下りて、 帳場から 表 入口へ 飛び 

下りた 足 どり、 酔が さめて いるので はない。 

「もう 時刻です よ、 泊って おいでなさい、 泊って おい 

でなさい つ てば …… 」 

帳場で 支える の を 聞かず、 この 女 は 表へ 飛び出して 


しまいました。 

なんどき 

夜の 遅い こと は 知ってい るだろう が、 今が 何時 だか 

は 忘れて いる。 

「ああ 口惜しい ッ」 

夢遊病に とりつかれ たような 女 は、 それでも 本能 的 

に 自分の 下駄 だけ は 間違えないで 穿き、 盲目的に 外へ 

飛び出して しまいました。 

「ああ、 こんなに 酔つ ばらつ ちまった、 頭が ガンガン 

して、 からだが 火の ように 熱い、 ああ、 わたし はう つ 

だま  く や 

かりして、 欺され てし まった、 口惜しい ッ」 

女 はこうい つて、 まっしぐらに 外の 街道 を K け 出し 


ま ^9 

この 女の 家 は 町はずれ にある はず。 そこへ 帰る つも 

りで、 まるっきり ちがった 方角へ 走って いるら しい。 

その くらいだ から 髪の くずれて いる こと も 知らない。 

着物の みだれて いる こと も 気がつかない。 

「口惜しい ッ」 

と 何 かわからずに 口惜しが つて、 街道 を龃け 出した が、 

やがて ばったりと 物に 突き 当って 打倒れ、 その 時、 起 

き 上る ほどの 気力がなかった と 見えて、 そこへ ころ 

が つ たままで いる。 

けれども 気絶した わけで もなければ、 怪我 をした の 


でもない。 まだ、 充分に 酔いが まわって いるのに、 走 

リ 出して 疲れた ものです から、 泥の ようになって、 そ 

こに かすかな いびき を さえ 立てて ねむつ て しまったの 

です。 

女が 倒れて いるの は —— 静かな 神社の 境内。 突き 

当った の は、 注 連の 張った 杉の 大木に めぐらした 木 柵。 

あきのみ や  ねいりす ぎ 

ここ は 詉訪の 秋宫、 この 杉 こそ は 名木 根 入 杉。 

しゅつ ゆう のろ 

この 時が、 ちょうど、 例のお 万 殿の 出 遊、 呪い を 怖 

れる 者の 出て あるいて はならない という 九ッ 半で あり 

ました。 


十三 

しかし、 その 晚は、 宿の 方で は それより ほかに 変つ 

たこと はなく、 お雪ち やん も 夜中に 目が さめて、 竜 之 

助の 刀を覘 うような 物騒な こと をし ないでも 済み、 竜 

之 助 も 血に 渴 いて、 夜中に 忍び 出で た 形跡 もな く、 久 

助 は 無論 前後 も 知らず、 隣室の、 かの おだやか ならぬ 

四 人 連れの もの ども も、 無事に 眠りに ついて 夜 を 明か 

し、 まだ 暗い うちに、 竜 之 助 は昨晚 頼んで おいた 馬で、 

か ご  かちある 

お雪 は 駕籠で、 久助は 好んで 徒歩き で この 宿 を 立つ と、 

それと 前後して、 やはり 隣室の 四 人 連れ、 丸 山 勇 仙と、 


仏 頂寺弥 助と 中 ごろから 加わった 二人、 その 名 をい え 

ば、 高部弥 三次、 三 谷 一馬の 都合 四 人 も、 この 宿 を 出 

かけました。 

下 誡訪を 立つ と まもなく 塩 尻 峠。 一足先に 出た 竜 之 

助の 一 行と、 やや 後れて 仏 頂 寺ら 四 人の ものと は、 こ 

の 道中に おいて、 やはり 後に なり 先にな りました が、 

かち だ 

徒 立ちと はいえ 一方 は 屈強の つわもの、 一方 は 病人と 

女づれ のこと ですから、 徒の 四 人が 先になる の はぜ ひ 

もない ことです。 

これより 先、 彼等 四 人の ものに は、 竜 之 助の 一行が 

問題と な つ て、 


「あれ は 昨晚、 われわれと おなじ 旅籠 を 取った もの だ 

が、 なにものだろう、 夫婦で なし、 兄妹で もな し …… 」 

「左様、 夫婦に して は 年が 違う、 兄妹に して は 他人 行 

つきびと ちゅうげん こもの 

儀な ところが ある、 付人 も 仲間 小者で はない、 どこの 

藩 中と いう 見当 も、 ちょ つ とっき かねる、 そうかと い つ 

ゆうちょう 

て、 ただの 浪人に して は 悠暢な 旅 だ」 

横目で ジロリ ジロリ と 竜 之 助の 一 行 を 眺め ましたが、 

竜 之 助の 笠 はかなり 深いのに、 垂 のない 駕籠で、 お雪 

の 姿 はあり ありと 見えました から、 離れる と、 

「ちょっと 可愛らしい 娘 だ」 

「人好きの する 娘 だ」 


といつ て カラカラと 笑い、 

「昨晚 は かわいそうに」 

「そうそう、 丸くなって 逃げ出し たが、 あれつ きり 姿 

を 見せなかった」 

これ は 酔い つぶされて 逃げ出した 女の こと。 

やがて、 峠の 上、 立場の 茶屋へ 来る とそ こで 一休み _ 

仏 頂 寺 弥助は 鍵屋の 辻の 荒木 又 右衛門と いったよう 

な 形で 縁台に 腰 を かけ、 詉訪 湖の 煮 肴 を 前に 置いて、 

い つ しゃく 

茶の 代りに 一 酌 を 試みて いる。 

この辺の 連中、 腕 はたし かに 出来る に は 出来る が、 

ややもすれば 無頼漢に なって しまう。 これより 先、 江 


戸 三 剣士  (千 葉、 桃 井、 斎 藤) の 一 人 斎 藤 篤信 斎弥九 

うできき 

郎が、 その 門弟のう ちから 十 余人の 腕 利 を 選抜して 「勇 

士組」 と 名 づけ、 これ を 長 州へ 送って やった ことがあ 

る。 仏 頂 寺 以下 も そのうちの 一 人で、 最初のう ち はよ 

かった が、 後に たちが 悪くな つて、 京阪の 間で 悪事 を 

働いた もの だから、 師の 篤信 斎の 怒リを 買い、 実は も 

う、 とうの 昔に 殺されて いなければ ならない はずの 男 

でありました。 それが まだ この辺 を宙 にさ まようて 出 

き つ かいせんばん 

没して いるの は 奇怪 千万の ことで、 多分、 再び、 京阪 

かん  もぐ 

の 間へ 舞いの ぼり、 勤王 や、 新撰 組の 中へ 潜って 何 か 

id 事 をしょう とする つもりと 見える。 しかしながら、 


長 州 あたりで も、 新撰 組で も、 もう これらの 連中 は 亡 

者 扱いに している から、 真実に 相手に する 者 はな かろ 

うと 思われる。 といって、 腕に かけて は、 その 当時と 

いえ ども、 この辺の 連中が そう ザラ にあるべき わけの 

もので もありません。 

自然 用うる ところの ない 亡者 ども は、 その ぁリ 余る 

手腕 は 悪い 方へ 使えば といつ て、 善い 方へ 使う 気づか 

いはない。 

厄介 千万な の はこの 類 の 亡者。 

荒木 又 右衛門 気取りで 酒 を 飲んで いるが、 本物の 荒 

たやす 

木が 来て さえ も、 そうは 容易く 後ろ を 見せない 者 共で 


ありながら、 楣に 取る の は 義理 名分で もな く、 勇俠義 

烈 でもな く、 つまるところ は 酒と 女。 今 もこ こに 網 を 

張って、 病人と 足弱の 一行 を 待ち構えて いるよう な も 

のです が、 相手次第で、 どう 変化す るか わかった もの 

ではありません。 

その 日の 天気模様 は 朝から 曇って いた ものです から、 

肝腎の 峠の 上から 誠訪湖 をへ だてた 富士の 姿が 見えず、 

あたら 絶景の 半ば を 損じた ものの ようで、 ことに 寒気 

が 思いの ほか 強く、 風 こそない けれども、 海抜 一 千メ— 

トルの ここ は、 今にも 雪 を 催して くる かとば かりです。 

そこへ まもなく、 峠路を 上って 来た 竜 之 助の 一行。 


道中の 不文律に 従って、 ともかく もこの 立場へ 一休み 

はする だろうと 期待して いると、 案外に も そのまま 挨 

拶も なく  (挨拶すべき 義務 もな く) この 前 を 素通りし 

て 先 をい そがせました から、 四 人の ものが 拍子抜けの 

体です。 仏 頂寺弥 助の 如き は、 盃を宙 にして、 口 を あ 

て  たま 

いて、 掌の 中の 珠を 取られた ような 形で いました が、 

さりと て、 上って 来た その 人 は 河 合 又 五郎で もな けれ 

ば、 阿部 四郎 五郎で もない から、 立ち塞がる わけに も 

ゆかず、 呼びと める 縁故 もありません。 

やむなく、 相当の 時間と 茶代と を 置いて、 この 立場 

|> まレま  力お 

を 出立し ました。 四 人 はいい 合わさね ど 忌々 しい 面 を 


している。 

たてま 

峠の 上の 立場 —— 五条 源 治 を 素通りした 竜 之 助の 一 

行 は、 やがて、 いの じケ 原の 一軒家へ かかろう とする 

時分に、 後ろから、 

「おおい」 

と 呼ぶ 声。 

その 声 を 聞く と 駕籠の 中のお 雪が、 まず 恐怖に 打た 

れ ました。 

「おおい」 

二度 呼ぶ 声。 久助は 聞かない ふり をして いると、 堪 


りかね たお 雪が、 

「久 助さん、 おおい、 おおいって、 呼んで いるの は、 

あの さむらいた ちじゃありません か」 

「そうか も 知れね え」 

ふもと 

「なんだか、 気味の 悪い 人た ちです ね、 麓で も、 わた 

しの 駕籠 を ジロリ ジロリ と 見て いました、 いそぎ ま 

しょう」 

「刍 へぎましょう」 

急ぐ といって、 ここ は 下りに 向った 塩 尻 峠で は ある 

が、 見通しの 利く 野原の 一 筋路。 

もし 隠れる とすれば、 いの じケ 原の 真中に、 屋根に 


拳 石 を 置いて、 中で 草鞋 を 売る 一軒家が あるば かりで 

「おおい」 

と 三た び 呼ぶ 声。 この 声に 竜 之 助が 聞き耳 を 立て まし 

た。 

「うるさい 奴等 だ」 

「何でしょう、 あのお さむらい たち は？」 

久 助が 心配す る。 そこで 期せず して 三人が ひっかか 

リ ました。 

「先生、 かまわないで 行きましょう、 そうでなければ、 

あの 一軒家へ 隠れて、 先へ やって しまいましょう」 


最も 多く 心配す るの はお 雪です。 

「おおい、 お待ちなさい」 

ようやく 近寄って 来た 四 人の 者。 

「ちえ ッ」 

竜 之 助 は小癩 にさ わる 心 持で、 馬から 下りて しまい 

ました。 

「先生、 芸 もない から 相手になる の はおよ しなさい ま 

し、 なんだか、 たいそう 気味の 悪い さむらい たちです 

から」 

久助 も、 お雪 も、 馬から 下りた 竜 之 助 を 見て、 かえつ 

て それに 驚かされました。 


「小うる さい 奴等 だ …… 久助 どの、 お前 はお 雪ち やん 

を 連れて、 その 一軒家と やらへ 隠れて おいで …… 馬 も、 

駕籠 も、 近くへ は 寄らぬ こと」 

馬から 飛び下りて、 右の 手で 野 袴の 裾 を ハタいて、 

おもて 

それから 笠の 紐 を 取 つた 竜 之 助の 面 は 例によって 

あおじろ 

蒼白い。 いつも 沈みき つてい る 人 も、 時あって は小癩 

にさ わる 憤り を 漂わせる ことがある。 

め つ そう 

「え、 滅相な」 

老巧の 久助も 面の 色 を 変えました。 この 人 は 事 を わ 

けて 相手 をな だめる ために 下り立つ たので はない、 ま 

さしく 怒気 を ふくんで 待ち受けて いるので す。 病人で 


あり、 盲者で ある この 人が …… 。 油 を 以て 火 を 迎える 

ような もの。 

物騒な 相手よりも、 相手 を 知らぬ ものが 怖い。 久助 

ふる 

は 何 かいおう として、 慄ぇ 上って しまいました。 

しかし、 心得た の は、 お雪 を 乗せた 駕籠 屋で、 客の 

安全よ リは 自分た ちの 安全 を 頭に 置いて、 竜 之 助に い 

われた 通り、 お雪 を 乗せた ままの 駕籠 を 中に、 程遠 か 

ら ぬいの じケ 原の 一 軒 家め がけて 飛ばせて しまい まし 

た。 馬 も、 馬方 も それにつ いで —— - 

久助 は、 無謀 千万な 同行者の 態度に、 いうべき 言葉 

を 失って 慄ぇ上 つ ている 間に、 


「お呼び留め 申して 失礼」 

おだやか ならぬ 四 人の もの は、 早く も そこへ 追いつ 

いたから、 久助 は、 本能 的に お雪の 駕籠 を 追い かけて 

走りました。 

あとに ひと リ 残った 竜 之 助 は、 うしろ を 顧みず して 

あるきながら、 

「おのおの 方 は、 さいぜんから われわれ をお 呼び留め 

なさる よう だが、 何の 御用で ござる」 

「ちと、 承りたい 筋が あって」 

竜 之 助と 押 並ぶ ようにして、 まずし やしゃり 出た の 

が 高部弥 三次。 


「それ はまた 何事」 

竜 之 助が 答える と、 弥 三次 はせ き 込んで、 

「貴殿 は 昨夜、 下 誠 訪の孫 次郎へ 一泊 致した で ござろ 

うな」 

「仰せの 通り」 

「そうして、 貴殿 は、 あの 宿で 女 を かどわかし てこれ 

へ 伴い ム麥 つた はず」 

「何 をお つ しゃる」 

「我々 に 向って 尋常に その 女 をお 渡しなさい」 

弥 三次が 詰め寄る と、 後ろで 仏 頂 寺 を はじめ 他の 三 

人が 二 タリと 笑って いる。 


そこで、 竜 之 助 は 黙って いました。 この やつら は、 

い いが かり を 考えて 来たな、 自分た ちで 企 んだ こと を 

こちらへ 向けて 先手に やって来 たな。 よし その 分なら 

ばと 思った のでしょう。 

「いかにも 女 を 一 人 つれて 参った に違いないが —— 」 

「穏 かに その 女 をお 渡しなさい」 

「渡すべき いわれの ない 者に は 渡せない、 貴殿ら に そ 

の 女 を 受取るべき 縁故が あるなら 聞きたい」 

「我々 は その  女に と つ て は 親戚の もので ござる、 

つまり、 親戚の ものから 頼まれて、 あと を 追い かけ ま 

い つた もので ござる」 


「しからば、 その 受取りた いという 女の 身元 は？」 

「宿の 女 じ や、 貴殿が かどわかして、 駕籠に 乗せて ま 

いった あの 女」 

「して、 その 女の 名 は 何とい つて、 年 は 幾つぐ らい」 

「くど い  」 

高部弥 三次が 一喝し ました。 少々 離れて あとから つ 

いて 来た 仏 頂 寺 はじめ 三人の もの は、 高 部の 一喝 をお 

かしい ものと して、 あぶなく 吹き出す ところで したが 

やっと 我慢して いると、 大 まじめな 高 部 は、 

ぬす つと たけ だけ 

「盗人 猛々 しいと は 貴殿の こと だ、 人の 大事の 娘 を か 

ど わかして おきながら、 年 はどうの、 名 は 何のと …… 


人 を 食った 挨拶」 

と 言って 竜 之 助の 肩へ 手 を かけて ゆすぶる と、 竜 之 助 

は 横の 方 を 向いて、 

「紙 入 を 一 つ 拾うた からと て、 手渡しす るまでに は 相 

当に 念 を 押さに やならぬ、 まして 人間 一人 …… 」 

そのまま 歩いて 行く と、 高 部 も 肩 を 捕まえながら 

邪慳に 歩いて、 

「やい、 この 刀が 目に 入らぬ か、 我々 のかけ 合い は、 

ちと 骨つ ぼい こと を 御存じな いか。 お 手前 は その かど 

わかして 来た 女 を、 あれなる 一軒家へ 隠して 置いて、 

踏みと どまつ て 我々 に 応対 を 致そうと する からに は、 


相当に 覚えが あるに 相違ない。 刀に かけて 返答 をす る 

つもり か、 それとも、 あれなる 一軒家へ 案内して、 尋 

常に 女 を 渡す つもり か。 さあ、 こちら を 向かつ しゃい 

え い しょ う  すけさ だ 

こちら を 向いて この 刀、 粗末ながら 永 正の 祐定を 一 

見さ つし やい」 

高部弥 三次 は、 こういって 長い 刀の 柄 を 丁と 打ち ま 

したから、 あとに つづいて いた 三人が またも 面 を 見合 

わせて、 高 部で かした といわぬ ばか リ。 

その 時、 竜 之 助 は、 

「あいにく、 拙者 は 眼が 見えない の だ」 

といって、 苦りき つて 向き 直りました。 


「ナ 二、 眼が 見えない？」 

向き 直った 竜 之 助の 面 を 高 部が キッと 見て、 暫く あ 

きれて いると、 

「この 通り 盲目 だ」 

「盲目？」 

これ を 聞いて 驚いた の は 高 部ば かりではありません _ 

後ろに ついて、 かけ 合い を 検分して 来たと ころの 仏 頂 

寺 はじめ 三人の 者が、 六つの 目 をみ はって、 一度に 竜 

之 助の 面 を 見つめました。 

事実、 今まで この 四 人 は、 この 男が 盲目で あると は 

知らなかった。 


さて こそ、 悪く 取りす ました 返答ぶ り、 大胆と 沈勇 

に 出で た 結果で もなんでも なく、 敵の 威力 を 見定める 

眼 を 失って いるから のこと。 こう 思って みると、 四 人 

は 一 度に カラカラと 高笑い をして、 

めくら へび  お 

「盲 蛇、 物に 怖じず」 

と い いました。 

そこで 高 部 は 一 層 図に 乗って、 竜 之 助の 肩 を ゆすぶ 

リ、 

「一体、 貴殿 は どこの 藩 中 だ、 両刀 を 帯して いる 以上 

は、 多少、 武術の 心得 は あるだろう、 まして、 この 道 

中、 盲目の 分際で 傍若無人の 振舞、 酒 をのみ、 女に た 


わ むれ …… 」 

といって、 高 部 は 自分ながら 妙な 面 をして 失笑した の 

は、 よく ある 手で、 この 手 合の 因縁 をつ ける 時 は、 た 

いてい 自分の 不埒 を 先方へ なすりつけて、 天晴れ 先手 

を 取った つもりで いる。 相 変らず その 手 を まじめく 

さって 使い出した けれども、 自分ながら 気がさし たと 

見えて、 舌 を 吐きました。 

後見 役の 仏 頂 寺 はじめ 三人 は、 やれやれと 目 面で け 

しかける。 高 部 もい よいよ 得意と ならざる を 得な い の 

です。 

「昨晚 も、 下 詉訪の 宿で、 あたり はばからぬ あの 乱暴 


狼藉、 同宿の 我々 が どのくらい 迷惑 致した か 知れぬ。 

しかるに またも 悠々 として 女 を 伴い、 これ 見よ がしの 

しわざ 

道中、 武士の 風上に は 置け ない 仕業 …… 」 

かさにかかって 苛め 立てよう とする のに、 相手が さ 

のみこた えない。 

そろそろ 

聞き捨て にして 徐々 と 前へ 歩んで 行く から、 高 部 も 

いささか 張 合いが 抜けて 業が 煮え、 

しょ うごく 

「 生国 と 姓名 を 名乗ら つし やい」 

高 部 はま た も 竜 之 助の 肩 を こづき 立てました から、 

竜 之 助が、 

さし まごお り 

「生国 は 下 総 国、 猿 島 郡」 


と 何のつ もり か出鳕 目のと ころ を 述べる と、 この 時 ま 

で、 後見 役 気取りで、 あとに ついて 来た 三人のう ちの 

仏 頂 寺が、 急に 二人の 横 を摺り 抜けて 前へ 出て しまい 

ましたから、 高 部 はちよ つと その 挙動 を 怪しみました。 

しかし、 もともと 仲間の ことです から、 怪しんだ のみ 

で 危ぶんだ わけではありません。 

おもむ 

そうすると、 徐ろに 歩んで いた 竜 之 助が、 ふいに 足 

をと どめた ものです から、 押 並んで 歩んで いた 高 部 も 

足 をと どめない わけに は ゆきません。 その 間の 空気が、 

なんだか ちょっと 変でした から、 後ろに いた 三 谷と 丸 

山 も 妙な 面 をして 立ち止まりました。 


この 時、 高 部 は 前よ リグ ッと 手荒く、 竜 之 助の 肩 を 

つかみ、 極めて 意地悪く 小突き 廻す と、 その 時、 竜 之 

助の 癇が ピリ リと 響き、 

「ちえ イツ」 

あなど 

無慈悲に その 肩 を 左に 開く と、 侮りき つていた 高 

部が よろめいた 途端 を、 左の 手で 突 放した と 見る 間に、 

「あつ！」 

す さ 

と 言 つて、 頰を 抑えて 無 二 無 三に 後ろへ 飛び退つ たの 

は 高 部で、 ほとんど 五 間ば か リー 息に 後ろへ 飛び さ 

がって、 そこで P. 向けに 到れて、 

「あつ、 つ、 つ、 つ、 つ」 


と 左の 手で 自分の 頰を おさえる と、 その 指の 間から 血 

が 滝の ように 溢れ出し ます。 それでも、 右の 手に は 早 

くも 脇差 を 抜いて、 仰向けに 倒れながら、 それ を 構え 

たが、 みるみる、 面の 全部が 溢れ出す 血潮で 塗りつ ぶ 

され、 余れる もの は 指の 間から 筋 を 引いて 下へ 落ち ま 

よこめん 

竜 之 助 は、 抜 討ちに 高 部の 横面 を 斬りました。 それ 

でも、 幸いに して、 その 横面 は、 頭蓋骨 を 二つに 殺い 

でし まわないで、 左の こめかみから 三日月形に、 頰を 

伝い、 骨 を 残して 肉 だけ を 斬って、 上唇まで 裂いて し 

しさ 

まいました。 高 部が 飛び退って その 傷 を 手で 押えた 時 


に、 はじめて 血が 迸 つた ものです から、 その 瞬間に 

見た 傷口 は、 なんの こと はない、 口が 左へ 耳の 上まで 

裂け あがった のと 同じ ことです。 しかし、 それ も 瞬間 

たち ま 

のこと で、 その 血 は 忽ち 顔の 全面に 溢れた ものです 

から、 丸 山 勇 仙 は、 高 部が やられて しまった なと 思い 

ました。 それと 見て、 先へ 一 足 進んで いた 仏 頂 寺弥助 

が、 刀 を 抜く 手 も 見せず 竜 之 助に 飛び かかろう として、 

急に 飛び のいて しまいました。 

三 谷 一 馬 もまた すかさず 抜き合わせた けれども、 遠 

く 離れて、 それ を 振り かぶった ままです。 腕に 覚えの 

いっとき 

ない 丸 山 勇 仙 は、 一時 仰天して しまいました けれど、 


力 いほう 

これ は 抜き合わせずに、 高部弥 三次の 介抱に まわ つ て、 

後ろから 抱きながら、 いたずらに うろたえ ている ばか 

りです。 

机 竜 之 助 は 抜 討ち 横 なぐりに 高 部 を 斬る と共に、 当 

然 踏み込んで 行くべき 二の 太刀 を 行かずに、 後ろへ 退 

いて その 刀 を 青 眼に 構えた ままです。 

多分、 仏 頂 寺が、 斬り かかろう として 飛び退い たの 

は それが ためでしょう。 高 部 を 追い かける 途端 を、 

こしゃく 

小癩 なと、 横合いから ーナ ダリに 斬って 捨てよう とし 

たのが、 案外に も、 出足 を 進めないで、 後ろへ ひいて 

構えた 変化。 そこ を 斬り 込めば 自分が 斬られる こと を 


知ってい るから、 退いて 立て直す ことにし たので しょ 

、つ。 

三 谷と きて は、 見当が つかない から、 その 当座 は 遠 

く 離れて 振り かぶ つ ている が 無事。 

そこで、 彼等の 内心のお どろき は 非常な もので あり 

ました。 

これ は、 絶体絶命の 自暴で 振り まわして いる 刀で は 

ない。 

めくらめっぽう 

盲目 滅法の 捨鉢で もな い。 

盲目と いったの は噓 だ。 我々 を 油断させる ための 機 

略 だ —— 


と 気がついて 見る と、 やっぱり 盲目 は 盲目に 相違な 

ヽ o 

レ 

眼が 開いて いないから —— この 際に 至って、 なお 眼 

をつ ぶって、 機略 を 弄する 必要 はない の だから —— 

そうはく  おもて 

その 蒼白に して 沈鬱 極まる 面 にたた えられた 白く 

閃めく 殺気。 白日 荒原の 上に、 地の利と 人の 勢いの 

いかん  へきら く  さら 

如何 を 眼中に 置かず、 十 方 碧 落な きのと ころに 身 を 曝 

して 立つ の 無謀。 

これより 先、 いの じケ 原の 一軒家に 送り込まれ たお 

雪 は、 気が 気で なく、 どうしても 中へ 隠れて はいられ 


ないで、 幾度 も、 幾度 も、 外へ 出て 見ました が、 竜 之 

助と 覚 しいの を 中に、 四 人で、 都合 五 人 ほどの 人が 極 

めて 悠々 寛々 とこ ちらへ 歩いて 来る のが もどかし いこ 

との 限りです。 

久助 もまた 居たり 立ったり して 心配して みました が、 

何の 方便 もありません。 要するに、 万一 の 場合 は、 一 

行の 中で いちばん 弱い お 雪 を 保護す る の が 急 だ と 、 

「お雪ち やん、 裏の 方へ まわって 休んで おいでなさい 

…：- J 

あるじ 

場合によって は、 この 家の 主に 頼んで 表 戸 を 締め 

切って もらおうと 思い ましたが、 お雪 は やっぱり 気が 


気で なく、 またも 敷居の 外へ 出て 見て、 今度 は、 急に 

ま つ さお 

真青に なり、 

「あれ、 大変です、 斬 合いが 始まって しまいました、 

どうしましょう、 どうしましょう、 大勢して 先生 一 人 

を 殺そうと しています、 かわい そうだ わ、 目の 見えな 

いもの を、 あの 憎らしい 人た ちが 寄って たか つ て —— 」 

と 絶叫し ました。 

この 叫びで、 久助も 色 を 失って 龃け 出して 見る と、 

お雪 は 夢中に な つ て、 

力な 

「誰か、 助けて 上げて ください、 四 人と 一人 じ や 敵い 

ません わ、 どんな 強い 人 だって。 まして 目が 見えない 


ん です もの …… あ、 誰か 倒れた、 先生が 斬られて しまつ 

た、 見て いられない」 

お雪 は 両方の 眼 を 両手で かくして、 久助 へよ ろけ か 

かりました。 

十四 

次の 恐怖が ほどなく この 一軒家へ 襲うて くる。 逃げ 

られ なければ 隠れる ほか はない。 隠れお おせない まで 

ち  

久助 は、 目 をふさいで 凭り かかった お雪 を 抱き込ん 


で、 

「戸、 戸、 戸 を 締めて 下さい …… 」 

あるじ 

そこで、 この 家の 主人が 先立ちで、 駕籠 屋、 馬方な 

くるる 

ど 避難の 連中が、 ビシビ シと戸 を 締めき リ、 内から 枢 

を 卸した 上に、 心 張 を かい、 なお、 万一 の 時の 用意に、 

いきづ え 

慶長 年代の 火 網の 鉄砲 を 主 は 持ち出し、 駕籠 屋は息 杖 

を はなさず、 馬方 は 手頃の 棒 を 持って いました。 

久 助と お雪 は、 裏口へ まわって 物置の 蔭に 小さく 

なって、 

「だから、 先生 を 馬から 下ろさなければ よかった のに 

…：- J 


「だって、 下りて しまったん だから 仕方が ねえ」 

「きっと、 ここへ やって くるわ、 もし、 この 家 を こわ 

してし まったら、 どうしましょう、 逃げ出し たって 一 

筋道 だから、 捉 まるに きまって いる わね」 

あるじ 

「ここの 主人が 鉄砲 を 持って いるから、 安心しなさい 

よ」 

けれども、 事実、 その 鉄砲が どのくらい 威力 ある も 

お ぼっか 

の だか 覚束ない。 

今や、 締めき つた 戸 を 割れる ばかりに たたく ものの 

ある こと を 期待し、 それが、 いよいよ 戸 を 押し破った 

なら、 その 時 こそ 最後 …… と 腹 をき める より ほか はな 


お雪 は、 久 助の 懐ろ に 息を殺し ている。 

ところが、 おそい 来るべき はずの 敵が 容易に 来ない。 

一陣 を 斬りく ずして、 余れる 勢いで この 孤城に 殺到し 

て 来るべき はずの 敵が、 なかなかに 来ない ので ありま 

「久 助さん …… 来ません ね」 

「ここに 隠れた こと を 知らずに、 通り越し たの かも 知 

れ ねえせ」 

「そうだと すれ はまた ひきかえして 来る かも 知れ ませ 


「ナァ 二、 そのうちに は、 お 大名のお 通りが あります 

よ。 お通りが あれば、 あんな 悪い 奴 は、 蜘蛛の 子 を 散 

ら すよう に 逃げて しまいます からね」 

ここで、 万々 一 のお 大名行列の 威力まで 引合いに 出 

して、 お雪に 力 をつ けて みたので すが、 お雪の 耳へ は 

入らないで、 

「先生が かわい そうだ わ」 

「どうも 仕方が ございません、 助ける 手段が ねえの だ 

から」 

「先生 も 悪い わ、 早く 馬で 逃げて しまえば よかった の 

に。 です けれども、 そうすれば、 わたしたちが 直ぐに 


つかまって しまいます …… でも、 同じ ことなら、 眼の 

見えない 人より、 眼の 見える 人が 先に 殺された 方が よ 

かった かも 知れない」 

「あ、 人の 足音が する ようです、 静かに —— 」 

久助 はお 雪 を かかえて、 身体 を 固く する。 

ひがみみ 

しかし、 人の 足音と 思った の は 僻 耳でしょう。 そう 

あるじ 

でなければ 表の戸 を 守って いる 主 と、 駕籠 屋と、 馬方 

ききょう 

とが 身動き をした のか、 またそう でなければ、 桔梗 ケ 

はら  つかまの  からす 

原から 塚 魔 野へ、 意地の 悪い 鴉が 飛んで 行く 羽風で 

あつたか も 知れない。 

誠訪 からの ぼって 来た 人 は、 峠の 上の この 騒ぎで、 


五条 源 治の 立場 あたりに 食い止められて いるんだろう。 

塩 尻から は、 まだ ここへ 通りかかる ほどの 早立ちの 客 

がなかった ものと 見て よろしい。 

それです から、 いの じ ケ原は 空々 寂々 として、 原 林 

のよう な 静けさ。 まして 雪 もよ いの 陰鬱な 天気。 

ところで …… 高原の 空気に 冴 ゆる 剣の 音 も 聞えない。 

きた 

吹き 来る ベ き 暴風が 途中 で 沈没して しまった もの か、 

或いは 人の 恐怖 を 出し抜いて、 その 頭上 を 通り越して 

しまった もの か、 いつまで 経っても、 一軒屋の 表 戸 を 

おどろかす ものが ありません。 いったい どうしたの だ。 

あまりの ことに、 こっそり 戸 を あけて、 もう ー窆 様子 


を 見ようと まで 気が ゆるんだ 時に、 ようやく 野 風の さ 

わぐ 音。 

この間、 いの じケ 原に は、 灰色の 雲が いっぱいに 立 

てこめ て 来ました。 

詉訪の 盆地 は 隠れて 見えず、 鉢 伏と 立 科が 後ろから 

のぞ  いな  ちく ま  さんらん  ひだ ざ か い 

視き、 伊奈と 筑 摩の 山巒が 左右に 走る。 遠く は 飛驛境 

の、 槍、 穂 高、 乗 鞍 等 を 雲 際に 望む ところ。 近く は 

犀 川と、 天 竜 川と が、 分水界 をな すと ころ。 

すべて を 灰色に 塗りつぶした、 いの じ ケ原は 山路に 

あらず して、 いと ど 荒原の 趣 を 加えて きました。 見渡 

すと ころ、 この 荒原の 中、 離々 たる 草 を 分けて 歩み 行 


くた つた 一 人の 人、 這うよう な 遅い 足 ど りで —— 

天地が 塗り つぶされた 灰色の 中に、 その 人 も 灰色。 

その 人 は、 手に 白刃 を さげた ままで、 左の 手で 半身 

ちしお 

にあび た 血汐を 拭いながら、 よろよろと 荒原の 中 を 歩 

いている。 

野 袴の 裾に は、 尾花す すきが 枯れて いる。 

立 科から 桔梗 ケ 原へ 向けて は、 灰色の 空 をし きりに 

鳥が 飛ぶ のに、 地上の 荒野 原 は、 この 人 ひとり を ある 

かせる ための 蒼 涼 たる 画面。 

しかし、 どう 見ても、 痛々 しい 足 どり だ。 病める に 

あら ざれば、 II ついている。 


誰と 戦って、 誰の ために 傷つ けられた。 相手 は どこ 

にいる。 どこに もい ないで はない か。 連れ は どこに い 

る。 それ も 見えない。 

こういう 場合に は、 傷ついた よりも、 殺された 方が 

幸いで ある。 殺されて 屍 を 荒原に 横たえ、 魂 を 無 漏 

の 世界へ 運んだ 方が 安楽で、 傷ついて 助けの ない 道 を、 

のたり 行く 者の 苦痛と は 比較に なるまい。 

誰か 通りかかる 人 はない か。 通りかかって、 この あ 

われな 負傷者 をいた わって やる もの はない か。 いた 

わって やる 余裕と 勇気が なけれ は、 せめて 遠くから、 

その 方角 を 教えて やれ。 この 男 は 時々、 真直ぐな 道 を 


さえ 間違えて、 草原に 迷い 入り、 南北 を わすれて しま 

うで はない か —— 傷ついた のみならず、 彼 はもう、 眼 

が 見えな くな つてい る。 

ああ、 この 痛々 しい 足 どり —— だが、 今と なって は 

誰を怨 もうよう も あるまい。 十 種 香の 謙 信で さえが、 

くが じ  せっしよ 

「塩 尻まで は 陸地の 切 所、 油断して 不覚 を 取るな」 と戒 

めて いるで はない か。 

せんぼう 

しかしながら、 世間の こと、 他の 羨望す る ほど 気楽 

でない こ ともあれば、 他の 同情す る ほどに 苦痛 を 感じ 

て いない こと も ある。 

この 男 はこれ が 商売で す —— 商売 という 語 が 目 ざ 


わりなら ば、 生存の 意義と でも、 遊戯と でも、 なんと 

でもい つて 下さい。 江戸の 巿中 にある 時 は、 これ を 夜 

行なった から 誰も 見た ものがない。 今 は 白昼 —— よし 

灰色の 空で あっても、 その 裏に は 白日の かがやく とこ 

ろに おいて、 おなじ こと をく リ かえして、 おなじよう 

に 引上げる だけの ものです。 

ただ今 日の は、 白日 荒原の 上、 十 方 碧 落な きのと こ 

ろで、 前後左右に 敵 を 引受けた 無謀と、 それに 相手が 

しろもの 

相当の 代物 だけに、 その 勝負の 程度が 問題になる ので、 

現在こう して、 歩いて いる 以上 は、 とにかく、 生命に 

異状 はない らしい。 だが、 或いは また、 勝負 は 多勢に 


無勢の 当然の 結果 を 踏んで、 その 魂 だけが、 こうして 

浮び きれない 荒野 を、 さまようて 歩く のか も 知れない _ 

それにしても 仏 頂 寺弥助 はいずれ にある。 三 谷 一馬 

はどうした。 高部弥 三次 はいかに。 また 丸 山 勇 仙 は ど 

こへ 行った。 

それらの 者の 影 は、 一 つも この 荒原の 上に 見えない 

ではない か。 

しかばね 

まさか、 四 人が 四 人、 枕 を 並べて、 屍 を 草深い と 

ころに 横たえても いまい。 

では、 逃げた か —— 或いは また 勝って 再び 立場の 五 

条源 治へ 引上げ、 そこで 祝杯 を 挙げてで もい るの か。 


ともかくも、 荒野に ただ 一 人、 机 竜 之 助の 姿 は、 

そうそうろう ろう 

蹌々 踉々 として 歩み 且つ 止ま リ、 この 世の 人が、 この 

世の 道 をた どると は 思えない 足 どり で、 それでも 迷わ 

ん として 迷わず、 さして 行く ところ は、 いの じケ 原の 

一 軒 家。 

そこへ たどりついて、 戸 をホト ホトと 叩きました。 

荒原に ざわざわと 風が 吹き、 草 も、 木の葉 も、 一 様 

に 裏 を 返した の は その 時。 

締めき つた 戸 を、 外から ホト ホトと 叩かれた 時、 ま 

あるじ  ふる 

ず 鉄砲 を 持った 主が、 ヮナヮ ナと慄 え 出して しまい 

ました。 


この 鉄砲と いうの が、 慶長 以後、 島 原の 遠征に 一度 

参加して 帰った という 履歴 附 きの 代物で、 最近に おい 

ししお 

て は、 塩 尻 附近の 猪 追いに 持ち出して 成功した 記録が 

あるので、 主 も 自信の ある 品に はなって いました が、 

めあて 

この 時 は、 どうしても 目 当が つかない のみならず、 五 

体が 上下に 動き 出して、 その 鉄砲 を 支えられな いとい 

う 有様です。 

えもの えもの  か ご や 

得物 得物 を 持った 駕籠 屋と 馬方 は、 土の ようになつ 

て、 へ タへタ と 土下座 をき つてし まいました。 

「久助 どの、 久助 どの」 

外で は、 続いて ホトホ トと戸 を 叩き、 低い 声で 人の 


名 ま で 呼んだ のです が、 こちら の 守備兵 の 耳が がんが 

んと 鳴り 出して、 それ を 聞き取れなかった と 見えます _ 

「テ、 テ、 テツ 砲 だ ぞ！」 

あるじ 

と 主 が 叫び 出した が、 自分で 何 をい い 出した かわか つ 

つ つぐち 

てはいますまい。 鉄砲の 銃口が 無暗に 上り下りして 

躍って います。 

ま 

すると、 外で は、 やや 間を置いて、 

「お雪ち やん はいない か …… ともかくも ここ を あけて 

下さい」 

「ナ 二！」 

まだがん がんとして、 何が何だか わからないで、 居 


たり、 立ったり している と、 程遠から ぬ 裏の 物置に い 

たお 雪と 久 助との 地獄の 耳に それが 届きました。 

「おや？」 

久 助の 胸に 固くなつ ていたお 雪が、 まず 聞き耳 を 立 

てると、 久助 も、 

「あの 声 は？」 

といい ました。 その 時、 表で 第三 度 目の 戸 をた たく 音 


「誰もい ないか、 久助 どの、 お雪ち やん」 

それで まさしく 合点が ゆく と共に、 二人 は 重し にか 

けられた 千 貫の 石が、 急に ハネ のけられた 気持が しま 


した。 

「先生が 戻って 来ました よ」 

「たしかに、 そうでし たよ」 

二人が、 はじめて 立ち上る と、 その 時、 またも 表で 

ホ卜ホ 卜 叩き、 

「ともかくも、 ここ を あけて 下さい」 

久 助と お雪と は 表口へ 走り出しました。 島 原 遠征の 

鉄砲が、 漸く 手の 上に 納まった の もこの 時であります。 

い き 

土下座 をき つた 駕籠 屋、 馬方が、 生気 を 吹き返し たの 

もこの 時で、 

「誰 だい」 


「そこへ 来たの は 誰 だい」 

お雪が 早く も 戸の 傍へ 立って、 

「先生です か！」 

「ああ、 いま 戻りました」 

戻った というの は、 地獄から 戻った のか。 その 声 は、 

たしかに 地獄から 響いて 来た ものの ような 声です。 そ 

うでなければ、 自分た ちが 地獄から 解放され たような 

心 持で、 従って、 外なる 人の 言葉が、 まだ 地獄の 底に 

救われない 人の 声の ように 聞きな される のでしょう。 

それでも お雪 は、 ふるえつ くように 戸へ 手 を かけて、 

「先生、 ほんと に 御 無事でした か、 お 怪我 はなさい ま 


せんでした か」 

いきなり 戸 を あけよう とする から、 久 助が 心配して 

「まあ、 お待ちなさい」 

あるじ 

主 と、 駕籠 屋、 馬方 は、 油断な く 万 一 に 備える 心 持 

えもの 

で、 まだ 得物 を 手放さないで いると、 

「大丈夫で すよ、 それほど 用心し なくと も。 たしかに 

先生の 声です もの」 

といって、 お雪が 戸 を ガラリ と あけ ましたが、 あけて 

後、 失神した ものの ように 驚いて、 後ろへ さが リ まし 

た。 

「まあ …… あなた は」 


そこに、 たしかに 竜 之 助が 立って いるに は 立って い 

ました けれど、 その 人 は 血 を あびて、 手に は 白刃 を提 

げて立 つ ています。 

たましい 

無事で 帰った というより は、 殺された 魂魄が 煙の 如 

く 立ち迷うて、 ここへ 流れつ いたと 見る のが 至当 かも 

知れない。 

十五 

一方い のじ ケ原を 再び 後へ 戻った ところ、 峠の 上の 

立場、 五条 源 治の 茶屋 は、 この 時、 上 を 下への 大騒ぎ 


であります。 

それ は ほかで もない、 ここへ、 さいぜん 出立した 四 

人が 舞 戻って 来たから です。 しかも そのうちの 二人の 

者が、 血に 染みた 二人の 者 を かつぎ 込んで 来たからで 

あります。 

丸 山 勇 仙 は 高部弥 三次 を 肩に かけ、 仏 頂 寺 弥助は 三 

ひきせお 

谷 一馬 を 引 背負って、 この 茶屋へ かけ 込みました。 

それによ つて 見る と、 負傷した の は 二人で、 負傷し 

ない のが 二人。 負傷の 程度 は ドノ 位 か 知らないが、 二 

人と も、 身動き もで きないの を、 ともかく、 応急の 血 

どめ をして、 ここへ 担ぎ込み、 仏 頂 寺弥助 は、 はげし 


ふとん 

く 店の 者 を 追い まわして、 蒲団の 上に ゴザを 敷いて、 

ともかくも、 その上へ 二人の 負傷者 を 横たえる。 丸 山 

たす き 

勇 仙 は 刀の 提げ 緖を 取って 櫸 にかけ、 

しょうちゅう 

「亭主、 大急ぎ、 焼酎と 畳針 を 心配して くれ、 それ 

さらし 

に 麻糸と 晒」 

といい つける の を 仏 頂寺弥 助が おっかぶせて、 

「なければ ど こぞ 近いと ころへ 人 を 走らせて、 焼酎と 

畳針と、 それから 麻糸に 晒 …… この 傷 を 縫い合わせる 

の だ」 

とわめ きました。 

そこで、 顚 倒して 店の ものが、 また 大騒ぎで、 家中 


を 探しに かかる と、 いいあん ばいに、 焼酎 はかなり 豊 

しま 

富に 蓄えられて あるし、 麻糸 も 人間 を 縫う 程度に は 蔵 

われて あつたし、 少々、 鯖び てはいた けれども、 相応 

の 畳針まで あつ たの を 取 揃えて 差 出す と、 

あつらえむ 

「有難い、 跳 向きの 品が 全部 そろっていた」 

丸 山 勇 仙 は、 焼酎の 壺を 取り上げました。 この 男 は 

医術の 心がけが ある。 そこで、 負傷者の ために、 救急 

療治と して、 その 傷口 をまず 焼酎で 洗い、 次に この 畳 

針で 縫い 合せの 手術に とりかか るの は 心得た ものです。 

仏 頂 寺弥助 は、 それに 介 添と して 働き、 かなりの 時間 

を 費して、 ともかくも、 二人の 傷 を 縫い 了って、 体中 


を、 晒です つかり 巻いて しまつてから、 

「仏 頂 寺、 いったい これ はどうし たという もの だ」 

と 丸 山 勇 仙が、 仏 頂寺弥 助に たずねる と、 

「おれに も わからない」 

仏 頂 寺弥助 は、 投げ出し たような 返事。 

「あれ は、 いったい、 ほんとうに 盲目な のか」 

丸 山が 重ねてな じる と、 仏 頂 寺 は、 

「本物ら しい」 

「して みれば、 君た ち 三人が、 まとまって、 ついに 一 

人の 盲人の ために 不覚 を 取った という 理窟になる —— 

いや、 理窟なら まだいい が、 現実 この 通りの 始末。 剣 


術と いう もの は、 本来、 それほど 段の ある もの か」 

めんぼく 

「う うん、 それ をい われる と 面目ない が …… 」 

と 仏 頂 寺弥助 はうな り 出して、 じっと 考え込ん でいた 

力 

「術に は、 さほどの 相違 も あるまい が、 出よう が 悪 か つ 

たの だ」 

「出よう が 悪い  それ は 向う のい うこと だろう、 向 

うは 眼が 見えない の だぜ」 

「眼 は 見えない けれども、 あれ は 心得た もの じ や、 真 

剣の 立 合で は 神に 入って いる、 まさに 驚くべき もの 

じ や」 


「盲目で  」 

「眼の あいた 奴の 仕事 はたいて い 見当が つくが、 眼の 

いっとき 

見えない 奴の 構え は 測る ことができない。 一時、 おれ 

は、 あいつの 構え を 見て、 ズゥッ と 骨まで 寒くな つた 

よ。 その 瞬間 だ、 出て くれなければ いいが と 思って い 

る 三 谷が 出て しまった。 出た のじ やない、 引 寄せられ 

たの だ。 そこで 案の 如く 斬られて しまった。 あれ は 眼 

の あいた 奴に はでき ない 芸当 だ、 あの 引 寄せる 力が め 

あきに はない。 おれ も 今までず いぶん、 命知らずと 

戦った、 また 千 葉の 小 天狗 栄次郎 殿 や、 練兵 館の 歓之 

助 殿 (斎 藤 弥九郎 の 次男 歓之 助、 弱年に して 鬼 歓の名 


を 得たり) は 怖ろ しい 相手 だと 思う が、 それ は 怖ろ し 

くと も 眼が あいている」 

はなわ けんぎょう 

「めあき は 不自由な もの だと、 墙 検校が 言った」 

丸 山 は カラカラと 笑った が、 仏 頂 寺 は 浮かない。 

あきのみ や 

また 一 方、 この 日の 朝 まだき、 下 詉訪の 秋宫 の 社 前 

は、 まがいものの 鹿 島の 事 触が、 殊勝ら しく、 

「さて 弘 めます ると ころ は 神慮 神事な り、 国 は 坂 東の 

総社 常 陸の 国、 鹿 島 大神宮の 事 触れで ござる。 さて 鹿 

島 大神宮の 一年の 御 神事 は、 七十 二度の 御 神事、 七 度 

の 御祭 礼と ござって、 いきがい、 おきどり、 湯 様の 御 


神事と 申して、 一 天地の ようだい を 申して まかり 通る 

当年 はすな わち 天に 陽 明と ござ つ て、 日照が 六 分 …… 」 

七ッ さがりに、 その 日の 先触れ をす るよう な 文句 を 

唱えながら、 通りかかって、 あっと 面の 色 を 変え まし 

た。 

というの は、 その 社 前の 立 木 を 汚して、 一人の 女が 

くび 

縊れ ていた からです。 

鹿 島の 事 触 は、 これ を 見る と 立ちす くんで、 大声 を 

あげて 人 を 呼びました。 

たち ま  くび 

そこで、 忽ち 人が 集まって、 その 縊 れつ 子 を 調べて 

みると、 それ はこの 温泉 駅で は 誰も 知っている 物売り 


のお 六で ありまし たから、 いっそう 騒ぎが 大きくな り 

ました。 

そこで、 評判と 臆測が、 たちまち 町中 いっぱいに ひ 

ろが りました。 

あの 愛嬌 者が、 どうして こんな こと をし でかした の 

か。 孫 次郎の 宿で 聞いて みると、 昨晚 遅く 目の色 を 変 

えて 飛び出し たのが 変 だと は 思った が、 それ はお 万 殿 

の 時刻まで にと、 大 あわてに あわてて、 自分の 家へ 帰つ 

たので あろうとば かり 思って いたが、 そうい われる と 

思 い 当る ザ J とがな い で もな いといって います。 

しかし、 この 女が、 縊れて 死なねば ならぬ 事情と い 


うの は、 誰に も、 どうしても 思い当らない。 竹細工 師 

で 情夫と も 御 亭主 ともなつ ている、 気の よい 男 をた だ 

して みても、 いっこう あたりが つかない。 そこで、 当 

然、 魔が さした の だ、 その 魔が さした の は、 いましめ 

を 忘れて、 お 万 殿のお 詣 りの 時間 を 犯し、 その 怒りに 

触れた ために、 この 始末だろう という 説が 最も 有力で 

ありました。 

死骸 は 一通り 検視 を 受けた 上に、 ともかく、 間近の 

孫 次郎の 宿の 一室へ 引取られて、 そこへ 静かに 横にし 

て 置きます と、 ちょうど 来合わせた 巫女が あります。 

宿の 女中た ち は、 巫女 を 呼んで、 この 女の ために 口よ 


せ を 頼み、 その 非業の 魂 を やわらげる と共に、 無告の 

訴え を 幽冥界から 聞こうと しました。 巫女 は 心得て、 

しきみ  た む 

榕の 葉に 水 を 手 向けて、 あずさの 弓 を 鳴らし、 

「そもそも、 つつしみ、 うやまって 申し たてまつる は、 

かみ ぼんてんた いしゃく してんのう  えんま ほうおう 

上に 梵天 帝釈 四天王、 下界に 至れば 閻魔 法王 …… 」 

もっともらしく 神お ろし を はじめた が、 時が 時で し 

たから、 笑う 者が ありませんでした。 

この 口よ せの いう こと は、 一 向と リ とまり はない が、 

その 文句のう ちに、 「口惜しい 悲しいで 気が とりつめ」 

とか、 「この 魂が 跡 を 追い かけて 引き戻して くる」 とか、 

あ れ やしろ 

「東 は 神宮 寺、 西 は 阿 礼の 社よ リ向 うへ は 通さぬ」 と 


か、 髪 を ふり 乱し、 五体 を わななかせ、 油汗 を 流して、 

呪わし い 言葉 を 口走って いる。 それ を 正直に 女中た ち 

は、 身の 毛 をよ だてて 怖れて いる。 その 時 どうしたの 

か、 急に この 席 を 外して 立った のが、 この 宿の 番頭で、 

まっくろい 面 をしながら、 うろたえて 帳場へ 戻って 坐 

り 込んだ が、 落着かないで、 物に つかれた ように 眼 を 

据えて いる。 

昨晚、 女が 血相 変えて 飛び出し たの を、 留めて みた 

の もこの 番頭で、 あの 前後の こと をう すうす 知ってい 

るから、 只今の 巫女の 出 鰭 目が この 上 もな く 気になつ 

て、 崈に 堪えられ なくなつ たものと 見える。 


番頭が ぼ ん やりして 帳場へ 坐り込んで いると ころへ、 

今朝 早立ち をした 仏 頂寺弥 助が 先に 立ち、 後ろに は 戸 

みせさき 

板に 人 を 載せて 人足に 担がせて、 ドャ ドャと 店頭へ 入 

り 込み、 

「塩 尻 峠の 上で ちっとば かり 怪我 をした から 戻って 来 

た、 また 厄介になる ぞ」 

めんしょく 

番頭 は、 この 時、 面色が 土の ようになり、 よく 戻つ 

ておいで にな りました ともい いません でした。 

十六 


さて また ここ は 江戸の 下 谷の 長者 町。 道 庵 先生 は 何 

を 感じた もの か、 俄かに 触れ を 廻して、 子分の ならず 

者 や、 近処の ワイ ワイ 連 を 呼び集めました。 

何事な らんと 馳せ 集まった 者 共 を 前に 置いて、 先生 

やげん  しゃ 

は 薬研の 軸 を斜に 構え、 

「皆様、 早速お 集まり 下さいまして …… 」 

て い ちょ う 

先生と して は、 極めて 鄭重な 物の いいぶりでした 

から、 集まった ものが、 少し 様子が 変 だと 思いました。 

変 だと 思った の も 無理はありません。 こういう 場合 

において 先生 は、 いつも 野郎 共 呼ばわり をして 傍 若 無 

人に 振舞う のに、 今日に 限って、 皆 K だの、 お集まり 


下さいまして だのと、 改まり 方が 急激で したから、 集 

まった もの も、 あんまり いい 気持が しません でした。 

ほ つ しん 

けれども、 何 か、 先生 も 急に 発心した ことがあれば 

こそ、 こう 殊勝に 改まった ものに 相違ない と 思う から、 

みな、 神妙に うけたまわつ ております と、 先生 はお も 

むろに、 

「さて、 皆様、 実は 拙者 も、 近 ごろ 悟る ところが ござ 

いまして、 皆様の 前で、 今までの 非 を 改める と共に、 

今後 をお 約束 致して おきたい ことがあ るので ございま 

す、 それでお 忙 がしい ところ を、 かくお 集まり を 願つ 

た 次第で …… 」 


来会者が、 いよいよ ォド かされて しまいました けれ 

ども、 先生 はいつ こう 頓着な く、 

「ええ、 皆様 も 御 承知の 通り、 拙者 もこれ で 医者の 端 

くれで ございま すが、 医者 は 医者で も、 ただの 医者 だ 

りょうけん 

と 思う と 了見が 違います」 

「違えね え」 

そこへ、 クサ ビを 打ち込ん だのが、 一子 分の デモ 倉 

でありました。 道 庵 先生 は 気取った 面 をして、 デモ 倉 

の 横顔に 一 瞥を 与え、 

わ ざ 

「近頃の 医者 は、 みな、 学問 も 出来れば 技 も 出来、 従つ 

て 知行 もた くさん 取り、 薬礼の 実 入 も 多分に あり、 位 


も 高くなる し、 金 も 出来る のに、 哀れ や この 道 庵 は、 

今 も 昔 も 変らぬ、 ただの 十八 文 …… 」 

といって 先生が、 ホロ リと涙 を 落しました。 

「泣かな くった つても いいやな、 先生、 先生 も 酔 興で 

や つ てるんだろう」 

慰め顔に 弥次 をとば したの が、 やはり デモ 倉で あり 

ます。 先生 は、 それに 力 を 得て、 

「ツイ 愚痴が 出まして、 まことにお 恥 かしい 次第で ご 

ざいます。 ただいま、 申し上げる 通リ、 当節のお 医者 

は、 皆 学問 も 出来れば、 技 も 出来、 従って 知行 も 沢山 

取り、 薬礼の 実 入 も 多分に あり、 位 も 高くなる し、 金 


も 出来る のに …… 」 

「先生、 わかって るよ、 そうくり かえして 愚痴 を こぼ 

しなさん なよ、 了見 を 見られち まう じ やねえ か」 

忠義なる 子分 は 聞き 兼ねて、 先生に 忠告 を 与えても、 

先生 は 顧みる 色な く、 

「知行 もた くさん 取り、 薬礼の 実 入 も 多分に あり、 位 

も 高くなる し、 金 も 出来る けれども、 いい 子供が 出来 

ねえ」 

といい 出しました から、 一同が また キヨ トンと した 顔 

です。 そうすると、 悄気て いた 道 庵 先生が 少しく ハズ 

ミ 出して、 


「さあ、 そこへ 行く とこの 道 庵なん ぞは 大した もんだ 

りんし へ い 

ぜ。 林 子 平 じ やねえ が、 親 もなければ 妻 もな し、 妻が 

なけり や あ 子供の あろう 道理が ねえ。 板木が ねえから 

本 を 刷つ て 売る こと も できねえ。 この 通 リピイ ピィし 

ている から 金なん ぞは 倒さに ふるった つ て 出て 来ね え 

んだ。 だから、 まだ なかなか 死につ こ はねえ よ、 安心 

しろよ」 

ここで 見事に 脱線して しまいました。 初めは 処女の 

き じ 

如く、 終リは 酔漢の 如く、 すっかり ポロ  (ではない 生地) 

を 出して しまったの はぜ ひもない ことで、 こう 来る だ 

ろうと 思って いるから、 聴衆 もさの みは 驚き もし ませ 


ん。 

やげん 

しかし、 先生 はまた あらたまって、 薬研の 軸 を 取り 

まがお 

直し、 真面に なって、 

「ところで 今日、 こうして お集まり を 願った の は、 余 

の 儀で も ございません、 さいぜん も 申し上げる 通り、 

拙者 も 近頃、 つくづく 自分の 非 を 悟った 点が あるので 

ゲス から、 その 点 を 皆様の 前で 改める と共に、 一 つの 

お 約束 を 致して おきてえん だよ」 

おきてえん だよ …… が 少し 納まらない。 

道 庵 先生 ほどの ものが、 自分の 非 を さとって、 それ 

を 公衆の 前で 懺悔す ると 共に、 且つ、 今後の 実行に 現 


わして 約束 をしょう というの は、 よほどの 道徳的 勇気 

がなければ できない ことです。 

けれども、 ここに 集まって いる やからに、 道徳的 勇 

気なん ぞの呑 込める 面 は 一 つもない のであります。 な 

いからと いって、 先生 は 少しも それ を 軽蔑す るよう な 

風情 はなく、 諄 々 として 説き はじめました。 

みかど 

「その 昔、 奈良 朝の ころに、 帝の 御 病気のお 召しに あ 

ずかった 坊主で、 医者 を 兼ねた 何とかい う 奴が あった 

が、 車に 乗せられて 帝の 御所へ いそぐ 途中に、 見る も 

あわれな 乞食が 路傍で 病気に 苦しんで いた もの だ、 そ 

れを 件 の、 坊主で 医者 を 兼ねた 奴が 見る と、 車から 飛 


んで 降りて、 その 乞食 を 介抱して、 とうとう 帝のお 召 

し を わすれて しま つたと いう 奴が ある …… ところで ま 

た、 おれの 先祖に は、 お 百姓の 病気 を 癒しても 十八 文、 

一 一代 将軍の 病気 を 癒しても 十八 文し き や 薬礼 を 取らな 

かった 奴が ある」 

といい 出す と、 気の 早い デモ 倉が、 

「取れる 奴から は ゥンと 取って、 ちっと はこつ ちへ 廻 

して くれたら よか リ そうな もの だ、 よけいな 遠慮 じ や 

ねえ か」 

この 差 出口に は 道 庵 先生が ハタと 怒って、 

「馬鹿野郎」 


と 一喝 を 食わした が、 急に 我と 我が 唇の あたり をつ 

ねって、 

「それが いけね えの だ、 この 口が …… ところで、 よく 

考えて ごらん、 病人と、 医者と、 薬 はついて 離れね え 

もの だ、 病人がなければ 医者 はいらね え、 病人が あり、 

医者が あっても、 薬がなければ 飲ませる こと もで きね 

え、 つけて やる こと も できねえ」 

「先生！ 馬鹿につ ける 薬 はねえ つてい います ぜ」 

「デモ 倉 様、 お前、 今日は まあ 少し 黙って いてお くれ 

よ、 おれ も 今日はし らふで 話して るんだ からな」 

さすがの 道 庵 も、 デモ 倉の やかまし いのに 我を折つ 


て 妥協 を 申し入れ ると、 デモ 倉 もやむな く 沈黙し まし 

た。 

「さて 皆様、 よくお 聞き 下さりましょう、 ただいま も 

申し上げた 通り、 病人と、 医者と、 薬の 三つ は、 切つ 

さんみいったい 

て も 切れぬ もので、 つま リ これが 三位一体 という やつ 

…… それで 病気と いう やつ は、 とりつい たが 最後、 貴 

賤 上下の 隔て はねえ、 北辰 位高く して 百官 雲の 如く 群 

きた 

がると いえ ども、 無常の 敵の 来る をば 防ぎと どむ る 者 

一 人 もな し、 と 太平 記に 書いて ある」 

「なるほど」 

これ は 弥次で はなく、 豆腐屋の 隠居が 思わず 発した 


感嘆詞で ありました。 道 庵 は 言葉 をつ いで、 

「そこで また 薬と いう やつが、 苦 いのも あれば 辛い の 

た んす 

もあって、 百味の 簞笥 にちやん と 納まって いるが、 い 

ざ、 人の 腹中へ 行って 働き をしょう という 場合に は、 

たなちん 

すべて 平等 一味の もので、 こやつ は 店賃 を 払わね え か 

き  ひいき ぶん 

ら 利いて やらね えの、 あれ は 付 届けが いいから 貝 顯属分 

にして やれと は いわねえ …… 」 

「左様で ゲス とも、 薬と 差配の ハゲと 一緒にされ ちゃ 

堪ら ねえ」 

道 庵 先生 は、 それ を 耳に も 入れず、 

「だから、 医者と いう やつ も、 貴賤 貧富に よって、 


匙加減が あって はなら ねえの だ …… 」 

といって、 ソレ から 自慢 を ハジめ たリ、 ひと を コキぉ 

ろしたり、 大気 焰を 上げ ましたが、 結局 今日の 集会の 

ひょうぼう 

要領 は、 今まで 自分 は 十八 文 を 標榜して、 貴賤 上下に、 

この 医術に 基づけ る 平等 説 を 実行して いるが、 まだ 人 

間 を 差別 的に 見る 癖が あって、 まことにお 恥 かしい 次 

第で あると 気がつい たから、 今後 は 徹底的に それ を 実 

行す るて はじめと して、 まずす ベての 人 を 軽蔑し ない 

意味に おいて、 今までの ように、 野郎 や、 貴様 呼ば わ 

り を 全廃し、 誰 人に 向っても 「様」 という 字 をつ けて 

呼ぶ ことにす るから、 左様 心得ても らいたい という 言 


い 渡しで ありました。 

初めに 処女の 如き 「皆様」 の 様 づけ も、 多分 その 辺 

から 出た のでしょう。 

道 庵 先生の 説に よると、 医者と しての 自分の 職掌 上、 

病気 や 薬と 同格に、 すべての 人 を 待遇しょう という 好 

意に 出で たのに はちが いないが、 これ を 実行に 先立つ 

て 発表して しまったの は、 少々 逸 まった ようです。 

果して、 さまざまの 弥次 や、 質問 や、 難題が 続出し 

ひる 

ました けれど、 先生 は 少しも 橈まず、 最後まで それ を 

説伏す るの 意気込み は 勇ましい もので、 自分に して か 

くぼう さま 

らが、 上様 だと か、 公方 様 だと かいう 口の 下から、 現 


やくろう もち 

在 自分が 世話になつ ている 大切の 薬籠 持に 対して は、 

国 公 だの、 この 野郎 だのと、 頭 ごな しに やって いたの 

は、 相 済まない わけで ある、 今後 は 上様、 公方 様、 殿 

様、 爺 様、 婆 様、 おびん ずる 様 並みに、 国 公 を 呼ぶ に 

も 国 公 様 を 以てする —— 門弟の 道 六に 対しても、 子分 

の デモ 倉、 プロ 亀ら に対して も、 お出 入りの 馬鹿 囉子 

に対して も、 野 封 巾 間の 仙 公に 対しても、 その 通り、 例 

外と いう ものが あって は 平等が 意味 をな さない と、 ス 

もの やわ 

バ らしく 気焰を 揚げた ものです。 すると 物 和ら かな 豆 

腐屋の 隠居が、 

「先生、 それで はいかが でゲス な、 物の 本に 出て おり 


まする 昔の 英雄、 豪傑と いったよ うな 者 も、 みな 『様』 

づけで お呼びに なります か」 

「そうだと も、 無論の こと だ、 英雄、 豪傑と いう もの 

ほ坤 様の 欠 いこ」 

ゆげ の ど うき よ うさ ま  わけの きよまろ さま 

「そう 致します ると 先生、 弓 削 道 鏡 様が 和気 清 麻呂様 

を …… 」 

「そうだと も」 

「楠 正 成 様が 足 利 尊 氏 様に 亡ぼされ …… 」 

「その 通り」 

くどうす けつね さま 

「曾 我の 兄弟 様が ェ藤祐 経 様 をお 討ちに なった …… 」 

「それに 違いない じ やねえ か」 


「太閤 様のと ころへ、 石 川 五右衛門 様が 盗賊に お入り 

になった …… 」 

「そうだと も」 

「それじゃ 先生、 どちらが いい 人間 だか、 悪い 人間 だ 

か、 わから なくなつ ちまい ますね」 

「べらぼう 様、 天の ような 広い 心 を 持て。 天 は 悪い 奴 

にも、 いい 奴に も、 おなじように 日 を 照らせたり、 雨 

を 降らせた りする」 

先生の 気焰 が、 いよいよ あがって、 ものやわらかな 

豆腐屋の 隠居で は 受け きれ なくなりました から、 デモ 

倉が 代って 出ました。 


「そうすると 先生、 たとえば 芝居 を 見に いっても です 

ゆらの すけさ ま 

ね、 団十郎 様が 由 良 之 助 様 をお やりに なった とか、 九 

蔵 様の 実 盛 様 を 拝見して 来たと かおつ しゃ るんで す 

か」 

「そうだと も。 第一、 役者 だからといって、 横町のお 

ちゃつ ぴィ までが 呼 捨てに する の は 怪しからん、 氏と 

か、 様と かっけるべき もの だ。 昔 は 女 寅 閣下と いう 名 

を 使った もの さえ ある」 

そこで、 芸名 を 呼ぶ に 様 をつ けて 敬意 を 表する 以上 

は、 芸妓に も それ を 適用し なければ ならない し、 遊女 

の 源氏 名に も 無論、 様 をつ けて 呼ばなければ ならない 


理窟になる —— それで は、 知らぬ 面の 半兵衛 とか、 来 

た リ喜之 助と か、 川流れの 土左衛門 とかいう ものに 対 

して は、 どうです —— という 奇問に 対しても、 先生 は 

少しも 驚かず、 いやしくも、 人格 を 表明した 存在 物に 

は、 有名で あろうと、 無実で あろうと、 そこに 区別 を 

立てる ような ことがあ つ て はならぬ と 主張し、 最後に、 

「さあ、 そこで もし、 これから 後で、 愚老 が、 かりに 

も 人様 を 呼ぶ のに 様 づけ を 忘れた 場合に は、 それ を 一 

番 先に 見つけ 出した お 方 様に 百ず つ 進上す る、 軽少な 

がら 百ず つ ：••： 」 

といい 出しました から、 子分た ち は 勇み をな して 喜び、 


しっぽ 

いっか 先生の 尻尾 をつ かまえて、 百の 罰金 をせ しめて 

やろうと、 腕に より を かけました。 どのみ ち、 ひっか 

かるに きまって いる。 思えば 先生 も ツマらない 約束 を 

した ものです が、 先生と して は大 得意で、 天晴れの 名 

やくろう もち 

案 を 考えた つもりで、 やがて この 席 を 終り、 薬籠 持の 

国 公 を 伴って、 都 大路 をし やなら しゃなら と 歩み 出し 

ました。 

十七 

宇治山 田の 米 友 は、 このごろ 深刻に 苦しんで います。 


死と いう ものに 初めて 直面した 苦しみ を、 まともに 

受けて、 八百長な しに 取組んで いるので すから、 その 

さんたん 

苦しみ は惨儋 たる ものである と共に、 名状す ベから ざ 

る 奇観です。 

米 友と いえ ども、 死と いう ものの この 世 (或いは あ 

の 世との 境) に 存在す る こと を、 いま 初めて 知った わ 

けではありません。 今更、 足 もとから 鳥の 飛び立った 

ように、 「死」 という ものに 驚き さわぐ の は、 滑稽な よ 

きた 

うです けれども、 「死」 の 存在 を 知って、 その 来る 瞬間 

まで それ を 怖る る ことの 少な いのは、 多くの 人間の 常 

であります。 


「今まで は 人の こと だと 思いし に、 おれが 死ぬ と はこ 

いった まらぬ」 —— 死の 来る 目前まで、 舞踏 歓楽し、 

死の 直面に 来って、 はじめて 恐怖 狼狽す る 人間の 通有 

性 を、 米 友 もまた 御多分に 漏れず 持ち合わせ ていれば 

さわ 

こそ、 こいった まらぬ と矂ぎ 出した のか 知ら —— いや 

当人 は ピン ピンして いる。 まだた たき 殺しても 死に そ 

う もない 体格に、 ゆるみ は 来て いない。 事実、 この 男 

は 一度 も 二度 もた たき 殺されて いるの だが、 容易に 死 

なない。 今 もま だ その 通りで、 おれが 死ぬ と は 思って 

いないが、 死と いう ものが、 見る も めざましく 眼前に 

押 寄せて、 自分 を 窒息 させようと している のに、 それ 


に まともに ぶっかって、 周章狼狽して いるので す。 

壁 を 穿って 海 を 発見した ように、 土 を 掘って 天 を 見 

出した ように、 お 君と いう ものに 死なれて、 そこから 

はて  しゅうしゅう 

涯と 底との 知れない 冷たい 風が、 習 々 として 吹き出 

したのに、 米 友 は、 恐れ、 あわて、 おどろき、 悲しみ、 

憂えて、 名状すべからざる 奇観に おちいって いるので 

あります。 

そうして、 なお 悲惨な の は、 来 友に あって は、 この 

苦痛 を まぎら かす 手段の ない ことであります。 真正面 

から その 苦痛と 戦って、 直接に 解決が 終る まで は、 一 

時 何 かの 魔睡に よって、 その 神経 を 眠らせて おくと い 


うことの できない 男であります。 

その 夕方、 伝 通院の 墓地に まぎれ 込んだ 来 友 は、 墓 

地の 中 を あてど もな しに 歩き 廻って、 しきりに 墓 を 動 

かしてみ ました。 

伝 通院 は 家康の 生母 水 野 氏の 廟所。 そこに は徳川 

氏 累代の 貴婦人の 墓が 多い。 或いは 無 縫 塔、 或いは 五 

ほうきょう い ん 

輪、 或いは 宝篋 印、 高さ は 一 丈に も 一 一 丈に も 及ぶ もの 

があって、 米 友の 怪力 を 以てしても、 ちょっと は 動か 

し 難い ものば かりであります。 

しかし、 この 男 は、 それらの いずれと もっかずに、 

しきりに それ を ゆすり 試みて 歩いて いる。 その 様、 墓 


を 動かして、 そこから 何物 を か 聞こうと する ものの よ 

うに 見える。 

「墓 はこの 世から あの世へ 通ず る 道の 蓋で ある」 と 誰 

やらが 教えた。 されば こそ、 この 男 は、 蓋 を 開いて あ 

の 世の 人の たより を 聞きた が つ ている の だ。 

ほどなく 来 友 は、 非常に 大きな 五輪の 石塔の 前に 

立って いる。 石塔の 高さ は 台石と もに 一 一 丈 もあろう。 

碑 面の 文字 は、 模糊た る 暮色につつ まれて 見えず、 米 

ま 」っ ぜレ 

友 は、 呆然と して 腕組み をしながら、 立って その 石塔 

を ながめて いると、 

「友 さ ァん、 この 石 を 取って 下さいな、 この 石が あん 


まり 重い ので、 出る ことができません わ」 

米 友 は ハツと 自分の 耳 を 疑いました。 今の 声 は果し 

て 墓の 底から 出た 声 か、 それとも 自分の 耳から 出た の 

ゝ o 

力 

「え、 何とい つた」 

きつ  くうりん 

米 友 は 両手 を 耳に 当てて、 屹と 五輪の塔の 空 輪の 上 

を ながめて いると、 

「この 石 を 取って 下さい …… この 石 さえなければ、 友 

さんと わたしと 自由に 話が でき るんで すけれ ども …… 

この 石が 一 つ あるば つかりで、 お前と わたしと は 世界 

が 違 うんです から 悲しい わ、 どうしても 会えない 別々 


の 世界に いるんで す もの …… 」 

みみたぶ 

米 友 は その 声 を 聞く と、 その 声の 起った 自分の 耳朶 

を搔 きむ し つ て 地 団駄を 踏みました。 

程なく、 宇治山 田の 来 友 は、 その 巨大な 五輪の 石塔 

のぼ 

の 上へ よじ 上り、 力 を 極めて、 その 空 輪 を 動かし はじ 

めました。 

いうまでもなく、 この 男 は、 生と 死との 間 を さかい 

する 蓋に 手 を かけて、 これ を 取り除こうと あせり 出し 

たものと 見える。 

で、 その 次の 世界から 聞え る 声 を、 この 世で 聞こう 

と あこがれて いるに ちがいない。 


こういう 挙動 を 笑う もの は、 まだ ほんとうに 死と い 

う ものの 哀切 を、 味おう た 経験の ない ものであります。 

かりに 諸君のう ち、 その 最愛の 子女の 一 人 を、 失つ 

たもの が あると して ごらんな さ い。 現在 自分が その 最 

後の 病床から、 野辺のお くりまで 見届けても、 なお 途 

中で、 それによ く 似た 年 ごろ 恰好の 子女に であって ご 

おもだ 

らんなさい、 われ 知らず 前へ まわって、 その 面立ち を 

見定めなければ 立 去れない ことがある。 死と いう もの 

が 万事の 消滅 だと 事実が 証明し て も、 空想が そうは 信 

じさせようと しません —— しかも、 人生の こと は 空想 

が 大部分で、 人 は 事実に 生きる より は、 むしろ 空想に 


生きて いるので あります。 

聖人 は 空想と 事実と をよ く統 一 する。 狂人 は それ を 

かん  ほうこう  さ 

混同す る。 凡人 は、 その 間に 彷徨して 醒めた るが 如く、 

酔える が 如し。 

さて ここに、 宇治山 田の 米 友に 至って は、 空想と 事 

実との 境界が、 ほとんど 判然し ない。 この 男 は 人間の 

こしらえた 差別 線と 高低 線に 対して は、 先天的に 色盲 

のよう な 男で、 どうかして その 線に ひっかか ると、 眼 

の 色 を 変えて 怒り 出す。 この 男の 怒り 方 は、 反抗的、 

或いは 相対的に 怒る のではありません、 先天的に 怒る 

のであります。 とはいえ、 この 男 を 狂者と 見る に は、 


あまりに 道義 的で、 同時に 常識的のと ころがあります。 

今や、 不幸に して この 男 は、 人生の 水平線が わから 

なくなって いるよう に、 死と 生との 分界線が また わか 

ら なくなって いるので あります。 死が 万事の 消滅 だと 

信じ きれ なくなって いるので あります。 ああ、 この 何 

千 貫の 石の 蓋 は、 かよわき 女性の ために は あまりに 重 

うめ 

い。 この 蓋 あるが ゆえに、 魂が この 石の 下で 呻き 泣い 

ている。 

我々 にと つて、 この 重し という もの はかなり にこた 

える。 死して 後に こたえる のみならず、 生ける 間に こ 

たえて いた。 我々 凡人 は、 単に 生れ どころ が 悪かった 


という だけの 理由で、 ずいぶん、 意味の わからない 重 

し を、 かけ 通しに かけられて 来たよう である。 おれ は 

まだ 生きて いるし、 おれの 身体 は 小さく とも、 まだ ま 

だ 充分 その 重し に 堪えられる 力 は あるつ もり だが、 お 

君 は 死んで しまった。 死んで 後まで もこん な 重い 物 を 

ゆうめい  むせ 

かぶせて、 魂 を 幽冥の 下まで も 咽び泣か しむる 人間と 

いう ものの 仕様の、 愚劣に して 残忍なる ことよ。 

そこで、 宇治山 田の 米 友が、 高さ 二 丈 を 数える 巨大 

な 五輪 塔の 上に よじのぼって、 その 風大の 上に 足 を ふ 

まえて、 頂上の 空 輪 を 取っての けようと する 努力に は、 

彼の 持って いる あらゆる 力が 一 時に 加わりました。 


前にい う 通り、 この 五輪の 石塔の 主の 何者 だとい う 

さ ざ  ち こ 

こと は、 碑 面に はま さしく 銘ん では あるが、 暮色 糢糊 

たるが ために、 読む ことができ なくなって いました。 

米 友と して はこの 墓地 は、 伝 通院 殿 を はじめ、 多く は 

徳川氏 系統の 貴婦人 の 墓 を 以て 充 たされて いると いう 

こと だけの 予備知識 はあった のです から、 無論、 この 

塔 も、 さる やん ごとな き 婦人た ちの 石塔の 一 つに 相違 

はない と 思って いたのが、 いっか 知らず、 お 君の 墓と 

いう ことにな つ てし ま つ て いました。 

伝 通院 殿 —— な にがしの 高貴なる 婦人 —— 高貴なら 

ざる 婦人 —— 同時に 一 般の 婦人 —— ただ 一 人の 婦人 I 


I お 君 —— 虐げられ たる 女 —— それが 今 この 重し に 

かけられ ている。 

そこで 来 友の 力に は、 虐げられた 女性の ために、 一 

つに はこの 圧 抑 を 除き、 一 つに は 幽冥の 境 を 撤去 開放 

しょうと いう 勇猛 力が 加わりました。 

そうして この 男 は、 双の 腕に 満身の 力 を こめて、 満 

面に 朱 を そそぎ、 五輪の塔の 空 輪をグ ラグ ラと 動かし 

ました。 

この 怪力 を 以てすれば、 空 九 を 頂上から 揺り 落す こ 

と はでき るか も 知れない。 それが 成功 すれば、 次 は 足 

-7 うだ レ  力 だ.：. 

場 を 二 段 下ろして、 風大を 揺り 落し、 その 次 は 火大、 


すいだい  ち だ い 

その 次 は 水大、 最後に 地大を 揺り動かして、 かくて 夜 

明けまでに は 本来の 大地に、 生身の 心 耳 を こすりつ 

けて、 幽冥の 消息 を 聞く ことが 必ずしも 不可能と は 思 

われません。 

ただ、 迷惑 千万な の は、 五輪 塔 自身で、 安政の 地震 

にさえ 何の 異状 もなかった 身が、 今晚 になって、 突然 

上の 方から 沙汰な しに 取 崩されよう とする 運命 を、 お 

あき 

どろき 呆れて 手の 出しよう もない 有様。 しかし、 自分 

をこう も 無茶に 取 崩しに かかる 身の程 知らず の 運命 を 

も、 やがて また 哀れむべき もの だと、 内心 気の毒が つ 

て もい るら しい。 


全く、 その 通りで、 たとい 取 崩しに 成功して みたと 

きた とが  そらお そ 

ころで、 やがて その 身に 報い 来る 咎を 思えば、 空 怖ろ 

しい ものが ある。 頼 山陽の 息子 は、 寛 永 寺の 徳川廟 前 

いしどうろう 

の 石 燈籠を 倒して、 事 面倒に なった ことがあ ります。 

それ は 酔って いたと いう ことで はあり、 なんにしても 

石燈 籠の ことで、 謝罪で 事 は 済んだ。 けれども これ は 

徳川 宗族の 墓地 を 荒して、 その 霊 を 辱 しめたと いう 

ことになると、 非常に あぶない が、 無論、 来 友 は、 そ 

れを 考えて はいない。 それ を 考えて は、 また こんな こ 

ともで きない。 また、 この 際、 そんな 前後 を 考えて い 

る 余地の あるべき はず もありません。 


「友 造さん」 

「ヱ？」 

もう 一 息、 空大を 押しき ろうとす る 時に、 米 友 は そ 

の 手 を 休めて、 あわただしく 塔 下の 前後左右 をな がめ 

ました。 まさしく 自分 を 呼ぶ 声が あった からです。 

「友 造さん、 まあ、 そこで 何 をして いるの、 そんなと 

ころで …… 」 

「あ、 お婆さん か」 

来 友が 塔の 上から 腰 を かがめて、 塔の 周囲に 建てめ 

ぐらした 石の 玉垣の 入口で 見つけた の は、 絵に ある 

そとば こまち  はくはつ 

卒塔婆 小町が 浮き出し たような、 白髪 のお 婆さんで あ 


リ ま 

「ああ、 わたし だよ、 ほんとうに、 びっくりさせる じ や 

ありま せんか。 なんだ つて 今時分、 そんなと ころへの 

ぼって 何 を してい るんで す」 

「あ、 あ …… 」 

ぼうぜん  まばた 

米 友が 呆然と して 円い 眼 を 瞬き をして、 初めて 暮 

色の 暗澹たるに おどろきました。 

「第一、 お 墓の 上への ぼる なんて、 勿 化ない ことです 

よ」 

「う ゥん」 

「それ は 天樹院 様のお 墓です よ、 早くお りて おいで… 


〜」 

「う ゥん」 

米 友 は、 そこで 円い 眼 をみ はって、 うんとう なり ま 

した。 

「早くお りて おいでな、 天樹院 様のお 墓の 上への ぼつ 

て、 何 をな さるつ もりな の」 

卒塔婆 小町の 浮き出し たような 白髪の 婆さん は、 や 

さしく 来 友 をた しなめ ると、 

「ェ、 これが 天樹院 様のお 墓 か？」 

塔の 上で 来 友が 叫びました。 

そうそう、 これほどに 暮色が せまって いないならば 


米 友と いえ ども、 文字の ある 男 だから、 向う 正面 を、 

じっと見 上げて 立って いた 時に、 碑 面に しるされた 文 

字 —— 

「天 樹院殿 

栄誉 源 法 松 山 

大 禅定 尼」 

が 読めなかった はず はない。 側面へ まわれば 「寛 文 六 

きじ つ  りょうりよ う 

年 二月 六日」 の 忌日の 文字まで も瞭 々と 見える はず 

であった のに —— 

二 代将 軍 を 父に 持ち、 豊臣秀 頼 を 夫と して、 大阪の 

城に 死ぬ ベ かりし 身 を 坂 崎 出 羽 守に 助けられ、 功名の 


犠牲と して 坂 崎に 与えられ るべ かりし を、 本多忠 刻と 

恋の 勝利の 歓楽に 酔って、 坂 崎 を 憤死せ しめた 罪 多き 

女、 その後 半生 は吉田 通れば の 俚謡に うたわれて、 

いんとう 

淫蕩の かぎり を尽 した 劇中の 人、 人 もあろう に 宇治山 

田の 米 友 は、 この 女の ために、 無用の 力 を 絞って いま 

した。 

十八 

おんな かるわざ 

両国 橋の 女 軽業 の 親方お 角 は、 その 夕方 自宅へ 帰つ 

て 来る と、 早く も 家の 様子で それと 知って、 歯ぎ しり 


をして 口惜しが つたの は 申す まで もありません。 

「ちえ ッ ！」 

と 男の する ように 舌打ち をして、 二階へ 上って 見る 気 

にもなら なかった のです。 

「わかって る、 わかって る、 知恵 をつ けた 奴 はわ かつ 

てるよ、 何 かにつ けて ケチ をつ けたがる あのお たんち 

んめ、 どうす るか 覚えて いやがれ」 

とのの しったの は、 当のお 銀 様の ことではありません。 

また、 お 銀 様に 向って よけいな こと を 喋った 金 助の 

ことで もありません。 お 角 は それ を 通り越して、 いち 

ずに 向って いるの がお 絹の ことです。 こうして お 銀 様 


を 逃がした の は、 てっきりお 絹の 指 金に ちがいな いと、 

いちずに 思い込んで しまいました。 

もとより、 これ は 前例の ない ことで はない。 いつ ぞ 

や も、 せっかく 人気 を 集めた 清澄の 茂 太郎を 中途から 

かっぱらって、 こちらに 鼻を明かせ たの も あいつの 

仕業。 またしても、 こんな こと。 お 角 は、 いっそ 匕首 

でも 懐中して 怒鳴り込み、 刺し殺して やりたい ほどに、 

お 絹 を 憎み 出しました。 

お 絹に とって はいい 迷惑で、 お 角が 大事に 保護 (？) 

している お 銀 様 を 逃がした のが、 お 絹の 仕業で ない こ 

と は 確かで、 それ は 間違いな く 金 助と いうお つちよ こ 


ちょいの、 よけいな お喋りが もとで ある けれども、 お 

角が 一 時に そう 恨み を かける の も、 日ごろが 日ごろ だ 

から ぜひがない と 申さねば なりません。 また 事実に お 

いても、 もしお 角が ああして お 銀 様 を 保護し、 それ を 

上手に 利用す る こと を 知っていたなら、 あの 女 は、 きつ 

と 何 か 茶々 を 入れる くら い のこと を や つ たのに ちが い 

ない のであります。 

こうして、 お 銀 様 を 逃がした の は、 いちずにお 絹の 

計略 だと 思い込んで、 怒鳴り込んで 刺し殺して やりた 

いほ どに 腹の 立った お 角 も、 そこ はさる 者 だから、 怒 

りに 乗じて あとさきの 見えない こと を やり 出し はし ま 


せん。 

「梅ち やん、 今晩から、 わたし 一人で 二階へ 寝る から、 

下 はお 前に 頼みます よ、 淋しければ お 勢ち やんでも 誰 

でもお 呼び」 

といって 二階の 梯子に 足 を かける と、 お 梅に はわから 

*」 ヽゝ フ、 

レカ、 ら 

「お 嬢 様 はいらつ しゃらない のです か」 

「ああ、 お 嬢 様 は 今日から よそへ おいでにな つたんだ 

から、 あと は、 わたしが 引受ける のさ」 

といって、 さっさと 二階へ 上って しまいました。 

きれい 

二階へ 上って 見る と、 綺麗に 取 片付けて あるの がよ 


けいに 腹が立つ。 机の 上の 置 手紙の して あるの も、 見 

るの が癩 だ。 

「わがままの やんちゃ 者」 

戸棚 を あけて 見ても かわった こと はない。 お好み 通 

よみ ほん 

りに ととのえて 上げた 歌の 本、 読本、 絵草紙の 類まで 

耳 を そろえて キ チンと している。 

おおびよう 

藤の 花 を 一 面に えがいた 大屛風 を 引きの けて 見る と、 

手ぎ わよ くた たまれた 縮緬 の 夜具 蒲団。 

「お 嬢 様と いう 人 も、 お 嬢 様と いう 人 じ やない か、 子 

供 じゃある まいし、 出るなら 出る とこと わって くださ 

り や、 いけない とはいい ません よ。 ごらん、 わたした 


ち は ああして、 下の 方に、 夜 かぶり だってなん だって 

奉公人 同様にして、 お 嬢 様に はこの 通り、 何 一 つ 不足 

と いう 思い を させて 上げた 覚え はない のに、 いくらお 

嬢 様 だって、 あんまり 義理と いう もの を 知らな 過ぎ ま 

さあ」 

これほど にして 置いて 逃げられ たかと 思う と、 お 角 

の 胸が、 またむ しゃくし やする。 いきなり、 その美し 

い 模様の 縮緬の 夜具 蒲団 をズ ルズル と 引 張り出して 、 

その上に ゴ ロリと 寝そべ リ、 

「梅ち やん、 梅ち やん、 済まない が 煙草盆 を 持って来 

ておくれ」 


腹這いに なって、 お 梅の 持って来て くれた 煙草 を 二 

三ぶ くの みました。 

暫くす ると 表 格子で、 

「今晩は」 

「どなた」 

おさらい をして いたお 梅が 返事 をし ますと、 

「入つ て もよう ござんす か」 

「金 助さん です か」 

「ええ、 その 金 助で ございま すよ」 

「お入りな さいな」 

格子戸 を ガラリ と あけて 入って 来たの は、 金 助に 違 


いありません。 

「梅ち やん、 親方 は …… 」 

「おかあさん はね …… ちょ つ とよ そへ 参り ましたよ」 

「え、 留守です か。 留守で 幸い、 梅 ちゃんの 前 だが、 

親方 は 怒って やしま せんか」 

「いいえ、 別に」 

「金 助の 野郎、 出入り を 差 止める なんてい いやしませ 

ん でした か」 

「そんな こと はいい やしま せんよ」 

「それで 安心 …… 」 

金 助 は 大仰に 胸 を 撫で下ろす 真似 をしながら、 ソロ 


ソロと 上り 込みました。 

この 野郎 も、 おっちょこちょいの くせに、 いい かげ 

ん図々 しいが、 それでも 気が とがめる ものが あると 見 

えて、 あらかじめ 雲行き をう かが つ てから 上り 込む と、 

「まあ、 こっちへ いらっしゃい」 

お 梅 は 火鉢の 前 へ 座蒲団 をす すめます。 

「へ、 へ、 これ は 恐れ入り やす。 梅ち やん、 お 一人で 

お 留守 はさび し いでしょう」 

「ええ」 

「お 稽古 は 何です か」 

「でたらめよ」 


「驚き ましたね、 でたらめのお 稽古と は」 

「金 助さん の 前で やる と、 ボ 口が 出る からよ しまし よ 

う」 

「ト、 トンで もない ことで …… どうか 一 つ 綺麗な とこ 

ろ を、 お聞かせ なすって 下さい まし」 

「はは あだ、 綺麗な ところ なんて ある ものです か」 

「御 冗談でしょう、 梅ち やん も 隅へ 置け ない、 幾つに 

なりました」 

「知らない」 

「梅ち やん、 あの 福 兄さんが、 この間 も、 そ 言って ま 

したよ、 梅 ちゃんが 実が 入って、 食べ ごろに なった け 


れ ども、 これが 怖い からう つかり 傍へ 寄れない つて」 

金 助が 親指 を 出して 見せる と、 

「ばかにお しでない よ」 

お 梅が 腹 を 立 つ て 突き飛ばす。 

「こり ゃァ、 ちと 荒つ ぼい、 まともに 鉄砲 を 向けられ 

ちゃた まりません、 いくら 金 助が お 粗末 だからと いつ 

て、 これで も 男の はしくれ、 罰が あたり ますよ」 

「福 兄さんに、 そ 言って 下さい、 たべて いただか なくつ 

て もよう ござんす よ、 大切に 漬けて おいて、 梅干に し 

ますから 困りません つ て」 

「梅干 は かわいそうで すね」 


「かわいそうな ことがある もの か、 第一 梅干に してお 

けば、 土用 を 越した つてなん ともないし、 それに 実用 

向きで …… 」 

「あやまる、 あやまる」 

金 助 はしき りに 頭 を 下げて、 

「若い 娘が 梅干 気取りで おさまつ ていり や あ、 世話 は 

ないや」 

「世話はありません とも、 梅干 一 つ あり や ほかにお か 

ずなん か 何も 要りません」 

「あれ だ、 手が つけられ ねえ」 

金 助 はまた も 額 を 丁 と 打つ て、 


「冗談 はさて 置き、 いったい、 親方と いう 人 は、 今時 

分 ドコを ドウ うろついて あるいて るんだろう、 人の 気 

も 知らないで …… 」 

「今晩は 帰らない かも 知れません よ」 

「え、 帰らない？ おだやかでありません な、 ここへ 

帰らな けり やど， J へ 泊 るんで す」 

「どこ だか 知りません」 

うわ 

「いい年をして、 そう 浮つ いて あるいて は 困ります つ 

て、 金 助が 腹 を 立 つ てた つ て、 帰ったら キット そうい つ 

て 下さい …… 第一、 こんな 若い 娘 を ひとり 留守居に 置 

いて 家 を あける なんて、 時節柄、 物騒 千万」 


金 助が 減らず口 を 叩いて 容易に 帰ろうと もしない か 

ら、 お 梅が 迷惑が リ ました。 迷惑が つたと ころで、 遠 

慮す る 人間で はなく、 ずるずる べったり、 泊り込んで 

しまう つもり かも 知れません。 

その 時、 二階で ミシリ と 音が した もの だから、 金 助 

ぎよ うさん 

が 例に よ つ て 仰山 な 身ぶ り をし、 

「おや！」 

実は 金 助 も、 この 時まで 二階に お 銀 様の いる 約束 を 

わすれて、 お 梅にから かってい たのに、 この ミシリ と 

いう 音で 気が まわり、 

「お 嬢 様が 二階に おいでな さるんで したつけ ね」 


「ええ」 

「御機嫌 はいかが です、 あのお 嬢 様の」 

「別にお 変り も ございません」 

「お 嬢 様 もお 一 人で 退屈で しょうね」 

「どうです か 聞いて ごらんなさい」 

「毎日、 ああして、 ひっそくして おいでな さるの も、 

お 大抵 じゃあり ますまい」 

「お 嬢 様 は 出る のがお 嫌いなん ですから、 仕方が あり 

ません」 

「毎日、 ああして、 何 をして いらっしゃ るんで すか」 

「歌 をお つくりに なったり、 本 を 読んだり していら つ 


しゃいます」 

「字 学の 方が お出来に な るんだ から、 御 不自由 はない 

さ。 お 家 は なかなかの 大家なん です つてね」 

「ええ、 すてきな お金 持 だってい う 話です よ」 

「ちょっと、 お見舞に 上って みょう か 知ら」 

「え •：•： 」 

金 助が お 銀 様のと ころへ お見舞に 行く といい 出した 

ので、 お 梅 も いいかげんの 挨拶が でき なくなりました。 

「お見舞に 行つ てまい りましょう」 

「およしな さいな、 お 気にさ わると いけませんから」 

「大丈夫、 お 嬢 様の 御 信任 は、 このごろ 一に 拙者の 上 


に 集ま つ てい るんで ゲス から …… 」 

「それでも …… 」 

「ついこの 間な ど は、 忠勤 をぬ きんで て、 そっと 申し 

上げて しまった もの だから、 もう 今では 一 も 金 助、 二 

も 金 助、 さだめて 今日 もお 待ち かねの ことと 存じます」 

「金 助さん、 お 嬢 様に 何 を 申し上げ ちまった の」 

「イェナ 二 …… 」 

「金 助さん、 お前、 お 嬢 様に よけいな お喋り をし やし 

ないか ェ」 

「よけいな お喋りな ど をす る ものです か。 何しろお 嬢 

様 もた よりのな いお 身の上で、 金 助さん 頼みます と 


おっしゃる ものです から、 拙の 気象で、 ちょっと ばつ 

かりお 力に なって 上げた までの ことです よ。 以来お 嬢 

様 は、 ことごとく 拙 をお たよりな さるんで、 お 気む ず 

かしい のなん のとい います けれど、 それ は噓 です。 ど 

れ、 ちょっと 御機嫌 を 伺いに 行って 参りましょう」 

金 助が 立ち上つ たので、 お 梅 はお どろいて 引 留めよ 

うとした が、 また 思い返す ことに は、 あんまり いけ 図々 

しい 男 だから、 このまま 二階へ やった 方が 面白かろう 

と 考えました。 二階に 寝て いるの は 無論お 嬢 様で はな 

い、 親方のお 角であります。 お 角と 知らないで この 野 

郎が ノコ ノコと 出かけて 行って、 歯の根の 浮く ような 


こと を 喋り 出した が 最後、 ィャ という ほど とっちめら 

みもの 

れ るに 相違ない。 これ は 素敵 もない 見物 だと 思った か 

ら、 お 梅が ヮ ザと 留めないで いると、 金 助の 野郎 は 妙 

えもん 

に 衣紋 をつ くろい、 気取った なり をして、 二階へ ノコ 

ノコと あが つ て 行きました。 

「金 助さん、 お 嬢 様のお 気にさ わっても わたし は 知ら 

ない よ」 

お 梅の 駄目 を 押す の を、 金 助 は 聞き流して、 

「どう致しまして。 お 嬢 様、 へえ、 どうも 御無沙汰 を 

たいまい 

致しました、 先日 はまた 大枚の 頂戴物 を 致しまして」 

洒蛙洒 蛙と して 二階へ 上り 込んで 見る と、 お 銀 様 は 


縮緬の 夜具 を、 頭から スッ ポリと かぶって 寝て いまし 

た。 

「これ はこれ は、 お 嬢 様、 そう 自暴に おかぶり になつ 

て は、 第一 のぼせて 毒で ございます、 ちとお 発しな さ 

いまし」 

ゆす 

傍へ 寄って 来て、 かぶって いた 夜具へ 手 を かけ 揺つ 

たもので すから、 その 夜具が 遽 かに 躍り 出す と、 

「金 公、 なんとい ういけ 図々 しいんだ い」 

むつく りと ハネ 起き ざま、 金 助の 横面 をィャ とい 

う ほど 食らわせ たの は、 お 銀 様なら ぬ 親方のお 角で あ 

リ ま 


「あ、 これ はヒ ドィ」 

金 助 はお 角に ハリ 飛ばされた 横面 をお さえて 飛び 上 

ると、 

てめ え 

「金 公、 お 嬢 様 を 逃がした の はお 前だろう、 手前が よ 

けいな こと を 喋り やが つたんだろう」 

お 角 は つづいて 金 助の 胸倉 をと りました。 

「まあまあ、 親方、 そう 手荒い こと をな さらな くって 

も 話 はわ かります よ」 

「この 野郎、 お 嬢 様に よけいな こと を 喋り やが つて、 

手前が 手引 をして 逃がした に違いないんだ。 そうして、 

よく 図々 しく 来られた もんだ ね。 さあ、 どこへ お 嬢 様 


を 隠した かお 言い、 言って おしまい、 言わない とこう 

だよ」 

お 角 は 金 助の 胸倉 をギュ ウギ ュ ゥ 締め上げ ますと、 

金 助 は 眼 を 白黒して 悲鳴 を 上げ、 

「死ぬ …… 圧制 …… お 梅ち やん、 助けて 下さい」 

下で お 梅 も 人が 悪い。 助け を 呼ぶ 声 を 聞き流して、 

腹 を かかえて、 声を立てないで 笑い ころげて います。 

「真ッ 直ぐに 言つ ておしまい」 

お 角 は 金 助 を 締めたり、 ゆるめた リ。 

「親方、 あの 神 尾 主 膳 様が 近いう ち、 卧舎を 引 払って 

こちら へ お いでな さるそう で」 


「そんな こと を 聞いて るん じゃありません、 お 嬢 様 を 

どこ へ やりました」 

「それ は 存じません。 どうかもう 少し ここ をお ゆるめ 

なすって 下さい、 咽喉が つまって 声が 出ません から」 

「正直に いってお しまい、 あのお 絹のお たんちん に 頼 

まれたん だろう」 

「決して、 そういう わけ じ や ございません、 現にこう 

して、 お 嬢 様が ここにお 休みな すって いらっしゃ ると 

ばかり 存じて、 上って 来たよう なわけ でございます か 

ら ：：： 」 

「しらば つくれち やい けない よ、 今お 前、 下で 何とい つ 


たい、 お 嬢 様に そっと 申し上げて しまった とか、 お 力 

になって 上げた とかなん とか 言って いたろう、 お前で 

なけり や、 手引 をして 逃がす 奴 はな いんだよ」 

そこで 金 助が スッ カリ 泥 を 吐かせられて しま つ たけ 

れど、 別段、 この 野郎が 計略 を 構えて、 お 銀 様 をお び 

き 出した という わけで はない、 ただよけ いなこと を 

喋った という だけにと どまる が、 このよけ いなお 喋 

リ のために、 お 角 は 大事の 金主 元 を 失い、 これからの 

てちがい を 心配して みると、 この 野郎の 面が 癩 にさ 

わ つ てた まりません から、 

「ホン トに、 おっちょこちょい ほど いもの はあり や 


しない」 

と 言って、 その 横面 を また 一 っピ シャンと 食らわせた 

ゆる 

ものです から、 金 助 は 生ける 色が なく、 お 角の 手が 弛 

ん だの を 幸いに、 丸くなって 逃げ出し、 梯子段 を ころ 

すべ 

げ 落ち、 土間へ、 にり 出して、 下駄 を 突つ かける 暇 もな 

く、 両手で ひっつかんで、 格子戸 を 押 開け、 はだしで 

外の 闇へ 逃げ出して しまいました。 下にいた お 梅は胆 

をつ ぶして、 

「あらあら、 金 助さん、 わたしの 下駄 を 片一方 持って 

行つ てし ま つ て …… 」 

これ は 笑い ごとで はない。 金 助 は あわてて 自分の 穿 


あと まる 

いて 来た 後 丸の 下駄と、 お 梅の 大事に していた ボック 

リを 半分ず つ 持って 逃げ出して しまった もの だから、 

お 梅 は 泣かぬ ばかりに 口惜しが つて、 あと を 追つ かけ 

てみ ました けれど、 どこへ 行った か 影 さえ 見えません。 

これ はお 梅に とって は 一大事で、 南部 表に しゅ ちん 

まきえ 

の 鼻緒。 鼻緒に も、 蒔絵に も、 八重 梅が 散らして ある。 

ま. うま 、 

当人 も 自慢、 朋輩 も 羨ましが つていた ボック リを、 半 

分 持って行かれ たから、 口惜しが るの も 無理 はあり ま 

せん。 みんな 持って行かれ たわけで はない、 半分 は 

残って いるの だけれ ど、 下駄の 半分ば かり は、 残され 

たと ころで 有難が る わけに は ゆかない。 


二階で はお 角が おかしく も あるし、 腹 も 立って、 そ 

れ でも、 あの 野郎、 神 尾の 殿様が 来る とか 来ない とか、 

頼まれた 用事 もあって やって来たら しかった が、 それ 

をい い 出す 暇 もな く 逃げ出して しまった。 こちら もな 

まぎ 

お聞きた だしたい こと もあった のに、 かんしゃく 紛れ 

さ 

にと つちめ て、 薬が 利き 過ぎた。 しかし、 どのみ ち 二 

三日た てば、 ケロリ として 出直して 来る 奴 だと 思い ま 

した。 

おかしかった の は その 翌日の 朝、 両国 橋の 女 軽業の 

おちゃつ ぴィの 一人が 目の色 を かえて、 お 角の しもた 

やへ 飛び込んで 来て、 


「親方、 大変です、 梅 ちゃんが 心中 をして しまい まし 

た」 

その 声 を 聞きつ けて 挨拶に 出た のが 当のお 梅でした 

から、 両人 顔 を 見合わせて、 これ はこれ はと あきれ ま 

した。 

「梅ち やん、 お前 ここにい たの？」 

「ええ、 いました とも、 心中なん かしゃし ない わ」 

「でも、 たしかに 梅ち やんだ つて、 みんなが 言う から、 

わたし、 ちゃ あんと 見届けて 来たの よ」 

「そんな はず はない わ、 わたし はこ こにい たんです も 

の」 


落語の 二人 久兵衛 のよう な 話で、 二人ともに 煙に 巻 

かれて しまいました。 

あんまり おかしい から、 お 梅が よく 尋ねて みて 腹 を 

立てました。 

それ はこうい うわけ です。 

心中が あると 騷 ぎだし たの は、 この 朝、 両国 橋に 男 

物と 女物との 下駄が 半分ず つぬ ぎ 捨てて あつたの を、 

通りが かりの ものが 見つけ 出して、 それ 心中 だと 大騒 

ぎに なり、 例によって 黒山の ように 人だかりが はじ 

まった 中へ、 女 軽業のお ちゃつ ぴィ連 も かけつけて 見 

ると、 女物の 下駄に 見覚えが ある。 


「あら、 この ボック リは梅 ちゃんの だ わ、 ちがいない 

わ」 

そこで、 心中の 片割れ は、 親方のお 気に入りの 娘 分、 

お 梅に まぎれ もない という ことにな つてし まい、 早速 

こうして 御 注進に 駆けつけて みると、 心中の 片割れで 

あるべき はずの 御 当人が、 平気で 挨拶に 出た から 双方 

あっけに 取られた 始末です。 

注進に 来た、 おちゃつ ぴィの 方 は、 まあ 間違いで よ 

かった と 安心した が、 納まらな いのはお 梅で、 

「ばかにして いるよ、 あんな 奴と 心中なん かする もの 


ぶんぷん と 腹 を 立てました。 

「あんな 奴って 誰の こと？」 

がてん 

おちゃつ ぴィは 合点 ゆかない。 

「何 だ、 あんな 奴と 心中なん か、 誰が する もんか」 

おちゃつ ぴィに はお 梅の 不機嫌な わけが、 いよいよ 

わからない。 

「女物 はたし かに 梅 ちゃんのに 違いない が、 男の は 

あと まる 

後 丸の しゃれた 形な のよ」 

「ふうち やん、 外聞が 悪い から、 早く その、 わたしの 

だけ を 持って来て しまって 頂戴な、 男の なんか かま や 

しません よ、 川の 中へ 蹴込んで おやりなさい、 この ご 


ろ は 下駄 泥棒が はやるん です とさ」 

「それじゃ、 梅ち やん、 お前さんの 下駄 を 盗まれた 

の？」 

「大抵そう なんでしょう」 

「まあ。 でも 無事で 安心した わ、 早く その 下駄 を 持つ 

て 来ち まいましょう」 

「持って来て 頂戴」 

おちゃつ ぴィ は大呑 込みに して、 急いで 行って しま 

、つ。 

「ホン トに ばかばかし いったら あり やしない、 金 公の 

野郎、 覚えて いやがれ」 


余憤 容易に 去らず、 これ は 昨晚、 金 助が 両国 橋まで 

いちもくさん 

一 目 散に 逃げて、 さて その 下駄 を 突つ かけよう として 

見る と、 片一方 だから、 やむ を 得ず、 そこへ 並べて 置 

捨てに していつ たものに 相違ない。 

これが ために あらぬ 浮 名 を 受けた お 梅 は、 相手が 相 

うきなもう 

手 だから、 浮 名 儲けに もなら ない と 思って、 しきりに 

口惜しが つ ている の をお 角が 慰めて、 

「まあ 我慢お し、 そのうち あの 野郎が 来たら、 水をブ ッ 

かけて おやりなさい。 それから 今日は ちょっと 廻リ道 

をして 行きたい から、 早く 出かけましょう、 梅ち やん 

そのつ もりで 支度 をし」 


ほどなく 軽業 小屋から 留守番に 来た 女 連と いり か 

わりに、 お 角 はお 梅 を つれて この 家 を 出て 行きました。 

いつもな らば 直接に 回向 院の 興行 場へ 行く のに、 今 

日 は ど - ぞ 廻り 道 をす ると ころが あると みえます。 

十九 

お 角 はお 梅 を つれて 柳 橋の 遊 船宿に 立 寄リ、 駒井甚 

三郎を 訪ねて みました が、 不在との ことであります。 

すの さき 

不在と いっても、 房 州の 洲 崎へ 帰った ので はない、 

昨日の 夕方、 ただ ひとりで どこかへ 出かけて いった ま 


まだとの 返事で したから、 お 角 も 少し 失望し ました。 

しかし、 お 角 は 必ずしも 駒 井 だけ を 当てに して 来た 

きびす  めぐ 

ので はない と 見えて、 そのまま 素直に 踵 を 廻らして 

しま レ ます 

船宿の 亭主が 答えた ように、 駒 井 甚三郎 が、 昨夕 宿 

を 出て まだ 帰らない こと は 事実であります。 どこへ 

行った か、 それ は 別段、 問題に する ほどの ことで はな 

い。 その 夕方、 駒 井 はどう 気が 向いた もの か、 絶えて 

久しく 訪れなかった 番 町の 自分の もとの 屋敷の 方へ、 

おのず と 足が 向いた のであります。 

人通りの 少ない 時、 明りの している お 長屋の 前に 


立って、 駒 井 は 暫く 様子 をう かがって いました が、 

二 学、 一 学」 

と 駒 井 は 低い 声で 呼びました。 

お 長屋のう ち、 ここ だけが 明りが していた から、 そ 

の 明り をた よりに 呼びかけた ところが、 

「ナ 二、 誰 じ や、 どなたで ござる」 

中で は、 やや 狼& した ものの 返答ぶ りです。 

「 一 学、 おる か」 

「へえ •：：• 」 

このお 長屋のう ちで、 ただ 一 軒 だけ 燈火 をつ けて 

夜業 をして いたのが、 思いがけなく 外から 呼ばれて 驚 


きました。 

この 屋敷の 広さ は、 誰が 見ても 三 四千 坪 以上、 周囲 

に はお 長屋が あって、 表 は 長屋 門、 左右に は 黒板 塀、 

書院、 表座敷、 居間、 用 部屋、 使者の 間、 表玄関、 内 

玄関、 詰 所 詰 所、 庭が あり、 林が あり、 築山が あり、 

茶畑まで あって、 三千 石 以上の 旗本の 屋敷と して は 総 

てが 備わって いるが、 主人が いない。 

主人の いない 屋敷 は 荒れる にき まっている。 たとい 

留守 を 預かる ほどの 者が 心がけが よくつ て、 見苦し か 

ら ぬよう 手入れ を 怠らぬ にした ところで、 主人 を 持 

うつぜん 

たぬ 家 は、 その 鬱然た る 生気 を 失う にき まっている。 


駒 井能 登 守が、 すでに この 屋敷 を 離れて かなりの 日 

数になる。 まだ 見苦しい ほどに は 荒れて いないが、 な 

ん となく 痛々 しい 空気が 漂うて いるの はぜ ひがない。 

このお 長屋に ひとりで 留守 をして いるの は、 以前、 

甲府 まで も 主人のお ともをして 行った ことの ある 近習 

役の 阿部 一学であります。 ほかの 家来 は、 それ以来、 

ちりぢり になって、 多く は 別に 主取り をして いるのに、 

一学 だけ は、 決着のお 沙汰の あるまで この 屋敷に 踏み 

とどまって、 留守居 を 兼ねて、 夜な夜な 内職 をして い 

ると ころへ、 今い う 通り、 外から わが 名 を 呼ぶ ものが 

ありました。 


ここで、 一学の 内職と いうの は、 世の常の 浪人の す 

からかさ は  しない 

る 唐傘 張り や、 竹刀 けずりと はちがつて、 オランダの 

辞書と、 イギリスの 辞書と を てらしあわせて、 しきり 

に 筆写 を 試みて いるので、 この 内職に は 相当の 学力と 

労力と を 要する が、 うつし 終れば その 報酬 は、 他の 内 

職より はずつ と 割が いいのみ ならず、 一冊う つせば 自 

分 もまた 一 冊 だけの 学力が つく。 一  学が、 あえて 仕官 

を あせらずに、 こうして 落着いて いるの は、 この 内職 

と いう 強みが あれば こそで、 この 内職に 堪えられる 学 

力 は、 旧主の 駒 井能 登 守から 恵まれた もの 多き におる 

こと を 知れば こそ、 少なくとも 自分 だけ は、 最後まで 


この 屋敷の 運命 を 見届けよ うとの 覚悟 も 起る わけです。 

一 学 は 外から 呼ばれた 声に 大きな 驚異 を 持ちながら、 

力ん o 

筆 を、 うつし かけた イギリス 語の 雁 皮の 帳面の 間へ は 

さんで、 あわただしく 立って 窓の 障子 を 押 開き、 

「どなたで ござる」 

「駒 井 だ」 

「ええ、 殿様で ございまし たか？」 

一 学 は 倉皇として、 

「ただいま、 表 御門 をお あけ 申します から …… 」 

絶えて 久しい 主人が、 こうして 夜陰 に ブラ リと 尋ね 

ようか い へ んげ 

て 来た ものです から、 一学 も 最初 は 妖怪変化 ではない 


かとさえ 驚き あやしみ、 且つ 喜びました。 

飛ぶ が 如く 表門へ 龃け 出して、 門 を 開き、 主人 を 案 

内 はした が、 それ を 堂々 と 表玄関へ とおす ことができ 

ず、 自分が 今まで 内職 をして いた 長屋の 中へ、 ひとま 

ずお 連れ 申さねば ならぬ 運命の ほど を 悲しみました。 

駒 井 甚三郎 は、 さの み 悲しむ 色 もな く 打 通って、 

「勉強して いるな」 

「はい、 おかげ を もちまして」 

しきがわ 

一学 は 何ともつ かず 返事 をして、 取って置きの 敷 革 

を 出して 主人に すすめる。 

「殿様、 これ は 夢で は ございますまい かと、 私 は 存じ 


まする が、 夢なら ば、 さめない うちにお たずね 申し 上 

げ なければ なり ませぬ。 ただいままで 殿様に は、 どち 

ら においで あそばしました、 そうして 何故に、 ただい 

ままでお 便り を 下さいませんでした か」 

一学 は 両手 をつ いて、 主人に たずねました。 

「便リ をし ない こと は 悪かった が、 便り をし ない こと 

が 自他の ためで あつたの だ。 それ はそうと 変る こと は 

なかった か …… と尋 ぬる も 異な もの だが …… 」 

「奥方 は 京都へ お越しに なりました こと を、 御存じで 

いらせられます か」 

「うむ …… あれの 病気 はどう じ や」 


「御 病気 は 大抵、 ぉ癒リ になった そうで ございます」 

「そうか  」 

「殿様」 

と 一 学 は 膝 を 押しす すめて、 

「私 は 人情の 表裏 反覆と いう ものの 甚だしい こと を、 

今更の ように 学びました、 何 かにつ けて 驚き入る こと 

ばかりで ございます」 

一 学 は 眼に 涙 をた たえて 昂奮す ると、 駒 井 はしん み 

りと、 

「いいや、 みんな わしが 悪い のじ や、 お 恥 かしい 次第 

だ、 この 心が 出来て いないば つかりに、 わが 身 を 誤リ、 


家 を 亡ぼし、 親族に は 屈辱 を 与え、 お前た ちに も 苦労 

を させて しまった、 つくづく とこの 身の 愚か さが 身に 

こたえる、 ゆるして くれ、 ゆるして くれ」 

「恐れ入り まする、 そういう つもりで 私 は ただいまの 

ひとこと 

一 言 を 申し上げ たので は ござり ませぬ。 一 時 は 私 も、 

殿様のお 心が わかりませんでした けれど、 今と なリま 

して は、 その 考えが 変り ました。 女が 悪い ので ござい 

ます、 罪 は 女に あるので ございます、 殿様が お 悪い の 

では ございませぬ」 

「何 をい つてい るの だ、 そういう 話 は、 もうよ そうで 

はない か …… 実は、 こうやって 急に 思い立 つ て 尋ねて 


来たの は、 少 々、捜して みたい ものが あっての ことじ や、 

大儀 だが、 奥の 書物 庫へ 案内しても らいたい」 

「畏まりました、 何ぞ、 お 書物で もお 取 出しに なり ま 

す 力」 

「書物 を さがしに 来た の だ、 急に 読みた い ことがあ つ 

て …… 」 

つかまつ 

「では、 早速 御 案内 を 仕 りましょう」 

一学 は、 久しぶりで 主人に あって、 まだまだ いいた 

けしき 

いこと が 山 ほど ある 気色な の を、 主人が むしろ、 それ 

を 避けたがる 様子と、 ともかくも 書物 庫へ、 急の 用件 

ちょうちん 

が あるら しいのと で、 ぜひな く、 提灯 を 用意し、 預か 


りの 鍵 をたず さえて、 この 座敷 を 出かけました。 

目的の 書物 庫 は、 駒 井 甚三郎 が 特に 念 を 入れて 建て 

させた もので、 駒 井 は、 洋行す る 知己 友人の あるた び 

に、 かの 地の 書物の 買 入れ を 頼み、 みやげと して 寄贈 

された 書物と 共に、 この 庫に 蓄えて おきました。 

いろいろの 心 持で、 頭 を 混乱 させながら 案内に 立つ 

た 一学 は、 わが 主人 は、 これまで どこに、 どういう 生 

活 をして いたの だか わからな いが、 それでも、 こうし 

て蚯 けつけ ると、 早々 参考書の 庫へ おとずれる ことに 

よって、 主人の 今の 境遇が たとい 逆境と はいいながら、 

逆転して いるもの でない こと を 想像して、 心 ひそかに 


よろこんで います。 

幸いに して 一学 も、 また 好学の 書生で ありまし たか 

ら、 日頃の 心がけ も、 おのず からこの 書物 庫の 書棚の 

上に 現われて、 こうして 不時の 主人の 検閲 を 受ける よ 

うな 結果に なっても、 あえて 狼狽せ ずに 案内す る こと 

がで きたの みならず、 いよいよ 内部へ 入って、 整理の 

手際 を 見た 時に、 主人 をして 感謝せ しむる ほどの 好 成 

績を 示し 得た こと を、 自分ながら よろこばずに はいら 

れ ません。 

「感心に 手入れの 怠りがない のみならず、 分類の 方法 

が 宜しき を 得て いる」 


といいながら、 駒 井 は 一学の 手から 提灯 を 受取って、 

かんぎ ゆうじゅうとう 

汗牛充 棟の 書物 をい ちいち 見て あるきました。 満足 

もて 

の 色 を 面 にたた えて  

もし、 管理者が 一学で なかったら、 この 書物 は、 ど 

うなって いるか 知れない。 紛失 はして いな いまでも、 

散逸 はして いたろう。 そうでなければ 虫と 鼠との 餌食 

に 供せられ ていたに 相違ない。 そして、 駒 井 は 提灯 を 

ふりて らして、 自身に 書棚の 間 を 縫って 歩きながら、 

めぼしい 書物 をい ちいち 抜き取 リ ました。 抜き取った 

の を 一学に 渡す と、 一学 はいちい ちその 題目 を 読んで 

は 取り そろえながら、 少なからず 奇異の 念に 打 たれた 


ことであります。 

申す まで もな く、 わが 主人の 専門 は、 西洋の 兵 術と 

武器と であります。 その 道に おいて はなら ぶ ものの な 

いほ どの 新 知識であって、 同時に、 そのころ の 西洋 科 

学の 粋 を 味わう ことにお いて は、 人後に 落ちなかった 

ものです。 

ですから、 今 も 隠れて、 専ら その 方面の 研究に 没頭 

している ものに 相違な く、 従って 参考書に 不足 を 感じ 

たれば こそ、 こうして わざわざ 龃 けつけ たものに 相違 

な V 

ところが、 いま 主人の 抜き出し ている 書物と いう 書 


物が、 みな 一学の 意表に 出づる ものば かりで ありまし 

た。 

「Logos —— これ は 理学の 本で ございま すか」 

「左様、 道理と か 言葉と かいうの だろう」 

「Mani —— これ は 何 を 書いた もので ございま すか」 

「マ 二 ：：•• 土地の 名 か、 或いは 人の 名で はない か」 

「Hom-ousia  ホ モウ シァと 読んで よろしう ご ざ 

レます 力」 

「そう 読む より ほか は あるまい、 何の 意味 かわしに も 

わからぬ」 

「次 は Monologion —— これ は、 オランダ 語で ござ 


います か、 イギリス 語で ございま すか」 

「その 原書 はィ タリ— の もの だそう だ、 太宰春 台の 独 

語と いったよ うな もの、 つまり 感想 録の 一種 だろうと 

思う」 

「はは あ、 これ は イギリス 語で ございますな、 イミ タ 

シアン • ォブ • クリストと 読みます か …… 」 

「うむ」 

「内容 は 何で ございま すか」 

「何だか わからん」 

「これ は、 ピリ グリム. プログレスと 読みます か、 こ 

さしえ 

れには 挿絵が たくさん ございます」 


「それ は 有名な 小説 だ」 

くさそう し  たぐい 

「小説と 申します ると、 草双紙の 類で ございま すか」 

「そういう わけで もない」 

「socitas  Jesu —— 綴りに 従って ソ サイ タス . ジ エス 

と 読みます、 ソ サイ タス は 組合と でも 申しましょう か、 

ジ ェ スは …… 」 

「人の 名 だ」 

「ああ、 これ は ヒストリ —• ォブ • プロス チチュ ー ショ 

ン —— 」 

駒 井 甚三郎 の 抜き取って 渡す 書物 は、 どれ もこれ も 

一 学に は 意外 千万であった。 意味の わからない 標題 や、 


草双紙 や、 遊女 売婦の 歴史。 兵書、 兵学に 関する もの 

とて は 手に だ も 触れないで、 また その 次に 漁り 出した 

のが、 形 は 洋装に なって いるが、 標題 は 漢字で、 

「約 翰 福音書」 —— 

きりしたん 

「あ、 それ は 切支丹の 書物で ございます」 

一学が いうまでもない、 これ は 千 八 百 三十 九 年 (天 

シン ガポ ー ル 

保 十 年) 新 嘉坡で 出版され た 日本語訳の 最初の 聖書。 

二人 は 書物 庫から 両手に 一 ぱいの 書物 を 抱え 出して、 

再び 以前の 長屋へ 戻り、 

「一学、 今晩はもう おそいから、 ここへ 泊めても らお 

う」 


駒 井 甚三郎 は、 ついに その 夜 は 一学と 枕 を 並べて 寝 

る ことにな りました。 

「殿様、 私 は それ を 申し上げ てよ いか 悪い かわかり ま 

せんが  日頃 胸に ある ことで ございま すから、 お 気 

にさ わるまで も、 今晚 この 機会に 申し上げて しまいた 

いと 存じます」 

一 学が あらたま つてい いますから、 駒 井が、 

「遠慮なくい つてみ たまえ」 

「ほかで も ございま せんが、 どうしても わからな いの 

は、 奥方のお 心 持で ございます」 

「うむ、 誰の 心で も、 そうはよ くわ かる もので ない」 


「と 申しましても、 あれほど あなた 様 を 慕って おいで 

になり ました 奥方が、 あまりと 申せば 手の うら を かえ 

すよう に、 お 情けない お 仕打ちで ございます」 

「それ も 事情に 制せられて 已むを 得ぬ ことだろう、 こ 

の 浮世の 階級と か 情実と かいう、 何百 年、 何千 年来の 

圧迫 を 女の手で 破れと いうの は、 いう 方が 無理だろう」 

「破れと は 申し ませぬ、 むしろ 従えと 申し上げ たいの 

でございます」 

「よき 破壊と、 よき 忍従と は、 共に 同じ ほどの 力 を 要 

する もの だ、 難き を 人に 責めない がよ い」 

「難き を責 むる の で は) J ざい ませぬ、 常道 を責む る の 


でございます。 奥方のお 振舞 は、 あなた 様に とって は、 

まさしく 叛逆な ので ございます」 

「叛逆？」 

「と 申し上げました 無作法 をお 許し 下さい ませ。 叛逆 

でなければ、 復謦 でございます、 人の 妻と して、 世の 

女と して、 取るべき 道で は ござ リ ませぬ」 

「一学、 そち は、 常なら ず 昂奮して いるが、 わし は 何 

も 知らぬ、 知ろうと も 思わぬ が、 叛逆と いう 言葉 はお 

だ やかで あるまい、 もし、 さる 事実が ありと すれば、 

叛逆 はかれに あらず して、 われに あるの だ、 その 当然 

のむ くいと して、 わし は 復謦を 甘受し なければ ならぬ」 


「ェ、 何と 仰せられます、 殿様が、 奥方に そむいた と 

仰せられます か。 それ は あまりに 御 寛大な お 言葉で ご 

ざいます。 一切 を 承知 致して おります 私に とりまして 

は、 痛ましい ほどの 御 寛大のお 言葉で ございます。 甲 

州へ おいでになる 道中に おきまして、 毎日、 日課と し 

て、 こまごまとお 文 をお 書き あそばした あの 御 情 合… 

〜」 

一学 は 声 をつ まらせ てし まいました。 しかし、 駒 井 

甚三郎 は 感情に 制せられず、 

「あれ は 常に 気位 を 持って いた。 気位と いう もの は 

往々 人 を 尊大に 導いて、 広い 同情 を 忘れし める もの だ 


が、 その 気位 あるに よって、 犯し難い 見識 も 品格 も 出 

て 来る ことがある。 あれが 堂上の 出で あり、 高貴の 血 

統 という こと は、 わしに とって は、 どうで もい いこと 

であった が、 その 自負心から 出で る 天然の 気品 は、 尊 

重せ ねばなら ぬと 思つ ていたの だが、 その 自負心 を 根 

柢 から 動揺 させた のが、 誰あろう、 この 駒 井の 罪 だ… 

きみじょ 

…甲 州に おいて、 人 もあろう に、 あの 君 女 を 愛した と 

いう ことが …… 駒 井の 愛情が、 人 交わり もで きない 身 

分の 者に 奪われた と 知った 時に、 あれの 気位が 根柢 か 

ら 動揺す るの はぜ ひもない こと だ。 あれの 身に なって 

みれば、 それと 知った 時 は、 まさに 死ぬ より 辛い 侮辱 


を 与えられ たと 思った に 相違な い —— 女と いう ものが、 

その 自負心 を 傷つ けられた 憤慨と、 その 愛 を 奪われた 

侮辱の 苦痛の 深刻な 程度 は、 お前に も わかって はい ま 

い、 わしに も わかって いなかつ たの だ。 思えば、 わし 

つ るぎ 

は 一本の 剣 で 二人の 女の 魂 を 貫いて しまったの だ。 

その 二人とも、 今の 世に は 珍しい ほどの 純な 心で あつ 

たのに、 この 駒 井の 一旦の 情慾から、 それ を 殺して し 

きた 

まった の だ。 この 復謦が 来るならば、 いかに 深刻に 来 

ると も 甘受し なければ ならない」 

こも 

一 学 は、 主人の いうと ころに 熱情の 籠る こと を 感じ 

ました。 けれども その 論旨の 意外なる に 服す る ことが 


できません。 

せめ 

一切の 責 われに ありと 主人が いうの は、 世の常の 自 

制で もなければ、 あきらめ でもない、 真に その 通りに 

自覚して 己れ を責 むる の 言葉と しか 思われない ことが、 

一 学に とって は 甚だ 意外で ありまし たのです。 

何と なれば、 一 学 は、 今まで わが 主人の ために、 世 

間と 人間と を 責めて やまなかった からです。 わが 主人 

ほどの 人材 を #れ る ことので きない 時代 は、 時代が 悪 

いの だし、 また わが 主人 ほどの 男 を 愛し きれない 女 は、 

女が 悪い の だと、 強く そう 感じて いたから であります。 

み 力た 

これ は、 一 学の 親方に も 相当の 道理 ある ことで、 幕 


府が 今日の 危機に 立って、 非常に 人材 を 要する 時に あ 

たり、 ささやかの 失態に よって、 わが 主人 ほどの 人物 

を 閑地に 置く  (生きながら 殺して しまった) 人物経済 

上の 低能 さかげん を、 冷笑し ない わけに は ゆきません。 

これ は 一学の 身び いきの みで はあります まい。 当時、 

駒 井能 登 守 を 一流の 新 知識と 知る ほどの もので、 この 

人物経済 上の 愚劣 さかげん を 笑わない ものはなかった 

ま ^9 て ^9 

しかし、 これ は 笑う ものが むしろ 浅見で、 当時の 幕 

府の 要路と いう ものが、 おのずから、 そういう ふうに 

出来て いたので、 人物に 異彩が あれば ある ほど、 また 


人物が 大きければ 大きい ほど、 グレ シャムの 法則が お 

こな われて いたのです。 

試みに 徳 川の 初 世の 歴史 を 見て ごらんなさい。 徳川 

ぎよ 

家康が 不世出の 英雄と はいいながら、 豊臣 以来の 御し 

難き 人物 を 縦横 自在に 処理し、 内外の 英物を 適材 適処 

おしす  しゅうらん 

に 押 据え、 雲の 如き 群雄 を ことごとく 一手に 収攬し 

た 政治的 大手 腕と いう もの は、 驚く に 足るべき もので 

—— もとより この 人 は、 日本の みで はない、 世界史 上 

まっせい 

の 第 一 流の 政治家で は あるが —— さりと は その 末 勢の 

哀れ さ。 今日の 内外 多事に 当って、 どこに 人物が いる。 

かろ  かつ あわの かみ 

辛うじて 勝 安房 守 ひとりの 名前が 幕末 史 のぺ— ジに 


光って いる だけで はない か。 

その 勝 安房 守 を も、 彼等の ある 者 は 極力 光らせまい 

として 努力した。 

勝 は 島 田 虎之助 門下で 剣術 を 修行した 男で ある。 剣 

ひっきょう 

術 は 出来る だろう が、 畢竟ず るに 剣術 使いで、 天下の 

すうき 

枢機 を 託すべき 男で はない —— また 勝 は 一 代の 学者で 

あると いう 評判に 対して、 なァ にあれ は 正式の 学問 を 

した 男で はない、 いわば 草双紙の 通人 だと。 

彼等の 考えで は、 勝 安房 ひとりに 幕末 史を 飾らせる 

こと は、 彼等 自身の 立場の 上から、 たまらなかった も 

のらし い。 さりと て 全部 を誣 うるの は、 全部 を讃 める 


のと 同じように 拙策で ある。 そこで 勝の 持って いた 一 

部分の 技能、 つまり 剣術 だけ をゥ ンと讃 めて、 他の 技 

能 を それで 隠そうと した。 あわれ、 日本の 歴史に 二度 

と 応仁の乱 を 持ち 来たさな いように 働いた 知恵者 を、 

かれら はどう かして 剣術 使いだ けの 範囲に まつり 込 も 

うとした。 

そう い つ た 意味の 時代の ばかばかし さ を、 一 学は久 

しぶりで 逢った 主人に 向って 訴え、 且つ それが 幾分 か 

不遇の 主人 を なぐさめる 所以になる だろうと 思 つてい 

たと ころが、 案外の ことに、 主人 は ほとんど それに は 

取合わない ほどの 淡泊で、 これ も 案外に 思いました。 


しかし、 この辺の こと を 問題と していな いわが 主人 

は、 別に 独特の 世界 を 見つめて いる、 と 一学 は 確認す 

る ことができ たので、 その 一夜の 物語で 何 か 自分に、 

非常に 力強い もの を 与えられ たような 気がしました。 

翌日の 朝 まだき、 駒 井 甚三郎 は、 この 家 を 辞して 行 

きました。 書物 は 取りに よこす から そろえて おいてく 

れ るよう に、 自分の 居所 はま だ 明かせな いが、 そのう 

ちくわし く 知らせる からと いって …… 

駒 井が 例の 如く 籐の鞭 を 振って 立 去る 姿 を、 門に 

あさもや 

立った 一学 は、 朝靄の 中に 見えず なる まで 見送って い 

ました。 


二十 

駒 井 甚三郎 は、 生きて は 再び 足 を 踏む 機会 は ある ま 

いと 思った わが 家へ、 計らず 帰って 見る と、 そこにお 

のず から 感慨無量なる ものが あります。 

連綿と つづいた わが 家 を、 自分の 代に 至って 亡ぼし 

てし まった。 それ も、 自分に とって は 問題に ならぬ こ 

とながら、 社会的に は 無上の 汚辱。 どう 考えても 同情 

の 余地の ない ふしだら のために、 一代の 嘲笑の 的と な 

りつつ 葬られて しまった。 


よし、 駒 井 甚三郎 は、 わが 身の 愚劣と、 世間の 審判 

あき 

の 愚劣と に 呆れ果てて、 別に 天地 を 求めて 生きる の 道 

はいずれ にも 開かれて いると はいえ、 先祖の位牌に 塗 

られた 泥土 は 拭うべく も あるまい。 また 後代の 駒 井の 

せめ 

家の 祭リを ここに 絶った 責は 免るべく も あるまい。 

先祖に 済まない —— という 家族制度の 根本 をな す 思 

想 は、 この 人を囚 えて 窒息せ しむる に 至らな いまでも、 

決して その 良心に 安き を 与えて はいない はず。 

駒 井 は 久しぶりで、 わが 家の 敷居 を またいで、 はじ 

しつよう 

めて、 この 罪の 執拗な こと を 強く 感じました。 そこで、 

彼 は 亡き 父と 母との こと を 深刻に 回想して きました。 


家門の 面目 を 生命より 重し とする 武士気質 において 

は、 父 も 母 も 変り はない。 

その 間に、 ひとり 子と して 生れた この われ を、 人並 

みす ぐれた 人に して そだて 上げたい との 希望 は、 世の 

常の 親と 同じ こと。 幸いに して、 父母の この 希望 は、 

家 を 譲る 時まで 空しく せられずに、 ともかくも、 この 

われと いう ものの 生 立ち を、 自慢に はしょう とも、 恥 

辱と はして いなかった。 「駒 井の 家、 これより おこる 

べし」 と 人も讃 め、 父 も ひそかに 許して いた こと。 

頑固ながら も、 目先の 見えた 父 は、 旧来の 学問 武芸 

の 上に、 進んで 自分に 洋学 を 学ばし めた こと。 もし、 


父母の 存生 中に この 事件が 起 つ たなら ば、 父 は 必ず、 

われ を 刺し殺し、 父母 はさし ちがえて 死んで しまった 

に 相違ない。 

幸か不幸か、 今の 駒 井 甚三郎 は、 一 婦人 を 愛した と 

いう ことが、 それほどの 罪と は、 どうしても 考える こ 

とがで きないから、 それで 死ぬ 気に はなれない。 

あ，. こヽ 

もし、 自分に と つ て、 死に 価 する 罪が ありと すれば、 

それ は 別のと ころに ある。 

駒 井の 最初の 考えで は、 ただこの 家へ 読みたい 本 を 

取りに 来たまでで、 その 用が 済んだ 以上 は、 さっさと 

柳 橋の 始 宿へ 帰り、 一 日 も 早く 房 州へ 引き上げて しま 


おう。 今 もまた、 その 考えで、 人通りの ほとんどない 

ほどの 朝 まだき に 番町を 出て、 こうして、 下町 方面へ、 

無意識に 急いで ゆく うちに、 むらむらと 巻き 起る 考え 

が、 駒 井の 足の 向き を 変えさせて しまいました。 

この 機会に 父母の 墓に 詣で、 先祖へ 対する 心ば かり 

の 謝罪 をす るの も、 無用な ことで は あるまい。 こう 思 

い 出した から、 駒 井 は 足の 向き を かえて、 小石 川の 方 

面へ と こころざした ものです。 

駒 井 甚三郎 の 父母の 墓 も、 先祖の 墓 も、 小石 川の 伝 

通院に ある。 一 族、 親戚の 墓 も 多く そこに ある はず。 

ほどなく、 安藤 坂 を 上る と、 伝 通院の 門前。 まだ 時 


刻が 早 過ぎる ので、 どうかと 思った が、 見れば 門前に、 

ほうきめ 

花 を 売る 店が 早く も 戸 を 開いて、 表の 道の 箒 目 も あざ 

やかです から、 駒 井 は その 花 を 売る 店へ 寄って、 

「お早う」 

そとば こまち 

言葉 を かけて みると、 店 を 守る の は 例の 卒塔婆 小町 

に 似た 一 人の 婆さんで あります。 

「いら つし や いまし」 

駒 井 は 無雑 作に 店の 中へ 入って、 

「お 墓参りに 来た」 

「それ は それ は、 お 早々 と」 

まもなく、 駒 井 甚三郎 は 花と 香と を 携え、 卒塔婆 小 


町に 似た 婆さん は、 箒と 水と を 携えて、 伝 通院の 墓地 

へ 通る の を 見受けます。 日が 漸くの ぼり はじめて、 

寺で は 梵唄の 響。 

婆さん はかいが いしくお 墓 を 掃除して くれる。 駒 井 

は 花と 香と を あげて 礼 u£ する。 父母と 先祖と、 それ か 

ら、 親戚の ものに いちいち 礼拝 をして 廻って、 やがて、 

例の 天樹院 殿の 前まで やって来ました。 天樹院 も、 本 

多 家 も、 多少、 駒 井の 家と 血縁 を 引かない という こと 

はない。 駒 井 は、 玉垣の 門 を 開いて もらって、 ここへ 

もお まいり をして 行く つもりです。 香と 花と を 捧げ 

終って、 駒 井 は 何 か 物 思う こと あるが 如く、 やや 離れ 


て、 天 樹院の 五輪 塔 を 暫く ながめて おり ましたが、 

「婆さん」 

箒 をつ かってい る 婆さん を 呼んで、 

「お前 は、 この 天 樹院様 を どう 思う」 

「天 樹院様 をで) J ざいます か？」 

「うむ」 

「どう 思う と 仰せられ ましたの は？」 

「つまり、 いい 人 か、 悪い 人 か、 愛すべき 人 か、 憎む 

べき 人 か …… 」 

「左様で ございま すねえ …… 」 

婆さん は 箒の 手 をと どめて、 今更の ように 天 樹院殿 


の 大きな 石塔 を 仰ぎ、 

「お 美しい 方で あつたと 存じます」 

そういって お婆さん は、 につと 笑って 駒 井の 面 をな 

がめ ます。 今に 始まった ことで はない が、 このお 婆 さ 

ん 自身が むかし 美しい 女で あつたに 相違ない。 いや 美 

しいと いうより は、 美しい そのもの を 売り物に した 経 

歴を たどって 来た 女で はない か。 つまり、 それ 者 上り、 

そういった ものが、 晚 年の いとなみ を 墓 守で 暮らして 

いるの じ やない かと、 誰に も 一応 は 想像され る ことで 

「お 美しくなければ、 あんな 騒動 は 起り ますまい から 


…：- J 

と 付け足し たが、 この 返事 は 駒 井の 期待して いると こ 

ろに は 少しも 触れない。 

ほんだな か つかさ 

「それで はお 前、 坂 崎 出 羽 守と 本 多中務 と、 どちらが 

仕 合せ 者と 思う？」 

「それ はき ま つ ており ますよ」 

「ふ— む」 

今度 は 駒 井が 微笑し ました。 駒 井の 微笑 は、 今の 返 

答が、 わが 意 を 得た ると ころから 来た ものの よう だと、 

婆さん は 早合点 をして、 

「本 多様 は 果報な お 方で ございま すわね、 それと くら 


ベ て 坂 崎 出 羽 守 様 ほど 御 運の 悪い 方 はあります まい… 

…それと いうの も、 あなた、 殿方 も 男ぶ りが やっぱり 

きりょう 

お 大切で ござ いますね。 容貌 を 命と する の は 女ば か り 

では ございませぬ 。仮り に 坂 崎 様が 本 多様の ようない 

い 男であって ごろうじませ、 天 樹院様 だってお いやと 

は 申します まいよ」 

これ は 婆さんが 一歩 立 入って、 充分に うがった つも 

リ でした けれど、 駒 井 甚三郎 は 顔の 筋 一 つも 動かす こ 

と をし ません。 何とも 響かない ものと 見えました から、 

婆さん も 張 合いが 少し 抜けました。 そのと き、 駒 井 は、 

むすんで いた 口 を 開いて、 


「わし は、 そうは 思わない、 本 多 はや はり 不幸な 男 だ、 

不幸な 程度に おいて は 坂 崎に 劣らない」 

と い いました。 

「どう致しまして、 あなた、 本 多様が ぉ不仕 合せなら、 

この 世に 殿方の 果報と いう もの は ござり ませぬ。 何し 

ろ 、 豊臣 大納言 様 の もとの 奥方 に 思われて … … 命が け 

でお 救い 申し上げた 殿御 を、 振りつ けて、 そうして 思 

う 存分に、 絵に 描いた 美男 美女の 御 夫婦仲 …… それに 

天樹院 様のお 化粧料が 十万 石 …… 」 

「本 多 は それが ために 三十 一 で 夭死 をして しまった」 

「え？  I 


婆さんが ギヨ ッ としたよ うです。 天 樹院の 墓の 下 か 

ら、 小さな 蛇が 一 匹 現われました。 

「つまり 天 樹院は 豊臣秀 頼 を 殺し、 坂 崎 出 羽 を 殺し、 

本 多 忠刻を 殺し …… 」 

その 時です、 駒 井 甚三郎 の 胸 を つんざい たの は —— 

現在、 自分 をう らんで 去った 自分の 妻が、 どこかに お 

いて、 この 天樹院 とおな じょうな 乱行の 生涯 を 送って 

いるので はない か。 

わかじに 

果報者の 本 多忠刻 を、 三十 一 歳で 夭死 を させた 後の 

らんじゅく 

爛熟し きった 若い 未亡人の 乱行。 

いんとう 

それ は 今の 世まで もうた われて、 淫蕩の 標本と され 


ている。 天樹院 とても、 淫蕩 そのもの のために 特に こ 

の 世に つかわされた 女で も あるまい し、 徳 川の 宗族 だ 

からといって、 天 樹院に 限って、 その 乱行 を 是認す る 

という 制度 も あるまい が、 あの 女性と して は、 淫蕩と 

乱行と に 半生 を 使いつ ぶす ことのほかに は、 生きる 道 

を 知らな かつ たれば こそ …… また 徳 川の 宗族 も、 自ら 

省みれば、 あの 女の 乱行 を 抑える の 権威がない。 

まだ 子供心の 失せぬ 時分、 徳川家から 豊臣 家へ やら 

れ たの は、 政略の ための 人質に 過ぎない し、 後に 坂 崎 

出 羽に 与えられよう としたの は、 働きに 対する 懸賞 品 

の 代用と して 扱わる るに 過ぎなかった。 女性 を、 娘 を、 


物品と して 取扱う こと をし か 知らぬ 父祖と いう ものに 

対して、 この 女が 呪いの 心 を 発した というの はあり そ 

うな ことで ある。 

わ 力ま ま 

そして、 この 女 は 我儘の 目的物と して、 美男の 本 多 

忠刻 をえ らんだ。 

わかじに 

忠 刻が、 この美 人に 思われて 夭死 をした の は、 お 

輿入れ 間 もない ことで、 その 死因 は 単純な 果報 負け だ 

ともいうし、 坂 崎 余党の うらみの 毒に よる もの だと も 

もて あそ 

いうし …… また、 昼夜に 弄 ばる る 天樹院 の、 限りな 

き 情慾 の 犠牲に 上げられ たも の だ ともいう。 

天 樹院の 乱行に は、 まさしく 復謦の 念 を ふくんで い 


なかった と は 誰もい わない。 

女の 復謦 は、 いつも 魂 をいだ いて 泥土の 中に 飛びく 

だる —— そうした 時に、 征夷大将軍の 力 も それ を 救う 

ことができない。 

駒 井 甚三郎 は、 昨晚 一学から いわれ、 その 時 は ほと 

んど 念頭に 置かなかった 言 葉の 節々 が、 今や 重く 胸に 

わき 上 つ てく るの を 覚えました。 

一 学 はわが 妻の 挙動 を 叛逆 だと 叫んだ。 叛逆と は 何 

を 意味して いる。 今まで そういう ことに 耳 をふさぎ た 

がって いた 駒 井。 わかれて 後の 妻が 若い 小姓の 誰かれ 

を 愛した とか、 堂上 方の ある さむらい を 始終 ひきつけ 


ていたと か、 京都へ いった 後、 ずん と 年上な、 評判の 

いろあく  くげ  ろうらく 

色悪の 公卿さん に 籠絡され てし まって、 今 は そのお 

妾さん 同様に 暮らして いると か、 聞きた がらない 当 

人の 耳へ、 わざとす るよう に 苦々 しい ものが ひっかか 

る。 

それ は、 ドコ まで 信じ、 ドコ まで 疑う の 拠り どころ 

が ある わけで はない が、 ただ 疑われな いのは、 彼女の 

心が 決して 上へ はの ぼって いず、 無限の 下へ 下へ とお 

ち 行く 光景 だけ は、 見まい としても 眼の 前へ 現われて 

くるので す。 

おのの 

駒 井 甚三郎 は、 そのこと を 考えて、 心の底から 戦く 


の を 禁ずる ことができません。 

「こちらが 伝 通院 様 でございます」 

婆さんが 言葉 を かけた ので、 われに 返って 見る と、 

「伝 通院 殿 

蓉誉智 光 

大 禅尼 

慶長七 年 一 月 一 一十 九日」 

て，； 1 ま 

伝 通院 殿 は 無事であります。 その 展墓 を 最後と して、 

駒 井 は 老婆と 共に 墓地の 中 を 出る ことにしました。 

再び 門前の 店へ 戻って、 

「まあお 休み あそばし ませ、 粗茶 一 つ、 召 上って いら 


せられ ませ」 

駒 井 は 老婆の 案内に 応じて、 土間の 長い 腰掛に 腰 を 

卸す と、 あとから 続いた 老婆 は、 風 を 厭うて 障子 を締 

めきり、 やがて、 渋茶の 一 椀 を 駒 井の 前に 捧げました 

から、 駒 井 は それに 咽喉 をうる おします。 

朝日が、 前の 木立の 間から 洩れて、 いま 締めき つた 

障子に 光 を 投げて いる。 内 も 外 も 静かで、 本堂から 洩 

れ るお つとめの 音が よく 聞え る。 

その 時分、 締めき つた 障子の 外で、 

「おばさん」 

「はいはい」 


「花 を 持って来 たよ、 これ をおば さんの 店で 売る とい 

いや、 院 化さん にこと わって うろ 抜いて 来たんだ よ」 

内で は 見えない が、 障子の 外に 立って こういい なが 

ら、 胸 一 ぱいに 秋草 を 抱え込んで いるの は、 宇治山 田 

の 米 友であります。 

「友さん、 どうも 済みませんね」 

婆さん は 障子 を 少し 開いて 前から 見る と、 それ は 来 

友が 歩いて 来たの だか、 草花が 歩いて 来たの だか わか 

リ ません。 

「どう致しまして」 

胸 一 ぱいに 草花 を 抱いた 米 友 は、 婆さんの あけた と 


ころから 土間の 中へ 入り込み、 

「花 桶の 中へ 入れと いて 上げよう な」 

「ああ、 どうぞ」 

そこで 来 友 は 胸 一 ぱい 抱えて 来た 秋草 を、 明いた 花 

桶の 中へ 入れよう として、 

「おや、 この 桶に は 水が ねえ や」 

「水が ありま せんかね。 それじゃ そのまま にして おい 

て 下さい、 あとから 汲んで 来て 入れます から」 

「おいらが 汲んで 来て やろう」 

といって 来 友 は、 胸 一 ぱいに 抱えた 草花 を 桶の 中へ さ 

し 込みながら、 傍の 手桶 を 横目で ながめました。 


その 手桶 を 提げる と、 米 友 は 以前 入って 来たと ころ 

から、 身軽に 外へ 飛び出して しまいました。 動物園へ 

動物 を 寄附す る 時には 食糧 附の 義務が あるよう に、 来 

友 は 草花 を 持って来た 好意に 添うる に、 水汲みの 労力 

を 以てする こと を、 さの み 苦に は 致しません。 これ は 

お 安い ことです。 

米 友 はこうして 水 を 汲みに 出かけました。 その あと 

で、 駒 井 甚三郎 は、 

「婆さん、 奉書が あれば 結構、 なければ 西の 内で も、 

それ もなければ 半紙で もよ ろしい、 紙 を 一枚下 さい」 

「何に なさ るんで > ざいます か I 


「え、 志 納金 をお 寺へ 納めて 行きたい と 思う」 

「左様で ございま すか」 

しわ 

婆さん は、 立って、 奉書の 紙の いったん 使用して 皺 

をのば してお いたの を 持って 出て、 

「これでよ ろしう ございま すか」 

「それで 結構」 

しょ-つぎ 

駒 井 甚三郎 は 一 方の 脇の 床几に 腰 を かけて、 花 立 を 

置いた 前の 机の 上で なにがし かの 金 を 包み 終り、 

「婆さん、 筆 をお 貸し」 

「はいはい」 

まきえ  すず リばこ  ふた 

老婆 は、 蒔絵の ある 硯 箱の 蓋 をと つて、 水をさし、 


駒 井の 前へ 置く と、 駒 井 は 墨 をす りながら、 

「婆さん、 お前 は、 なかなか よい 墨 筆 を 使います ね」 

「いいえ、 お 恥 かしう ございま すよ、 あなた 様」 

「嗜 みがよ い、 お前 は 和歌 を やります か」 

「いいえ、 どう致しまして」 

ひと ず 

駒 井が、 それに 感心した の は、 独り 住みの 門前 婆 さ 

しょもう 

ん のこと だから、 筆墨 を 所望され たら、 狼狽して ほこ 

リの 溜った の を 吹き 吹き、 申し わけ をしながら、 やつ 

と 取り出さな いまでも、 こんなに 念の 入った の を 出さ 

れ ようと は 案外で、 どうしても、 和歌の 一 つも 書きつ 

けて いるもので なければ、 こうは 嗜 みが 出来ない はず 


と 思った からです。 

「いや、 お前 は 和歌 をゃリ そうじゃ、 さいぜん、 あの 

墓の 前で ふとお 前の 姿 を 見た 時に、 絵に 見る 

そとば こまち 

卒塔婆 小町 を 思い出し たよ」 

「ホ ホホ、 よく 皆さんが、 そんな こと を おっしゃって 

さ いぎ よ う 

下さい ますが、 西 行に 姿ば か リは似 たれ ども、 と 申す 

ような もので ございます」 

「いいえ、 お前の 前生 は 小町 かも 知れない、 さぞ 男 を 

悩ました ことで あろうな」 

すべ 

といつ て 駒 井 は、 自分ながら 口が ヒり 過ぎた と 思い ま 

した。 


「御 冗談 を おっしゃ います …… 」 

この 時に、 水 を 汲んだ 宇治山 田の 来 友が 帰って来 ま 

したので、 卒塔婆 小町 は、 

「友さん、 御苦労 さま」 

「おいら は、 水 を 汲む の は 何ともね えが、 提げて 来る 

のが 骨 だよ」 

といって その 手桶 を 土間へ かつぎ 込んだ のと、 駒井甚 

三 郎が紙 包の 上へ、 駒 井家 回向 料の 文字 を 認め 終つ 

たのと 同時でした。 

「あ！」 

まう  おもて 

米 友が 舌 を 捲いて、 手桶 を 抛り 出して、 駒 井の 面 を 


キッと 見つめた の も その 時です。 

「や あ、 手前 は 駒 井能 登 守 だな」 

その クル クルと 廻った 円い 眼に は、 おどろきの ほか 

いきどお 

に 憤 りが 燃えて います。 

駒 井 甚三郎 は 筆 を 下に 置いて、 

「おお、 お前 は 友 造で はない か」 

おもて 

はじめて、 米 友の 面 を まともに 見ました。 

「う— む」 

来 友 は、 駒 井の 面 を 見て いると、 むらむらとして、 

ちゅうしん  と 

衷心 の 憤りと、 憎しみと が、 湧き起る のを禁 める こと 

がで きないと 見えて、 その 拳が ヮナ ヮナと 動いて、 頓 


き 

に は 口 も 利け ないで いるの を、 駒 井 は それと 知る 由 も 

ないから、 尋常に、 

「お前 はこの 寺に いたの か。 ナゼ 甲府を 出る 時に、 だ 

ま つ て 出ました」 

「だまって 出ち や 悪かった かい」 

駒 井が 尋常に 出る の を、 来 友 は、 喧嘩腰で すから、 

この 時、 駒 井が 怪しみ をな しました。 しかし、 駒井自 

身に おいて は、 よくこの 男の 性格 を 知っている つもり 

だから、 至極 おだやかに、 

「帰るなら 帰る ように、 わしに も 一言い つて くれる と 

よかった」 


しかしながら 宇治山 田の 米 友 は、 この 時、 堪忍袋が 

切れた ように 飛び 上って、 

「駒 井能 登 守、 能 登 守 …… 」 

拳 を 握って、 歯 を ギリ ギリと 嚙み 鳴らしました から、 

当の 駒 井より は 卒塔婆 小町の 婆さんが おどろきました。 

「友さん、 どうしたの？」 

「どうしたんでも ねえんだ、 腹が立 つ てた まらね えん 

だ、 こいつの 面 を 見る とお いらは 腹が立って、 口惜し 

くって、 物が 言えね え」 

米 友の 唇 もまた、 拳の ふるえる ように ふるえて いま 


「何です、 わからない じゃありません か、 無暗に 人様 

をつ かまえて。 第一、 御身 分の あるお 方に 失礼です」 

婆さんが、 駒 井 を 御身 分の ある 方と 推定した の は、 

もっと 以前よりの ことです が、 口に 出た の はこれ が 初 

めて で、 つまり その 御身 分なる もの は 何だか 知れない 

が、 おとも もつれないで こうして 参詣に 来たと いう も 

のの、 その 詣 でて 行く 墓 は 皆、 由緒の 正しい もので あ 

リ、 また 当人の 品格が、 いかにも 奥床しい ところの あ 

るのに、 いきなりぶ ッ つかった 来 友の 言語 挙動が、 い 

かに も 粗暴 を 極めてい るから、 それで 見兼ねて、 つい、 

心に あった 御身 分の あるお 方と いうの が 口に 出た ので 


けれども、 こういう 境界線 は、 宇治山 田の 来 友に とつ 

て は 用 をな しません。 

「ああ、 こいつが いなけり や、 お 君 は 死なな くっても 

よかつ たんだ、 こいつが、 こいつが お 君 を 殺しち まつ 

たの だ」 

おど 

米 友 は、 またも 躍り 上って、 歯 を ギリ ギリと 嚙み鳴 

らしました。 

「友さん、 ほんと に、 お前 どうしたんで すよ、 お前に 

も 似合わない」 

卒塔婆 小町の 婆さん は、 来 友が 発狂した ので はない 


かとさえ 疑いました。 しかし 米 友の 昂奮 はいよ いよ 上 

る こと を 知って、 静まる という ことはありません。 

ののし 

駒 井 甚三郎 は、 こういう ふうに 頭から 罵 られて も、 

あえて それに 激 する もので もな く、 また この グロ テス 

クの 凶暴な 表情に 恐れ をな して、 逃げ去ろう でも あり 

ません。 

その 罵る だけ を 聞き、 その 受ける だけの 乱暴 を 受け 

ようとの 態度です から、 いきおい、 卒塔婆 小町 婆さん 

が、 身 を 以て 二人の 間に 立 入って、 万一 に 備えな けれ 

ばなら ない 勢いと なりました。 

「お、 お、 お 君 は …… 」 


米 友 は、 激しく どもって、 

「お 君 は、 お 君 だけの 女なん だ、 そ、 そ、 それ を …… 

殿様の 威光で おもちゃ にした 奴 は 誰 だ」 

「友 造 —— 」 

駒 井が 何 か 言おうと すると、 来 友 はいつ そう 激して 

しま レ 

「その 分に してお けば 一生い きて いられる 女 を、 殿様 

まう 

の 威光で さんざんお もちやに して、 飽きた 時分に 抛り 

出した 奴 は 誰 だい。 ばかにして やがら。 あの 女 は 死ん 

でし まったん だ。 死んだ 者 はこの 世に いねえん だ ぜ。 

もう 一 べん この 世へ 出せる ものなら 出して みろ、 その 


上で 文句が あるなら いってみ ろ、 駒 井能 登 守！」 

駒 井 は 眼 をつ ぶって、 沈黙して しまいました。 来 友 

は、 唇が わなないて 口が 利け ません。 

なんとも 手の つけよう のな いのは、 卒塔婆 小町の 婆 

さんで、 なぜ、 この 品位 ある 若殿原が、 寺男の 米 友 風 

情に、 こうまで 罵られて 言 句が つげない のか、 また、 

やまいぬ 

日頃、 親切で 正直な 男が、 まるで 狂犬み たように、 ど 

うして 一 見の 人に ガミ ガミ嚙 みつくの だか、 委細の 様 

子が わかりません。 

暫くあって 駒 井 甚三郎 は、 沈黙 を やむなく させられ 

た 口 を 開いて、 


「それで は、 友 造、 わし は、 どう すれば いいの だ」 

「死んだ もの を 活かして 返せ！」 

と 宇治山 田の 米 友が 叫びました。 これ は 無理です。 本 

来 米 友と いう 男 は、 無理 をい わない 男で あるし、 自分 

が 無理 をい わない のみならず、 他の 無理に 対しても 

わ 力ま ま 

我儘と いう ことので きない 男であります。 しかるに、 

今 は、 駒 井能 登 守に 対して、 無茶苦茶な 無理 をい いか 

けて います。 死んだ 者 を 活かして 返せと は、 人間と し 

て、 これより 以上の 無理な 註文 はない はずであります。 

駒 井 甚三郎 が、 いま 失意の 境遇に あるよ わみ をつ け 込 

んで、 こういう 無理 をい いかける のか 知らん。 そうで 


はない はずです。 この 男に は、 人の よわみに つけ 込む 

という 心 はない のみならず、 苟も 弱者の 虐げら る 

る ものに 対して は、 じっとして いられない 男で ある は 

ずです。 しかるに、 今 このし おらし い 美男の 若殿原に 

向って、 さいぜんから あらんかぎりの 暴言 を 吐く のみ 

ならず、 人間の 力で はでき ない 相談の 無理 を 吹き かけ 

よそめ 

ています。 モシ、 他 目で 見たならば、 たしかに これ は 

うまくら  うし ごろう 

馬 喰いの 丑 五郎 以上の 悪態であります。 卒塔婆 小町 の 

婆さん も、 ここに 至る と ホトホ ト米友 を 憎らしく 思い 

だしてき たの も 無理ではありません。 

「友さん、 お前、 無理 をい う ものではありません、 お 


前に も 似合わない じゃありません か …… 」 

けれども 米 友 は 頑として 頭 を 振って、 

「駒 井能 登 守、 死んだ もの を、 活かして かえせ」 

この 最大の 無理 を 再びく りかえ して、 地 団駄を 踏み 

ました。 

おどろく ばかり 柔順な の は 駒 井 甚三郎 で、 これらの 

暴言に 対して、 最初から 怒る の 風がない のみならず、 

はずかし  てい 

甘んじて その 辱 め をう けて 慎し むの 体です。 

この 人 とても、 武士の 表芸と して、 武術の 一般 を 学 

んで いないと いう こと も あるまい。 まして、 こうして 

物 おだやか でない 巿中 を、 ひとりあるき する ほどの も 


のに は、 相当の 心得がなければ ならない はず。 その 当 

きこう 

時の 紀綱を 維持す る 斬 捨て 御免の 制度 は、 武士階級の 

面目 を 保護す るた めに、 百姓 町人に 向って 応用す る こ 

と を ゆるされ ている はず。 しかるに、 取る にも 足らぬ 

こもの  ばリ あっこう 

小者の 罵詈 悪 口に 対して、 この 意気地ない 有様 は 何事。 

それで は、 宇治山 田の 米 友の 槍の 手 並と、 その 

わいく たんしん  かいりき 

矮軀短 身のう ちに ひそむ 非凡の 怪力 を 知って、 それに 

怖れ をな している のか。 そうで も あるまい。 

この 時、 宇治山 田の 米 友が、 何に おどろいて か、 両 

の 手 を 頭の 上に 高く あげて、 

「死んだ もの を^ かして かえせと は 無理だった、 これ 


は 人間の 力で できる ことで はねえ、 神仏の 力で も、 死 

ゆ 

ん だもの を 活かして かえす こと はでき ねえ  往 きて 

かえらぬ 死 出の 旅と 歌に も あら あ。 そうだ、 そうだ、 

おいら も 旅に 出かけ るんだ つた。 長者 町の 先生が、 お 

いら を つれて 京都から 大阪 をめ ぐる 約束に な つてい る 

から  てんじく 

の だ —— 京都で も大阪 でも、 唐で も、 天竺で も、 無茶 

苦 茶に あるいて くるの だ。 トテ もお いらの この 心 持で 

は、 一 つと ころに じっとして はいられ ねえ」 

まう 

と 叫び 出す と共に、 抛リ 出して おいた 手桶 を 取って、 

その 水 を ザ プリと 花 桶の 中に 打 込む と共に、 疾風の 如 

くこの 店 を かけ 出して、 伝 通院の 境内に 姿 を かくして 


しまいました。 

二十 一 

その 時分、 神 尾 主 膳 は、 もう 栃木の 九 中 寺に はおり 

ません。 

おぎよう 

ほどなく、 根 岸の 御行の 松に 近いと ころへ、 かなり 

の 広い 屋敷 を 借 受けて、 そこへ 移り 住んだ 主と いうの 

が、 別人なら ぬ 神 尾 主 膳で ありました。 

この 屋敷 は、 とても 以前の 染 井の 化物 屋敷 ほどの 面 

積 はない が、 それでも 相当の 間数と 庭と があって、 中 


にじつ と 潜んで いる 分に は、 あま リ 近所の 人目に、 わ 

からない ほどの 広さと 静けさと を 持って います。 

ここへ 移り 住んだ けれども、 その 当座、 神 尾 は 決し 

て 外出 を するとい うこと がな く、 日中 は 庭先へ さえ も 

出ない 有様で、 至極 おとなしく 暮らして いたが、 どう 

かした ハズミ で、 部屋に 備付け の 鏡 を 見た 時に、 神 尾 

が 何ともい えない 不快な 面色に なって、 ひとりで じれ 

出して くるの が 例に な つ て います。 

ひ つ そく 

寺へ、 逼塞して、 ひとたび 心の 洗濯 もして みたけれ 

ど、 額に 残る 淫 眼の 傷 は 拭え ども 去らず、 消せ ども 消 

えず、 それ を 見る たびに 神 尾が、 怒りつ、 焦れつ する 


の もまた 無残なる ものであります。 

ところで、 この 神 尾が、 移リ 住んで 来た その 身の ま 

わりの 世話 をして いる 女が、 寺男の 女房のお 吉 である 

こと も、 この 世界に はものめ ずらしい ばかりで ありま 

ぉ吉は 引越しの 当座 だけ、 おてつだいに 来たの だか 

ら、 直ぐに 帰る、 帰る といいながら、 まだ 容易に 帰る 

様子 もありません。 また、 神 尾と しても いま、 ぉ吉に 

出られて は、 差 向き こまる から、 かわりの あるまでと 

無理に 引 留めて はいるら しい。 

神 尾 をこう して、 再び 江戸の 方へ 引 張り出した 有力 


な 策士 は、 がんりきの 百 蔵で ある こと まぎれ もない が、 

百 蔵 とても、 今 はさ かさに ふるっても 水の 出て こない 

神 尾 を、 かつぎ まわった ところで 仕方が あるまい。 

これ は、 本来の 目的が はずれて、 まぐれ 当りに 神 尾 

にぶつつ かり、 神 尾の 方で も、 また 逼塞の 生活に いい 

かげん 退屈して いるの を 機会に、 がんりき を 頼んだ も 

のと 見える。 

こうして、 二人の やくざ 者が、 腐れ縁ながら 提携し 

てし まって みると、 これから 後、 類 は 友 を ひいて、 再 

び染 井の 化物 屋敷が、 この 根 岸へ 現われて くる ものと 

見る ほか は あるまい。 


いなかもの 

ただ、 気の毒な の は、 正直な 田舎者のお 吉で、 こん 

なと ころに 永 居 を すれば、 よい こと はない にき まって 

いる。 

それでも、 この 女 は、 もとの 領主と いう 尊敬 をい つ 

まで も 失わず、 忠実に つとめて、 国に 夫が 待って さえ 

いなければ、 いつまでも ここで 御用 をつ とめる 気分に 

な つ ている らしい。 

きざ 

神 尾 とても、 酒乱の 兆さざる かぎ リ、 ぉ吉に 向って、 

そう 乱暴 を 働く という こ ともなく、 また この 男 は、 や 

く ざ 者 だけに、 ドコか 肌合いに やさし 味 も あると 見え 

も ぎ ど う 

て、 そう 没義 道に 人 を 使う という こ ともないと 見える。 


ひさこち 

神 尾 は 引 籠って、 人に 姿 を 見せない し、 ぉ吉は 別荘 

の 留守番と いったよ うな 格で、 かいがいしく 働いて い 

るから、 庭 や 垣根の 手入れに 来た 職人 達 も、 別に 怪し 

む ほどの ことに も 至らず、 そうして 無事に、 十日 余り 

を 経過し ました。 

ところが、 その 翌日、 かいがいしく 働いて いるお 吉 

を、 いと ど 怪しく 思わせた の は、 その 日に、 荷車 や 釣 

台が かなり 賑わしく この 屋敷へ 着いて、 一応の 案内 を 

申し入れる と共に、 無雑 作に その 荷物 を 運び入れ てし 

ま つたこと です。 

一時 は、 ぉ吉も 人ち がいかと 思い ましたが、 主人の 


神 尾 も 充分に 諒解が あるら しく、 ぉ吉 にもい いっけて、 

その 荷物 を 一 間へ 運ばせて しまいました。 

荷物 を 運びながら、 ぉ吉が おだやか でない と 思った 

の は、 それが ことごとく、 簞笥、 長 持、 鏡台、 お 嫁入 

りの 調度と いったよ うな 品 —— はて、 誰が 来る の だろ 

おびやか 

う。 ぉ吉は 脅 された ように 胸が 騒ぎました。 

ここへ 頼まれて くるまでの 話に は、 神 尾の 殿様の 周 

囲に は、 全く 女気と いう ものが なく、 また 自分もう ち 

あけて 頼もうと する ほどの 女がない の だから、 ぜひに 

といわれて、 ぉ吉 は、 それ を 光栄と も、 誇りと もす る 

ような 気分で、 わが 家 気取りで かいがいしく 働いて い 


ると ころへ、 こうして 物々 しく 女の 調度が おくり 込ま 

れ たから、 裏切りに あつたよ うに 胸 を 騒がせた の も 無 

理 はありません。 

一時 は 口 も 利け ない ほどに なって、 手に 持った 鏡台 

を あぶなく 取 落そうと したの を、 我慢して、 差 図され 

た 部屋まで 持ち込み、 やっと、 

「どなた かおいで になる ので ございま すか？」 

とたず ねて みると、 神 尾 はな にげなく、 

「少しの 間、 置いても らいたい という お客様が あって 

ね」 

「左様で ござ います か」 


と は 返事 をした けれども、 少しの 間お いても らいたい 

客人が、 何し に 箪笥、 長 持、 鏡台、 針箱の 類まで 持ち 

込む のだろう。 

ぉ吉 は、 なんとも いえない 疑惑に みたされながら、 

それ 以上 は、 尋ねて みる 勇気 もな く、 そのまま、 裏へ 

まわ つ て 風呂 を 焚きに かかりました。 

しかし、 その お客様と いうの は、 こうして 荷物 だけ 

先に まわして おいた が、 本人と いう もの は、 容易に は 

姿 を 見せません。 どんな 人が 来る のだろう と、 ぉ吉は 

仕事 をしながら も、 それ を 心待ちに 待ち かまえて いま 

したが、 風呂が 沸く 時分に なっても、 一向 この 家へ、 


訪 うて 来る 人はありません。 それで は、 殿様の 御 冗 

談 だろうと —— ぉ吉は 自分で 気休めの ように 考えて み 

ました けれど、 それにして は 現在、 送り込まれた 荷物 

が 物 をい つて 仕方がない。 どんな 人が いつ 来る であろ 

う。 来たと ころで、 なんでもな いはず。 それ をお 吉は 

自分で 取 越し 苦労 をして、 なんだか すっかり、 自分が 

だまされて しまったよう にも 思われて ならない。 

「お 風呂が 沸きました」 

いつもな らば、 二つ返事で よろこんで 風呂場へ 飛ん 

でく るのに、 今日は、 

「あ、 そうか、 まあ 後に しょう」 


といった 神 尾の 言葉まで が、 いやに よそよそしく、 冷 

淡 を 極めてい るよう に 思われ、 ぉ吉 は、 いっそ、 ここ 

を 逃げ出して、 国へ 帰って しまおう かとさえ、 その 時 

は 思いました。 

ぜひな く、 ぉ吉は 引返して、 台所の 方へ 廻り、 夕飯 

の 仕度 を 働いて いるう ちに、 表の 方に 人声が ありまし 

たので、 ハツと しました が、 その 時、 進んで 返事 をし 

たの は、 珍しく 主人の 神 尾の 声で ありまし たから、 お 

吉が、 またも 気 を 揉みました。 いつも 人が 来ても、 隠 

れ るよう にして 応対な ど をした ことのない 人が、 今日 

に 限って あの 返事 —— さて はと 思う と、 ぉ吉は 立つ 気 


にもな りません。 ヮ ザと 腰 を 重く 構えて いると、 やや 

暫くあって、 廊下のと ころで、 

「風呂が わいて いるそう だから、 そなた 入ったら よか 

ろう」 

と 神 尾の 声。 

こうむ 

「それ は 有難う ございます。 では、 御免 を蒙リ まし 

て …… 」 

というの は、 ある 女の 声。 

「そこ を、 ずっと 突き 当って 行く と 開き戸が ある、 そ 

こが 風呂場 だ」 

神 尾が 口で 案内す ると、 女 は 心得た もので、 ずっと 


教えられた 通りに 打 通り、 やがて 帯 を 解く 音。 早く も 

風呂の 蓋 を 取つ て、 やわらかに 湯を搔 きま わす 音まで 

や つ き 

聞え ましたから、 ぉ吉は 躍起の 心 持で、 思わず 台所 を 

立って、 そっと 忍び足に 風呂場の^: 目からの ぞいて 見 

ますと、 油の 乗った 年増 ざ かりの 女の 肌。 

ぉ吉 がふる えた 時に、 廊下 を 渡って くる 神 尾の 声、 

「お 絹、 風呂 加減 はどう じ や」 

二十 二 

風呂から 上った お 絹が、 まだ 持ち運んだ 荷物の 散ら 


かってい る 一間の 中で、 鏡台に 向って、 髪 を 直して い 

ると、 いっか、 そのうし ろに 立って、 障子の 外からの 

ぞいて いる 神 尾 主 膳。 

なんともい わないで、 ただお 絹の 後ろから、 鏡に う 

つる 姿 を ながめて いる。 お 絹 もまた、 なんとも いわな 

いで、 念入りに 髪 をい じっている。 

鏡に うつる お 絹の 面に、 わざとす るよう な 恥 かし さ。 

頰 から 首筋、 後ろへ まわした 手首まで が、 乳の ように 

白い。 

「お前 は、 いつにな つても 年 を とらない ね」 

と 神 尾が いう。 


「こんなに、 お婆さん になって しまいました」 

とお 絹が 答える。 

いなか  ひきこも 

久しく 田舎に 引 籠って いた 神 尾の 眼に は、 この 女の 

姿が、 めざましい ほど、 若く あだつ ぼく 見える ものら 

しい。 

「ほんと にお 前 は 若い よ、 羨ましい。 拙者な ど は 山 

の 中に くすぶって、 あたら 年 をと つてし まった」 

ごぜん 

「御 冗談でしょう、 御前な ど はこれ からで，) J ざ います 

よ」 

「盛リ は 過ぎた な」 

と 神 尾が、 自分 を 嘲る ようにい いますと、 


「これからで ございま すよ」 

お 絹 は 自分の こと をい つてい るよう な 返事。 

すた 

「女 は 幾つに なっても 廃りと いう もの はない けれど… 

〜」 

「廃つ てし まえば 見返る もの も ございま せんから、 廃 

らな いうちが 花で ございます」 

「お前 なぞ は、 四十に なっても 五十に なっても 廃りつ 

こ はない」 

といいながら 神 尾 は、 この 女 は 天性、 女郎になる よう 

に 出来て いる 女 だな と、 つくづく 思いました。 

「福 兄さん も、 いよいよ わたしが 出て 来る となると、 


泣きました」 

「うむ」 

神 尾 は 苦い もの を 飲ませられ たように 思う。 それ ま 

ではい わなくても よかろう。 聞きとう もない こと を、 

女の 口から、 平気で 喋り 出す 恥知らず を、 さすがの 神 

あき 

尾 も 呆れて、 よん どころ なく、 

「福 村 も 力 を 落したろう」 

「ええ、 あの人 は、 今のところ、 わたしが ドコへ も 行 

けない ものと たかをく くって、 ヮ ザと 焦らす つもりで 

きれい 

いたと ころ を、 こうして、 さっさと 片付けて、 綺麗に 

引 払って 来た ものです から、 びっくりして、 しまいに 


泣いて あやまり ましたよ。 お気の毒でした」 

「かわいそうに」 

「かわいそうな こと は ございません、 少し 思い 上つ て 

いたと ころです から …… 」 

神 尾 はだ まって、 お 絹の 横顔 を ながめる と、 緊張の 

ない 肌が ぼち やぼち やとして、 その 中に 濃厚な 乳白色 

のつ やが 流れて いる。 これ は、 たまらない 多情 者 だと 

神 尾が 思いました。 

いくた リ 

こういう 女 は、 生涯、 幾人の 男 を も 相手に する こと 

がで きる。 男から 男へ とうつ り 行く 間に、 前の 男 を わ 

すれて しまう。 だから、 こういう 女 をつ かまえて、 薄 


情 を 責める の は 間違いで ある。 世に は 天性、 女郎に な 

るよう に 出来て いる 女が あって、 それが 境遇 上、 その 

ところ を 得ずに 奥様に なったり、 お 妾に なったり する 

女が ある もの だ。 この 女 は、 まさしく その 一 人 だと 神 

尾が 重ねて 思いました。 

だから この 女 は、 浜 松に 生れて、 神 尾 家に 奉公し、 

先代の 神 尾に 寵愛され たこと は 忘れて いる。 今日 ま 

で 一 緒に 暮らして いた 福 村の こと も、 もう 忘れ かけて 

いる。 

娼婦の 如く もて あそばる るた めに 生れた 女が ある も 

の だと、 神 尾 は、 今 あらたまったよう にこの 女の 毒に 


触れました。 

そこで、 だまって、 障子の 中へ 入って 行く 途端に、 

自分の 面が 大きく お 絹の 見て いた 鏡へ うつる の を 見出 

して、 思わず クラ クラと 眩暈が しました。 

こわくてき 

いつにな つても、 蠱惑的な 若さ を 持った お 絹の 面と、 

みけん 

眉間の 真中に 大傷を 持った 自分の 面と が、 鏡面に 相 並 

んで 浮び 出で たの を 見た 神 尾 は、 クラ クラと 眼が くら 

むの を 覚えました。 

「ああ、 なんという 醜 い 面 だ」 

神 尾 は 腹の 底から、 自分の 生れ もっかぬ 傷 を 呪い ま 

かお 

した。 お 絹の 面が、 見る たびに 色つ ぼくな つて ゆく に 


ひきかえて、 自分 は 生涯、 人中へ はこの 面 を 出され は 

しない。 

めんてい 

弁 信が 憎い。 おれの 面体に この 傷 をつ けたの は、 あ 

のこ まし やくれ の、 お喋りの、 盲目の 小 法師の 仕業 だ！ 

そこでい つもき まって、 弁 信と いう もの を 憎み 呪う の 

が 例に な つてい る。 

「ずいぶん 大きな 傷で ございま したわね」 

とお 絹 も、 この 鏡に うつる 傷の 大きさ を、 いまさら 驚 

いた 様子です。 

「愛想が 尽きる だろう」 

「な あに、 あなた …… 」 


この 舌た るい 言葉 を、 神 尾 は 二様の 意味で 聞き まし 

かおつき 

た。 一 つ は 傷な ど はどうあろう とも、 面 付な ど は、 い 

かに 拙かろう とも、 男で さえ あれば たんのうし ますよ 

という 意味に も 聞え、 もう 一 つ はなに そのく らいの 傷 

は、 あなたの 男ぶ リの 全体に は 少しも さわりに はなり 

ません よ、 という 意味に も 聞え る。 

しゃく 

この 傷が 癩 にさ わるから、 神 尾 は、 日ごろつ とめて 

鏡 を 見ない ことにして いました。 今、 こうして まとも 

にう つされ てみ ると、 一 時 は、 眼まい をす る ほどに、 

呪わし さと、 腹立たし さ を 感じ ましたが、 落着いて み 

ると、 それが 裏 を 返して 皮肉に なり、 わざと、 見つめ 


る だけ この 傷 を 見つめて やろうと いう 気になり、 鏡に 

うつる 傷の 面 を じ つ と 力 を 籠め て 見つめた ものです。 

「おれに は 眼が 三ッ ある」 

神 尾 は 自分の 面 を、 まともに ながめて、 つくづくと 

そう 思いました。 

横に 連なった 二つの 眼 は、 人間並みに 物 を かたよら 

ずに 見る 眼、 別に 出来 上った 竪の眼 は 何 を 意味す る。 

「何 を、 そんなに 見つめて いらっしゃ るの」 

お 絹が いうと、 

「これ を、 これ を」 

神笔 は、 さも 痛 决な心 持で、 眉間の 傷 を 指さし まし 


た。 最初 は その 傷 を 見る のが 呪いで あり、 その 次に は 

皮肉で あり、 今 は 痛快な 心 持で 指 を 突 込まん ばかりに、 

さして 見せます と、 

「悪く はありません けれど、 御 自慢に はなり ません わ」 

とお 絹が たしなめる ようにい いました。 けれども、 神 

尾 主 膳 は、 それに しょげないで、 カラカラと 笑い まし 

た。 

その 有様 は、 急に 嬉しくて たまらない 心 持に なった 

ようです。 たとえば、 世間に は 両眼の 見えない もの も 

ある。 片眼し か 用 をな さない ものが ある。 最も 念入り 

に こしらえた 人間 とても、 二つ 以上の 眼 は 与えられて 


いないのに、 自分に 限って 三つの 眼 を 与えられ たこと 

を、 喜び 躍る かの ように 見えます。 今の 先まで、 呪い、 

憎んで いた 額の 大 傷が、 何 かその 喜びに 堪えない 暗示 

を 与えた ものの ように、 面の 色まで 生々 としてき まし 

た。 

「何が そんなに お 嬉し いんです、 やんちゃな 若様」 

お 絹 は、 その 昔、 自分が 可愛がつ てお 守 をした こと 

の ある、 この 若様 を 可愛がる ような 心 持になります。 

この 殿様 は、 駒 井能 登 守の ように 水の 垂れる ような 

ぶおとこ 

美男と はいえない が、 決して 醜男の 部類で はない。 と 

りょうに よ つ て は 苦味 走つ て 可愛 ゆいと ころが あると、 


お 絹 もそう 憎い 人と は 思って いなかつ たし、 神 尾 もや 

く ざ だけに 砕けた ところがあって、 どうかす ると、 や 

ん ちゃな お 坊ちゃん ぶり を 発揮す るの を、 お 絹 は 可愛 

が つ て やる つもりで いました。 

やまず ま い 

山 住居して、 一時 行いす ましていた 神 尾 主 膳 は、 こ 

こで、 境遇の 変る と共に、 また 心 持まで も 逆転した の 

は 浅ましい ことです。 

お 絹が ここへ 押し かけて 来る までに は、 さまざまの 

表裏 も あれば 魂胆 もあって、 糸 を ひく 奴 も あるし、 引 

かせる 奴 もあって、 お膳 立て は 以前から、 ちゃんと 出 

来て いた ものです。 それ を その 間際まで 知らなかった 


福 村が、 気の毒と いえば 気の毒。 未練の 充分に ある、 

自分に は 過ぎ 者の 女に 置いて け ぼり を 食って、 事実、 

お 絹の いう 通り、 別れる 時 は 泣いて あやまった かも 知 

れ ません。 

お 絹と して は、 早く、 あんな 男と 手を切って しまい 

たかった が、 いま 手を切って は 自分の 身の 落ちつきに 

差 当って 困る から、 いいかげんに あやなして いたので、 

神 尾の 江戸 入リ がき まると、 自分の 運命 もき まるよう 

に 計画 を 熟させて おきました。 

そこで、 福 村 をう つち やる ことができて、 こうして、 

いい 気持で 乗 込んだ の も かなりに 図々 しいが、 今まで 


の 身 持 を、 この 際すつ かり 忘れて、 平気で それ を 引 寄 

せて、 うれしがつ ている 神 尾 も 神 尾です。 

そうかといって、 お 絹 とても、 この 神 尾が 永久に 頼 

いっとき 

みになる 人間と は 思って いまい。 あれ も 一時、 これ も 

一 時で、 その 場、 その 場の 足が かりさえ あれば、 前後 

のこと は 考えて おられない  といって しまえば、 そ 

れ までです が、 神 尾 は 知らず、 お 絹と して は、 ここへ 

乗 込んで くるまでに、 また 考えた こ ともあれば、 ひそ 

かに 蓄えた 野心 も あるので、 神 尾 を あやなしながら、 

まだまだ 自分 を 捨てた 気に はなり ません。 仕事 はこれ 

からです よ、 と 口に 出しても いっている くらいだ から 


心で は 油が 乗って いるし、 第一 その 相手 欲しい 肉体が、 

絶えず それ を 物語つ ている の を どうと もす る ことが で 

きません。 

今、 お 絹の 胸に 蓄えられ ている 野心の 一 つ を 打 割つ 

て 見る と、 どうしても 元の 駒 井能 登 守、 今 は 駒 井甚三 

郎 をと りこに してやらねば 虫が おさまらない というい 

き はりが あるので す。 

この 女 は、 甲府 にいる 時分から、 駒 井に 気があった 

の は 事実で、 ついに それが 成功す るに 至りません でし 

た。 あの 時分 は 生来の 浮気が もとで、 自分の 腕に かけ 

ての 自信と いうよう な もの も 加わって、 評判になる ほ 


どの 男 を 自由にし な いまでも、 その 心 を こちらへ 向け 

て 焦らす ことに 快感 を 覚える と いう 程度の もので あり 

ききめ 

ました。 それが 思うよう に 利 目がないと 見る と、 今度 

は 自分が 焦れ 出して、 な あに、 いっか 一度 はこつ ちの 

ものにして 見せる といった 腹で いると ころへ、 例の 間 

違が 持ち 上って、 とうとう、 駒 井 も、 神 尾 も、 両 倒れ 

の 体で、 甲府を 引上げる ようになって しまったから、 

お 絹と して は、 未練と いうよう な ものが 残って、 おり 

に ふれて はむ ず搔ぃ 思いに たえられなかった のです。 

ところが どうでしょう  このごろ 聞けば、 その 駒 

井能 登 守 を、 人 もあろう に 女 軽業の 親方のお 角が とり 


こにして いる、 とりこに した 上に 金 を 絞って、 興行の 

旗 上げに 使って いる —— という 噂 を 聞いた ものです か 

ら、 お 絹が 躍起に なった の も 無理はありません。 

堅い ようで お 目出度い 殿様 —— 人 交わりの できない 

女 を 相手に して、 れっきと した 家柄 を 棒に振って しま 

ほんろう 

うし、 今度 はまた 女 軽業の 親方 風情に 翻弄され て、 お 

まけに 大金 をつ ぎこんで いる。 それほどの たあいない 

殿様 を、 自分の 手に入れる ことができない とあって み 

れば、 意地に も 我慢に も 腹が立つ。 それに、 お 角と い 

う 女、 何 かにつ けて 自分に 楣を つくの みならず、 やや 

も すれば 自分 を 取って 押えて、 上に 乗ろうと する よう 


な 仕打ち を 見せる のが 癩だ。 

どちらから いっても、 この 分に は 済まされない。 そ 

こで 自分の 自信 も 満足し、 お 角と いう 女 を とっちめる 

いけど 

最上の 策 は、 駒 井能 登 守 を 生 捕る こと だ。 そうすれば 

一 挙 両得で、 戦わざる にお 角の 陣営 は 崩れて しまう。 

こうして 神 尾 を 当座の 足場と して 置いて、 お 絹の これ 

からの 仕事 は 駒 井 を 生 捕る という ことに 集中させる。 

あんどん 

まだ 整理し きれない 座敷の 中で、 その 晚ぉ絹 は、 行燈 

の 下に 机 を 置いて、 一 心に 手紙 を 書き出しました。 

二十 三 


青梅の 裏 宿の 七兵衛 は、 この 時分、 裏 宿の 家に おさ 

まって、 雨降り 仕事に、 土間へ むしろ を 敷いて、 藁 を 

わらじ 

打って、 しきりに 草鞋 を こしらえて おりました。 

こうして、 あたり 前の 百姓家に おさまって、 雨降り 

仕事に 草鞋 を こしらえ ている ところ を 見れば、 だれが 

きだい 

見ても、 あたり 前の 百姓で、 これ を 稀代な 盗賊と 見る 

ものはありません。 

七兵衛 自身 も、 その 本心 をい えば、 どのくらい、 こ 

の あたり 前の 百姓 を 有難い こと だと 思つ ている か 知れ 

ない のです。 そうして、 あたり 前の 百姓に なりきれな 


い 自分と いう もの を、 こういう 際に は 恨みに も 思う ほ 

どに、 心 も おだやかな ものであります。 

多年、 誰と て、 自分の 内職 を あやしむ もの はない よ 

うな ものの、 いつまで、 この 隠し ごとが 現われず にい 

る もので はない。 早晚、 三尺 高い ところへ 自分の 首が 

きた 

さらされる 運命の 来る こと を 思えば、 い い 気持が する 

ものではありません。 

自分 を、 あたり 前の 百姓で 置く こと を ゆるさな かつ 

た 第一 の もの は、 女房 を もらい そこねた という ことで 

第二 は、 持って 生れた この 早い 足の せいで あると、 七 

兵衛 はよ くそれ を 呑 込んで いる。 あるいは 第一 の もの 


が、 第二の ものより 先に、 自分の 方向 を あやまらせた 

ので はない かとさえ 思う。 

女房 を 持ち そこねた という 第一 の 不運 は、 残された 

子供 をす てて しまった という 第二の 不運と なり、 その 

不運と 不幸 を なぐさめる ために、 持ち前の 早足で、 諸 

方へ あそびに 出て みたの が、 第三の 横道 を 教えて しま 

いました。 

お ま 

人 は その 不能に 溺れず して 能に 溺れる、 と は、 よく 

寺小屋の 先生から 聞いた 言葉で あるが、 七兵衛 もまた 

つ くづ くその 真理 である こ と を 感ずる。 

自分の 早足で 歩いて みると、 世間並みの 歩き 方が 馬 


鹿に 見えて 仕方がない。 これが そもそも、 七 兵 衛の邪 

道 を 行く 最初の 慢心で ありました。 この 早足 を 利用し 

て、 人間の のろま をね らう ことに 味 を 占めた 七兵衛 は、 

一歩一歩 とその 興味に ハマリ 込んで、 今 は ぬきさしの 

くろうと 

ならない 玄人に な つてし まいました。 

しかし、 なお 一方に 残された 三分の 聡明 性 は、 よく、 

たれび と 

裏と 表と を 塗り かくして、 いまだ 誰 人に も、 その ボロ 

を 見せない だけの 横着と、 細心と を 保って いるので す。 

ですから、 誰が 見ても、 表面 は あたり 前の 百姓で、 

じんじょう さはん 

百姓の 合間に その 早足 を 利用して、 尋常 茶飯の 如く、 

京 鎌 倉まで も 出かけて くる 余裕が、 近隣の 百姓た ち を 


羨ませて おりました。 その実、 七 兵衛の 本心で は、 自 

分の 能 を 羨ましく 思う 百姓た ちの 不能 を、 羨ましく 思 

うことば かり 多く、 あたり 前の 水 呑 百姓で、 コッ コッ 

と 畑 を 打って、 女房 子供 を 食わせて いって、 一生 を 終 

る ことができれば、 これに 越した 幸福 は あるまい と、 

今 も 草鞋 をつ くりながら、 つくづく とそれ を 考えて い 

ると， J ろであります。 

そどく 

十八 史略まで は 素読 を 授かった 覚えの ある 七兵衛 は、 

らくよう ふかくに きょう  でん 

「我 をして 洛陽 負郭ー 一頃の 田 あらしめば、 いずくん ぞ 

しょういん お 

よく 六 国の 相 印 を 佩びん や」 という 文句 を 聞いて、 そ 

れ はおれの 家に 二 反の 畑 さえ あれば、 いまさら 六 国の 


相 印 を 佩びて 苦労す るに も あたらなかった にと、 嘆息 

した もの だと 解釈して、 夜学の 先生 を 狼狽 させた こと 

も あるので す。 

事実、 七兵衛 にと つて は、 世間の 人の すべてが 欲し 

がる 金銀 財宝 は、 無条件で 手に入れる こと もで きる し、 

また 世間の 人の 羨ましが る 名所 ゆさん も、 気の 向く ま 

まに やっての けられる の だが、 自分と しての 幸福 ゃ愉 

快 は、 そこに は 得られないで、 こうして、 あた リ 前の 

百姓と して 藁 を 打って いると ころに、 無上の 平和と 愉 

楽の ある こと を 思えば、 世間の 見る ところと、 求める 

ところと、 本心の それと は、 みな 逆にい つて いるもの 


だとし か 思われな いのであります。 

こうして 七兵衛 は、 自分の 早足 を 載せる 草鞋 をつ 

くって いる。 雨 は 小 やみな く 降って いる。 近隣 はいと 

静かで、 裏の 娘が 織る 機の 音 さえ、 かえって 物 わびし 

い 風情 を 添える ばかりです。 

その 機の 音 を 聞く と、 七兵衛 は、 あの 娘 も 年頃に な つ 

かたづ 

たが、 間違いの ない うちに、 早くよ いところ へ 嫁け て 

やりたい もの だと 思いました。 

そうして 七兵衛 は、 その 昔、 自分が 青梅 街道へ 捨て 

た 子供の ことまで 考え出して、 いま、 無事に 育って い 

れば 幾つに なると、 草鞋 をつ くる 手 を 休めて、 その 指 


を 折って みたり などし ました。 

ひょうと リ 

無事に 育って、 日傭取 かせぎで もい いから、 こくめ 

いに 働いて さえ くれれば よい、 間違っても、 おれの よ 

うに 足が 早く 生れ つ いて くれるな と 心配し ました。 

非常な 生活に は、 非常な 警戒心が 要る から、 人 を 恋 

しがる ような 余裕 は 薄らぐ のに、 きょうは あたりまえ 

のと ころへ 置かれて いるから、 あたりまえの 人情が 湧 

くと 見えます。 

フ J ん にち は  」 

はたお と 

さいぜん、 機 音が やんだ なと 思ったら、 いま、 裏口 

に 訪れた の は、 その 若い 娘の 声に ちがいな いと 思い ま 


したから、 七兵衛 が、 

「はいはい」 

わら 

膝の 上の 藁 を 払って 立とうと すると、 娘 は 早く も 前 

の 方へ まわって 来て、 

「よく 降ります ね」 

こざる 

傘 を さして、 手に は 小 笊 を 提げて おります。 

「よく 降る こ つ てす ね」 

あいづち 

七 兵衛も 相槌を打ち ますと、 

「おじさん、 ぉ薯を ふかした から 一 つ 持って来ました 

よ」 

「それ は それ は」 


七兵衛 はおお よろこびで、 娘の さしだした 小 笊を受 

取る と、 中にはお さつの ふかし 立てが 十ば かり 湯気 を 

立てて います。 

「どうも 御馳走 さま」 

「どう致しまして」 

「まあ、 話して おいでなさい ましよ」 

「ありがとう ございます」 

娘 は、 ちょっと 立ち まどうて いました が、 

「また 参りましょう」 

「そうです か、 では、 また 話しに おいでな さいな」 

フ^  * ス」 


七兵衛 は、 小 笊の 中へ 付 木 を 入れて かえす と、 娘 は、 

それ を 持つ て 帰つ て 行きました。 

再び 膝 を 組み 直した 七兵衛 は、 ぼんやりと 娘の 帰つ 

て い つた あと を 見送つ て、 

「うむ、 いい 娘に なった な あ、 少し 見ないで いるう ち 

に …… 」 

ハチ 切れそう な 娘 ざ かりの 肉 づきが、 この 時 ひどく 

七 兵衛の 目に 残りました。 

今まで、 女と いう ものの 存在 を わすれて でもいた か 

のように、 七兵衛 は、 今の 娘 を 帰して しまった こと を、 

なんとなく 残りお しくて たまらない 心 持に なって、 無 


理に ひきとめて、 京大 阪の 話で も 聞かせる のだった の 

こ  

そういえば、 娘 もな にか 物欲し そうに 来て いた 様子 

じ ±1 つず 

…… 上手に 言えば、 いくらでも 話し込んで いたにち が 

ヽ Kir  、 。 

レ， レ 

いったい、 おれ は 女に は 気 を 置き 過ぎる …… と 七 兵 

衛が 自分 を 歯痒く 思った の は その 時で、 腕 を 振えば、 

いくらでも 振え る 機会 を、 ついその 場になる と、 かわ 

いそうに なったり、 冷淡に なったり してし まう。 

盗賊 を 商売に する ものに は、 物 を 盗む の を 二の次に 

して、 女 を 自由にす るの を 得意に する 奴が ある。 七 兵 


衛は、 そう なれない。 物 を 盗る の は 償いが つくが、 女 

を 辱 める の は 罪 だ …… というよ うな 気に 制せられる 

の を、 自分ながら 不思議に 思う。 

娘 はか わい そうだ、 主 ある もの は 罪 だ …… その 時、 

おもかげ 

七 兵衛の 頭に、 むらむらと 湧いて 来た 面影 は、 神 尾 主 

膳のと ころに いたお 絹と いう 妖婦の ことであります。 

もて あそ 

あの 女なら ば、 いくら 弄 ん でも 罪に はならない… 

…おれ はいった い、 あの 女と ずっと 以前から 近づきに 

なって いたのに、 いらぬ 遠慮 をして いた もの だ。 あと 

から 出た 百 蔵 あたりが、 かなり 甘 つたる い 言葉 づ か い 

をす るのに、 それ を あざ笑って 高く とまって いた おれ 


は、 淡泊な のか、 それとも 意気地がない のか。 

七兵衛 として は 妙な 心に 動かされました。 

雨の やむ の を 待って 七 兵 衛は旅 仕度 をと とのえ て、 

わが 家 を 立ち 出で ました。 まず 江戸 をめ ざして 行く の 

かと 思う と、 そうで はなく、 南の 方へ 向いて、 ほどな 

く武 州の 高 尾 山へ つきました。 七兵衛 は、 高 尾 山の 

い いづな ごんげん  ご ま 

飯 綱 権現 を 信仰して、 時々 おまいり をして は 護摩 を 焚 

いてく る ことがある。 七 兵 衛の飯 綱 権現 信仰の 心 持 は 

わかりません が、 ここへ おまいり をす るの は、 今に 始 

ま つたこと ではありません。 


本道から、 登りに かかる と、 ちょうど 入口のと ころ 

さ 

へ 人夫が 大勢 入って、 しきりに 大木 を 伐り 散らして い 

ますから、 七 兵衛も 思わず 立ち どま つ て、 

「おやおや、 たいそう 材木 をお 伐り なさる が、 どうな 

さるんで すか」 

と 人夫に たずねて みます と、 人夫が、 

「ここへ 道 を 開いて、 車 を 仕掛けようと いうんで す」 

「え、 ここへ 道 をつ けて 車 をし かけ るんで すか、 道 は 

こっちに い い 道が あるじゃありません か」 

「そっちの 道 は、 そっちの 道と して 置いて、 別に こつ 

ちへ つけようと いうんだ」 


「なるほど  」 

七 兵衛が 仰いで 見ます と、 これから ずっと 山の 上 ま 

で、 さしもの 大木 を 伐り 倒して 行こうと いう 計画ら し 

いから、 心なき 七 兵衛も 惜しい もの だとい う 気になつ 

て、 

「惜しい じゃありません か、 この 大木 を ドン ドンお 伐 

りに な つ て は …… 」 

「よけいな こと をい いなさん な」 

人夫 頭が 憎さげ な 眼で 七 兵衛を 見ました。 七 兵衛は 

頓着せ ず、 

「全く、 これ を 伐つ てし まう のは厝 しう ございま すよ、 


なんとか 工夫 はない ものです かな。 第一 車 を 仕掛けて、 

どうな さろうと いうんで  」 

「そんな こと は 知らね えよ、 おれたち は 伐れ という か 

ら、 伐って いる だけなん だ」 

「なるほど  」 

七兵衛 はなお 立 去らず、 大木の 森 を ながめて いると、 

「おいおい、 邪魔になる から 向う へ 寄って いな」 

人夫 頭が 叱ります。 七 兵衛は 二足 三 足、 わきへ 寄つ 

て、 なお 物 惜しそう になが めて いると、 人夫た ちが、 

からかう ように、 

さ 

「おい、 お前さん、 何 かこの 木 を 伐って 文句が あるな 


ら、、 おれたちに いったって 仕方が ねえから、 お宮へ で 

も、 お 寺へ でも 尻 を 持って行きな。 おれたち は、 ここ 

を 伐れ といえば、 ここ を 伐る し、 あすこ を 削れと いえ 

ば、 あすこ を 削る、 おゆるし 通りに 仕事 をして いる 分 

のこと だぜ」 

そこで 七 兵衛は 沈黙して しまいました。 

七兵衛 のよう な 心なき 盗賊で さえ も、 これ は あまり 

無茶な こと だと 思いました。 この 山 は、 お宮と お 寺と 

で 管理して いる 山。 お宮 は 樹木が 御 神体の ような もの。 

昔の 出家 は 木 を 植えて 山 を 荘厳に したのに、 何の 必要 

あって こうして ムザム ザ 木 を 伐ったり、 山 を 崩したり 


する のだろう。 車 を 仕掛ける の だとい つてい るが、 わ 

からない こと だ。 もとより この 連中 は、 いいつけられ 

た 通りに している ので、 この 連中に 向って 文句 をい つ 

て も 仕方がな いが、 上に 立つ ものが、 もう 少し 目が 見 

えそうな もの だと 思いました。 

話の 模様で は、 ここの 木 を 伐って みていけ なければ、 

また ほかのと ころ を、 おゆるしが 出る ことにな つてい 

きずもの 

るら しい。 立派な 山 を 疵物に して、 車 を 仕掛けな けれ 

ばなら ない 理由が 七 兵 衛には 少しも わかりません から、 

かねもう 

コ イツ 山師 共が、 何 かの 口実で、 木 を 伐って 金儲け を 

する の だな と 思い込んで しまいました。 祖先 以来 荘厳 


にして 置いた 名山 を、 食い物に しょうと する 人間の 浅 

まし さは さて 置き、 管理す るお 宫 とお 寺と が、 これで 

はなさけ ない と 思います。 

七 兵衛は 天成に 近い 盗賊 だが、 それでも、 これ だけ 

の 冥利 は 知っている のです。 

七兵衛 はまた、 時として、 優れたる 家相 学者で ある 

こと もあります。 

その 仕事の 都合 上、 どうしてもまず 家の 形勢 を 見て 

えとく 

かかる ことから、 自然に 会得した 家相の 知識に も、 相 

当に 聞く ベ きものが あるので あります。 

その 説に よると、 主人が しっかり していて、 家中が 


そろ 

気 を 揃えて いると ころに は、 家相に おのずから 弾力が 

あって、 忍び込めない ことにな つてい る。 よし 忍び込 

えもの 

むこと がで きても、 その 獲物が 僅少であって、 犠牲が 

多い ことにな つてい る。 これに 反して、 主人が 惰弱で、 

家風が 衰えて いる 家 は、 いかに 構えが おごそか でも、 

家相と いう ものが、 隙 だらけで、 そこへ 忍び込んで 仕 

たやす 

事 をす るの は、 極めて 容易い ことにな つてい る。 

七兵衛 にい わせる と、 これ は、 個々 の 家相の みで は 

ない。 彼が 国々 を 出没して あるく うちに、 おのずから、 

その 領主の 気象 や 士気が、 風土の 上に 現われる の を 見 

て 取る ことができる。 


領主が 賢明に して 士 風が 振う ところ は、 城内の 樹木 

の 色まで 違う。 国が 盛んに、 人気の 和らいで いると こ 

ろで は、 必ず その 封 内の 神社仏閣 を 大切に し、 樹木が 

鬱蒼と している。 貧弱な 国 ほど 領内に 樹木が 乏しい。 

よ い 樹木が あ つ て も それ を 伐りたがる。 

神主 や 坊さんた ち も、 人物が 優れてい る ほど、 境内 

の 風致の 荘厳 を 重んずる が、 それが 堕落 すれば する ほ 

ど、 境内 を 荒したり 切 売りした りする。 

国と して 霊山 を 伐る こと を ゆるしたり、 神社 や 仏閣 

きす 

で、 その 境内に 疵を つけたり、 また 個人と して その 屋 

敷 内 を 切 売りす るよう になって はおし まいです。 


「亡んだ 国に、 山の 青い 国 はない」 という 真理 を、 七 

兵衛 は、 それとなく 知っている わけなの です。 

そこで、 坊へ 着いた 七兵衛 は、 案内に 向って この こ 

と をたず ねて みると、 案内 はかえ つて 自慢ら しく、 

「おかげさまで、 ああして 木 を 伐り 払って 新しい 道が 

開けます よ。 あれが 出来て 車 を 仕掛け ますと、 女子供 

まで のぼるの が 楽になります からな、 そうなる とお 山 

も 繁昌 致します、 お 寺 も 収入が 多くなる という わけで 

ト カク、 近頃 は 金で ございま すね」 

七兵衛 は、 それ を 聞いて 呆気に とられました。 そう 

すると 案内 は 得意に な つ て、 


みや かた 

「宫 方のお 役人 も、 よく 話が わかる ものです から、 直 

ぐに 許して くれます。 一旦、 木 を 伐って ずいぶん 売つ 

て 儲け ましたが、 そこが 都合が 悪い ので、 今度 は 少し 

遠くなります が こっちの 方へ 廻し ました。 な あに、 こ 

こで いけなければ、 また 別な ところ を 許しても らい ま 

すから ね。 おっつけ、 あの 切 崩しが 済みます と、 じか 

に 車が しかかり ますから、 あんた 方の 骨の 折れる の も、 

もう 一 息のと ころで ございま すよ」 

そこで、 七兵衛 はいよ いよ 驚かされました。 このく 

ら いの 山道 は 自分の ような 足の 達者な 者で なくと も、 

骨が折れ ると は 思われない。 


寺 を 繁昌 させたい ならば、 山 を 傷物に しないで、 お 

寺を巿 中へ 卸したら よかろう。 この 連中に まかせて お 

いて は、 しまいに は 山 を どういう ことにする かわから 

な い。 今のう ち 警告 を 与えて おかなければ ならない と 

思いました けれども、 警告 を 与えた ところで、 どれ だ 

け 利き目が あるか、 あやしい もの だと も 思いました。 

こんな こと を 考えながら、 七兵衛 は、 その 晚は高 尾の 

坊へ とまる ことにな りました が、 そこで 四 五 人 づれの 

あいきゃく 

奇異なる 相客と 落 合いました。 七兵衛 が、 その 連中 

にたず ねて みると、 その 連中 は 上方から 下る 神 楽師 だ 

といって いました から、 そのつ もりで 話 を 合わせて い 


ると、 七 兵衛に は、 どうも この 連中が 神 楽師 だと は受 

取れ なくなりました。 

いったい、 神 楽師に も、 いろいろの 種類が ある だろ 

きんり 

うから 一 概に はいえない はず。 それでも 禁裡に 由緒 あ 

だいか ぐら 

る 本格の 神 楽師なら ば、 こうして 浮浪の 大 神楽み たよ 

うに、 軽々 しく は 通るまい。 そうかといって、 大 神楽 

師 にして は、 この 連中、 品格が あり 過ぎる。 家相 山 相 

を 見る ことに 敏感な 七兵衛 は、 また 人相 を 見る ことに 

も 敏感な の は、 商売柄 ぜひ もありません。 

二十 四 


七兵衛 はこの 四 五 人 連れの 神 楽師 を、 只者で はない 

と 睨みました。 

いずれも、 黒い 着物 を 着て、 博 多の 帯 を しめたと こ 

ろ は、 あたりまえの 旅芸人の ように も 見えます が、 少 

し 話 をして みれば 直ぐに わかる ことで、 ことに 七兵衛 

のように 諸国 を 飛び歩い ている 者に は、 国々 のな まり 

ふちょう 

が、 争われない 符 帳です。 

そうかといって、 めいめいの 話 を 聞いて いれば、 や 

はり 歌舞 音曲に 関する ことが 多い ので、 この 点 は 七 兵 

衛も、 ちょっと 測り 兼ねてい ると ころです。 


ゆかそう じょう  しょうみょう 

「当 山に は、 湯 加 僧正と いう 声 明の 上手が おられた 

げな」 

と 一 座の 長老が いう。 

ちしゃく いん 

「湯 加 僧正 は、 このほど、 京都の 智積院 へ 帰られた そ 

うな」 

その 次の がいう。 

「それ は 惜しい こと を 致した わい、 僧正が おられたら、 

しょうみょう ひでん 

お 目通り をして 声明 秘伝 を 伺いたい ものと 思うて い 

ました」 

「残念な こっち や」 

その 話しぶ り は、 おのずから 型に 入って いるが、 そ 


れ はこの 連中 だけで 特に こしらえた 型ら しい。 そうい 

う 型 を こしらえ たの は、 つま リ、 おのおのの 生れ 国の 

なまり をゴ マ かすた めだと、 七 兵衛が 早く もかん づき 

ました。 

しかの みならず、 この 連中、 よく 見れば 見る ほど 生 

え 抜きの 神 楽師で はない。 神 楽師で ない と 思って 見直 

すと、 町人に も、 百姓に も、 そのほかの 遊芸 人に も 見 

えない。 どうしても さむらい である。 さむらい だな と 

めん  しない 

思って 見る と、 面 ずれ も あれば、 竹刀 ダコも 見える と 

いう わけで、 七兵衛 は、 とうとう この 連中 を、 上方 か 

ら神 楽師に 仮装して、 江戸へ 乗 込む もの だと 鑑定 をし 


てし まいました。 

そうして みると、 七兵衛 のように、 浪人た ちの 表裏 

をく ぐって 来た 人間に は、 何の 目的で、 西から 来て 東 

へ 下る の だか、 おおよその 見当 をつ ける に 骨 は 折れ ま 

せん。 

そこで、 ひとつ 探り を 入れて みる 気になりました。 

「あなた 方 は、 お 江戸 は、 ド チラまで おいでになり ま 

す 力」 

「はい、 江戸 は 芝の 三 田 四国 町と いうと ころ を、 たず 

ねて まいります のじ や」 

「三 田の 四国 町へ おいでな さるので ございま すか」 


「四国 町の 薩 摩さん のお 屋敷へ と、 たずねて まいりた 

いと 思い ましてな」 

「え、 四国 町の 薩摩様 …… 」 

といって、 七兵衛 が、 それから あと、 「こいつ は 大変な 

しろもの 

代物 だ」 と 口の 中で いいました。 

その 三 田の 四国 町の 薩摩 屋敷 は、 今 天下の 風雲 をね 

らう ものの 巣に なって いる。 これ を 七兵衛 はよ く 知つ 

ている。 そこへ 乗 込もうと いう 神 楽師なら ば、 これ は 

きんぱく つ 

探リを 入れる まで もない、 金箔 付きの 神 楽師 だと 思い 

ました。 

しかし、 また、 仮り にこうして 姿 を かえて まで 江戸 


へ 乗 込もうと いう 連中が、 その 行く先 をァ ケスケ に、 

薩摩 屋敷 だとい つ てし まった ので は 正直 過ぎる。 

これ は 多分、 自分が 見る 影 もない 百姓 だから、 この 

位 は 打明けても さしつかえないと タカ をく くった のか 

も 知れない。 

その 晚、 七 兵衛が これらの 連中と 枕 を 並べて 寝た 夜 

中に、 ふと 胸に 浮んだ ことがあります。 それ は ほかで 

もない、 このごろ、 この 武 蔵と、 相模 と、 甲 州 方面の 

境で、 夜な夜な しきりに 怪しい 神楽 太鼓の 響きが する 

はやし 

—— 賑やかな 囉子を 追うて 行って 見る と、 その 影を捉 

える ことができない。 七兵衛 も、 どうかす ると それに 


で つ くわせた こと も あるが、 わざわざ 尋ねて みょうと 

も 思わなかった が、 この 時 ふと 胸に 浮んだ の は、 その 

怪しげな 囉 子の 音 こそ、 これらの 連中の 仕業で は ある 

まい か、 どうも そのような 気がして ならぬ。 

無事に その 夜が 明けて、 いざ 立つ という 時に、 七 兵 

衛が、 右の 神 楽師の 連中に 向って、 私 も 江戸へ 参り ま 

すから 御 一緒に、 とさ あらぬ 体に いい 出す と、 神 楽師 

の 長老が ジロリ と 七兵衛 をな がめ、 

どうぞ 

「何卒 御 一緒に …… して、 お前さんの 御 商売 は 何です 

ゝ I 

力」 

商売 は、 と 聞かれて、 七 兵衛は ギクリ としまし たけ 


れど、 

「ええ、 近在の 百姓で ございます けれど、 百姓が 嫌い 

な もんです から、 つい •：：. 」 

と 言いました。 つい、 どうしたの だか、 それ は 自分な 

がら わかりません。 

事実、 七 兵衛は 百姓が 嫌いで はない のです。 どちら 

かとい えば 好きな のです。 青空 をいた だいて、 地上へ 

自分の 労力の 一切 を尽 し、 実リを 天の 風雨に 待って 争 

わぬ 仕事 を、 愉快な リ としてい ます。 それで 自分 も 

けっこう 一 人前の 百姓 を やる だけの 腕 は 持って いるの 

です。 ですから、 旅先で、 二宮 流の 講義な ど を 聞いて 


いると、 つい 感心して しまって、 自分 も、 どこか、 広々 

とした 野原へ 出て 開墾 をして、 そこに 自由な 新 天地 を 

開いたら、 どのくらい 愉快 だ ろうと 空想す る こと も あ 

るく らいです から、 百姓が 嫌いと いったの をクス ぐつ 

たく 思います。 

さて、 右の 四 五 人 連れの 神 楽師の 旅装 を 見る と、 笠 

きゃはん  こうがけ 

を かぶり、 脚絆、 甲 掛に両 がけの 荷物、 ちょっとお 

鷹匠と いったよ うないで たちです けれども、 脇差 を 

一 本し か 差して はおりません。 

七 兵衛は 同行しながら も、 この 中の ドレが 親分 だろ 

うと 鑑定 を 試みました けれど、 結局 ドレが 親分と いう 


様子 もな く、 ドレが 子分 だとい う 関係 もない ようです。 

七兵衛 は、 また この 親分 子分と いう 関係が だい きら 

きょ うかく 

いなのです。 親分 子分と いう もの は、 俠客 とか パク 

チ 打ちと か いう 社会に はなくて はならぬ ものだろう が、 

世の中が 進歩 すれば する ほど、 それが なくなるべき は 

ず だと 信じて いるので す。 

親分と 立てられた いために、 ツマらない みえ や 犠牲 

を 払い、 子分 はまた 親分に 養っても らうた めに、 無理 

をして まで 親分に 箔を つけよう とする。 親分 は 無理 を 

して 子分 を カバおう とする。 子分 は 無理 をして 親分 を 

立てよう とする。 そういうの を 美談の ように 考えて い 


るの は 大間違いで、 その 道に よって 長者と 先輩 は 尊敬 

しなければ ならない が、 親分 子分の 関係 を 作る の は 愚 

の 至り だと 信じて いるので す。 ですから、 上方へ 行つ 

て 本願 寺のお 説教 を 立 聞きした 時 も、 ほかのと ころの 

有難 味 はよ くわから なかった が、 「親鸞 は 弟子 一人 も 

持たず 候」 といった 一句に、 ヒ ドク 共鳴して、 いわ ゆ 

る 御開 山 様なる もの は ェ ライと 感心して 帰った ことで 

あります。 

ところで、 この 神 楽師の 一行 は、 親分 子分の 愚劣な 

関係 を 復習して、 得意がつ ている 連中で はなく、 おの 

ずから 和して 同ぜざる の 見識が あるよう に 思われる。 


こうして 七兵衛 は、 江戸へ 行く までの 十五 里の 行程 

を、 この 連中の 観察と 研究と を 題目と して 行く つもり 

で 出かけ ますと、 ほどなく 例の 木 を 伐り 払って、 山 を 

崩して いると ころまで 来ました。 

ここへ 来る と、 一行が たちどまって、 

「おお、 木 を 伐って います」 

「おお、 山 を 崩して います」 

といつ て 眼 を 円く して たちどまり、 

「木 を 伐つ て 何 をす るの だろう」 

「山 を 崩して 何 をす るの だろう」 

いずれも 合点の ゆかない 体です から、 七兵衛 が、 


「車 を 仕掛ける の だそう で ござ います」 

「車 を 仕掛ける …… 車 をし かけて どない にしな さるの 

じ や」 

「車 を 仕掛けて、 上り下りの 都合の よいよう に 致す の 

だそう でございます」 

「じ やというて、 あたら この美し い 樹木 を 伐り 倒し、 

整うた 山 を 掘り 崩し …… 」 

「つま リ、 お金 儲けの ためで ございます」 

「お金 儲けの ためで なければ、 こんなと ころへ 車 を 仕 

掛ける 理由が わかりません」 

「けしからん」 


一 行のう ちの、 最も 無口で、 背が 低くて、 眉宇の 

精悍な のが、 掘 崩しの 前のと ころまで 進んで 出ました。 

「惜しい ものです、 大木 を 惜しげ もな く伐リ 倒し、 山 

の 形 を 掘り 崩し …… 」 

七兵衛 がいい ますと、 右の 男が またしても 一歩 進み 

出して、 

「けしからん」 

七 兵衛は 一歩 しりぞいて、 この 男の 挙動 を 見ました。 

この 男 は 本当に 憤って いるよう ですから、 人間 は 本当 

き じ 

に 憤る と、 生地 を 隠す ことができな いはず だと 見た か 

ら です。 


掘り 崩した 崖の 上まで 進み出た 右の 一 人 は、 

「一体、 その 必要 もな きと ころへ、 金儲けの ための 無 

用の 工事 を 加える というの は、 俗界に あっても 許す ベ 

からざる ことで あるのに、 身、 僧侶に ありながら、 多 

年、 その 山の 恵みに 生きながら、 それ を 切り崩して 金 

ごんごどうだん 

儲け を もくろむ と は 言語道断 …… 一 体、 仏寺なる もの 

が、 その 祖師の 恩恵に よって 過分の 待遇 を 受け、 広大 

かんげ むさぼ 

な 領分 を 持ち、 諸方の 勧化 を 貪りながら、 なお それに 

あきたらず、 開山 以来、 尊重した その 山の 樹木 を 伐り、 

山 を 崩して、 金儲け をしょう と は 何事 だ」 

空谷の 中に 立って、 この 男が こう 叫びました。 七 兵 


衛は、 よくいって くれた、 もっと 何 かいって 下さいと 

いう 感じが している と、 

「誰が この 樹木 を 伐る こと を 許した の だ、 誰が この 山 

みや かた 

を 切り崩す こと を 許した の だ。 ナニ、 宫 方の 役人が… 

…宫 方の 役人と は 寺社 奉行の ことか。 ここ は 江戸 を距 

る こと 僅かに 十 余 里、 お 膝元 も 同様な ところではない 

か、 寺社 奉行の 威光が ここまで も 及ばない のか …… ナ 

二、 一旦、 向う の 方の 材木 を 伐って 売り払い、 そこが 

いけない から、 今度 はこ ちら を 切りく ずしに かかった 

の だと、 山 を 何と 心得て いる」 

この 男の 髪の毛が、 上へ 向いて 来たの を 認めます。 


その 時、 長老が 出て 肩 をた たき、 

い きど お 

「まあ、 さの み 憤 りたもう な、 天下に 憤るべき こと 

は 多い のに、 僅か この 一 小事 …… 」 

とな だめに かかった の を、 右の 男 はきき ません。 

「いや、 世に は 大事に 似た る 小事 も ある、 小事に 似た 

る 大事 も ある、 斯様な こと は 一 小事で は ござらぬ …… 

おの  やから 

利益の ために 己が 山 を こわす 輩 は、 利益の ために は 

てんしんき ようじょう  とけん 

己が 国 を も 売る 輩で ござる。 昔 は 天津 橋 上 に 杜鵑の 

啼 いたの を 以て、 天下の 変 を 知った ものが あるで はな 

いか。 お 膝元から 僅か 十五 里のと ころで、 無残に も 霊 

山 を 食い物に している、 それ を 抑える ことができない 


…：- J 

ここに 至る と、 神 楽師の 仮面 は、 遠慮なく 剝 落して 

し ま V 

はいぶ つきし やく 

「モシ、 われわれが 天下 を 取った 暁に は、 廃仏毀釈 を 

断行す る」 

とさけ びました。 

この 男 は 仏教 そのもの も 多少 は 知ってい るし、 また 

仏教 そのものが 日本の 文明に 寄与した 功績 も 多少 心得 

ている らしい が、 現在の 仏寺と、 僧侶の 腐敗 を も かね 

て、 大いに 憤慨して いた ものら しい。 これより いくら 

もた たない 後に 現われた 維新の 政府が、 かなり 無遠慮 


に 廃仏毀釈 を 実行した の も、 一 部分の 責め は 坊主が 負 

わなければ なりますまい。 七 兵衛は その 時、 おだやか 

にこうい いました。 

「左様で ございま すね、 モシ、 山師 共が お 山 を 食い物 

にしようと かかりましても、 宫 方のお 役人と、 お 山の 

坊さんと は、 よく それ を 教えさと して、 思いとどまら 

せる ようにし なければ ならぬ はずの もの だと 私共 も 思 

レ ます」 

ま  て、 I 

切り散らし、 掘つ くりかえ している 事の 体 を 見て、 

一 同の ものが 白け 渡りました。 

ふもと 

その 時、 高 尾 山の 麓 の 茶屋で は、 半べ ん 坊主が 一 杯 


飲みながら、 

「占め 占め、 こう 来な くつち やなら ねえ」 

といって、 さも 嬉しそうに、 山 を掘リ 崩して いると こ 

さかな  しき 

ろ を ながめて は、 半べ んを 肴 に、 頻りに 盃を 傾けて お 

りました。 

半 べん 坊主 は、 京都 あたりから 来た 風来坊 主で、 高 

尾の 寺に 籍が ある わけで もなん でもない が、 この 近所 

へ 草庵よう の もの を 構えて、 ぶらぶらと 暮らして いる- 

半 べんが 大好きで、 半 べん を 肴に、 酒 を 飲ませさえ 

すれば 上機嫌で、 何でも 喋り 出す。 そこで 半 ぺん坊 

主で 通って、 誰も 本名 を 知る ものが ありません。 


「さあ、 いよいよ 望みが かなって、 近いうちに この 上 

まで 車が、 カラカラ ッと 勢いよ く 舞い 上る から 見て い 

て ごらんなさい、 景気よ く、 カラカラ ッと 上る ところ 

を 一 J ろう じろ  」 

といって、 ブ クブク 肥った 身体 を 一 つゆす リ、 

「カラカラ カラ ッと 景気よ く …… 」 

半 べん 坊主 は 山 をく ずして、 近いうちに 車が しか か 

るの が 嬉しくて たまらない らしい。 

きかいの こ 

「この間 はまた、 伐り 倒した 大木 を、 機械 鋸に かけて 

キリ キリ キ リツと 音を立てさせ ていたが、 あの 音が ま 

た 甚だ 結構 …… ああい うの を 聞いて 飲む と、 酒が ひと 


"つま 

しお 旨く 飲める …… 」 

といって、 うまそう に 一杯 飲む。 

この 坊主の 理窟に よると、 昔の 名僧 智識が、 わざ わ 

ざ 寺 を 山の 上へ 持って いったの は 昔の ことで、 今の 宗 

教は、 なるべく 民衆と 接近し なければ いけない、 それ 

をす るに は、 どんな 霊域で も カラカラ カラと 車 を 仕掛 

ける に 限る、 という 持論から、 今度な どもず いぶん 運 

動に 骨 を 折りました。 

そこへ 二三 人の 人夫が、 立札 を 荷って くる。 

「御苦労、 御苦労」 

半べ ん 坊主が、 こちらから ねぎらう と、 人夫 はちよ つ 


と 笑った だけで、 土 を 掘って 立札 を 立てに かかる。 

その 立札に は、 「杉 苗 何百 本、 何千 本、 何の 誰」 と 一 

枚 一 枚に 書いて ある。 

「 ま  ま  ま  ま II 

半 べん 坊主 は、 思い出し たように 高らかに 笑い出し、 

「高 尾で は、 あの 杉 苗 をい つたい ドコへ 植え るんだ と、 

この間、 まじめに 聞かれ たんで、 わし も 弱った よ」 

杉 苗 寄進の 立札が、 半 べん 坊主に は、 なんだか 急に 

おかしく なった ものと 思われる。 

この 山で は、 何 町の 間、 隙 間もなく、 杉 苗 寄進の 札 

を 立てて は あるが、 ドコ へその 杉 苗 を 植える の だか 一 


向わ かってい ない。 

あいきょう 

「お 愛嬌です よ。 あれ をお 前さん、 正直に 受取った 

日に は、 一年に 関東 八州が 三ッ あつたって 足り やしま 

せんよ …… 植える 方 はどうで もい いが、 切る 方 はせい 

ぜぃ 切らして いただいて …… 」 

半 べん 坊主 は、 額 を 丁と 叩きました。 

「切る 方 は せいぜい 切らして いただいて、 カラカラ 力 

ラッと 景気よ く …… ナニ、 一木 一草 を も 愛護して 下さ 

いだって、 木 を 傷つけ る 人が あったら 止めて 下さい 

だって …… 笑い ごとじゃありません よ、 木 を 伐らない 

で 車が 仕掛り ます か」 


半 べん 坊主 はこの 時、 腰 衣 の 上へ 酒 を こぼした ので、 

あわてて それ を 拭い、 

「もっとも、 これに ついては、 かれこれと、 やかまし 

くいう 奴 も あるに はあった が、 わしが 行って お 役人 を 

口説いて 来る と、 ああ、 いいと もい いと も、 こっち を 

伐って いけなければ あっち をお 伐り、 それでい けなけ 

れば こっち をお 伐り、 いいと も、 いいと も …… で 話が 

たち ま 

忽 ちに 出来 上 つ てし ま つたの さ」 

半 べん 坊主が 得意に なって いると ころへ、 例の 神楽 

師の 一行と 七兵衛 とが 通りかか つたので、 坊主 は 酔眼 

をみ はって、 その 一行 をな がめ、 


たかじょう 

「公儀お 鷹匠 のよう な 奴が 通ら あ、 いやに ギ スギス 

してや がら あ」 

うま 

といって 半 べん 坊主 は、 半 べんの 残り を、 さも 旨そう 

に 食べました。 

二十 五 

高 尾 山で はこうして、 山 を 崩したり、 木 を 伐ったり 

して 嬉しがつ ている 一方、 武 州の 御岳山の 下で は、 水 

車 番の与 八が しきりに 木 を 植えて おりました。 

与 八 は、 「木 を 植える の は徳を 植えるな り」 という 理 


窟を 知らない。 ただ 土地が 明いて いて は 勿体ない から 

植えて おこうと いう 心がけで、 木 を 植えて 山 を 青く す 

る そのこと が 楽しみな ので。 また 何 本 植えて、 何年 

たって、 いくらに 売れる という こと も 知らない。 植え 

る 傍から 植えた こと を 忘れて しまつ て、 育てる こと だ 

け は 忘れない。 

木 を 育てる ことの 好きな 与 八 は、 また 人の子 供 を 育 

いくたろう 

てること が 大好きです。 郁太郎 を 育てて みると、 その 

苦しみの うちに、 いうにいわれぬ 楽しみが あって、 子 

供と いう もの はほんと うに 可愛い もの だと 身に 沁みて 

います。 与 八が、 ほんとうに 子 W を 可愛がる ものです 


から、 子供た ち もまた、 与 八に 懐く こと は 大変な もの 

で、 いつも、 与 八の 仕事 をす る 周囲に は、 五 人 十 人の 

子供が 集ま つ て いないと いう ことはありません。 

郁太郎 も、 今では 乳ば なれ もした し、 人に 預けな く 

て も、 遊びに 来る 子供が 守 をして くれる から、 自分の 

仕事 もよ く 手が 廻ります。 仕事の 合間、 与 八 は 海 蔵 寺 

わさん  きょうもん 

の 東 妙 和尚に ついて、 和讃 だの、 経文の 初歩 だのと い 

う もの を 教わります。 それと 共に、 東 妙 和尚の 手ず さ 

みまね 

み をみ よう 見 真似で 彫刻 を はじめました。 そこで、 与 

八 は 学問の 初歩と、 美術の 初歩と いう ものに ようやく 

興味 を 覚えて きました。 


この 興味 は、 与 八 をして 教育の 世界に、 一 つの 驚異 

を 見出させた ようです。 自ら 教 ゆる 間の みが 人 を教ゅ 

る ことができる。 与 八の このごろ は、 熱心なる 学問 好 

きになって いると ころから、 自分の 周囲に 群がる 子供 

たち を 見る と、 どうも このまま では 置け ない という 気 

になって 仕方が ありません。 見る ところ、 これらの 子 

供た ち は、 自分の 過去と 同じように、 なんらの 教育 を 

受ける こと も、 受けさせる 設備 も 出来て はいない よう 

だ、 どうかし てこの 子供 たちのた めに、 寺小屋 様の も 

の を 設けて、 自分 も 共に 学びたい もの だと 痛切に 思い 

つきました。 


そうかといって、 自分に は 今 それ をす る 余裕 もな け 

れば、 学問の 力 もない。 そういう 時に 与 八が、 いつも 

思い出す の はお 松の ことであります。 

「お 松さん が 来て くれれば いいな」 

と 与 八 は、 いつも それ を 思い出す のです けれども、 そ 

れは トテモ 出来ない 相談 だと 思い かえす のが 常で あり 

ました。 

ところが 先日、 相 生 町の 老女の 屋敷に 久しぶ リ でお 

松 をたず ねて みたところが、 お 松 もまた、 思いがけな 

い 一人の 子持ちと なって いて、 おた がいに 力 を 合わせ 

て 子供 を 育てて ゆきたい というよ うな 話 をした ことか 


ら、 与 八 は その 話 を 進めて、 お 松 を ここに 呼び迎えて 

みたい と 気が 進みました。 

ある 日、 与 八 は 水車小屋から 程遠から ぬ 主人の 屋敷 

へ 出向いて、 ふと、 物置 同様にな つてい る 剣術の 道場 

の 前に 立ちました。 

机の 家の 屋敷 は、 定まる 当主 とてもありません から、 

すべてに おいて、 与 八が 監理 人の ような もので ありま 

す。 親類の 人が 時々 来て は 見て 行き はします けれども、 

じょうかく 

小さな 城廓 ほど も ある 屋敷 を、 ともかく、 これ だけに 

手入れ をして いるの は、 与 八の 働きと いわねば なり ま 

せん。 


そこで 与 八が、 剣術の 道場の 前に 立って 考えた の は、 

ひとしきり、 この 道場から、 甲 源 一 刀 流の、 音 無しの 

せんりつ 

構えなる ものが 起って、 幾多の 剣士 を 戦慄 させた とい 

う 思い出で もありません。 また、 この 道場から 宇津木 

文之丞 との 争いが 起って、 それから 黒い 風が 吹き、 白 

い 雨が 降り出した 今日までの 一 切の 経過で も ありませ 

ん。 その 時代 はもう 過ぎて しまって、 今、 与 八が この 

道場の 前に 立った 時、 ふと 思いつい たの は、 これ を 利 

用して、 お 松さん と共に、 多くの 子供 を ここへ 集めて 

育てて みた いなという 希望であります。 

与 八が 道場の 庭 を 掃いて いると、 そこへ 突然 姿 を 現 


わした 旅の さむらい。 

「 少々、 物 をたず ねたい が、 机 竜 之 助の 道場 はこれ か」 

「左様で ござ います」 

ほうき 

与 八 は、 箒 をと どめて、 さむらいの 問いに 答え まし 

た。 

「主人 は 留守 か」 

「はい」 

「代稽古 はいない か」 

「おりませんで ございます」 

そこで、 旅の さむらい は 残り惜しげ に 道場の まわり 

をう ろ つ い ている から、 


「まあ、 お休みなさい まし、 ただいま は 誰もお り ませ 

ん けれど、 道場 を 御覧になる ならば、 あけて お見せ 申 

しましょう」 

と 与 八が いいます と、 さむらい は よろこば しげに、 

「それ は 有難い、 せっかくの ことに 道場の 中 を 一見 さ 

せても らいたい」 

与 八が 裏の 戸口から 入って、 道場 を あけて やる と、 

わらじ 

さむらい は 草鞋 をと つて、 道場の 内部へ 入って 来 まし 

た。 

「はは あ、 なかなか 結構な もの だ」 

と 道場の 内部の 整って いる こと を 見て、 旅の さむらい 


は 感嘆し、 

「誰も 代つ てこの 道場 を 預かる という もの はない の 

か」 

「どなた も ございません」 

「誰か、 あの 男の 生 立ち を 知って いるもの はない か」 

「生 立ちと 申します の は …… 」 

「あの 男の子 供 時代の こと だ、 いや、 それよりも 親の 

時代の ことから …… 」 

「左様で ございます、 みんなもう 亡くなり ましたね」 

「あれの 親が エラ 物であった というで はない か。 そう 

して 酒 を 飲んだ か」 


与 八 は、 変な 物の たずね 方 をす る さむらい だと 思い 

ました。 横柄な の は 仕方がな いが、 エラ 物で あつたと 

いうで はない か、 そうして 酒 を 飲んだ か、 という 尋ね 

方 は、 おかしい と 思いました。 この さむらいの 尋ね 方 

では、 エラ 物 は キット 酒 を 飲む ものの ように きめてい 

るら しい。 

おおせ，？ せ 、-, 

「大 先生 もお 若い うち は、 少し は 召 上りに なった よう 

でございますが …… 」 

と 申し わけの ようにい うと、 さむらい は、 

「少しで は あるまい、 うんと 飲んだろう、 飲む 時 は 七 

升ぐ らい 飲んだろう …… 」 


「え …… 」 

与 八が、 また 返答に 苦しみました。 七 升と 相場 をき 

めた のがお かしい ことです。 六 升 飲んだ か、 七 升 飲ん 

だか、 そんな こと は 誰も 知っている はず はない。 知つ 

ているなら 尋ねなくても いいはず だ。 

「それで 竜 之 助 はどう だ、 これ は あまりい けまい」 

「え、 若 先生の 方 も 少しば かり …… 」 

「そうだろう、 七 升 は 飲めまい」 

妙に 七 升 を 振り まわす さむらい だと 思いました。 ま 

た 事実、 飲めようと 飲めまい と 大きなお世話です。 来 

友なら ば 食って かかる のだろう が、 与 八 は、 おとなし 


くだん 

くそれ を 聞き流して いると、 件の さむらい はいつ こ 

う 無遠慮に、 

「どう だ、 この 道場 へ はお 化けが 出る と いう 話 だが 本 

当 か」 

「そんな 噂 があります か」 

「あると も、 武州、 沢 井の 机の 道場に は 夜な夜なお 化 

けが 出る、 それで 誰も 道場 を 預かり 手がない —— とい 

う 噂 を 聞いて、 わざわざ たずねて 来たの だ」 

「へえ、 この 近所に 住んで いるもの は、 そんな こと あ 

言 やしません」 

「ともかく、 今晩は ここへ 泊めても らいたい もの だ」 


くだん 

件の さむらい は、 道場の 板の間の 真中へ すわりこ 

ん でしまい ました。 

「おとまりなさい まし、 お化けなん ぞは出 や 致し ませ 

ん」 

与 八 はおとな しく、 この 無遠慮な さむらいの 言い分 

を受 入れました。 

こういう 無遠慮な さむらいです けれども、 与 八 は 逆 

ら わず、 望み通り、 この 道場に 泊めて やる ことにして 

もてなしました から、 さむらい は 大喜びであります。 

机の 道場に はお 化けが 出る …… 与 八 は 初めて 聞く 噂 

だが、 なるほど ありそうな 噂 だと 思いました。 自分の 


耳に 入らない だけで、 専らそう いう 噂が 響いて いる 

ので はない かと 思いました。 

そうして 与 八 は、 さむらい のために 夕食 を 運んで、 

自分 は 水車小屋へ 帰って しまった あと、 件の さむら 

いは、 やはり 道場の 真中に 筵 を 布いて 坐り込み、 その 

前に は 与 八の 運んだ お膳と、 それから、 いつの まに、 

どうして 持ち込ん だか 一 升 徳利 を 押 据えて、 まず 一 杯 

を 試みて 舌鼓を打ちました。 

ほどなく 一  升の 酒 を 平げ、 飯 を 食い —— 終る と、 膳 

を押片 づけて、 行 燈を搔 き 立て、 謡 をうな り はじめ ま 


謡い 終る と、 立ち上って、 道場の 壁に かけた 木刀 を 

なぎなた 

取って、 型 をつ かい、 つぎに、 槍、 棒、 薙刀、 千鳥 鎌 

の 類に 至る まで、 いちいち 手に 取って、 その 型 をつ か 

い、 それが 終る と、 肱 を 枕に して 横にな りました。 

この さむらい は 何のた めに 来た か。 多分、 ここの 剣 

術の 名 を 以前に 聞いて いて、 ちかごろ は 無住で、 お 化 

けが 出る と いうよう な 噂に 興が 乗り、 半ば 好奇心が 手 

つ だって、 道 を枉げ てたず ねて みた ものと 思われる。 

しかし、 夜が 更けて 行く と、 多摩川の 流れの 音が、 

冴えて 聞え る だけで、 別段、 お化け も 出なければ、 幽 

霊 も 現われず、 あたら 英雄 も 髀肉の 嘆に 堪えない 有様 


です。 

き つ 

暫くす ると コ トリと、 道場の 隅に 物音。 屹と そちら 

を 振 向く と、 食い 残した 食膳に 一 匹の 鼠が はいか かつ 

た いざんめ いどう 

ている。 なんだ、 泰山 鳴動 もせずに 鼠 一 匹。 

さむらい は、 手裏剣 を 抜いて、 その 鼠め を 仕留めて 

やろうと、 狙い を 定めた が、 この 手裏剣が 惜しい。 鼠 

一 匹の 代価に、 この 手裏剣 を 再び 研がせる の は 愚 だ。 

しかし、 つれづれの おりから、 よい 相手 だ。 一番 仕留 

めて やろう かな …… 鼠 を 打つ に 器 を 忌む と はこれ。 

「叱 ッ」 

叱りつ ける と、 鼠 は 膳 を 飛び下りて 道場の 隅 を 走る。 


暫くあって、 また、 こそこそと 舞い戻って くる。 

「叱 ッ」 

追えば、 追われた 当座 だけ 逃げて、 また 戻って 来る。 

美 濃の 大 垣の 正木 段 之 進 は、 こうして 鼠 を にらみす 

くめて 動け なくした という ことが 東 遊 記に 書いて ある。 

この さむらい は、 鼠 一匹 を 相手に、 追いつ 追われつ 興 

がって いるが、 やはり、 器 を n| むの 心で 手裏剣 は 切つ 

て 放さない。 思い直し たと 見えて、 それ を 脇差に はさ 

力た 

ん でしまい、 体 を 斜めにして、 傍え の 木剣 を 引 寄せて、 

ちと 

今度 来たならば 一 撃の 下にと 身構えして いると は 知ら 

ず、 三度 目に こそこそと 板の間の 隅 を 走る 鼠。 


途中まで 来て、 踏みと どまって こちら を 見ました。 

その 瞬間、 さむらいが、 初めて ゾッ として、 構えた 木 

刀 を 思わず 取 落そうと したの は、 踏みと どまって こち 

かお 

らを 見た 鼠の 面が、 その 時、 ずん と 伸びて、 ほとんど 

人面と 同じ ほどの 大きさに 見え、 じっと 眼 を 据えて、 

こちら を 睨み 返した からです。 

「何 を …… 」 

再び、 その 木剣 を 取り直した 時 は、 もう 鼠の 姿 は 見 

さむけ 

えず、 ただなん となく、 寒気が 全身 を 襲うて 来る のみ 

です。 

そこで、 さむらい はなんだ か ばかばかし くも あり、 


ほう 

いやな 気に もな つて、 木剣 を 抛り 出し、 そのまま 頭 を 

かかえて 横になる と まもなく、 軽い いびきで 寝入って 

しまい ましたが、 ずん と 大きく、 人間と 同じ ほどに 伸 

びた 鼠の 面 だけが、 夢の 中に 残って、 夜もすがら おび 

えたそう です。 

二十 六 

その 夜 は、 それだけで 無事に 明け、 翌日、 右の さむ 

らい は、 御岳山へ のぼると いって 立 去りました。 

与 八が、 急に 江戸へ 出かけた くな つたの も その 時で、 


それ は 今にな つて、 お 松の 先日い つた 言葉 を つくづく 

思い出した からです。 お 松さん のい うのに は、 あのお 

屋敷で は 御 老女 様に 大 へん 可愛がられて いるが、 本来、 

あの 屋敷と いうの が、 国々 の 壮士 浪人の 集まりで、 い 

つ 解散され るの だか わからない。 もしゃ 御 老女 様が 遠 

くにもと 

方の 国許へ でもお 帰りに なって しまった あと は …… と、 

それとなく 身の 行末に 多少の 不安 を 述べた の を、 与 八 

は 耳に ハサんで は 来ました が、 もともと 鈍感な 男の こ 

とです から、 今頃に なって 漸く それ を 痛切に 思い出し、 

わけ を 話して、 こっちへ 来て 下さいと いえば、 来て く 

れ ない 限り は あるまい …… そう 思い立つ と、 正直な 心 


から、 一刻も早く 江戸へ 出かけて、 お 松に 念 を 押して 

みたくな つたので す。 

お 松の 方で も、 与 八の 推察 通り、 今、 自分の 身の上 

について、 多少の 不安 を 感じて いると ころです。 

駒 井 甚三郎 は、 ムク 犬の 通知に よって 直ちに 出向い 

て くれました。 そうして、 初めて 持った わが 子と いう 

ものに、 母と して、 親と しての 一切の 仕事 を、 お 松に 

頼んだ のであります。 お 松と して は、 頼まれなくても 

この 子 をてば なす 気に はなれません。 駒 井 甚三郎 は、 

それが ために かなりお おくの 費用 をお 松の 手に 渡して 

行きました。 お 松 は、 それ を 辞退し ました けれども、 


さと 

辞退すべき 性質の もので ない と 諭されて、 いさぎよく 

預か つ てお きました。 

う ま 

乳母 を 一人 雇うて、 念入りに そだてて、 朝夕 その子 

を だきかかえて 楽しみにして いました けれど、 不安と 

いうの は、 この 屋敷で、 どうも おだやか でない 人た ち 

の 出入りが はげしく、 自然、 その 筋で もめ ざされ てい 

るし、 いつきり こみが あるか わからない、 という もの 

も あるし、 早晚、 焼 討ちになる だろう、 と 沙汰 をす る 

もの も あるく らいです から、 お 松 は それが 気に かかつ 

てな りません。 御 老女 様 はしつ かりして おいでな さる 

し、 集まる ほどの 人 も 血気の 人に は 相違ない が、 そう 


悪い こと をす る 人た ちではありません から、 危ない こ 

と はな かろうと 思う けれど、 万一、 この お子さんに 怪 

我があって は、 という 心配が 絶えた こと はない のです。 

そこで 或る日、 お 松 は 自分の 部屋で 赤ん坊 を 抱き、 

「登 様、 あなた は 田舎へ いらっしゃいます か、 田舎 は 

おいやで すか」 

と 話しかけました。 

話しかけた つ て 返事ので きる わけはありません が、 

つい 口に 出て、 

「おいやで なければ、 田舎へ お連れ 申しましょう か。 

田舎と いっても、 そんなに 遠い ところではありません 


よ、 与 <• さんの いると ころ」 

坊や は、 じっとお 松の 顔 を 見て、 笑い もしない でい 

る ものです から、 

「御存じでしょう、 与 八さん を。 あの 肥った、 親切な 

人 …… 」 

その 時、 坊や は 両手 をお どらせ て、 うれしそうに 笑 

いました。 

「登 様、 もし、 あなたが おいやで なければ、 わたし、 

これから 手紙 を 書いて、 与 八さん のと ころへ 使 を 頼み 

ます わ。 与 八さん は よろこんで 承知 をして 下さる で 

しょう。 です けれども、 もし、 あなたが おいやで すと 


…… 田舎に 住んで いて は 出世の ために 悪い ようです と 

つまりません から、 いつまでも こっちに いましょう ね。 

どちらに 致します」 

といって、 お 松 は 登の 顔に ほおずり をし ました。 どち 

らに 致す も 致さない も あり はしない、 生れて まだ 幾 月 

もた たない 子。 思案に余った ことがある ものです から、 

お 松 はしき りに、 このお さな 児に 話しかけて いるので 

「それ は 御 老女 様 はえら いお 方 だし、 このお 屋敷 は 結 

構な お 屋敷です けれども、 なんだか 世間が 騒がしい も 

のです から、 あなた や、 わたし は 暫く あっちへ 行って 


いた 方が いい かも 知れない」 

お 松の 心 を、 ド チラに かきめ てし まわねば ならぬ 時 

節が まもなく 来ました。 

それ はいよ いよこの 本 所の 相 生 町の 老女の 屋敷 を 引 

うわさ 

払わねば ならぬ 時が 来たから です。 噂に よると、 土 

佐の 乾 退 助と いう 人が 来て、 ここに 集まる 浪士 にす 

すめて、 四国 町の 薩摩 屋敷へ 併合せ しめたと いう こと 

です。 

そうして、 お 松が 主として つかえた 老女 は、 本国へ 

帰る 途中、 ひとまず 京都に 滞留す るの だとい うこと で 


老女 は どこまでも お気に入りのお 松 を 手放した く は 

ありませんでした けれど、 お 松と して は、 すべての 事 

情が、 それ を 辞退して、 別な 生活に 入らねば ならぬ 時 

と 考えました。 

とりあえず、 乳母と、 登と、 自分と 三人で、 しかる 

べき 家 を 借りて 一 世帯 を 持つ ことが いちばん 賢明で、 

それで 女手の 生活に 不安が あるならば、 与 八のと ころ 

を 頼もうと いうの が、 第二の 考えで ありました。 

しかし、 第一 の 考えから お 松 を 急に、 第二の 考えに 

飛ばせて しまった 事情 は、 立 退き 以前に この 屋敷 を 押 

囲んで 焼 打ちが あると いう 噂と、 ちょうど この 際、 与 


八が わざわざ たずねて 来て くれた ことであります。 

お 松 は、 京都で も、 江戸で も、 この 時代の 不安な 空 

気の 中に 住み慣れて はい ましたが、 自分 ひとりの 身な 

らば ともかく、 偶然ながら 子持ちの 身に なって みると 

今日は 暗殺、 明日 は 焼 討ち、 といった ような 空気が、 

そら 恐ろしく なって、 この 屋敷に 住んで いる 以上 は、 

自分た ち も めざ され はしない かとい う 取 越 苦労な ど も 

起って いたと ころへ、 与 八が やって来て 相談 を かけた 

ものです から、 それに 従う のが、 いちばん 安心 だと、 

その 場で 心 を きめてし まいました。 

心が きまれば 話 は 早い 方が よいと、 お 松 は そのつ も 


いとま ご 

りで 御 老女に 暇乞い をす ると、 御 老女 も 惜しみながら 

ゆるして くれました。 そこで、 与 八の いるう ちに 出立 

の 用意 をと とのえ て、 馬 や 駕籠 も 頼み、 当分の 間、 

ばあや 

乳母 も附 いて 行って くれる とのこと だから、 なお 安心 

して、 すべて は 非常に 調子よ く涉 つてし まいました。 

そこで、 この 連中 は、 打 揃って、 程遠から ぬ 回向 院 

の 境内に、 お 君の 墓参り をして 行こうと、 花と 香と を 

携えて、 門 を 出ようと する 時に、 どこから ともなく ム 

ク 犬が 現われました。 

「ムク や」 

それ以来、 ムク犬 は 使命 を 果して、 房 州から 帰った 


に は 帰った が、 人に 姿 を 見せる ことが 極めて 稀れ で、 

必要に応じて は どこから 出る ともなく 出て 来て、 必要 

に 応ぜ ざれば どこに 隠れて いる ともなく、 隠れて いて 

出て 来ない。 

今、 この 人た ちが うちつれて 旧主の 墓参りに 出かけ 

ようとす る 時に、 ヒョッ コリ姿 を 現わした ので、 一同 

の 者が この 犬の 出現 を、 いたく よろこび 迎えました。 

しかし、 当の 犬 は、 喜べる 色 もな く、 勇める 風 もな 

く、 一行の 中に まじって、 その 行く ところへ 共に 行き 

その 止まる ところへ 共に 止まろう とする、 柔順な 態度 

に 見： g- る。 


ムク 犬の このごろ は、 我と 我が 生存の 意義 を 見出 そ 

うとして いるげ に 見 ゆる。 わが 使命 は、 死んだ 主人 を 

守る こと だけで 尽きた のか。 そうだと すれば、 自分 は 

当然 殉死すべき 運命の もので、 今の 生存 は 惰力に 過ぎ 

ない のか。 それとも、 まだまだ 生きと し 生ける ものの 

一 生に は、 生かされて ある 間に、 その 使命が 尽くる と 

いう ことのな いものと すれば、 第一 の 使命 終って 第二 

の 使命 は 何。 この 犬 は 極めて 謙遜、 且つ 従順の 態度 を 

以て、 それ を 聞こうと している ように も 見える。 自然 

この 犬に は、 主人の 墓 側で 食 を 断って 死ぬ という t 古 

えの 忠犬に 超 出した 高尚の ふうが 見える。 


とまれ、 この 一行、 お 松 は 香と 花 を 携えて 先に 立ち、 

乳母 は 登 を 抱き、 与 八 は 郁太郎 を 背負い、 ムク犬 は そ 

の 間 を 縫うて、 例の 回向 院の 墓地の 中に 進んで 行き ま 

した。 

二十 七 

この 一行が 回向 院の 墓地へ お 墓参りに 来た 日、 その 

境れ の 西洋 奇術 大 一 座が ちょうど 千秋楽の日で ありま 

した。 

この 興行 は、 大入り 満員の 売 切れつ づきで、 す ばら 


しい 人気 を 博した のみならず、 その 人気に 該当する 実 

質 を、 見る 人に 与えた ようです。 たしかに、 今までに 

たんのう 

見ない もの を 見せ、 見た 者 を 堪能させる だけの 内容 を 

そなえて いたに 違いない。 

しかし、 太夫 元のお 角 は、 興行が 成功した ほどに 嬉 

かお  かんしゃく 

しそうな 面 を 見せないで、 どうかす ると 癇癩を 起し 

て 当り 散らす こと も あるよう です。 といって、 そのく 

らい はどう も 仕方がない。 最初の 期待で は、 まか リま 

ちがえば 骨になる くら い の 度胸 をき めて いたのが、 

ほりもの 

せ つ かく 彫り上げた 骸骨に 牡丹の 刺青が 役に立たず、 

も 1, つ jl& だ 

諸肌 押しぬ いで タン 力 を 切る 物凄い 場面 も 見せないで 


済んだ のが、 何よりと いう ものです。 

お 松、 与 八、 ムク 犬の 一行が、 回向 院の 墓地に つい 

た 時分 は、 ちょうど、 千秋楽の 追 出しの 時刻で、 今し 

うしお 

も、 場内に のまれて いた 幾千の 観客が、 潮の ように 吐 

き 出される 時でした。 

「ォレ の だい、 ォレの だい、 ォレの 下駄 だよう ッ」 

下足 場の 人 ごみの 中で、 おそろしく 下卑た 太い 声で 

わめき 出した のが、 キ ッカケ で、 そこから 大 混乱が 起つ 

たと ころです。 

なんでも 下駄 を 間違えた やつ を、 一 人が なぐり 飛ば 

もと  も  たち ま  しゅら 

したの が 原因で、 芋 を 揉む ような 下足 場が、 忽ち 修羅 


ちまた 

の 巷 となって しまいました。 

そこで、 取組み 合い、 なぐり 合い、 引搔き 合いが 見 

ている うちに 起り 出し、 女子供 は 泣き さけんで 救い を 

求める の 有様です。 

高い ところで 見て いたお 角 は、 直ぐに その 目の 下の 

混乱に よって、 また 始め やが つたなと いう 苦々 しい 表 

晴です 。 

「ォレ の だい、 ォレの だい、 ォレの 下駄 だってえ ばよ 

う」 

下卑た 声が 甚だしい 耳 ざ わりで、 混乱の 中から 起る 

の を 聞いて いると、 たしかに この 混乱の 原因 は、 下駄 


の 擁護から 起って いるら しい。 人より 三分 間ば かり 下 

駄を 後に 穿く か、 先に 穿く かとい う 問題から、 なぐり 

合い、 つかみ 合い、 引搔き 合い、 取組み 合いが 起った 

ものら しい。 どうも そのほかに は、 お 角に も 原因ら し 

いものが 見当り ません。 

幸いに、 お 角 は 少しば かり 高い ところに いた もので 

すから、 この 混乱の 現状 を、 活動写真 を 見る よりも 鮮 

やかに 見て取る ことができました。 しかし、 お 角 は、 

この 騒ぎ は、 甲府の 一 蓮 寺の 時の ように、 大事に はな 

らな いと 見て取りました。 混乱す る だけ 混乱 させ、 取 

疲れる まで 取組 ませて おけば、 おのずから 静まる 性質 


の もの だと、 タカ をく くって いたのです。 

さ つ き 

「ォレ の だい、 ォレの 下駄 だと、 先刻から いつ てるじ や 

ねえ かよう」 

こういう 場合の 嚙み 合いの 特長 は、 きまった 相手と 

いう ものが なく、 最も 手近な ところに ある ありあわせ 

の 頭が その 相手であります。 喧嘩の 上手と いうの は、 

最も 僅少の 時間に、 最も 多くの 頭 をな ぐり、 素早く 身 

を ひく 人間の ことで、 その 最も 拙劣な の は、 最も 多く 

なぐられながら、 その 一人の 相手 を もっか まえる こと 

のでき ない 人間であります。 

いっとき 

しかし、 下手 も 上手 も、 共に 一 時で、 お 角の 見込み 


通り 大事に 至らず して、 やがて、 この 活劇 もお しまい 

になり、 千秋楽のお 景物と して、 一 つの 愛嬌 を 添えた 

ものの ように 消滅して しまったの は、 いよいよ 巿が栄 

えたと 申す ものです。 

それ をお 角 は ひややかに 笑い 捨てて、 ざっと 場内 を 

めぐり 歩く うち、 ふと、 例のと ころへ 来て、 場外 を 見 

ると、 以前に ながめた 通り、 そこ は 回向 院 境内の 墓地 

であります。 

お 角の ながめる ことが もう 少し 早かった ならば、 そ 

こに 以前の 一行が おまいりに 来て いて、 ことに その 中 

に は、 お 角の 熟知して いる ムク犬 も 加わって いた こと 


だから、 お 角 とても だまって はおれなかった ろうが、 

この 時 はもう 一行 は 去って、 誰も おらず、 ただ 香の け 

きれぎれ 

むりが 断々 としての ぼって いる ことによって、 お 角 は 

また あのお 墓へ 誰かお まいりに 来たな と 思った だけで 

した。 

あのお 墓へ は、 駒 井 甚三郎 もお 参りに 来たし、 今日 

もまた 誰かお 参りに 来たよう だが、 いったい 誰の 墓な 

ん だろうと 軽く お 角の 頭に のぼった だけで、 それ 以上 

たくま 

に は 想像 を 逞 しくす る ことがありませんでした。 

もう 少し 深く 突きと めて、 これが、 嘗て は 自分の 下 

に 使った ことの ある、 お 君と いう 薄命な 娘の、 地上に 


おける 存在の 記念で あると 知ったならば、 お 角 とても、 

そのままに はして いなか つたろう に  

ししょう 

今のお 角に は、 お 君と いう 女の 死生 も 知らず、 また 

めまぐるし いこの ごろの 生活で は、 ホンの 少しば かり 

念頭に 上 つ て 来る こと さえ 極めて 稀れ であった のです。 

それで、 あっさりと、 それだけが 頭脳に うつった だ 

きざ はし 

けで、 やがて 階 を 下って、 土間から 楽屋の 方へ と 進 

んで 行く と、 楽屋の 入口で やかましい 人の 声。 

たち ま  け ど 

その 声 を 聞きつ けて、 お 角 は 忽ち 気取って しまい 

ました。 

寄生虫が やって来 たな。 


興行界 を 渡り あるく ゴロが やって来 たな、 今まで 来 

なかった のが 不思議 だが、 果して やって来た、 千秋楽 

を 見込んで やって来 たからに は、 ただ は 動くまい と、 

お 角 は 度胸 をき めて その 方に 出向く と、 

「親方！」 

ゴロが 早く も 認めて 呼びかけました。 その 背後に は 

四 五 人の 同勢が いる。 

「可 ひす」 

「おめでとう、 大当りで おめでとう。 だが 親方、 いい 

ことの 裏に は 悪い ことがある、 あんまり 当り 過ぎる と 

罰が 当る から、 用心し なくち やい けね ぇぜ」 


「大きに 有難う、 それが どうした というの」 

「勝って 兜の 緒 を 締めろ と はこ こなんだ ぜ、 親方」 

「何だか わからな いよ」 

「高い 木 は 風に 揉まれる という やつ さ …… 親方が 大当 

てに 当てた もんだ から、 世間から 目 ざされ るよう に 

な つたんだ。 世間から 目 ざされ るよう になる と あぶな 

い」 

「何が あぶな いんだ ェ、 なにも わたし は、 世間 様から 

目 ざしても らおう ともなん とも 思 つち や いないん だよ 

名前 を 売りたい とか、 親分に なりたい とか、 そんな 

了見 で やって るん じゃありません からね、 商売で やつ 


はず 

てるんだ から、 当る こと も あり や、 外れる こと もぁリ 

まさ あね」 

「まあ、 そう、 ポンポンお いいなさるな、 親方の ため 

と 思えば こそ、 こうして やって来たん だから」 

「大きに 御苦労 さま …… 何 か、 わたし を 暗 討ちに でも 

しょうと いう 噂が あるんで すか」 

「そういう わけ じ やねえ がね、 つまり、 人気 をし めた 

時 は、 財布 を あけろ と いうた とえが あるで ございま 

しょう、 そこです よ、 世間の 口が うるさく つてい けね 

え、 ばかばかし いような もんだ けれど、 そこが それお 

愛嬌で、 如才なく 立 廻らない と 損です からね え。 早い 


話が わつ したち 四 五 人が、 これから 盛り場 を 廻って、 

女 軽業の 親方 はこれ これ だと 触れ 廻って ごらんなさい。 

たち ま 

白い もので も 忽ち 黒くな り、 黒い もので も 忽ち 白い 

ものになります からね」 

お 角 もこの 道の 苦労人で はあり、 馬鹿で はあり ませ 

ん から、 この 連中 を 相手に 争って は 損 だとい うこと ぐ 

らい は 知っています。 事実、 この 連中が 気 を 揃える と、 

場合によって は、 せっかくの 名 興行師 を 塗りつ ぶす こ 

ともで きる し、 また 一 夜 作りの 千両役者 を 仕立てて、 

世間 をォド 力す こと もで きる の だから、 お 角の 気象と 

が いしゅうい つ しょくて き 

して はこの 場合、 鎧 袖 一 触 的に やって みたい の だが、 


鎧 袖 一 触 も 用いよう によって は 大笑いの 種です から、 

リき 

あまり 力まない のがよ いと 思いました。 そこで、 

ごもつ と  わがまま もの 

「御尤も で ) J ざいます、 なに ぶ ん 行 届かな い 我儘 者で 

ございま すから、 この 後と もに よろしく。 どうか まあ、 

こちら へお 上りく ださい ましな」 

といって、 丁寧に 上へ 招 じたの は、 お 角と して は 気味 

の 悪い ほどの 如才な さです。 

いつの 世、 いかなる 社会に も、 寄生虫と いう もの は 

絶えた こと はない が、 真正の 批評家 は 極めて 稀れ であ 

る。 

がれき  めっき 

寄生虫 は、 瓦礫 を 鍍金して、 群衆に 示し、 共謀して、 


それ をなる ベく 高価に 売りつ けようと する。 そうして 

蔭で 舌 を 吐いて いう、 

しろもの 

「こんな 代物で も、 おれたちの 手に かかれば、 これ だ 

た 力お 

けの 高値に 売れる」 

寄生虫の いいたい こと は、 これ だけで ある。 為し 得 

る こと もまた それだけ である。 

けれども、 独特の 生活力 を 有して いない 生物 は、 ど 

うかす ると この 寄生虫に 食われて しまう ことがある。 

きた 

招かざる に 来る バラ サイト。 

わが 親愛なる お 角さん を、 こういう ものの ために 苦 

心させたくない。 


自分 を、 タカの 知れた 女 軽業の 親方 以上に は 評価し 

ていないお 角さん は、 自分の 仕事の 性質 を、 ジョン- 

ラスキン 氏のと ころへ 聞きに 行く わけに も ゆかず、 タ 

ンカは 切って みる ものの、 そこ は 女の 身、 ガラリ と 折 

れて 寄生虫の 四 五 人 を 上座に 招 じ、 厚く もてなした 上 

に、 おみやげまで も 調えて、 帰る 時 は 先へ 廻って 下駄 

まで 揃えて 帰した お 角さん は、 憎むべき 人で もなん で 

もなくて、 ほんとうに 可愛い 人ではありません か。 

こうして 西洋 大 奇術 は 千秋楽と なリ、 その 翌日、 与 

八と お 松の 一行 は、 沢 井へ 向って 出立す ると、 まもな 

力み 力た 

く、 御 老女 はまた 多くの 供 を つれて、 上方へ 出かける。 


それが すむ と、 集まる ほどの 浪士 たちが、 ずいぶん 仰々 

しい 勢いで、 この 屋敷 を 引 払いました。 

浪士 たちの 行く ところ は、 無論、 芝の 三 田の 四国 町 

の薩 摩の 屋敷で ありました。 

浪士 たちが、 半ば 示威運動み たような 勢いで、 花々 

しく この 屋敷 を 引 払う と、 その 晚の ことに、 火が 起つ 

て、 この 屋敷 を 焼き払って しまいました。 

その 火の 起リ について は、 浪士 たちが 自分で つけて 

去った の だとい う 説 も あれば、 巿中 取締が 焼き払った 

の だとい う 説 もあって、 どちらが どう だか、 よく わか 

りません。 


しかし、 この 屋敷 一軒 だけで 食いと めた の はま だ 幸 

いで ありました。 附近の 人 は、 むしろ この 立 退きと、 

焼 払い を よろこんだ ようです。 これで 相 生 町の 名物が、 

一 つなくな つたわけ です が、 危険 区域が 移転した よう 

な 心 持で、 近所の 人が 枕 を 高く したの も、 無理の ない 

ところがあります。 けれども、 原則から いって、 一方 

に 消滅した もの は、 必ず 一方に 増加す る わけです から、 

次に は 芝の 三 田の 四国 町の 薩摩 屋敷に、 また 一層の 危 

険 分子が 加わって、 江戸 市中の 脅威になる という 結果 

になる かも 知れない。 

実際、 薩摩 屋敷に 集まる ものの 目的と 行為 は、 江戸 


の 巿中を 脅威したり、 愚弄した りする ために 存在して 

いるよう な 形で ありまし たが、 そうかといって、 これ 

を 一概に、 暴民 暴徒の 巣の ようにい つてし まう の は 誤 

りです。 また、 こういう もの を 存在せ しめた 策士の 横 

暴 を、 無条件に 憤る の も 当らない ことであります。 

薩摩 屋敷へ 浪士を 集めた の は、 西郷 隆盛と 後の 板 垣 

退 助 も 関係して いたと いう ことであります が、 徳川幕 

府を 倒さねば ならぬ という 志士 浪人の 頭に、 同時に ひ 

ら めくの は、 いつも 徳 川と 薩 摩との 仲 をよ くさせて は 

ならない という ことで ありました。 

いんせき 

徳川家と 薩 摩と は、 姻戚の 関係 もあった りして、 ど 


うかす ると 黙契が 成立し そうになる。 もしも 薩 摩が 徳 

川 をた すける ことになると、 せっかく 倒れ かかった 徳 

川の 家に、 有力な 根つ ぎが 出来た 結果に なって、 そう 

なって は 天下の 改革の 時が おくれる。 徳 川と 薩 摩と を 

握手 させて はならない。 江戸の 巿民 をして、 薩摩を 憎 

ましめ るよう に、 薩摩 をして、 幕府 を 脅威せ しめる よ 

うにし かけなければ、 大事 を あやまる の 形勢と なるこ 

と を、 志士 浪人の 間に は 深く 考えて いた ものが あるの 

です。 

後の 鳥 羽 伏 見の 戦い も、 一 は、 この 四国 町の 薩摩屋 

の っぴき 

敷の 焼 討ちが、 退 引 させぬ ことにし たので、 志士 浪人 


の 計画 は、 思うよう に 的中し、 明治の 改革に は、 これ 

がまた 有力な 動因と はなって いるが、 表面上、 その 形 

勢 を 見れば、 暴悪の 徒 を 蓄えて、 江戸の 上下 を 脅威 愚 

弄した 傍若無人ぶ りに、 腹の 立つ の も 無理の ない 次第 

でした。 

何事 もみな、 歴史の 大きな 潮流の 現われに 過ぎ ませ 

さかのぼ 

ん。 少なくとも 関ヶ原の 戦いまで 遡 ら ねば、 事の 是 

非 善悪 は、 たやすく は 説明ので きない ことであります。 

さても、 相 生 町の 老女の 屋敷 は、 構えが 相当に 大き 

かった だけに、 天明まで も 燃え つづいて おり ましたの 

で、 見物 は 山の ように 群がりました。 なかには、 これ 


を 痛快が つて、 このつ いでに 三 田の 四国 町まで 押し か 

けて、 薩摩 屋敷 を 焼き払え という もの も ありまし たが、 

また 一方に は 反対に、 江戸の 巿中を 焼き払われな いよ 

うにと、 心中に おそれ を 抱く もの も ありました。 

高 尾の 山で、 七 兵衛と 泊り 合わせた 神 楽師の 一 行が、 

ちょうど ここへ 来合わせ たの は、 まだ 余燼が 盛んに 燃 

えてい る 早朝の ことで、 この 有様に 意外な 感じ をした 

て い  きびす 

が、 さあらぬ 体で、 これ も 三 田の 方面へ 踵 をめ ぐらし 

たから、 誰も あやしむ ものはありません。 

二十 八 


ここ は どこ だか 知らない。 机 竜 之 助 は 何 里 つづく と 

おお.. こ 

も 知れない 大竹 藪の 中 を ひとりで あるいて いる。 

この 時 は 夜です。 身に 白衣 を 着て、 手に はぎ 剛杖を 

ついている。 この 大竹 藪の 夜 は、 幸いに して 見通す 限 

リ 両側に 燈籠 がつ いている。 

この 時 は、 眼が 見える のです —— それに 程よ い 間隔 

を 置いて、 両側に 立てられた 四角な 燈 籠の 光が、 朦朧 

として 行 手 を 照らして いる。 その 光 は 青く して 白い 色 

が ある。 

けれども、 いくら 歩いても 同じ 大竹 藪で、 いくつ 燈 


籠 を 数えて みても、 みな 同じ 形で、 同じ 光で、 同じ 色 

に過ぎない。 これで は、 歩いても、 歩かなくても、 同 

じょうな もの だ。 

ただ、 足が なんとも いえず 軽快で ある。 同じような 

藪の 中と、 同じような 燈籠 をい くつ 数えて 歩いても、 

疲れる という こと を 知らない。 そこで、 おなじような 

道 を 歩む。 

「もし」 

ふと、 その 燈 籠の 一 つの 下で 人影 を 見出した から、 

歩み をと どめて 竜 之 助が 問い かけました。 

「これ は 真直ぐ に 行って よいので すか」 


問われた の は 女の子です。 髪 を かむ ろに 切り まわし、 

ひとえ 

秋草 をお ぼろ 染めに したよう な 単の 振袖 を 着て、 燈 

籠の 下に 小さく 立って いました が、 竜 之 助に たずねら 

れて、 二 ッコリ とさび しく 笑い、 

「どこへ おいでになります か」 

「in 骨の 温泉へ …… 」 

「白骨 …… そんな 温泉 はこの 近所に は ございません 

よ」 

「ない？」 

「ええ、 ハツ コッ なんて 名前の 温泉 は、 この 近所に は 

ございません」 


「ない はず はない の だが …… 」 

「それで は 字に 書いて 見せて 下さいな」 

請われて 竜 之 助 は、 金剛杖 を 取り直して、 地上に、 

「白骨」 の 文字 を 認めました。 その 白骨の 文字が、 な 

あざ や 

ん という 鮮 かな 青 味 を 持って いる ことでしょう、 さ 

ひすい 

ながら、 翡翠の 光 を 集めた ように かがやきました ので、 

竜 之 助 も その 文字に 見入り ますと 女の子 は、 

「それ は ハツ コッ とお 読みに なって は 違います、 シラ 

ホネと 読む の で， >  J ざ い ます」 

「どちらで もい いで はない か」 

「いいえ、 シ ラホネ とお 読みに ならなければ 違います」 


しろう ま たけ 

「それでも、 白馬 ケ岳 をハ クバと 読む ように …… 」 

しらまね  しら-かね 

「白骨の 温泉 は、 昔 白 船の 温泉と いいました、 それ を 

後の 人が シラ ホネと 読む ようにな りました。 それ を ま 

た ハツ コッ とお 読みに なった ので は 人が 迷います」 

「では、 その シラ ホネへ 行く 道 は？」 

竜 之 助が、 素直に 問い返し ますと、 路上に 記された 

「白骨」 の 文字 を、 またたき もせずに 見て いた 女の子が、 

「そうです ね …… やっぱり、 ハ ッ コッの 方が ようご ざ 

います か 知ら。 シラ ホネと 読む の も、 ハツ コッと 読む 

の も、 同じような ものです けれど …… 」 

竜 之 助の 問いに は 答えないで、 女の子 はしき りに 文 


字の 末に 拘 私 しています から、 

「読み方 はド チラで もよ ろしい、 わし は、 ただ そこへ 

行く 道 を 知りたい の だ」 

といい ますと、 女の子 は、 

「それ を 教えて 上げましょう けれど、 あなた は 白骨の 

温泉へ 何し においで なさる の」 

「身体 を 丈夫に する ために …… 」 

「身体 を 丈夫に して、 何 をな さるの？」 

「それ は …… 」 

「身体 を 丈夫に して …… 」 

「  」 


ふと 少女の 立って いた 燈 籠の 火が 消えました。 一 つ 

消える と、 すべ ての 火が ことごとく 消えて しまい まし 

た。 

竜 之 助 は、 こまし やくれ た 女の子 だと 思いました。 

しかし、 燈 籠が 消えて は 一 歩 も 進む ことができない。 

「お待ちなさい、 今、 燈火を 持って来て あげます から」 

まもなく、 蛍火 ほどの 線香 を 掲げて、 以前の 燈 籠に 

火 を 入れる と、 その 燈 籠の 形が 髑髏に なりました。 竜 

之 助 は、 瞬き もせずに その 髑髏 を 見つめて いると、 

「あなた、 その 人 を 御存じ？」 

と 女の子が いいました。 


「知らない」 

「では、 この 人 は 9  」 

女の子 は 前に 進んで、 次の 燈 籠へ 火 を 入れる と、 お 

なじよう な 髑髏の 形と なりました。 竜 之 助 は それに 眼 

をう つし、 

「やはり、 知らない 人 だ」 

「そうです か、 それで は、 この 人 は 9  」 

といって、 女の子 はまた 三 歩 進んで、 次の 燈 籠に 火 を 

入れる と、 同じく それ も 髑髏の 形。 

「知らない」 

「御存じの はずな のに …… 」 


女の子 は 小首 を 傾げて 前へ と 進みながら、 線香の 火 

を 大事に して、 

「これなら、 キットお わかりでしょう」 

その 線香 を燈 籠の 下に 入れる。 と、 そこに 現われた 

なまくび 

の は 髑髏ではありません、 まさしく 女の 生首で ありま 

した。 

「  」 

竜 之 助 は、 近く 摺 寄って、 その 生首 を つくづく とな 

力めます 

「ちえ ッ」 

と 彼の 額に 白い 光が ひらめきました。 


金剛杖 を 取り直して、 それ を 打ち倒して、 首 を 地上 

へ 打ち落す と、 女の子 は、 

「そんな こと をした つて 駄目です よ、 あなた はこの 

あか リ 

燈 火がなければ、 一 足 も 歩け ない くせに —— 」 

と 言って、 その 蛍火 ほどの 線香 を、 竜 之 助の 前に かざ 

して 見せ ましたが、 やがて、 竜 之 助に は 頓着な しに、 

先へ 進んで、 つぎから つぎへ とその 燈籠 をつ けて 歩き 

ます。 燈籠 という 燈籠 は、 ことごとく 髑髏に あら ざれ 

ば 人の 首です。 

竜 之 助 は、 うんざり しました。 何 里 あるか 知れない 

この 道 を 歩く に は、 いちいち あの 首 を 見て 歩かな けれ 


ばなら ない のか。 

ふりかえって 見る と、 いつのまにか、 後ろの 方 もお 

なじ 髑髏の 燈籠。 

はて、 ここ はいった いど こだろう。 昨日 塩 尻 峠を越 

ききょ ラ  はら 

えたば つかりな のに —— 桔梗 ケ原 か、 五千石 通リ か… 

それ を 考えた 時 は、 うつつ 心の 出で た 時で、 まもな 

やど 

く 鶏の 声が 耳に 入る の を 覚えました。 塩 尻の 宿の、 夜 

明けの 肌寒い の を 覚える と、 傍に すやすや とお だ や 

さと 

かなお 雪の 寝息。 ああ、 夢であった かと 覚 るの は 常の 

人の ことで、 この 男に は、 夢と 現実との 区別が ありま 


せん。 否、 現実 はこと ごとく 暗黒の 虚無で、 夢み てい 

る 間 だけに、 物の 真実が 現われて くるよう です。 
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